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信
州
笠
ケ
岳
と
横
手
山

九
州
放
日
記
の
中
よ
う

白
砂
登
山
記

山
嶽
諸
相

固

　

　

版

〇
萬
座
峠
よ
う
望
め
る
笠
ケ
岳
（辻
本
満
丸
氏
撮
影
）○
笠
ケ
岳
頂
上
の
耐
祠
○
澁
温
泉
寺
附
近
よ
う
の
東

南
望
○
硯
川
附
近
よ
う
望
め
る
横
手
山
○
硯
川
附
近
よ
う
見
た
る
笠
ケ
岳
（以
上
武
田
久
吉
氏
撮
影
）

○
澁
峠
の
山
道
よ
う
望
め
る
笠
ケ
岳
○
自
根
山
よ
う
上
信
國
境
の
山
脈
（山
田
峠
附
近
）
を
距
て
ヽ
笠
ケ
岳

及
坊
不
山
を
望
む
○
自
根
山
水
釜
を
距
て
ヽ
横
手
山
を
望
む
（以
上
辻
本
満
丸
氏
撮
影
）○
澁
峠
西
端
約
二

千
米
の
地
黙
よ
う
望
め
る
笠
ケ
岳
及
小
笠
（
武
田
久
吉
氏
撮
影
）

○
野
反
池
東
北
岸
よ
う
排
天
山
遠
望
○
ネ
ン
バ
坂
よ
う
南
望
○
排
天
山
八
間
山
の
鞍
部
よ
う
北
に
野
反
池

目
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目

夫

を
望
む
○
野
反
池
南
端
よ
う
北
望
○
同
上
（
以
上
日
高
信
六
郎
氏
撮
影
Ｖ

雑

　

　

録

○
耐
戸
岩
と
御
前
山
〇
一
二
山
湖
の
名
稗
０
コ
ン
パ
の
意
義
０
四
阿
山
上
州
方
面
の
登
路
○
万
田
山
卑
考
０
伊
豆
の
大
室
山
（
以
上
六
項
武
田
久
吉
）

登
山
案
内
者

◇
駒
ケ
岳
登
山
者
張
力
組
合
◇
甲
斐
柳
澤
の
旗
舎
と
人
夫

山
岳
固
書
批
評

Ｏ
白
馬
岳
ノ
登
山
案
内

雑

　

　

報

○
立
山
項
上
の
気
象
観
測
○
北
ア
ル
プ
ス
の
湖
沼
調
査
Ｏ
石
室
十
ケ
所
位
置
決
定
０
阿
蘇
山
噴
火
○
伊
豆
大
島
三
原
山
噴
火
０
燒
岳
噴
火
○
砲
兵
中
尉
行
方
不

明
と
な
る
Ｏ
富
士
山
の
初
雪
Ｏ
雪
来
る
Ｏ
會
員
邁
信

・

會

　

　

報

○
事
務
所
の
移
嘱
〇
小
集
會
規
定
の
憂
夏
○
會
員
草
の
麓
夏
○
會
員
草
貸
興
及
再
貸
典
規
定
○
不
在
會
員
規
定
○
會
費
携
込
に
開
す
る
注
意
○
會
費
の
改
算
に

就
て
○
第
二
回
小
集
會
記
事
Ｏ
第
六
回
小
集
會
記
事
０
幹
事
改
選
に
就
て
○
含
務
報
告
○
含
員
の
訃
報
○
退
會
者
０
會
籍
削
除
○
交
換
及
寄
嬌
固
書
目
○
會
員

名
簿
○
規
則
の
正
誤
○
會
則
抜
率
並
に
投
稿
規
定

英
　
文
　
欄

巻
末
附
録
と
し
て
英
文
欄
を
添
え
た
り

七

二
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琥 ― 第 年 四 十 第 岳 山

信
州
笠
ケ
岳
と
横
手
山

辻
　
本

　

満
　
丸

前
琥
の
本
誌
上
に
岩
菅
山
の
記
事
を
掲
げ
た
か
ら
、
其
附
近
に
あ
る
笠
ケ
岳
と
横
手
山
と
に
就
き
、
些
か
書

い
て
見

や
う
と
思
ふ
。

此
二
つ
の
山
に
登
つ
た
の
は
、
大
正
五
年
の
夏
で
、
約
四
年
許
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
私
は
明
治
四
十
五
年
の
七
月
、

自
峰
に
登
油
し
た
以
来
．
健
康
を
損
じ
た
の
で
一
」
一一年
間
は
全
く
山
性
り
を
止
め
て
ゐ
た
。
其
の
年
の
夏
も
只
だ
温
泉

に
浸
つ
て
体
養
し
よ
う
と
云
ふ
目
勁
て
、
信
州
安
代
温
泉
（
澁
温
泉
の
西
隣
）
に
出
掛
け
た
。
丁
度
親
戚
の
も
の
が
滞
在

し
て
居
つ
た
の
と
、　
一
つ
に
は
此
平
稽
温
泉
の
東
方
に
あ
つ
て
、
比
較
的
世
に
知
ら
れ
て
居
な
い
、
所
謂
毛
無
火
山
群

な
る
も
の
に
興
味
を
持
つ
て
ゐ
た
篤
に
、
此
庭
に
ホ
た
の
で
あ
る
。
登
山
に
就
て
は
、
ま
だ
艦
力
に
自
信
が
な
い
か
ら
、

先
づ
諦
め
る
こ
と
に
し
て
、
せ
め
て
主
な
る
山
の
形
で
も
、
遠
望
し
た
い
と
思
っ
て
ゐ
た
。
然
し
久
々
で
懐
し
い
信
州

の
山
間
に
入
つ
て
見
る
と
、
も
う
大
分
私
の
頭
か
ら
清
え
か
ゝ
つ
て
，わ
た
、
雄
大
な
山
の
景
色
や
、
面
白
さ
を
、
復
活

さ
せ
ず
に
は
す
ま
な
か
つ
た
。
滞
在
約

一
週
間
近
く
に
な
つ
て
、
到
底
山
麓
か
ら
の
眺
望
や
、
地
獄
谷
の
見
物
位
で
は
、

満
足
で
き
な
く
な
つ
た
の
で
、
兎
に
角
澁
峠
の
山
道
を
登
つ
て
途
申
の
熊
の
湯
と
云
ふ
温
泉
ま
で
行
つ
て
見
る
こ
と
に

し
た
。
そ
れ
で
馬
の
周
旋
を
宿
に
頼
ん
で
出
か
け
た
の
が
入
月
二
十
九
日
で
あ
つ
た
ｏ
此
繁
昌
す
る
温
泉
場
も
績
々
客

が
蹄
っ
て
、
ず
つ
と
静
に
な
る
頃
で
あ
る
。

馬
方
は
沓
野
の
角
さ
ん
（
黒
岩
角
太
郎
）と
云
ふ
男
で
、
馬
方
に
似
合
は
ず
、
八
字
髭
も
あ
れ
ば
相
営
に
教
育
も
あ
ク
、

話
も
良
く
剣
る
。
角
さ
ん
と
は
其
後
三
年
績
け
て
此
附
近
の
山
登
多
を
や
う
た
の
で
、
今
で
は
親
し
い
友
達
の
様
に
な

な

め
っ
さ
か

っ
て
し
ま
っ
た
。
渋
坂
に
か
ゝ
る
途
申
、
笠
ケ
岳
登
山
の
こ
と
を

一
寸
尋
ね
て
見
た
庭
が
、
夏
は
登
つ
た
こ
と
は
無
い

○
信
州
笠
ケ
岳
と
横
手
山
　
　
辻
本
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が
、
登
山
は
容
易
で
あ
る
と
云
ふ
話
で
、
簡
ほ
時
間
が
あ
つ
た
ら
糧
峠
の
側
に
あ
る
横
手
山
に
案
内
し
た
い
。
此
１１１
は

笠
ケ
岳
よ
う
も
高
く
眺
望
も
非
常
に
佳
い
と
云
ス
。
私
は
登
山
な
ど
云
ふ
こ
と
は
到
底
取
り
合
つ
て
異
れ
ｎ
も
の
と
思

つ
て
、
ほ
ん
の
試
に
話
し
か
け
た
庭
が
、
斯
様
に
理
解
あ
る
返
事
を
聞
い
た
の
は
全
く
意
外
で
あ
つ
た
。
横
手
の
こ
と

は
内
々
野
心
を
持
つ
て
わ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
話
が
導
入
と
な
つ
て
無
曙
に
山
へ
登
つ
て
見
た
く
な
り
、
般
の

工
合
な
ど
は
毛
頭
考
へ
て
ゐ
る
こ
と
が
出
木
な
く
な
つ
た
の
で
、
今
日
は
笠
ケ
岳
に
登
つ
て
熊
の
湯
に

一
泊
し
、
明
日

は
横
手
登
山
と
云
ふ
乙
と
に
、
す
つ
か
う
極
め
て
し
ま
つ
た
。

波
坂
の
曲
折
し
た
坂
路
や
、
沓
打
の
茶
店
か
ら
、
逸
に
自
雲
輝
く
白
馬
連
山
、
鹿
島
槍
、
立
山
等
の
壮
糧
を
嘆
美
し

た
の
も
此
時
が
始
め
で
あ
る
。
澗
満
瀑
も
、
琵
琶
池
も
、
幕
岩
も
始
め
て
見
た
の
幕
岩
下
か
ら
狭
い
峡
間
を
通
う
抜
け

る
と
、
不
床
の
原
と
云
ふ
原
に
出
る
。
景
色
が
俄
然
憂
つ
て
高
い
山
の
上
に
居
る
と
云
ふ
氣
が
し
な
く
な
る
。
原
に
は

主
に
短
い
笹
が
繁
つ
て
ゐ
て
、
其
の
間
に
は
ア
カ
モ
ノ
と
シ
ラ
タ
マ
ノ
キ
が
多
い
。
叉
ウ
メ
′ヾ
チ
サ
ウ
だ
の
モ
ク
セ
ン

ゴ
ケ
も
あ
る
。
澁
、
安
代
邊
か
ら
非
常
に
高
く
仰
が
れ
る
坊
手
山
（
〓
八
三
九
・五
米
）
も
、
此
邊
で
は

一
の
丘
陵
に
過

ぎ
緻
程
低
く
な
つ
て
し
ゆ
〈う
。
熊
の
湯
に
近
づ
く
と
営
面
に
尤
大
な
然
し
無
恰
好
な
横
手
山
が
幡
ま
る
。
其
左
方
の
傾

斜
の
頗
る
緩
な
る
に
反
し
て
、
右
ほ
切
取
つ
た
様
に
傾
斜
し
て
ゐ
る
。
角
さ
ん
は
其
の
傾
斜
面
の
下
の
邊
を
指
し
て
、

あ
す
乙
が
澁
峠
だ
と
教

へ
て
呉
れ
る
。
右
手
に
は
笠
ケ
岳
が
前
山
を
越
し
て
現
れ
て
来
る
。
頗
る
死
突
た
る
形
と
し

て
、
左
の
方
は
垂
直
に
近
い
恐
し
い
岩
壁
の
急
斜
で
あ
る
。
手
床
の
原
を
通
過
す
る
と
、
右
手
の
山
の
下
に
熊
の
湯
の

孤
屋
が
見
え
る
。
街
道
か
ら
分
れ
て
、
下
り
氣
味
に
二
町
程
行
つ
て
角
間
川
の
上
流
を
渡
る
と
、
そ
こ
に
着
く
。
朝
七

時
二
十
分
に
安
代
を
出
て
、
着
い
た
の
は
十

一
時
年
で
あ
る
。
熊
の
湯
で
笠
ケ
岳
の
こ
と
レ
・尋
ね
て
見
る
と
、
至
極
簡

単
ら
し
い
の
で
、
中
食
と
済
し
て
か
ら
、
直
に
角
さ
ん
と
二
人
で
出
か
け
た
。
十
二
時
頃
で
あ
つ
た
。

熊
の
湯
か
ら
其
後
方
の
斜
面
を
二
十
分
許
丈
の
高
い
根
曲
竹
の
間
に
通
ず
る
路
を
登
る
と
ゝ
佐
野
村
方
面
へ
落
す
と

云
ふ
用
水
の
堰
に
出
會
ふ
。
こ
れ
は
岩
菅
路
に
あ
る
も
の
よ
う
も
小
さ
く

・
、
亦
水
も
殆
ん
ど
無
い
。
そ
れ
に
滑
う
て
不

(2)



琥 一 第 年 四 十 第 岳 山

坦
な
路
を
山
腹
に
つ
い
て
、
西
北
に
続
つ
て
行
く
。
樹
木
は
針
葉
樹
と
な
り
其
下
に
は
根
曲
竹
が
多
い
。
テ
″
ベ
ン
の
香

氣
は
頭
を
爽
快
な
ら
し
め
叉
山
深
く
入
込
ん
だ
氣
分
を
威
ぜ
し
め
る
。
小
さ
い
谷
を
三
つ
四
つ
続
る
と
左
は
笠
ケ
岳
の

製
面
で
頂
上
は
薦
ぐ
上
に
あ
る
が
、
直
接
に
は
到
底
登
れ
な
い
。
右
は
角
間
川
の
谷
を
隔
て
ヽ
東
北
の
方
が
見
え
る
。

山
頂
三
分
し
た
志
賀
曲

（
二
〇
三
六
米
）
は
獨
立
し
た
火
山
の
形
を
呈
し
て
其
裾
を
手
床
の
原
の
方
に
引
い
て
ゐ
る
。

志
賀
の
右
に
は
頂
上
が
可
也
廣
さ
う
に
思
は
れ
る
裁
頭
園
錐
状
の
峰
が
其
裾
を
志
賀
と
同
じ
方
面
に
引
い
て
ゐ
る
。
乙

れ
は
草
津
峠
（新
道
）の
北
々
西
に
あ
る
約
二
〇
四
〇
米
の
峰
で
、
角
さ
ん
は
鉢
山
と
呼
ん
で
ゐ
た
。

此
附
近
に
幣
軸
竹

（
即
ち
根
曲
竹
）
を
刈
取
る
山
師
が
七
八
軒
も
其
笹
で
小
屋
を
造
つ
て
住
ん
で
ゐ
た
。
小
屋
は
長

い
笹
を
曲
げ
て
造
つ
た
も
の
で
、
屋
根
や
壁
に
営
る
庭
も
全
部
笹
で
出
木
て
ゐ
る
。
掘
立
小
屋
と
云
ふ
よ
う
も
笹
の
曲

げ
粒
％
跡
屋
と
云
ス
ベ
き
で
、
面
白
い
形
を
し
て
ゐ
る
。
刈
取
つ
た
笹
は
養
憾
具
の
製
造
に
使
用
す
る
の
だ
と
云
ふ
。

皆
須
賀
川
村

（高
就
山
の
東
麓
）
の
住
民
で
今
日
も
途
中
、
竹
を
負
ふ
て
里
に
出
る
男
女
に
大
分
含
つ
た
。
大
抵
十
月

末
迄
滞
在
す
る
と
云
ふ
話
で
あ
る
。

熊
の
湯
か
ら

一
時
間
程
か
ゝ
つ
て
笠
ケ
岳
本
山
の
登
山
口
に
家
た
。
其
八
日
は
堰
を
横
ぎ
つ
て
小
さ
い
二
本
の
丸
木

橋
が
あ
る
許
で
、
注
意
せ
緻
と
見
落
す
虞
が
あ
る
。
此
登
路
は
笠
の
頂
上
か
ら
北
方
に
長
く
引
い
て
ゐ
る
比
較
的
緩
斜

の
尾
根
を
登
る
ヽ
の
ら
し
い
ｏ
入
回
は
絶
頂
か
ら
恐
ら
く
三
百
米
餘
多
も
下
の
邊
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

・

念
本
山
に
か
ゝ
る
と
傾
斜
は
頗
る
急
で
森
林
の
中
の
丈
高
い
笹
を
押
分
け
て
登
る
。
切
う
明
け
は
朧
に
あ
る
が
、
笹

が
繁
つ
て
ゐ
る
の
で
中
々
面
倒
で
あ
る
。
和
登
る
と
笹
の
方
は
大
分
業
に
な
る
。
栂
の
大
木
の
根
の
基
庭
な
ど
に
は
光

蘇
が

一
面
に
あ
る
。
ミ
ヤ
マ
ダ
イ
コ
ン
サ
ウ
、
ダ
イ
モ
ン
ジ
テ
ク
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
イ
チ
ヤ
タ
サ
ゥ
等
が
見
参
に

入
る
ｃ
私
は
再
會
出
木
難
い
知
己
に
廻
う
合
つ
た
様
な
懐
し
さ
と
嬉
し
さ
と
を
威
じ
た
。
大
部
登
つ
て
も
頭
上
の
樹
木

は
繁
つ
て
ゐ
て
、
明
い
基
が
現
は
れ
な
い
か
ら
‘
頂
上
は
哉
だ
遠
い
も
の
と
思
つ
て
登
る
。
四
年
振
う
の
勢
動
は
随
分

業
な
も
の
で
は
な
い
。
漸
く
坊
不
山
や
、
小
笠
（笠
の
西
北
に
あ
る
岩
石
露
出
し
た
約

一
八
〇
〇
米
の
崚
峰
）な
ど
が
、

０
信
州
笠
ケ
岳
と
横
手
山

(3)
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進
に
下
の
方
に
見
え
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
、
も
う
大
し
た
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
、
最
後
の
勇
氣
を
振
つ
て
辛
く
も
絶

頂
（
二
〇
七
六
米
）
に
登
う
着
く
乙
と
が
出
来
た
。
本
山
に
か
ゝ
つ
て
か
ら
四
十
分
を
要
し
た
。

絶
頂
は
餘
多
慶
く
無
く
，
最
高
庭
に
大
岩
が
あ
つ
て
、
其
上
に
日
和
天
狗
の
大
石
を
戴
い
た
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
岩

の
東
に
少
し
不
な
虎
が
あ
つ
て
、
其
嵯
側
に
は
稿
重
厚
な
侶
松
が
幡
屈
し
て
ゐ
る
。
東
南
は
絶
壁
的
大
急
斜
を
以
て
松

川
の
深
谷
に
臨
む
。

コ
メ
ッ
ガ
、
ァ
フ
モ
リ
ト
ド
マ
ツ
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
、
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
等
の
外
、岩
間
に
は
ヤ
マ
ハ

ヽ
コ
、
ゴ
セ
ン
タ
チ
パ
ナ
、ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
等
が
あ
る
ｏ
日
和
天
狗
の
御
利
益
か
、
今
日
は
天
氣
が
良
い
ｏ
祠
の
内
を
見

る
と
ビ
ー
″
糧
の
様
な
も
の
に
水
を
容
れ
て
（？
）
供
へ
て
あ
る
の
は
威
心
出
木
な
い
が
、
山
頂
に
は
竹
の
皮
も
、
窓
姻

草
の
吸
殻
も
、
紙
居
も
、
さ
て
は
其
他
の
不
潔
物
も
見
営
ら
な
い
か
ら
、
先
以
て
有
難
い
と
し
て
、
岩
に
腰
を
下
し
て

四
方
を
眺
め
る
。

，
が
し
だ
て

東
北
か
ら
東
方
を
経
て
南
方
に
至
る
迄
、
信
州
上
州
の
國
界
及
び
其
附
近
の
山
々
は
良
く
眺
め
ら
れ
る
。
東
館
の
上

に
饗
え
る
岩
菅
か
ら
始
多
よ
つ
て
、
志
賀
、
鉢
山
、
そ
れ
か
ら
横
手
、
澁
峠
、
山
頂
の
禿
げ
た
草
津
白
根
、
元
自
根
。
を

れ
等
は
容
易
に
確
認
す
る
乙
乙
と
が
出
来
た
。
南
に
営
る
松
川
の
谷
は
恐
し
く
深
く
、
笠
ケ
岳
も
此
の
方
面
に
は
峨
々

た
る
岩
の
斜
面
を
露
し
て
ゐ
る
。
此
の
谷
を
隔
て
ヽ
雲
の
間
か
ら
黒
い
二
三
の
高
峰
が
隠
現
す
る
。
此
登
山
の
と
き
に

は
良
く
剣
ら
な
か
つ
た
が
、ヽ
多
分
黒
湯
山
（
二
〇
〇
七
米
）及
び
御
飯
ケ
岳
（
二
一
六
〇
米
）等
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。

叉
雲
の
上
に
四
阿
山
と
覺
し
い
実
峰
を
望
ん
だ
。
西
方
は
雲
が
あ
る
の
と
、
霞
ん
で
ゐ
た
篤
に
、遠
方
は
分
明
し
な
い
。

然
し
澁
、
安
代
、
湯
田
中
邊
を
・初
め
、
高
祗
山
な
ど
は
明
瞭
に
見
え
た
。
叉
東
館
の
年
腹
に
稜
補
温
泉
の
家
屋
を
認
め

た
。
日
本
海
の
航
行
者
に
目
標
と
な
る
と
云
ふ
此
山
も
、
今
日
は
其
方
は
全
然
見
え
な
い
。
何
分
非
常
に
高
い
と
云
ふ

程
の
山
で
な
く
、
東
に
は
比
較
的
高
い
國
境
山
脈
が
連
亘
し
て
ゐ
る
か
ら
、
そ
れ
に
妨
げ
ら
れ
て
東
方
の
遠
望
を
檀
に

す
る
こ
と
の
出
家
な
い
の
は
致
し
方
が
な
い
。

笠
ケ
岳
は
其
丸
い
形
か
ら
、
一
寸
獨
立
し
た
人
山
の
様
に
思
は
れ
る
。
毛
無
火
山
近
傍
地
質
調
査
報
文
（『
震
災
豫
防
調

r4ヽ
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査
會
報
告
』第
八
琥
百
四
十

一
頁
）
に
は

「
笠
岳
は
突
死
と
し
て
孤
立
せ
る
園
錐
形
の
山
に
し
て
高
さ
二
千
四
米
突
に
達

し
（
中
略
）
、

一
望
直
に
之
を
制
定
す
る
こ
と
を
得
べ
き
特
殊
の
山
相
を
有
す
、
蓋
じ
一
の
人
山
た
う
し
乙
と
疑
を
容
る

べ
か
ら
ず
と
雖
も
英

一
個
獨
立
の
も
の
か
、
藩
た
其
近
傍
の
連
嶺
と
共
に

一
大
火
口
を
固
Ｕ
も
の
な
る
か
は

一
方
面
の

観
察
を
以
て
速
断
す
べ
か
ら
ず
」
と
あ
る
。
其
後
大
橋
良

一
氏
の
研
究
に
係
（
車
津
白
根
火
山
地
質
調
査
報
告
（『
震
災

豫
防
調
査
含
報
告
』
第
七
十
八
琥
二
〇
頁
）
に
は

「
笠
ケ
岳
の
如
き
は
特
に
高
く
饗
へ
た
う
と
雖
も
、
要
す
る
に
上
下

高
井
郡
の
界
を
な
せ
る
山
脊
の

一
職
に
過
ぎ
ず
」
と
断
定
さ
れ
て
あ
る
、
五
萬
分

一
国
の
山
田
峠
（
自
根
の
北
方
）
の
直

北
に
あ
る
約
二
〇
八
〇
米
の
尖
峰
な
ど
ヽ
笠
ケ
岳
獅
似
の
形
を
持
つ
て
居
る
が
規
模
は
小
さ
い
。

山
頂
で

一
時
間
近
く
ン
・過
し
て
か
ら
下
山
し
た
。
本
由
を
下
り
切
る
に
三
十
分
許
か
ヽ
つ
て
、
三
時
四
十
五
分
熊
の

湯
に
戻
つ
た
。

一
昨
年
山
田
温
泉
か
ら
松
川
谷
ヒ
湖
う
、
高
座
峠
（
一
人
三
七
米
）を
越
え
て

・
、
萬
座
温
泉
に
行
つ
た
と
き
、
聞
い
た

話
に
擦
る
と
、
笠
ケ
岳
に
は
此
松
川
谷
か
ら
も
登
れ
る
。
登
路
は
山
頂
か
ら
南
方
に
引
い
て
ゐ
る
尾
根
を
率
る
の
で
、

川
か
ら
二
十
餘
町
と
云
ふ
こ
と
だ
が
、
餘
う
業
な
も
の
で
は
無
い
ら
し
い
。

熊
の
湯
に
は
只

一
軒
温
泉
宿
が
あ
る
許
で
、豫
期
し
て
ゐ
た
虎
で
は
あ
つ
た
が
、随
分
機
な
い
。
湯
は
温
度
は
高
い
が

硫
化
水
素
の
臭
が
非
常
に
張
く
、湯
の
表
面
に
は
湯
滓
（硫
黄
）が
充
満
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
を
掻
き
分
け
て
暫
時
浸
つ
て
ゐ

る
と
臭
氣
に
中
て
ら
れ
て
目
が
廻
つ
て
亦
る
や
う
に
思
は
れ
た
。
最
上
等
の
座
敷
で
も
天
丼
は
無
く
屋
根
に
は
孔
が
澤

山
あ
る
か
ら
夜
は
寝
な
が
ら
に
し
て
星
の
光
″
見
得
る
便
宜
は
あ
ふ
。
宿
の
家
族
は
主
人
の
山
本
爾
曾
吉
老
人
と
、
十

六
七
蔵
の
心
竹
さ
ん
と
云
ス
娘
が
居
る
許
で
あ
つ
た
の
心
竹
さ
ん
は
度
々
笠
ケ
岳
に
登
つ
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、今
日

も
案
内
し
て
や
ら
う
と
云
つ
た
が
、そ
れ
に
も
及
ぶ
ま
い
と
思
つ
て
断
は
つ
た
。山
頂
か
ら
富
士
が
見
え
る
と
云
つ
て
ゐ

た
パ
老
人
は
此
笙
年
死
ん
で
、
お
竹
さ
ん
に
は
婿
が
木
て
、矢
張
り
螢
業
を
績
け
て
ゐ
る
と
云
ス
乙
と
を
其
後
聞
い
た
）ｏ

幸
ひ
客
が
皆
無
で
閑
静
な
の
は
有
難
か
つ
た
が
、
食
物
の
順
る
ま
ず
い
の
に
は
最
も
蒻
つ
た
。
然
し
老
人
父
子
か
ら

○
信
州
笠
ケ
岳
と
横
手
山
　
　
辻
本
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具
卒
な
る
歓
待
を
受
け
た
の
は
威
謝
に
値
す
る
と
思
ふ
。
老
人
は
頻
に
目
脂
や
、
鼻
汁
を
手
で
乙
す
う
つ
ゝ
、
直
ぐ
其

手
で
御
茶
を
入
れ
た
う
、
菓
子
と
つ
ま
ん
で
呉
れ
た
り
、
斡
旋
大
に
勉
め
て
呉
れ
た
。
熊
の
湯
で
蛇
を
飼
つ
て
ゐ
る
と

云
ふ
話
は
後
に
聞
い
た
が
、
具
備
は
知
ら
な
い
。

此
庭
は
位
置
が
山
間
の
平
地
で
あ
る

か
ら
、
磯
補
の
様
に
高

い
庭
に
居
る
と

は
思
は
れ
な
い
が
、
流
石
に
海
抜

一
七

〇
〇
米
近
い
だ
け
の
こ
と
は
あ
つ
て
、

夜
に
な
つ
て
か
ら
は
非
常
に
寒
く
な
つ

た
ｏ
煎
餅
蒲
国
で
は
少
し
凌
き
難
い
庭

へ
、
久
々
で
や
っ
た
、
急
激
の
勢
動
の

急
か
、
動
悸
が
充
分
治
ら
な

い
で
、
寝

苦
し
く
つ
て
困
つ
た
。
其
上
前
日
本
、

此
地
方
で
度
々
起
る
鳴
動
が
、
此
庭
で

は
頗
る
烈
し
く
響
い
て
、
幾
度
も
驚
か

さ
に
た
。
後
に
長
野
測
候
所
の
報
告
を

見
る
と
、
此
鳴
動
の
中
心
は
笠
ケ
岳
附

近
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
張
か

つ
た
諄
で
あ
る
。
暁
近
く
な
つ
て
少
し
ま
ど
ろ
む
だ
許
で
様
々
眠
ら
ず
に

一
夜
を
過
し
た
。

翌
日
も
幸
に
天
氣
は
好
い
。
不
眠
の
篤
で
氣
分
は
頗
る
悪
い
が
、
横
手
に
行
つ
て
見
ね
ば
氣
が
済
裁
ｎ
か
ら
「
叉
馬

に
乗
つ
て
角
さ
ん
に
引
つ
張
ら
れ
な
が
ら
、
六
時
熊
の
湯
を
出
掛
け
た
。

(影撮氏丸満本辻)子父人老本山と湯 り熊

(6)
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峠
道

へ
出
て
僅
か
に
行
く
と
硯
川
の
茶
店
が
あ
る
。
信
州
側
で
の
最
後
の
体
所
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
少
し
行
く
と
路

は
二
つ
に
分
れ
る
。
左
方
は
新
道
の
草
津
峠
（
一
九
五
六
米
）を
越
え

る
も
の
。
右
方
は
薔
道
の
機
峠
（
二
一
七
二
米

でヽ
、
此
の
二
つ
の
路

は
上
州
側
の
霞
ケ
不
で

一
つ
に
合
す
る
。
澁
峠
は
横
手
山
の
殆
ん
ど

耕
　
肩
と
も
云
ふ
べ
き
邊
を
通
つ
て
ゐ
る
か
ら
、
横
手
に
登
る
に
は
此
方

コ
　

の
路
を
取
ら
ね
ば
な
ら
緻
ｏ
私
は
以
前
草
津
か
ら
自
根
に
遊
ん
だ
と

紬
　
き
蔑
ケ
平
ま
で
登
つ
た
こ
と
は
あ
る
が
、
峠
の
頂
は
通
ら
ず
又
今
度

児
Ｄ

ャ
横
手
頂
上
の
直
下
ま
で
行
つ
た
だ
け
で
、
そ
れ
か
ら
先
は
知
ら
戯

噸
鵠

か
ら
詳
し
い
乙
と
は
云
へ
漁
が
。
薔
道
の
方
は
概
し
て
樹
木
が
少
な

報
豚

く
眺
望
は
良
い
。
新
道
は
開
裕
な
眺
望
が
無
い
代
う
に
、
栂
の
深
林

畑
紙

を
穿
つ
て
頗
る
幽
遂
の
趣
が
あ
る
そ
デ
だ
（『
山
岳
』
第
六
年

一
六
五

脚
彰
頁
、
須
田
正
雄
氏
「
澁
峠
」
参
照
）。
今
で
乙
そ
仙
水
峠
（
約
二
三
五
〇

物
　
米
）夏
澤
峠
（
二
三
九
二
米
）
さ
て
は
又
針
ノ
木
峠
（
二
五
四

一
米
）
と

知
　
か
、
三
伏
峠
（約
二
五
八
〇
米
）
な
ど
云
ふ
、
恐
し
く
高

い
峠
が
、
登

罐
　
山
家
の
間
に
普
通
と
な
つ
た
も
の
ゝ
、
是
等
は
所
調
乗
越
か
或
は
そ

れ
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
澁
峠
は
我
邦
の
街
道
筋
の
峠
と

し
て
は
、
最
も
高
い
も
の
ヽ
一
つ
と
云
つ
て
差
支
な
か
ら
う
ｏ

奮
道
は
深
い
笹
の
間
に
切
開
か
れ
た
、
大
き
い
ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
の
路

を
登
つ
て
行
く
。
オ
ヤ
マ
リ
ン
ダ
ク
の
紫
花
が
目
に
つ
く
。
次
第
に
景
色
が
雄
大
と
な
つ
て
来
る
。
も
う
賞
際
横
手
の

傾
斜
を
登
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
頂
上
は
営
面
に
饗
え
て
頗
る
近
い
。
山
頂
は
良
く
晴
れ
て
ゐ
る
が
、
草
津
峠
邊

○
信
州
笠
ケ

織
手
山
　
　
辻
本
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か
ら
鉢
山
に
互
つ
チ
経
‘
つ
い
■
わ
る
雲
が
、
追
々
動
き
出
し
て
ホ
た
の
で
、
少
し
心
配
に
な
つ
て
家
た
。
上
州
方
面

に
は
雲
が
多
い
ら
し
い
。
然
じ
信
州
側
は
至
極
快
晴
で
、
二
千
米
を
超
し
た
山
路
に
来
た
頃
に
は
、
絶
大
な
眺
望
が
西

方
に
開
展
さ
れ
た
。

先
づ
目
に
つ
く
の
は
昨
日
登
つ
た
笠
ケ
岳
で
、
一
つ
の
獨
立
し
た
山
と
な
つ
て
其
岩
の
斜
面
を
此
方
に
向
け
て
わ
る
。

澁
、
安
代
邊
か
ら
見
る
稽
か
な
形
と
―ょ、
違
つ
て
頗
る
豪
批
な
山
相
を
呈
し
て
ゐ
る
。
西
北
に
は
妙
高
山
が
非
常
に
高
く

省
え
る
。
そ
れ
と
姉
妹
山
と
云
は
れ
て
ゐ
る
黒
姫
、
飯
縄
は
大
部
分
横
雲
の
裏
に
沈
ん
で
、其
代
う
に
戸
臓
の
裏
画
（高

妻
、
乙
妻
）
が
妙
高
ル
兄
弟
分
と
云
つ
た
様
に
雲
を
抜
い
て
ゐ
る
。
笠
ケ
岳
の
後
に
は
自
馬
附
近
か
ら
始
多ム
つ
て
飛
騨

山
脈
の
峻
峰
が
長
く
天
際
に
連
つ
て
ゐ
る
Ю
懐
し
い
山
々
だ
が
、
今
は
少
し
も
登
つ
て
見
た
い
と
は
思
は
な
い
。
遠
万

か
ら
眺
め
て
讃
美
の
群
を
放
つ
て
ゐ
る
方
が
餘
程
宜
い
。
西
南
に
は
乗
鞍
火
山
も
見
え
る
。

構
手
山
か
ら
笠
ケ
岳

へ
連
る
山
脊
を
過
ぎ
て
、
松
川
谷
を
見
下
す
庭

へ
家
る
と
南
の
・方
が
開
裕
に
な
る
。
上
州
方
面

か
ら
押
し
て
末
た
雲
は
己
に
自
根
の
一
部
を
蔽
つ
て
、
今
や
國
境
山
脈
の
障
壁
を
突
破
し
様
と
し
て
ゐ
る
。
四
阿
山
は

見
え
る
が
浅
間
の
方
は
全
く
見
え
な
い
。
此
邊
に
家
る
と
自
根
爆
裂
の
影
響
は
頗
る
著
し
く
な
つ
て
、松
川
方
面
に
は
樹

木
が
自
骨
の
様
に
な
つ
て
立
枯
し
て
ゐ
る
。
凄

い
景
色
だ
。
松
川
の
水
源
も
恐
し
く
深
い
谷
だ
。
大
橋
氏
に
擦
る
と
此

部
分
は
和
め

一
大
爆
裂
火
口
で
あ
つ
た
ら
し
い
と
云
ふ
乙
ど
で
あ
る
。
横
手
の
南
面
が
急
斜
な
の
は
其
篤
で
あ
ら
う
。

松
川
谷
を
右
に
し
て
水
手
に
近
い
山
腹
の
路
を
稿
暫
く
行
く
と
、
奮
頂
上
茶
屋
の
腰
趾
が
あ
る
（峠
ま
で
約
年
里
）
此

庭
で
馬
を
下
う
、馬
は
繋
い
で
置
い
て
筒
少
し
先
に
進
ん
だ
。
此
邊
は
横
手
山
頂
の
直
下
で
あ
る
か
ら
、何
庭
を
登
つ
て

も
目
的
を
達
せ
ら
れ
な
い
こ
と
は
無
い
が
、
都
合
の
好
さ
そ
う
な
虎
が
見
営
ら
な
い
。
其
内
に
大
分
雲
が
襲
つ
て
家
た

の
で
、
氣
の
急
↑
哉
ゝ
に
良
い
加
減
の
庭
か
ら
登
う
に
か
ゝ
つ
た
。
初
め
は
着
崩
れ
の
斜
面
で
、
そ
れ
を
過
ぎ
優
松
の

あ
る
庭

へ
出
る
と
傾
斜
は
念
急
に
な
る
。
昨
夜
の
不
眠
で
脚
が
馬
鹿
に
重
い
。
も
う
直
ぐ
頂
上
と
云
ふ
庭
で
、
ど
う
に

も
脚
が
基
ら
な
く
な
つ
た
か
ら
、角
さ
ん
に
杖
で
引
き
上
げ
て
も
ら
つ
て
、辛
く
も
這
ひ
登
つ
た
。
そ
れ
で
も
絶
頂
の
二

(8)
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三
〇
五
米
の
三
角
標
石
を
見
た
と
き
に
は
、
今
迄
の
苦
み
も
忘
れ
て
嬉
し
か
つ
た
。
八
時
十
五
分
で
峠
路
か
ら
三
十
分

程
か
ゝ
つ
た
と
記
憶
す
る
、）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヽヽ

標
石
の
側
に
は
、
・石
奪
大
椛
現
だ
と
か
云
ふ
、
小
さ
い
石
の
祠
が
あ
る
。
頂
上
は
廣
く
丈
の
短
い
笹
が
蔓
つ
て
ゐ
る
。

任
松
も
あ
る
ｃ
北
の
方
は
高
い
針
葉
樹
が
茂
つ
て
ゐ
る
。
登
つ
て
ゐ
る
途
中
か
ら
雲
が
か
ゝ
つ
て
家
た
の
で
、
今
は
全

く
展
望
が
無
い
。
北
の
方
の
こ
と
は
剣
ら
緻
が
他
の
三
面
は
確
に
開
裕
な
眺
望
が
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
大
し
て
深
い

雲
で
も
無
く
、
時
々
薄
日
が
漏
れ
て
来
る
位
だ
か
ら
、
或
は
晴
れ
る
か
と
稿
暫
く
待
つ
た
が
、
到
底
見
込
が
無
さ
そ
う

な
の
で
下
山
に
か
ゝ
つ
た
。

初
め
は
同
じ
庭
を
降
つ
た
が
、
途
中
か
ら
少
し
右
の
方
へ
と
下
つ
て
、　
一
つ
の
大
き
い
岩
の
薙
を
右
に
見
下
し
て
下

つ
た
。
此
方
が
歩
き
易
く
叉
高
山
植
物
な
ど
も
餘
計
に
あ
つ
た
。
途
に
馬
頭
観
世
者
の
立
石
あ
る
虎
で
街
道
の
路
に
下

う
着
い
た
。
若
し
此
山
に
登
ら
る
ゝ
人
が
あ
る
な
ら
ば
、
私
は
此
降
路
を
登
る
こ
と
を
推
薦
す
る
。
そ
れ
は
馬
頭
槻
世

音
の
虎
か
ら
薙
を
左
に
し
て
登
れ
ば
宜
い
。

此
の
馬
頭
槻
世
音
の
立
石
は
明
治
二
十
四
年
九
月
暴
風
雨
の
中
を
草
津
か
ら
婦
る
と
き
、
沓
野
の
女
二
人
、
馬
方

一

人
．
馬

一
頭
が
、
此
山
抜
け
と
共
に
松
川
谷
に
落
ち
て
非
命
の
死
を
途
げ
た
篤
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
。

碑
は
頭
が
快
け
て
、
馬
頭
の
二
字
は
讀
む
乙
と
は
出
来
な
い
。

ゴ
ロ
ゴ
ロ
石
の
庭
の
下
う
は
危
険
で
あ
る
か
ら
、
馬
に
は
乗
ら
ず
、
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
い
て
締
路
に
着
い
た
。
少
し
降
る

と
雲
は
無
く
な
つ
て
、
信
州
側
は
依
然
好
天
氣
で
あ
る
。
丁
度
暑
く
も
寒
く
ヽ
無
く
良
い
位
の
氣
温
の
虎

へ
、
兎
に
角

目
的
を
達
し
た
篤
か
、
非
常
に
良
い
氣
分
に
な
つ
た
。
振
り
返
る
と
横
手
の
絶
頂
は
、
す
つ
か
り
晴
れ
た
ｏ
も
う
少
し

待
つ
て
居
れ
ば
宜
か
つ
た
も
の
と
残
念
に
思
ふ
。
下
の
方
を
見
る
と
荷
馬
が
幾
頭
も
績
い
て
登
つ
て
来
る
。
澁
の
方
か

ら
貨
物
を
草
津
に
搬
ぶ
も
の
だ
そ
う
で
、
多
分
菓
子
ヽ
あ
ら
う
と
云
ふ
話
だ
か
ら
、
賣
る
か
、
ど
う
か
と
、
角
さ
ん
に

聞
い
て
見
る
と
、
角
さ
ん
は
大
群
で
、「
羊
羹
あ
る
か
―
」
と
怒
鳴
る
。「
あ
る
―
」
と
云
ふ
返
事
が
聞
え
る
。
そ
れ
か
ら

う1: 第 年 四 十 第 岳 ll:

と
横
手
山
　
　
辻
本
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行 磯 月 二 年 九 正 大

０
九
州
族
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

二
人
で

一
悼
三
餞
五
厘
の
羊
羹
を

一
つ
づ
ゝ
噛
う
な
が
ら
、
西
方
に
開
展
さ
れ
た
絶
大
な
景
色
の
眺
望
を
他
迄
賃
う
つ

ゝ
呑
氣
に
下
つ
て
行
く
。
妙
高
の
左
肩
に
自
く
見
え
る
の
は
、
雪
か
、
薙
か
と
云
ふ
様
な
問
題
を
盛
に
辮
じ
あ
つ
た
。

十

一
時
硯
川
で
休
み
、
二
時
沓
打
で
涯
い
中
食
を
し
て
、ま
だ
日
の
高
い
三
時
少
し
過
ぎ
に
安
代
の
山
口
屋
に
帰
つ
た
。

直
ヾ
前
の
浴
場
に
飛
込
ん
で
浸
つ
て
ゐ
る
と
、
山
登
多
の
苦
み
も
、
熊
の
湯
の
機
さ
も
、
す
つ
か
り
忘
ね
て
、
只
楡

快
な
記
憶
だ
け
が
残
る
。
確
に
自
分
は
翡
く
な
つ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
ま
だ
全
然
山
登
ウ
を
止
め
ね
ば
な
ら
漁
程
で

も
無
い
と
云
ふ
確
信
を
得
て
、
滲
々
有
難

い
と
戚
じ
た
。

九
州
族
日
記
の
中
よ
り

吉

岡
　
八
　
一
一　
郎

九
重
山
は
日
本
風
景
論
日
本
山
嶽
志
な
ど
に
も
記
載
し
て
は
あ
る
が
、
大
日
本
地
誌
の
記
事
が
可
な
う
委
し
い
様
で

あ
る
。
九
州
の
中
央
部
に
幡
躍
し
て
、
高
さ
も
九
州
本
土
の
第

一
で
あ
る
の
に
、
割
合
に
人
に
知
ら
れ
て
居
な
い
と
見

え
て
、
自
分
は
其
の
名
を
知
つ
て
、

一
度
登
つ
て
見
た
い
と
、
登
路
の
便
否
な
ど
を
種
々
捜
索
し
て
見
た
が
、
充
分
な

記
録
を
見
る
こ
と
を
得
な
か
つ
た
。
敷
度
阿
蘇
山
へ
登
つ
た
際
に
も
、
正
北
通
に
高
甕
せ
る
此
群
峰
を
、
或
は
乱
雲
の

間
か
ら
、
時
に
ま
た
夕
榮
え
の
美
し
い
基
に
瞥
見
し
疑
悌
し
て
、　
一
向
に
憧
れ
て
居
た
が
、
其
後
測
量
部
五
萬
分

一
国

の
官
原
流
を
見
て
、
山
中
地
形
の
概
略
を
窺
ひ
得
た
か
ら
、
大
正
四
年
三
月
牛
ば
に
西
の
方
杖
立
温
泉
か
ら
小
國
村
の

咳
ノ
湯
を
経
て
、
山
中
の
自
瀧
温
泉
（
五
萬
分

一
国
に
は
筋
湯
と
あ
る
）
に
入
う
込
ん
だ
時
に
は
、
爾
生
の
忘
れ
雪
と
や

わ

い
だ

ら
、
積
雲
二
尺
に
餘
る
涌
蓋
山
麓
の
茫
々
た
る
裾
野
の
吹
雪
に
道
を
失
ひ
、
危
ぐ
凍
死
の
難
を
免
れ
て
石
原
の
小
屋
に

年
は
凍
へ
た
躯
で
韓
げ
込
み
、
辛
じ
て
温
泉
に
は
着
い
た
が
、
山
中
の
破
渉
は
愚
か
、
雪
に
閉
ぢ
ら
れ
て
蹄
る
こ
と
さ

(10))
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へ
叶
は
ず
、
塞
し
く
四
日
間
を
湯
に
浸
う
な
が
ら
過
ご
し
、
続
に
道
の
通
ず
る
を
待
つ
て
、北
方
森
町
に
逃
げ
出
し
た
。

其
後
同
年
五
月
再
び
、
今
度
は
南
方
宮
地
町
か
ら
人
う
込
み
、
三
四
日
温
泉
に
滞
留
し
て
、
其
間
四
月
の
峰
を
渉
多
歩

い
た
が
、
不
案
内
で
も
想
ふ
た
程
の
不
便
も
な
く
、
ま
た
森
林
の
美
を
ば
快
い
て
居
る
が
、
崚
岩
編
何
た
る
絶
崖
に
乱

れ
険
く
石
楠
の
花
と
、
奔
滞
岩
を
蹴
る
石
漢
の
幽
麗
な
の
に
攀
踏
の
苦
を
忘
れ
た
程
だ
か
ら
、
知
う
得
た
丈
け
の
案
内

に
似
た
も
の
を
柳
か
記
し
て
見
よ
う
。
営
時
多
少
は
拙
い
ス
ヶ
ッ
チ
な
ど
を
作
つ
て
置
い
た
が
、
其
断
片
も
悉
く
今
は

他
所
に
在
る
し
、
他
書
を
渉
猟
し
た
課
で
も
な
い
か
ら
、
誤
れ
る
個
庭
叉
は
足
ら
ぎ
る
部
分
は
、
後
遊
の
人
に
御
示
教

を
乞
ス
の
で
あ
る
。

阿
蘇
谷
か
ら
白
瀧
温
泉
ま
で

熊
本
か
ら
大
津
線
に
乗
り
換

へ
て
終
鮎
肥
後
大
津
畔
に
下
車
す
る
と
、
此
庭
ほ
阿
蘇
外
輪
山
の
西
麓
で
、
土
地
は
高

燥
で
あ
り
、
展
け
た
四
邊
の
眺
望
は
頗
る
氣
持
ち
の
佳
い
庭
で
あ
る
。
東
方
に
長
堤
と
廻
ら
し
た
様
な
俵
山
、
鞍
岳
の

間
を
破
つ
て
流
下
す
る
白
川
の
人
口
瀬
を
な
す
快
所
か
ら
、
阿
蘇
の
山
容
を
望
む
乙
と
が
出
来
る
。
外
輪
山
の
性
質
上
、

外
側
は
傾
斜
極
め
て
緩
漫
で
あ
つ
て
、
熊
本
ま
で
裾
を
展
べ
て
居
る
が
、
自
川
に
裁
り
割
ら
れ
て
居
る
谷
の
雨
側
は
急

崚
殆
ど
攀
ぢ
難
い
も
の
が
あ
る
。
大
津
町
か
ら
二
里
の
大
道
を
知
ら
ず
識
ら
ず
登
つ
て
立
野
峠
の
上
ま
で
木
る
と
、
此

急
崚
な
筆
壁
を
封
岸
に
階
上
げ
敵
下
ろ
す
の
で
あ
る
。
夫
が
十
月
中
旬
で
あ
る
と
、
筆
紅
相
錯
う
白
流
碧
滞
相
次
ぐ
峡

谷
の
艶
美
は
、
其
奥
に
控
え
て
居
る
焦
熱
地
獄
の
噴
火
口
に
導
く
本
戸
日
と
し
て
、
看
板
人
を
詐
る
も
甚
だ
し
い
も
の

で
あ
る
。

立
野
の
茶
店
は
さ
し
て
清
潔
と
も
思
へ
緻
が
、
位
置
が
好
い
の
か
何
と
な
く
体
み
心
地
が
良
い
の
で
、
毎
時
も
此
店

先
に
腰
掛
け
て
、
優
頭
を
茶
受
け
に
澁
茶
の
二
三
杯
は
、
必
ず
し
ヽ
自
分
の
み
で
は
な
か
ら
う
。
茶
店
を
過
ぎ
て
間
も

な
く
道
は
左
右
に
岐
れ
、
左
は
登
多
右
は
降
つ
て
ゆ
く
。
降
れ
ば
白
川
に
滑
ふ
て
阿
蘇
を
西
よ
う
南
に
廻
り
、
や
が
て

琥 第 年 四 十 第 岳 山

〇
九
州
族
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡
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の
中
よ
り
　
　
吉
岡

高
森
町
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
今
は
左
に
登
つ
て
較
や
緩
や
か
な
山
腹
を
斜
め
に
、
山
田
の
段
々
相
並
ぶ
間
ケ
・進
む

と
、
程
な
く
阿
蘇
盆
地
を

一
眸
の
下
に
望
む
と
共
に
、
阿
蘇
五
岳
の
内
の
杵
島
岳
烏
帽
子
岳
が
眼
前
の
牛
天
を
領
し
、

其
中
腹
に
乙
ん
も
う
と
黒
く
茂
つ
た
森
の
あ
た
う
か
ら
、　
一
沫
の
白
い
煙
の
立
ち
騰
る
の
が
湯
谷
湯
泉
で
あ
る
。

サ
　

が
　
る

立
野
峠
の
分
岐
鮎
か
ら
約
二
十
町
も
進
む
と
、
有
下
に
深
く
黒
川
の
流
が
侍
ら
添
ふ
て
家
て
、
数
鹿
流
の
瀧
が
限
に

入
る
。
高
さ
は
十
丈
位
も
あ
ら
う
、
黒
川
の
本
流
が
迫
う
寄
る
岩
間
を
跳
ね
超
え
て
懸
暖
を
潟
下
す
る
下
は
、
渦
窓
き

か
へ
る
廣
い
淵
と
な
つ
て
、
周
り
を
絶
壁
に
回
瑣
れ
、
深
さ
は
測
つ
た
人
も
あ
る
ま
い
。
瀧
の
上
流
ま
で
見
通
す
程
に

四
邊
に
立
樹
の
茂
つ
た
も
の
も
な
い
か
ら
、
本
末
共
に
開
展
し
て
居
る
篤
め
「
些
の
凄
氣
を
蔵
さ
な
い
で
．
惜
い
こ
と

に
平
几
を
極
め
て
居
る
。

路
は
此
邊
か
ら
略
こ
直
角
に
北
に
折
れ
て
、
緩
や
か
に
阿
蘇
盆
地
の
西
北
隅
に
降
る
。
西
方
は
鞍
ケ
岳
績
き
の
八
百

米
突
前
後
の
外
輪
山
が
脚
元
か
ら
急
に
隆
ま
つ
て
、
萱
草
の
茂
つ
た
山
腹
を
横
ろ
げ
て
居
る
が
、
東
北
に
か
け
て
は
阿

蘇
の
北
麓
を
続
つ
て
阿
蘇
谷
の
平
野
が
開
い
て
居
る
。
夫
を
包
ん
で
建
て
廻
ら
し
た
屏
風
の
様
に
、
頂
上
を
略
≧
水
平

に
引
き
均
ら
し
た
其
の
内
側
は
線
て
頗
る
急
崚
で
あ
る
。
此
平
野
は
廣
い
庭
で
南
北
の
幅
員

一
里
に
餘
る
年
月
形
の
全

部
が
水
円
に
耕
さ
れ
て
、
宮
地
内
ノ
牧
の
町
を
始
め
、
幾
多
の
豊
か
な
農
村
が
榮
え
て
居
る
。
平
野
の
標
高
は
五
百
米

突
か
ら
あ
る
が
、
此
中
に
立
つ
て
は
格
別
高
い
と
は
思
へ
な
い
谷
底
で
、
南
邊
は
緩
や
か
に
隆
ま
つ
た
先
が
阿
蘇
火
口

丘
の
五
嶽
と
な
つ
て
、
牛
腹
以
上
は
随
分
急
崚
と
な
う
、
殊
に
高
嶽
の
北
側
な
ど
は
絶
壁
仄
立
、
銅
ひ
登
る
こ
と
さ
へ

全
然
不
可
能
で
あ
る
。

敷
鹿
流
の
瀧
か
ら
約
十
町
で
人
家
五
六
軒
の
赤
瀬
に
到
う
、
黒
川
を
東
に
渡
る
。
阿
蘇
の
南
麓
を
続
る
自
川
が
其
麓

を
洗
つ
て
流
れ
る
と
は
反
封
に
、
黒
川
は
人
口
壁
の
内
側
に
滑
ひ
、
平
野
の
北
縁
を
婉
う
流
れ
て
、
阿
蘇
を
遠
窓
き
に

し
て
居
る
。
赤
瀬
の
橋
を
渡
ら
ず
に
北
に
向
ふ
大
道
は
、
略
ヒ
黒
川
に
滑
ひ
、
其
右
岸
外
輪
山
内
壁
の
暖
底
を
掃
ふ
て

内
ノ
牧
に
出
で
、
其
庭
か
ら
蛇
行
二
十
町
ば
か
う
で
外
輸
山
を
絡
み
登
う
、
宮
ノ
原
を
過
ぎ
て
杖
立
温
泉
に
通
ず
る
の

(12)
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で
あ
る
。

赤
瀬
の
橋
どヽ
過
ぎ
て
か
ら
大
道
は
、
火
口
丘
の
裾
を
田
の
時
や
森
の
中
、
或
は
剤
の
茂
る
野
を
分
け
て
、
三
里
ば
か

り
は
人
家
に
乏
し
い
。
右
に
杵
島
岳
の
秀
峰
を
樹
の
間
野
末
に
仰
き
な
が
ら
進
む
と
、
五
月
頃
は
叢
の
中
か
ら
何
か
荷

物
を
脊
負
ふ
た
女
が
不
意
に
出
て
来
る
の
で
驚
か
さ
れ
る
。
薬
用
に
す
る
篤
に
龍
脂
の
根
を
掘
う
探
る
の
で
あ
る
と
い

ふ
ｏ
う
ら
淋
し
い
三
里
を
迪
ウ
蓋
す
と
、
路
の
雨
側
に
人
家
較
や
利
く
、
荒
物
屋
も
あ
れ
ば
菓
子
屋
も
あ
る
。
黒
川
村

の
坊
中
で
あ
る
。
北
方
か
ら
の
阿
蘇
登
山
口
で
、
宿
屋
も
二
軒
ば
か
り
あ
つ
て
、
案
内
者
の
周
旋
か
ら
準
備
品
の
調
達

も
仕
て
呉
れ
る
。
坊
中
か
ら

一
里
程
で
古
耐
と
云
ふ
庭
に
家
る
と
、
大
道
が
十
字
に
交
叉
し
て
居
る
。

之
を
右
す
る
と
ロ
ノ
尾
峠
を
越
え
て
阿
蘇
の
南
麓
高
森
町
に
達
す
る
。
左
し
て
七
八
町
行
く
と
宮
地
町
に
着
く
。
田

合
相
営
の
町
で
、
官
幣
大
蔵
阿
蘇
耐
就
が
在
る
の
で
名
高
い
。
阿
蘇
大
宮
司
の
後
裔
で
あ
る
、
今
ｅの

阿
蘇
男
欝
は
、
昔

風
の
乗
鞍
に
長
鞭
を
揮
つ
て
馬
を
来
う
廻
し
て
居
る
と
か
人
に
聞
い
た
が
、
耐
祗
は
棋
閣
の
彫
琢
、
廻
廊
飛
権
の
立
派

な
建
築
に
加

へ
て
、
宮
小
路
康
文
の
大
哉
耐
徳
の
大
額
が
立
派
で
あ
る
と
い
ふ
。
祗
域
は
李
坦
で
森
厳
の
趣
に
乏
し
い

の
は
惜
し
様
で
あ
る
。
此
地
に
は
蘇
川
館
と
呼
ぶ
旅
館
が
あ
つ
て
、
奥
に
は
整
ふ
た
座
敷
も
あ
る
。
殊
に
朝
嗽
夕
暉
を

斜
め
に
浴
び
て
、
怪
奇
を
極
め
た
山
岐
装
数
を
、
濃
淡
の
隈
を
別
け
て
明
か
に
曝
露
す
る
猫
岳
高
嶽
を
座
敷
の
内
か
ら

見
晴
ら
す
黙
は
、
必
ず
愛
山
家
の
氣
に
入
つ
て
、
給
仕
の
少
し
位
の
不
行
層
な
ど
は
氣
に
も
留
め
ｎ
で
あ
ら
う
と
想
は

れ
る
。

大
津
瞬
か
ら
此
庭
ま
で
約
六
里
、
裾
野
の
路
を
厭
ふ
人
は
、
四
時
間
餘
う
の
間
激
し
い
上
下
左
右
動
を
辛
抱
す
る
氣

な
ら
ば
乗
合
馬
車
も
あ
る
。
歩
け
ば
大
津
か
ら
立
野
ま
で
二
時
間
、
立
野
か
ら
宮
地
ま
で
四
時
間
牛
を
要
す
る
。

宮
地
附
近
で
四
周
を
見
廻
す
と
恰
も
盤
の
底
に
坐
つ
た
様
で
、
東
か
ら
北
を
廻
つ
て
西
ま
で
、
高
さ
約
三
百
米
突
の

堤
に
取
り
な
か
れ
、
天
地
は
此
阿
蘇
盆
地
に
限
ら
れ
て
居
る
。
あ
の
堤
の
馬
踏
に
登
つ
た
ら
如
何
な
る
景
色
が
眼
に
映

つ
る
だ
ら
う
と
は
、
た
と
へ
見
慣
れ
た
限
に
充
分
地
国
で
地
形
を
説
て
置
い
た
人
で
も
、
必
ず
好
奇
の
想
像
を
描
く
に

〇
九
州
族
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉

。
岡

一
三
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〇
九
州
旅
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

違
ひ
な
い
。
宮
地
の
町
を
北
に
出
離
れ
て
田
圃
道
を
正
北
に
十
町
ば
か
り
進
み
、
下
原
の
部
落
か
ら
道
は
岐
れ
て
、
左

を
進
む
と
五
六
町
で
堤
の
底
に
突
き
営
う
、
右
を
取
る
と
山
際
に
浩
ふ
て
西
手
野
の
部
落
か
ら
急
坂
と
な
る
。
黒
川
の

上
流
を
な
す
幅
二
十
間
程
の
川
を
越
す
と
、
道
が
三
方
に
分
れ
て
居
る
が
、
中
央
の
者
を
取
つ
て
阪
に
懸
る
と
暫
く
森

林
の
中
を
登
つ
て
、
や
が
て
森
を
脱
け
て
顧
る
と
盆
地
を

一
眸
の
下
に
俯
腋
す
る
様
に
な
つ
て
、
阿
蘇
の
峰
頭
が
倍
≧

高
い
。
小
さ
な
岩
嵯
の
縁
ヒ
惇
ひ
、
芽
の
茂
つ
た
間
を
登
う
詰
す
と
、
外
輸
出
の
上
端
に
立
つ
が
、
此
庭
に
頭
を
突
き

出
し
た
突
差
に
行
手
を
眺
め
て
、
先
づ
冴
と
叫
ば
な
い
人
は
少
な
か
ら
う
。
よ
し
や
悉
し
い
地
形
固
を
綿
密
に
検
索
し

て
、
凹
凸
起
伏
し
た
地
貌
を
呑
み
込
ん
で
居
て
も
、
地
国
に
依
つ
て
描
い
た
想
像
と
、
今
此
庭
柱
立
つ
て
望
親
す
る
現

費
の
差
が
、
餘
う
に
甚
だ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
普
通
の
考
・へ
で
は
阪
路
を
頂
上
ま
で
登
う
詰
せ
ば
、
其
次
は
先
づ
降
う

で
あ
つ
て
、
従
つ
て
峠
下
の
低
地
を
眼
下
に
望
む
見
晴
し
を
豫
想
す
る
の
が
営
然
で
あ
る
。
然
る
に
三
百
米
突
の
外
輪

山
を
僅
の
間
に
喘
ぎ
務
つ
て
頂
上
に
着
く
と
、
眼
前
に
展
開
さ
れ
た
崎
豊
は
、
山
下
の
田
疇
部
落
で
は
な
く
、
南
北
三

里
東
西
八
里
に
互
る
青
毛
頭
を
敷
き
展
べ
た
や
う
な
茫
々
た
る
度
野
で
あ
る
。
見
渡
す
限
多

一
株
の
立
樹
も

一
棟
の
小

屋
も
な
い
。
青
毛
配
に
は
装
も
雛
も
な
く
、
群
青
を
溶
し
て
、
大
錘
で
撫
で
廻
し
て
■
斯
う
ま
で
美
し
く
は
均
せ
ま
い

と
思
は
れ
る
。
尤
も
夫
は
自
分
が
眺
め
た
・利
夏
の
光
景
で
あ
る
が
、
秋
の
末
に
草
の
霜
枯
れ
た
代
結
色
や
、
又
は
雲
の

降
り
積
ん
だ
各
の
景
色
は
、
喋
や
荒
凍
寂
漠
を
極
め
た
も
の
で
あ
ら
う
。
是
位
の
平
野
は
小
國
の
我
國
に
も
決
し
て
珍

し
く
は
な
い
が
、
盆
地
の
底
か
ら
這
ひ
上
が
つ
た
突
差
に
、
眼
前
に
突
如
と
し
て
展
開
す
る
眺
望
で
あ
る
た
め
、
正
に

井
戸
か
ら
飛
び
出
し
た
蛙
が
周
国
の
景
色
に
果
れ
る
の
と
同
様
で
あ
る
Э

阿
蘇
を
中
心
と
す
る
此
邊

一
帯
の
地
形
の
科
學
的
記
述
や
、
其
成
因
に
開
す
る
説
明
な
ど
は
、
別
に
其
人
が
あ
っ
て

調
査
報
文
な
ど
も
あ
る
か
ら
、
自
分
は
菅
だ
眼
に
映
じ
胸
に
浮
ん
だ
威
想
を
述
べ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
打
見
た
と
こ
ろ

脚
元
か
ら

一
面
の
不
無
が
遠
く
ま
で
展
開
し
て
、
殆
ど
何
等
の
棋
様
■
不
同
も
な
い
単
純
な
線
の
一
色
を
、
落
ち
っ
い

て
仔
細
に
槻
る
と
、地
固
に
現
は
し
て
あ
る
通
う
、其
間
を
縦
横
に
扶

つ
た
谷
と
も
溝
と
も
い
へ
る
浅
い
凹
地
が
不
規
則

一
四
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に
入
れ
違
つ
て
、時
に
は
三
浪
の
僅
に
高
ま
り
初
め
た
様
に
緩
や
か
に
隆
起
し
た
部
分
も
あ
る
か
ら
、此
李
野
を
其
ま
ゝ

板
木
と
し
、　
一
面
に
印
肉
を
塗
つ
て
白
紙
に
捺
し
て
も
、
隙
間
な
く
捺
せ
る
と
は
い
へ
政
い
が
、
雨
眼
の
高
さ
で
見
通

す
と
、
讐
へ
ば
千
昼
敷
の

一
隅
に
肱
枕
し
て
室
内
を
見
渡
し
た
時
に
、
盤
の
敷
き
合
せ
が
剣
然
見
へ
緻
の
と
同
様
な
の

で
あ
ら
う
ｏ
此
何
萬
昼
敷
の
議
く
る
極
て
と
限
つ
て
、　
一
穂
の
鐵
槍
銑
く
大
基
を
労
く
久
住
山
の
実
峰
を
衛
る
か
の
様

に
、
右
に
大
船
山
の
裁
頭
園
錐
形
、
左
に
九
重
山
及
黒
岩
山
の
岩
暉
が
、
九
州
の
骨
軸
は
我
ぞ
と
ば
か
う
に
、
さ
な
が

ら
二
人
の
曙
る
に
似
た
る
其
左
右
に
侍
う
添
ふ
て
、幾
多
の
稿
低
い
峰
頭
が
恨
ん
で
尼
従
し
、装
を
正
し
た
裾
を
長
く
曳

い
て
居
る
。
頂
の
あ
た
り
は
岩
壁
殊
に
瞼
し
く
、
其
間
を
綴
る
数
葉
の
線
に
紫
紺
を
混
ぜ
た
床
し
い
色
澤
が
、
裾
に
漫

つ
た
青
線
に
溶
け
合
ふ
ま
で
の
間
を
、
更
に
染
め
抜
い
た
様
に
無
数
の
岩
崖
が
模
様
を
つ
け
て
居
る
、
そ
の
軍
調
で
廣

い
野
原
を
前
に
控
へ
て
、
裁
は
顔
に
豪
然
と
構

へ
た
態
度
は
、
具
に
威
容
颯
爽
と
も
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
附
近
に
比
肩

す
る
に
足
る
山
峰
も
な
く
、左
方
は
宮
ノ
原
附
近
の
丘
陵
逸
に
低
卑
し
、右
は
直
入
郡
の
小
連
脈
が
標
高
は
我
脚
元
よ
う

少
く
、
由
布
鶴
見
の
績
き
が
遠
く
淡
く
顔
を
覗
か
し
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
も
と
よ
う
我
等
の
耐
経
を
銑
く
唆
る
も
の

は
な
い
が
、
麓
を
明
か
な
地
平
線
に
劃
ら
れ
て
可
な
り
高
く
根
張
う
も
相
営
に
大
き
い
の
を
、
配
合
の
佳
い
前
景
を
超

え
て
、
全
般
を
通
営
の
距
離
か
ら
仰
望
す
る
の
で
、
其
壮
大
艶
美
は
九
州
に
於
て
は
祀
母
山
、市
房
山
、或
は
由
布
鶴
見

を
別
府
か
ら
謄
上
げ
た
多
、
又
は
牧
園
附
近
か
ら
霧
島
連
峰
を
望
Ｕ
に
勝
つ
て
ゐ
る
。
自
分
は
雪
に
覆
は
れ
た
此
山
を

大
野
郡
の
耐
角
寺
の
峠
か
ら
望
む
の
を
除
い
て
は
、
九
州
第

一
の
構
を
典
ふ
る
に
掘
躇
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
況
し
て

立
野
峠
か
ら
阿
蘇
を
鼻
先
近
く
望
む
の
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ｏ
夏
に
山
中
の
幽
麗
、
岩
崖
の
奇
趣
は
、
硫
氣
噴
口
な
ど

を
除
い
て
も
、
九
州
本
土
の
他
の
諸
高
山
の
到
底
及
ば
ぎ
る
虜
で
、
菅
森
林
美
に
於
て
租
母
山
や
市
房
山
に
劣
う
、
蒼

海
の
波
光
と
望
む
こ
と
の
出
家
な
い
の
が
、
鶴
見
岳
や
霧
島
山
に
及
ば
な
い
。
然
し
山
中
諸
所
に
温
泉
が
湧
い
て
ゐ
る

か
ら
、
登
山
者
の
便
利
に
快
く
る
庭
も
な
い
の
に
、
探
見
す
る
人
の
少
な
い
の
は
、
交
通
機
開
に
級
遠
い
九
州
本
土
の

中
に
陰
れ
て
、
世
人
の
醜
聴
に
遠
ざ
か
う
、
東
か
ら
は
由
布
鶴
見
、
西
か
ら
は
阿
蘇
を
賞
す
る
の
み
で
、
此
邊
ま
で
入

〇
九
州
旅
Ｅ
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

一　
二
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込
む
人
が
な
い
篤
に
世
間
と
没
交
渉
の
故
で
あ
ら
う
ｏ

眼
を
拭
つ
て
静
か
に
鵬
望
す
る
と
、西
麓
の
宮
ノ
原
か
ら
久
住
に
通
ず
る

一
路
が
山
の
裾
を
裁
つ
て
走
つ
て
居
る
、そ

の
雨
側
に
並
ん
だ
松
並
本
が
黒
く
斑
ら
に
五
六
町
績
い
て
ゐ
る
間
に
、瀬
ノ
本
の
茅
屋
が
微
か
に
夫
か
と
認
め
ら
れ
る
ｃ

凹
い
所
に
は
四
五
研
相
衆
つ
た
荒
村
も
多
少
な
い
で
は
な
い
が
、夫
ら
し
い
も
の
も
限
に
入
ら
な
い
。
此
廣
野
を
綾
に
絡

ら
ん
で
、草
征
が
雨
上
が
う
の
蛙
期
の
痕
の
様
に
蜘
蛛
手
に
交
錯
し
て
居
る
か
ら
、果
し
て
何
れ
が
具
の
征
か
分
か
ら
な

い
が
、
夫
で
も
今
登
つ
た
阪
の
上
か
ら
殆
ど

一
直
線
に
黒
川
温
泉
を
目
懸
け
て
、
膝
ま
で
茂
つ
た
小
笹
や
蕨
を
踏
み
分

け
た
野
路
が
踏
み
均
ら
さ
れ
て
居
る
。
路
に
は
違
い
な
い
が
、歩
３
易

い
庭
を
勝
手
に
踏
み
つ
け
て
自
づ
と
出
来
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
狭
い
庭
は
治
え
よ
う
で
あ
る
の
に
廣
い
庭
は
二
三
十
間
に
も
及
び
或
は
幾
條
に
も
分
れ
て
、　
一
寸
行
き

迷
ふ
こ
と
も
あ
る
が
、
好
い
加
減
に

一
二
町
も
進
む
内
に
は
復
た
合
す
る
こ
と
も
あ
る
。
微
か
に
見
え
る
樹
立
の
茂
つ

た
黒
川
温
泉
の
あ
た
り
を
目
営
に
進
め
ば
、
甚
だ
し
い
間
違
ひ
は
あ
る
ま
い
が
．
夫
で
も
途
中
小
さ
な
谷
川
を
渡
る
庭

も
あ
り
、
小
高
い
瘤
を
続
る
折
も
あ
る
か
ら
、
踏
み
迷
ス
と
二
三
町
の
道
損
を
覺
悟
せ
ね
ば
な
ら
ｎ
。
此
原
は
小
國
村

の
組
合
牧
場
で
あ
る
か
ら
、
農
閑
の
各
の
末
か
ら
初
夏
ま
で
は
、
無
敷
の
牛
馬
が
放
牧
し
て
あ
る
。
狭
苦
し
い
厩
か
ら

放
た
れ
て
思
ス
が
儘
の
放
浪
生
活
に
、
何
庭
と
云
は
ず
青
草
を
寛
め
て
跳
ね
廻
つ
て
居
る
。
自
分
の
様
に
牛
嫌
ひ
な
者

は
、
黒
牛
鮨
牛
が
三
々
又
伍
々
相
衆
つ
て
、願
さ
う
に
四
足
を
延
ば
し
た
り
、歩
む
と
も
な
く
草
間
と
が
さ
ご
そ
と
踏
み

荒
し
た
り
、
時
に
は
道
を
横
切
つ
て
無
作
法
に
長
く
寝
て
居
る
傍
を
、
怖
れ
な
が
ら
通
う
緻
け
や
う
と
す
る
と
、　
一
齊

に
比
方
に
頸
を
向
け
、
迂
散
者
奴
と
云
ひ
た
氣
に
大
き
い
眼
を
銑
く
光
ら
せ
て
見
詰
め
ら
れ
る
と
、
も
し
や
角
を
傾
け

て
躍
う
懸
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
わ
ざ
と
四
五
十
問
も
遠
廻
う
す
る
が
、
決
し
て
行
人
に
害
は
加
へ
な
い
と
か
ね

て
此
邊
の
村
民
に
固
く
保
證
さ
れ
て
居
て
も
、
ま
た
決
し
て
氣
味
の
よ
い
も
の
で
な
い
。
賓
際
自
分
は
山
か
ら
宮
地
に

趣
く
際
、
瀬
ノ
本
か
ら
西
手
野
に
通
ず
る
廣
い
道
を
夕
方
近
く
獨
多
歩
い
て
来
る
と
、
あ
た
う
近
く
に
牛
馬
の
影
も
見

え
な
か
つ
た
の
に
、
不
意
に
響
く
蹄
の
音
に
怪
な
が
ら
顧
る
と
、
通
か
遠
方
か
ら

一
文
字
の
大
道
を
此
方
目
懸
け
て
馬

一
六
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が

一
疋
駈
け
て
木
る
、と
思
ふ
間
も
な
く
左
右
二
三
町
の
あ
た
う
か
ら
、荒
野
の
伏
勢
が
俄
に
起
つ
た
や
う
に
大
小
三
十

に
餘
る
馬
群
が
、
一霞
を
振
♭
乱
し
小
笹
の
葉
末
を
蹴
抑
つ
て
勢
凄
じ
く
駈
け
寄
つ
て
水
る
の
に
は
、
殆
ど
進
進
度
を
失

ひ
、
幸
に
東
側
に
牧
場
を
Ｅ
劃
す
る
高
さ
四
尺
ば
か
ら，
の
土
堤
が
長
く
築
い
て
あ

る
そ
の
上
に
駈
け
上
が

つ
た
時
に

は
、
疾
風
の
如
き
馬
群
は
已
に
自
分
か
ら
十
間
程
に
肉
迫
し
て
来
た
。
最
早
絶
艦
絶
命
、
そ
こ
で
携
へ
て
居
た
洋
傘
ヒ

渡
と
撰
ろ
げ
て
斜
に
構

へ
、
ぐ
る
ノ
ヽ
八
方
に
氣
を
配
つ
て
ゐ
る
と
、
彼
等
は
其
儘
び
た
と
停
つ
て
デ
ロ
ソ
と
此
方
を

眺
め
て
居
た
が
、
す
ぐ
と
頭
を
韓
じ
て
氣
の
抜
け
た
調
子
で
元
家
た
方
へ
掃
る
も
あ
り
、
あ
た
り
の
草
を
嘔
ん
で
居
る

も
の
も
あ
る
。
餘
う
の
意
外
に
自
分
は
安
心
し
た
も
の
ゝ
、
今
ま
で
の
違
て
方
が
馬
に
さ
へ
氣
恥
か
し
か
つ
た
。
後
に

聞
け
ば
、
久
し
く
飼
主
を
離
れ
て
堕
氣
に
餞
へ
て
居
る
の
で
、夕
景
に
遠
見
の
人
影
を
味
嗜
を
典
へ
る
も
の
と
認
め
て
、

我
勝
ち
に
集
つ
て
ホ
た
の
だ
と
い
ふ
。
之
が
馬
で
あ
つ
た
か
ら
ま
だ
し
も
、
若
し
も
自
分
の
怖
れ
る
鮨
牛
な
ど
で
あ
ら

う
も
の
な
ら
、
恐
ら
く
自
分
は
氣
絶
し
た
ら
う
と
、
今
に
そ
の
折
の
気
持
ち
が
冷
め
た
い
記
憶
に
残
つ
て
居
る
。

然
し
斯
う
し
た
滑
稽
劇
の
起
ｂ
得
る
の
も
五
月
末
頃
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
農
家
の
野
良
仕
事
が
始
ま
る
と
、
飼

主
は
銘
々
に
馬
を
件
れ
て
か
へ
る
の
で
あ
る
が
、
数
里
の
野
原

へ
放
し
飼
に
し
た
我
馬
を
捜
し
営
て
る
の
は
容
易
の
業

で
は
な

い
。
尤
も
轡
ヽ
嵌
め
て
な
い
の
で
、
頸
に
細
紐
を
通
し
た
青
竹
を
結
び
つ
け
て
、
夫
に
原
籍
が
記
し
て
あ
る
。

勿
論

一
々
札
を
醜
る
ま
で
も
な
い
。
近
寄
れ
ば
飼
い
馴
れ
た
馬
も
人
も
見
知
う
は
す
る
ヽ
の
ゝ
、
夫
れ
ま
で
探
し
営
て

る
の
が

一
通
り
で
な
い
。
此
の
季
節
に
此
野
を
通
る
と
、
排
営
を
背
に
負
ム
た
族
姿
の
百
姓
に
折
々
行
き
遭
つ
て
、
其

都
度
呼
び
止
め
ら
れ
、
斯
う
云
ふ
馬
を
見
な
か
つ
た
か
と
尋
ね
ら
に
る
。
馬
に
開
す
る
智
識
皆
無
の
自
分
な
ど
は
、
青

の
三
才
駒
で
爪
自
の
後
脚
の
膝
が
ど
う
の
と
特
長
を
開
か
さ
れ
て
も
、
青
い
馬
な
ど
は
見
懸
け
な
か
つ
れ
と
、
相
手
を

面
喰
は
せ
る
ば
か
う
で
あ
る
。
飼
主
は
斯
う
し
て
馬
の
行
衛
を
一導
ね
、
時
に
は
三
日
も
朝
か
ら
晩
ま
で
親
子
連
れ
立
つ

て
、
野
の
末
谷
の
隅
を
駈
け
廻
つ
て
も
、
馬
と
主
と
は
行
違
ひ
に

一
二
里
も
此
方
彼
方
に
離
れ
て
、
途
に
出
含
は
な
い

こ
と
も
あ
る
。
幸
に
谷
陰
の
農
家
の
軒
な
ど
に
立
ち
寄
つ
た
馬
を
頸
に
掛
け
た
名
札
で
飼
主
が
知
れ
る
と
、
端
書
で
遠

０
九
州
旅
目
記
の
中
よ
り
　
　
吉
欄
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方
ま
で
通
知
し
て
呉
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
ス
ｃ
頼
山
陽
が

「
地
高
無
草
木
、
開
望
唯
貰
茅
、
居
民
食
蜀
黍
、
行
客
避

材
狼
、
名
日
九
重
嶺
」
と
詠
ん
だ
の
は
、
果
し
て
ど
の
地
諮
か
知
ら
緻
が
、野
中
の
小
高
い
庭
で
は
八
百
米
突
を
超
え
、

「
風
力
四
時
狂
」
で
あ
る
か
ら
元
よ
う
米
は
探
れ
な
い
が
、
昔
は
知
ら
ず
今
は
狽
に
牧
馬
Ｌ
書

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
ま

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

野
中
の
道
草
に
案
外
暇
取
つ
た
が
、
小
學
校
が
見
晴
し
の
佳
い
虜
に
建
て
ヽ
あ
る
小
田
と
呼
ぶ
小
さ
な
部
落
を
過
ぎ

る
と
、
僅
に
高
ま
つ
た
丘
の
麓
を
幾
重
も
廻
つ
て
、
貧
翡
な
水
田
の
並
ぶ
幅
二
三
町
の
谷
間
を
小
さ
な
川
に
浩
ひ
な
が

ら
、
分
う
易
い
道
を
黒
川
温
泉
に
着
く
。
餘
多
奇
麗
で
も
な
い
漢
流
を
扶
ん
で
、
温
泉
宿
が
七
八
軒
あ
る
。
設
備
な
ど

は
い
ス
も
愚
で
あ
る
。
近
郷
の
農
民
が
米
味
嗜
携
帯
で
湯
治
に
木
る
の
で
あ
る
か
ら
、
客
は
割
合
に
多
い
ら
し
い
。
宮

の
原
か
ら
久
住
に
通
ふ
本
道
に
滑
ふ
て
居
る
か
ら
、
其
あ
た
う
か
ら
家
る
に
は
便
利
で
あ
ら
う
ｏ
此
庭
か
ら
西
方

一
里

年
ば
か
夕
で
満
願
寺
温
泉
が
あ
る
が
、
往
て
見
な
い
か
ら
様
子
は
知
ら
な
い
。
黒
川
温
泉
か
ら
東
北
に
谷
を
分
け
入
る

と
、
開
葉
樹
の
茂
つ
た
森
の
中
を
過
ぎ
、
十
町
ば
か
う
で
水
の
清
い
漢
流
を
樹
の
下
陰
で
波
り
、
緩
や
か
な
斜
面
に
何

の
樹
で
あ
つ
た
か
、
枝
の
廣
く
高
い
間
葉
樹
の
塞
を
蔽
ふ
て
森
閑
た
る
根
元
の
笹
を
分
け
た
小
征
の
、
辛
じ
て
絶
へ
ざ

る
ば
か
う
な
の
を
猫
ほ
二
十
町
も
進
む
と
．
瀬
ノ
本
か
ら
家
る
立
派
な
本
道
に
出
る
。
是
か
ら
先
は
白
瀧
温
泉
ま
で
迷

ふ
や
う
な
こ
と
は
な
い
。

張
ひ
て
立
ち
寄
る
債
伍
も
必
要
も
な
い
か
ら
、黒
川
温
泉
に
寄
ら
な
け
れ
ば
、
宮
地
を
磯
し
て
西
手
野
の
阪
を
登
う
、

猟
師
岳
の
南
麓
に
五
六
軒
か
た
ま
つ
て
居
る
瀬
ノ
本
の
村
影
を
日
常
に
、
此
廣
野
を
矢
張
う
殆
ど

一
直
線
に
横
断
す
る

が
よ
い
。
此
道
は
通
行
者
も
割
合
に
多
く
、
か
つ
は
南
小
闘
村
Ｌ
ｔ産
山
村
と
の
村
界
に
滑
ふ
て
、
自
分
が
馬
に
追
ひ
上

げ
ら
れ
た
土
堤
が
、
婉
々
と
績
い
て
居
る
か
ら
、
紛
れ
る
惧
が
少
い
。
西
手
野
の
阪
を
登
う
切
っ
た
虚
か
ら

一
里
程
も

ゆ
く
と
、
割
合
に
廣
い
道
が
交
叉
し
て
居
る
。
此
庭
で
と
も
す
る
と
中
央
の
道
に
踏
み
込
む
が
、
夫
は
何
時
の
間
に
か

黒
川
に
向
ふ
か
ら
、
右
に
折
れ
て
必
ず
土
堤
倅
ひ
に
ゆ
く
べ
き
で
あ
る
。
此
道
の
附
近
に
も
、
隠
れ
た
谷
間
に
斑
ら
に
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村
落
も
二
三
あ
る
様
だ
が
、
道
か
ら
は
更
に
見
ら
れ
な
い
。
瀬
ノ
本
の
附
近
に
は
樹
立
も
割
合
に
茂
つ
て
、
久
住
山
と

猟
師
岳
と
を
分
つ
深
谷
か
ら
走
う
出
る
水
の
奇
麗
な
漢
河
が
静
か
な
此
村
を
貫
い
て
居
る
。
川
に
出
る
少
し
手
前
に
茶

店
が
あ
る
、
立
ち
寄
つ
て
澁
茶
を
吸
つ
た
り
耕
営
を
食
ふ
位
に
は
差
し
支
へ
な
い
。
行
き
暮
れ
た
時
な
ど
に
は
泊
め
て

も
呉
れ
や
う
。
此
庭
を
東
西
に
通
ず
る
大
道
は
剣
然
た
る
も
の
で
、
西
デ
れ
ば
二
里
で
黒
川
温
泉
、
東
に
向
ふ
と
五
里

で
久
住
町
に
達
す
る
。
西
手
野
か
ら
瀬
ノ
本
を
経
て
ゆ
く
の
が
、
阿
蘇
地
方
か
ら
白
瀧
温
泉
に
到
る
本
道
で
あ
ら
う
。

瀬
ノ
本
で
漢
河
に
架
け
た
風
雅
な
橋
を
渡
う
、
小
阪
を
登
つ
て
か
ら
、更
に
ゆ
る
や
め
諾
登
ウ
勾
配
に
立
派
な
道
が
、

猟
師
岳
の
裾
を
縫
つ
て
南
か
ら
西
に
続
つ
て
居
る
。
顧
る
と
浪
の
う
ね
う
の
揺
れ
残
る
暴
風
後
の
海
に
似
た
野
面
が
、

一
面
に
線
を
湛

へ
た
中
に
も
、
鰯
の
群
に
水
色
の
憂
る
や
う
に
、
濃
い
所
も
あ
れ
ば
淡
い
所
も
あ
る
。
・南
か
ら
見
通
し

た
時
に
見
へ
な
か
つ
た
嵯
側
の
土
の
崩
れ
や
、
谷
間
に
か
く
れ
て
居
た
小
さ
な
杉
杜
な
ど
が
、
浪
頭
の
引
き
あ
と
に
頴

れ
て
く
る
岩
礁
に
似
て
ゐ
る
。
遠
い
地
李
は
織
も
や
ゝ
紫
に
ぼ
け
て
、
帆
船
の
去
つ
た
跡
に
残
る
み
を
と
見
る
の
は
、

土
色
の
痛
黒
い
今
末
た
道
で
あ
る
。
其
上
に
わ
ざ
と
据
へ
た
様
に
阿
蘇
が
夕
榮
え
に
輝
く
薄
色
の
紫
水
品
を
飾
り
立
て

る
。
碧
に

一
分
の
友
色
を
混
ぜ
た
午
後
の
大
盗
に
貼
り
つ
け
た
様
に
奇
態
を
誇
る
猫
岳
が
、
右
隣
の
高
嶽
に
噛
み
つ
く

の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
ま
で
。
悪
相
の
乱
杭
歯
を
磨
き
立
て
て
居
る
。
此
庭
か
ら
見
る
と
っ
度
野
は
爾
よ
其
領
土

を
援
ろ
げ
て
、
具
に
砂
荘
た
る
波
野
ケ
原
の
廣
表
十
里
に
餘
る
遠
い
果
て
に
、
裾
を
需
に
か
く
し
て
祀
母
山
が
、
絶
頂

の
二
岩
に
実
る
金
字
頭
を
折
々
雲
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
卓
を
隔
て
ヽ
雨
雄
相
封
す
と
で
も
云
は
う
か
、
わ
が
立
つ
後
に

九
州
の
覇
王
と
済
し
込
ん
で
居
る
久
住
の
岩
峰
と
逸
に
呼
應
し
て
ゐ
る
。

黒
川
温
泉
か
ら
出
て
家
た
小
征
と
落
ち
合
ふ
庭
で
、
具
夏
は
水
の
涸
れ
さ
う
な
石
漢
を
横
切
る
と
、　
一
日
山
の
東
麓

を
山
腹
に
か
け
て
之
字
の
阪
を
登
夕
、
八
丁
原
と
地
国
に
あ
る
や
ゝ
濶
い
鞍
部
を
乗
多
越
す
と
、
右
か
ら
突
き
出
た
尾

根
の
上
か
ら
、
黒
岩
山
が
共
名
の
通
り
具
黒
い
頭
を
無
遠
慮
に
樫
げ
て
末
る
。
岩
と
灌
木
と
が
手
際
よ
く
配
置
さ
れ
た

間
に
、
斑
牛
が
散
歩
し
て
居
る
。
崩
れ
るヽ
許
う
に
澤
山
の
新
を
負
ふ
て
涎
の
糸
を
曳
く
黒
牛
の
後
に
限
い
て
、
雨
上
が

記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

一
カ
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う
に
は
随
分
滑

，
さ
う
な
赤
土
の
急
な
阪
を
降
シ
か
け
る
と
、
杉
の
綺
を
透
か
し
て
白
瀧
温
泉
の
茅
屋
根
が
、
廣
重
蓋

く
と
あ
る
板
蓋
其
儘
の
姿
を
眼
下
に
展
げ
て
居
る
。

白
瀧
温
泉
場

涌
蓋
山
の
北
麓
を
東
に
竿
用
し
て
、
之
と
久
住
山
群
と
を
隔
つ
る
玖
珠
川
の
狭
い
谷
ヒ
奥
ま
で
分
け
入
る
と
、
餘
う

登
る
こ
と
も
な
く
、
谷
の
詰
ま
う
の
狭
苦
し
い
底
に
、
自
瀧
温
泉
の
湯
の
煙
が
自
く
立
ち
騰
つ
て
居
る
。
蒼
苔
の
厚
く

蒸
し
た
茅
喜
の
庇
が
、
時
と
い
ふ
重
荷
に
堪
え
か
ね
て
、
う
な
だ
れ
て
ゐ
る
三
階
造
の
温
泉
が
宿
狭
い
道
の
雨
側
か
ら

牛
ば
崩
れ
か
け
た
様
に
建
ち
並
ぶ
と
云
ふ
て
も
家
数
は
十
五
に
足
る
ま
い
。
粗
末
な
挽
物
細
工
の
玩
具
や
草
軽
罐
詰
を

順
序
不
同
に
並
べ
た
店
先
を
出
つ
入
多
つ
、
丹
前
姿
や
浴
衣
掛
の
不
行
儀
の
男
女
の
群
が
提
げ
て
ゐ
る
手
拭
か
ら
も
、

湯
の
匂
が
街
路
に
横
濡
す
る
。
汽
車
の
煙
や
飛
行
機
の
唸
な
ど
と
は
隔
世
の
別
天
地
で
あ
る
。

谷
の
方
か
ら
木
て
丁
字
に
突
き
営
る
右
角
に
、
古
ぼ
け
た
頑
丈
な
浴
場
が
あ
る
。
宿
屋
も
四
五
軒
あ
る
が
、
自
分
は

何
時
も
本
陣
雨
筑
屋
と
云
ふ
家
へ
泊
つ
た
。
二
階
座
敷
は
何
れ
も
襖
で
仕
切
ら
れ
て
、
何
等
装
飾
も
な
い
片
隅
に
昆
疲

や
鍋
が
置
け
る
や
う
に
自
炊
向
に
出
家
て
居

ｆ
。
客
の
特
別
な
頼
み
で
も
あ
ね
ば
、旅
籠
勘
定
も
す
る
の
で
あ
ら
う
が
、

普
通
は
何
庭
の
家
で
も
木
賃
勘
定
で
、
議
文
に
従
つ
て
飯
も
炊
け
ば
御
馳
走
も
用
意
す
る
と
は
云
へ
、
何
庭

へ
出
る
に

も
近
く
て
三
里
遠
き
は
六
里
の
山
阪
を
越
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
山
の
中
で
は
、
日
数
に
堪
え
ｎ
飲
食
物
は
貯
蔵
し
難
い
か
ら
、

主
な
も
の
は
豆
腐
に
鶏
卵
、
維
茸
に
干
瓢
の
外
は
、
鯖
の
罐
詰
か
干
温
飩
で
諦
め
ね
ば
な
ら
緻
。

此
頃
と
相
場
は
大
分
違
ス
で
あ
ら
う
が
、
自
分
の
行
つ
た
頃
は
次
の
や
う
な
規
定
が
各
室
に
貼
つ
て
あ
つ
た
か
ら
、

参
考
の
た
め
に
附
記
す
る
ｏ

木
　
　
賃
　
　
表

一
、
上
室

一
人
泊
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
十
　
　
餞
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一
、
下
室

一
人
泊
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
八
　
　
餞

但
し
五
蔵
よ
う
九
蕨
ま
で
は

一
人
泊
ウ
ニ
餞
、
十
歳
よ
う
十
四
蔵
ま
で

一
人
泊
夕
四
餞
。

一
、
自
炊
者
又
は
蒲
田
持
参
の
御
方
は
、
前
項
木
賃

へ
金
二
餞
を
増
し
可
レ申
事
。

一
、
室
内
火
を
焚
く
事
を
禁
ず
。

一
、
上
蒲
国

一
枚

一・泊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
七
　
　
餞

一
、
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
エハ
　
　
餞

一
、
下

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

五

　

餞

一
、
並
敷
蒲
圏

一
泊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
一二
　
　
錢

一
、
莞
筵

一
枚

一
泊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

一
一
　

餞

一
、
豆
腐
汁
（
一
丁
煮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
十
　
　
餞

一
、
下
駄

一
足
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
五
　
　
餞

一
、
炭
火
大

一
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
十
　
　
餞

一
．
友
火
中

一
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
八
　
　
餞

Ｔ
フ
ン
プ
一
ケ
一
泊
（
中
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
一二
　
　
錢

一
、
ラ
ン
プ
　

　

（
小
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
一
一　
　
餞

萬
不
レ得
レ止
家
客
の
需
に
よ
る
時
は
、　
一
泊
よ
う
二
泊
ま
で

一
、
中
宿
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

一
、
並
宿
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金

以
　
上

右
之
通
、
同
業
者

一
般
協
議
の
上
、
相
定
候
事
。

五 七

十 十

餞 錢
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行 螢 月 二 年 九 正 大

〇
九
州
族
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

大
正
三
年
五
月

一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白

瀧

温

泉

宿

屋

同

業

組

合

主
と
し
て
地
方
民
の
客
が
多
く
、
稀
に
自
分
の
や
う
な
温
泉
の
霊
数
よ
り
山
を
慕
つ
て
迷
ひ
込
む
風
憂
う
の
者
が
入
タ

込
む
の
で
あ
る
か
ら
、
都
會
で
所
謂
桂
を
炊
ぐ
と
や
ら
云
ふ
や
う
な
緒
紳
に
適
す
る
設
備
食
品
は
望
み
難
い
。
季
節
に

よ
う
時
に
馬
の
便
を
固
つ
て
議
文
で
も
し
た
ら
、
生
魚
生
肉
の
類
を
得
る
こ
と
が
出
木
る
か
も
知
れ
ｎ
。
そ
の
音
阿
蘇

の
大
宮
司
が
猪
鹿
を
狩
し
た
こ
と
が
あ

。
つ
た
と
云
ス
が
、
現
今
で
は
山
申
に
是
等
の
獣
類
が
住
み
さ
う
に
も
な
い
。
兎

や
難
や
小
鳥
位
の
も
の
で
あ
ら

，
ｏ

。食
料
品
は
線
べ
て
小
國
方
面
か
ら
馬
の
背
で
運
ぶ
の
で
あ
る
が
、
住
民
は
年
が
年

中
豆
腐
に
生
き
て
居
る
と
見
え
る
。
然
し
味
嗜
汁
に
探
多
立
て
の
獨
活
の
馨
う
は
か
う
云
ふ
山
間
に
天
典
の
珍
味
で
あ

ら
う
。
自
分
は
曾
て
宿
の
者
か
ら
シ
カ
を
採
り
に
行
き
ま
せ
う
と
誘
は
れ
て
、
さ
程
容
易
く
鹿
が
獲
ら
れ
る
も
の
か
と

不
審
か
つ
た
が
，
夫
は
折
り
取
つ
た
根
元
に
二
本
の
角
を
立
て
ゝ
ゐ
る
獨
活
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

此
虎
に
は
内
湯
は
な
い
か
ら
、　
一
足
五
餞
の
朴
下
駄
を
突
掛
け
て
共
同
浴
場
に
行
か
ね
ば
な
ら
緻
。
し
か
し
四
五
軒

の
宿
屋
が
街
路
を
挟
ん
で
浴
場
と
向
ひ
合
せ
に
建
て
ヽ
あ
る
か
ら
、
降
る
雨
の
中
で
も
軒
先
か
ら
小
走
う
に
駈
け
込
む

こ
と
が
出
来
る
。
大
き
は
四
間
に
大
間
位
。
芽
書
の
棟
の
実
つ
た
薄
暗
い
建
物
で
、
湯
氣
が
疑
つ
て
冷
た
い
雫
が
ぼ
た

り
と
落
ち
る
古
ぼ
け
た
梁
の
下
か
ら
、
五
條
の
瀑
と
な
つ
て
廣
い
湯
槽
の
中

へ
落
ち
込
む
温
泉
は
、
肩
を
撲
た
し
て
熱

つ
い
程
で
も
な
い
。
透
明
無
色
と
は
云
ふ
が
、
浴
場
の
構
造
が
暗
く
出
家
て
居
る
上
に
、
立
ち
騰
る
湯
氣
は
雪
の
頃
は

別
け
て
朦
々
と
室
内
を
革
め
て
ゐ
る
か
ら
、
爽
や
か
な
氣
分
を
快
い
て
ゐ
る
。
浴
槽
は
二
十
人
位
は
優
に
漬
る
こ
と
が

出
家
る
。
深
さ
は
膝
ま
で
だ
が
、
中
間
に
二
本
の
丸
棒
が
湯
面
に
横
に
取
り
つ
け
て
あ
る
。
夫
を
枕
に
背
中
の
凝
う
を

湯
瀑
に
撲
し
て
、
日
の
暮
れ
る
に
も
頓
着
の
な
い
浴
客
は
呑
氣
な
も
の
で
あ
る
。
白
い
湯
氣
は
雫
に
霧
れ
た
茅
庇
の
下

を
軽
げ
に
く
ゞ
多
緻
け
、
横
な
ぐ
り
の
凍
し
い
谷
風
に
乗
つ
て
颯
と
舞
ひ
狂
ふ
。

不
便
を
極
め
た
こ
の
温
泉
に
来
る
客
は
、
湯
に
浸
る
外
に
は
新
聞
さ
ヽ
も
容
易
に
得
ら
れ
な
い
。
互
に
話
相
手
を
求

め
て
生
國
も
知
ら
緻
他
人
同
士
が
打
ち
解
け
や
す
く
、
同
宿
者
は
勿
論
、
浴
場
に
二
三
度
顔
を
合
し
て
湯
桶
の
譲
み
合

一三
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ひ
で
も
す
る
と
、
や
が
て
書
寝
の
ひ
ま
に
御
國
自
慢
の
並
べ
合
ひ
か
、
少
し
目
碁
の
嗜
み
で
も
あ
る
人
な
ら
こ
れ
又
相

手
に
事
は
快
か
漁
。
か
う
云
ふ
簡
素
な
温
泉
に
豆
腐
の
軍
調
．を
我
慢
さ
へ
す
れ
ば
、
別
府
あ
浚
♭
の
遊
業
地
に
駿
屈
す

る
或
種
の
人
間
が
螢
散
す
る
厭
ふ
べ
き
臭
氣
に
鼻
を
掩
ふ
必
要
も
な
く
、
悠
々
た
塵
腸
と
や
ら
を
燿
ぎ
得
る
こ
と
受
け

合
で
あ
る
。

惜
し
い
こ
と
に
は
谷
の
行
き
詰
う
で
碧
い
川
が
な
い
。
針
葉
樹
欄
葉
樹
の
入
う
錯
つ
た
森
林
に
乏
し
い
こ
と
も
な
い

が
、
雨
の
後
に
立
ち
迷
ふ
雲
霧
の
宿
と
な
る
可
き
巌
の
瞼
し
い
も
の
が
な
い
。
も
し
此
庭
が
阿
蘇
西
麓
の
栃
ノ
木
温
泉

の
や
う
に
、
暖
に
枕
ん
だ
危
欄
の
ほ
と
う
か
ら
、
紺
碧
の
漂
や
白
い
鮎
返
の
瀧
を
蹴
下
ろ
し
、
座
敷
の
中
ま
で
流
れ
込

む
春
の
筆
や
、
窓
外
に
階
上
げ
る
絶
壁
を
綴
る
秋
の
紅
葉
の
眺
め
が
あ
つ
て
、
岩
壁
か
ら
瀑
と
落
ち
込
む
温
泉
の
深
さ

膵
に
達
す
る
浴
槽
の
底
に
沈
ん
だ
針
さ
へ
見
透
せ
る
明
る
さ
美
し
さ
に
加
へ
て
、
夏
な
ど
は
湯
浸
し
の
肌
に
冷
し
い
山

風
が
、
河
面
か
け
て
谷
か
ら
吹
き
込
み
吹
き
抜
け
る
爽
や
か
さ
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、自
分
は
六
里
の
野
原
と
越
え
て
も
、

此
山
間
に
駈
け
込
む
で
あ
ら
う
が
、
此
庭
に
は
そ
の
や
う
な
風
水
の
眺
め
が
な
い
。
然
し
此
温
泉
あ
る
が
た
め
に
九
重

山
中
を
露
宿
の
煩
ひ
も
な
く
抜
渉
が
出
来
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
餘
う
贅
澤
も
云
は
れ
な
い
。

此
白
瀧
温
泉
に
南
方
阿
蘇
方
面
か
ら
入
る
の
は
、
前
に
記
し
た
道
が
便
利
で
あ
る
が
、
中
津
邊
か
ら
家
る
に
は
、
彼

の
名
ば
か
り
高
い
新
耶
馬
漢
を
湖
つ
て
森
町
に
出
で
、玖
珠
川
に
滑
ふ
て
二
里
足
ら
ず
上
流
の
富
迫
と
呼
ぶ
村
に
到
う
、

其
虎
か
ら
支
流
町
田
川
に
滑
ふ
て
宮
ノ
原
街
道
が
あ
る
か
ら
、
夫
を
桐
木
の
部
落
の
手
前
で
、
小
學
校
の
傍
か
ら
左
の

狭
い
谷
に
入
り
、
串
野
の
人
家
を
過
ぎ
て
小
さ
な
峠
を
越
え
、
小
流
を
渡
つ
て
か
ら
念
よ
登
う
道
と
な
る
。
此
庭
ま
で

は
家
も
あ
り
行
人
ヽ
多
い
か
ら
行
き
迷
ふ
惧
は
な
い
が
、
雑
木
の
茂
つ
た
阪
道
は
も
つ
れ
た
小
征
が
可
な
り
多
い
。
富

迫
の
あ
た
り
か
ら
高
く
見
え
て
居
た
正
面
の
涌
蓋
山
は
此
阪
路
か
ら
は
見
え
な
く
な
る
。自
分
は
曾
て
此
庭
を
降
る
時
、

雪
の
中
に
路
を
誤
つ
て
可
な
う
廻
う
道
を
仕
た
こ
と
が
あ
つ
た
が
、
注
意
す
れ
ば
馬
蹄
の
跡
が
多
い
か
ら
紛
れ
る
こ
と

も
あ
る
ま
い
。
登
ウ
切
る
と
限
下
に
廣
い
萱
原
が
、
庭
々
に
松
林
を
離
じ
て
、
東
方
に
限
ら
も
な
く
裕
け
、
霧
で
も
懸

琥 第 年 四 十 第 岳 山

０
九
州
旗
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡
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大正・Ｉノ
年二月住

民
，

０
７

一丁

０
九
州
族
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

る
か
吹
雪
に
で
も
な
か
れ
る
と
方
途
が
つ
か
な
い
。
峠
か
ら

一
二
町
急
に
降
つ
て
か
ら
、
平
ら
な
野
中
を
七
八
町
ヽ
進

む
と
、
十
字
路
の
北
側
に
人
家
が
二
軒
あ
る
。
地
蔵
原
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
脚
元
か
ら
涌
蓋
山
が
せ
う
上
が
つ
て
、
回

錐
形
の
峰
頭
に
は
毛
す
じ

一
本
立
て
ヽ
居
な
い
。
其
麓
に
侍
う
添
ふ
て
草
野
を
進
む
と
、
彩
し
い
岩
塊
が
売
の
様
に
散

識
せ
る
間
に
、
斑
ら
に
松
や
雑
木
の
茂
つ
た
．
黒
岩
山
か
ら
北
に
延
び
た
尾
根
が
行
手
に
立
ち
塞
が
る
。
石
原
を
過
ぎ

て
七
八
町
も
行
く
と
湯
ノ
坪
温
泉
が
あ
る
。
此
庭
に
は
人
家
も
多
く
、
暇
さ
う
な
郵
便
局
な
ど
も
あ
る
が
、
温
泉
の
設

備
は
到
底
宿
泊
に
堪
え
な
い
。
須
く
更
に
小
阪
を
務
降
す
る
こ
と
二
十
町
に
し
て
、自
瀧
温
泉
ま
で
行
く
べ
静
て
物
郷
。

此
道
は
途
中
に
何
等
槻
る
べ
き
も
の
も
な
く
、
看
だ
富
迫
か
ら
は
附
近
に
到
る
虎
温
泉
が
逆
つ
て
居
る
。
壁
湯
、生
龍
、

川
底
、
責
泉
寺
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。最
後
の
も
の
ヽ
外
は
、其
名
か
ら
し
て
餘
う
威
心
し
な
い
。
自
分
竜
是
等
の
悉
く

に
立
ち
寄
つ
た
課
で
は
な

い
が
、
多
く
は
村
民
が
仕
事
の
暇
に
漬
る
共
同
湯
場
が
あ
る
位
で
、
未
だ
設
備
な
ど
は
少
し

ヽ
な
い
様
で
あ
る
。
此
道
は
耶
馬
漢
鐵
道
を
利
用
す
れ
ば
、
早
朝
中
津
町
を
螢
し
奮
耶
馬
漢
の
一
部
を
新
耶
馬
漢
の
企

部
を
見
て
、
一
日
の
内
に
自
瀧
温
泉
に
達
す
る
こ
と
も
必
ず
し
も
困
難
で
は
あ
る
政
い
。
石
原
か
ら
は
日
が
暮
れ
て
も
甚

だ
し
い
困
難
も
な
か
ら
う
が
、
自
分
は
曾
て
降
う
で
は
あ
つ
た
が
、積
雪
の
中
を
午
前
九
時
十
分
に
自
瀧
温
泉
を
立
ち
、

悠
長
な
歩
調
で
午
後
三
時
に
森
町
に
着
き
、
森
町
を
午
前
八
時
十
五
分
に
優
し
、
新
奮
耶
馬
漢
分
岐
鮎
の
柿
阪
に
午
後

一
時
十
五
分
に
着
い
た
こ
と
が
あ
る
。
因
み
に
森
町
柿
阪
間
は
五
里
三
十
五
町
十
四
間
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
。

更
に
両
方
久
留
米
邊
か
ら
は
、
豆
田
を
経
て
杖
立
温
泉
に
出
で
、
山
影
水
色
共
に
年
の
濃
い
杖
立
川
を
湖
う
、
池
ノ

鶴
の
寒
村
か
ら
東
方
の
二
俣
明
里
な
ど
の
部
落
を
経
て
、
岳
ノ
湯
、
ほ
ノ
湯
ま
で
出
る
の
で
あ
る
が
、
此
邊

一
帯
丘
陵

が
嫉
の
如
く
入
れ
違
ひ
、
登
う
降
う
は
疲
れ
る
程
で
も
な
い
が
、
眼
先
が
開
け
ず
、
窪
地
に
か
た
ま
つ
て
わ
る
村
里
の

問
か
、
藪
蔭
や
雑
木
林
を
分
け
て
、
小
雀
に
枝
股
が
順
る
多
く
、
然
か
も
草
軽
に
吸
み
つ
く
日
陰
路
が
極
め
て
迪
う
悪

く
い
。
掌
ろ
土
田
ノ
瀧
を
探
つ
て
宮
ノ
原
に
廻
う
、
北
里
博
士
の
郷
里
と
か
聞
く
北
里
村
の
隣
の
奴
留
湯
を
経
て
、
岳

ノ
湯
に
出
る
の
が
剣
う
易
い
様
で
あ
る
。
唯
だ
此
道
は
美
し
い
涌
蓋
山
を
絶
へ
ず
具
正
面
に
眺
め
、
夫
が
或
は
松
の
蒼
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黒
い
赤
土
山
の
上
か
ら
、
或
は
里
の
子
供
が
立
ち
並
ぶ
小
川
の
土
橋
と
踏
ま
へ
て
老
柳
の
葉
越
し
に
、
時
に
ま
た
大
根

畑
の
時
に
据
風
呂
を
焚
さ
す
て
に
し
た
、
贅
な
玉
蜀
黍
を
唆
廉
の
や
う
に
懸
け
て
ゐ
る
茅
屋
の
庇
を
掠
め
た
り
し
て
、

ど
う
舞
墓
を
獲

へ
て
も
何
時
も
婿
や
か
に
自
分
を
迎
へ
て
呉
れ
る
楽
し
み
が
あ
る
。
春
の
頃
手
地
の
雪
は
残
ら
ず
融
け

去
つ
て
も
、
遠
見
に
立
樹
を
見
せ
緻
此
山
が
、
白
妙
の
厚
食
を
脱
ぎ
も
せ
ず
、
齊̈
れ
渡
つ
た
碧
室
に
浮
み
出
た
時
は
、

絶
大
の
自
王
を
刻
む
ル
言
ひ
度
く
も
、
全
層
に
毛
す
じ
程
の
難
の
痕
も
な
く
、
全
く
磨
き
上
げ
た
や
う
で
、
清
浄
の
極

で
あ
う
単
純
の
極
で
あ
る
。
あ
れ
が
昔
熱
火
に
熔
け
た
醜
い
熔
岩
か
ら
築
か
れ
て
居
る
と
は
、
ど
う
し
て
も
信
ぜ
ら
れ

な
い
。
更
に
夕
陽
を
浴
び
ｆ
薄
桃
色
に
染
め

，
ら
れ
た
姿
は

一
段
の
美
し
さ
で
あ
る
）

滑
道
の
温
泉
の
中
で
奴
留
湯
は
、
其
名
の
通
う
温
度
は
低
い
が
、
粗
末
な
旅
宿
は
あ
る
。
岳
ノ
湯
に
は
様
な
浴
場
も

な
い
様
で
、
湯
は
田
の
昨
か
ら
湧
き
出
し
て
ゐ
る
。
傍
ら
に
水
車
小
屋
に
似
た
小
家
は
あ
る
が
雨
を
凌
ぐ
の
が
漸
く
で

あ
る
。
咳
ノ
湯
に
は
張
ひ
て
我
慢
す
れ
ば

一
泊
の
出
来
漁
こ
と
も
あ
る
ま
い
が
、
此
等
は
何
れ
Ｌ
里
人
の
風
呂
場
ど
見

る
の
が
至
常
で
あ
ら
う
。

眩
ノ
湯
か
ら
十
町
ば
か
ら
樹
陰
の
少
し
も
な
い
阪
路
を
登
る
と
、
涌
蓋
山
の
北
麓
の
裾
野
に
出
る
。
此
虜
か
ら
ひ
た

拳
う
に
絶
頂
目
懸
け
て
、
麓
近
く
の
雑
木
林
を
切
り
戯
け
る
と
　
年
腹
以
上
は
萱
の
短
い
の
が
足
先
に
絡
ま
る
の
み
で

あ
る
。
其
儘
頂
上
を
乗
う
越
し
て
草
の
斜
面
を
南
麓
の
鞍
部
の
少
し
平
ら
な
庭
に
降
れ
ば
、
小
國
方
面
か
ら
臼
瀧
温
泉

に
通
ふ
山
征
に
必
ず
逢
着
す
る
。
眩
ノ
湯
の
阪
ケ
率
う
麓
ヶ
続
っ
て
直
接
石
原
に
出
る
小
征
も
、
多
少
閥
葉
樹
の
林
を

出
入
す
る
。
雪
の
な
い
時
な
ら
ば
紛
れ
や
う
は
な
く
、
夏
な
ど
は
左
に
岐
れ
て
地
蔵
原
で
森
町
方
面
か
ら
末
る
前
記
の

本
道
に
含
す
る
ま
で
，
革
野
の
中
を
照
ウ
つ
け
ら
れ
る
よ
ぅ
は
、
此
の
道
の
方
が
少
し
は
凍
し
か
ら
う
Ｏ

以
上
の
外
、
大
分
市
又
は
由
布
嶽
方
面
か
ら
湯
ノ
平
温
泉
を
経
て
、
千
町
無
田
の
名
あ
る
荒
無
耕
す
に
堪
え
な
い
と

云
ふ
凛
潤
な
度
野
を
横
切
つ
て
入
る

一
路
も
あ
る
が
、
自
分
は
通
過
し
な
い
か
ら
首
尾
に
亘
つ
て
城
に
委
し
く
書
く
智

識
が
な
い
。
此
他
に
も
案
内
知
つ
た
地
方
民
が
往
末
す
る
山
径
は
少
か
ら
ず
あ
る
が
、
荒
野
の
岐
路
百
出
で
迷
い
易
い

〇
九
州
旗
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

三
二
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○

の
中
よ
り
　
　
吉
岡

一一
六

こ
と
彩
し
い
。

久

住

山

群

此
火
山
群
の
線
稗
が
九
重
山
で
あ
る
か
久
住
山
で
あ
る
か
、
或
は
各
峰
の
名
稽
が
具
か
誤
か
、
幾
分
調
べ
か
け
た
乙

と
も
あ
る
が
、
要
す
る
に
歴
史
的
に
意
義
の
重
要
な
駐
も
な
い
様
で
あ
る
か
ら
、
竹
田
地
方
と
小
國
方
面
と
多
少
構
呼

を
異
に
す
る
鮎
も
あ
ら
う
が
、
今
は
総
て
陸
地
測
量
部
五
萬
分

一
日
の
記
名
に
従
ス
こ
と
ヽ
す
る
。
ま
た
賞
際
秩
父
の

奥
山
な
ど
の
様
に
議
論
を
生
す
る
程
複
雑
ｔ
後
山
群
で
は
な
い

だ。いせん

山
群
中
の
最
高
峰
は

一
七
八
八
米
突
の
久
住
山
で
、
東
隣
の
大
船
山
と
標
高
相
等
し
と
い
ふ
て
も
よ
か
ら
う
ｏ
位
置

を
九
州
山
地
の
中
央
に
占
め
て
居
る
か
ら
、
汽
車
の
滑
線
か
ら
は
見
ら
れ
な
い
と
思
ふ
。
比
較
的
遠
方
と
云
へ
は
、
伊

萬
里
近
傍
の
青
螺
山
上
か
ら
墨
み
得
る
位
で
あ
ら
う
ｏ
北
方
か
ら
は
玖
珠
直
入
の
群
山
に
伍
し
て
際
立
つ
て
見
え
な
い

が
、
南
方
か
ら
望
む
と
群
小
を
後

へ
に
徒
へ
て
、
居
然
九
州
の
重
鎮
た
る
貫
録
が
あ
る
。
然
し
敷
峰
相
侍
つ
て
近
く
横

つ
て
居
る
か
ら
，
秀
抜
の
趣
は
由
布
嶽
温
泉
岳
に
及
ぶ
ま
い
が
、
阿
蘇
の
東
方
波
野
ケ
原
邊
か
ら
見
る
如
く
、
全
く
草

よ
う
外
に
限
に
映
つ
る
も
の
も
な
い
、
青
線
の
廣
野
の
地
平
線
か
ら
、
些
の
躊
躇
も
な
く
堀
起
し
た
山
容
は
稀
に
観
る

異
彩
で
あ
る
ｃ
高
さ
は
二
千
米
突
に
足
ら
な
い
。
信
濃
の
飯
組
山
よ
う
も
百
二
十
米
突
も
低
い
か
ら
、
南
北
日
本
ア
″

プ
ス
の
Ｅ
障
に
較
べ
て
は
物
の
数
に
も
入
ら
な
い
が
、外
見
内
容
共
に
飯
縄
あ
た
う
と
は
全
然
其
撰
を
異
に
し
て
ゐ
る
。

然
も
九
州
で
は
覇
王
と
誇
う
得
べ
き
此
山
が
温
泉
岳
や
彦
山
程
に
も
其
名
を
知
ら
れ
な
い
の
は
、
不
幸
で
あ
り
同
時
に

ま
た
幸
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
唯
自
分
は
熊
本
或
は
大
分
か
ら
十
里
の
道
を
ぽ
は
な
い
で
、
此
山
中
の
巖
に
映
え
る

石
楠
花
を
訪
ス
人
が
あ
る
と
聞
け
ば
、
嬉
し
く
思
ス
の
で
あ
る
。

涌

　

蓋
　
　
山
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標
高

一
五
〇
〇
米
突
。
白
瀧
温
泉
を
根
接
と
す
れ
ば
、
何
れ
の
峰
頭
を
究
む
る
に
も
朝
出
て
晩
に
還
る
の
は
容
易
で

あ
る
。
殊
に
此
山
は
標
高
近
江
の
伊
吹
山
を
凌
ぎ
、
満
山
草
に
蔽
は
れ
て
裾
の
邊
う
に
僅
か
の
樹
林
を
抱
へ
て
居
る
駐

は
略
こ
似
て
わ
る
が
、
山
態
は
彼
に
比
し
て
頗
る
行
儀
ょ
く
、
孤
立
せ
る
園
錐
般
で
、
登
路
も
亦
極
め
て
容
易
で
あ
る

か
ら
、
下
駄
ば
さ
で
駈
け
登
る
こ
と
さ
へ
敢
て
困
難
で
は
な
い
ｏ

温
泉
か
ら
小
川
に
滑
ス
て
豊
後
道

（
温
泉
か
ら
南
方
肥
後
に
通
ず
る
道
を
肥
後
道
と
呼
び
、
北
方
豊
後
に
出
づ
る
も

の
を
豊
後
道
と
呼
ん
で
居
る
）
を
五
六
町
北
に
降
る
と
、
芥
癬
湯
に
行
く
細
道
が
川
を
渉
つ
て
左
に
岐
れ
て
居
る
。
向

ふ
岸
に
牛
ば
荒
盾
し
た
芽
家
が

一
棟
立
つ
て
ゐ
る
。
此
庭
に
湧
き
出
る
湯
が
特
に
芥
癬
に
利
く
の
か
、
此
病
氣
が
嫌
は

れ
る
篤
に
思
者
が
此
虎
に
の
み
浴
す
る
の
か
は
聞
き
漏
ら
し
た
が
、
自
分
が
前
後
二
同
遊
ん
だ
折
に
は
、
入
湯
者
は
見

え
な
い
様
で
あ
つ
た
。
し
か
し
斯
う
露
骨
の
名
を
呼
ば
れ
て
は
、
卓
数
が
あ
る
に
し
て
も
、
此
湯
に
浴
す
る
の
は
何
と

な
く
氣
が
ひ
け
る
。
二
月
頃
に
は
此
破
屋
の
軒
端
か
ら
か
け
て
川
岸
に
、
高
さ
七
八
尺
の
黄
邸
濁
が
鮮
か
な
金
色
の
花

を
枝
も
撓
む
ば
か
り
に
険
き
誇
つ
て
居
る
。

警
癬
湯
か
ら
南
に
面
し
た
な
だ
ら
か
な
山
腹
に
、
小
松
や
礫
な
ど
が
疎
ら
に
立
つ
て
居
て
、
其
間
に
病
せ
た
山
畑
が

拓
い
て
あ
る
邊
り
を
七
八
町
も
登
る
と
、
較
こ
平
ら
な
草
原
に
出
る
。
若
草
の
頃
は
青
天
鵞
絨
を
敷
き
詰
め
た
や
う
に

美
し
い
野
の
繰
が
切
れ
込
ん
で
、
装
の
や
う
に
洩
い
谷
だ
け
を
開
葉
樹
の
数
葉
が
麓
か
ら
中
腹
ま
で
飾
つ
て
居
る
。
此

緩
や
か
な
傾
斜
面
を
知
ら
ｎ
間
に

一
五
〇
〇
米
突
の
頂
上
ま
で
登
つ
て
し
ま
ふ
。
頂
上
は
四
五
十
間
四
方
の
平
地
で
、

草
の
中
に
さ
ゝ
や
か
な
石
祠
が
建
て
ヽ
あ
る
。
殆
ん
ど
均
整
し
た
園
錐
燈
の
頂
尉
で
あ
る
か
ら
、
四
顧
の
眺
望
を
妨
ぐ

る
何
物
も
な
い
。
山
麓
の
周
園
を
残
な
く
見
廻
す
こ
と
さ
へ
出
来
る
。
東
南
に
近
く
久
住
山
群
の
懐
に
抱
か
れ
て
居
る

自
瀧
温
泉
の
三
階
の
欄
干
ま
で
も
見
え
る
か
ら
，
反
封
に
頂
上
に
立
つ
人
影
を
温
泉
か
ら
認
め
る
こ
と
も
出
来
る
。
宮

ノ
原
を
中
心
と
し
て
南
北
小
國
村
に
連
互
す
る
丘
陵
地
を
西
南

一
眸
の
下
に
鳥
腋
し
、
遠
い
西
の
基
に
肥
前
の
多
良

山
、
温
泉
岳
が
薄
紫
に
か
す
ん
で
見
え
る
。
手
近
に
は
日
田
郡
の
渡
耐
嶽
が
篤
具
で
見
る
マ
ッ
タ
ア
ホ
／
ン
の
恰
好
を

０
九
州
旗
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡

琥 第 年 四 十 第 岳 山

二
七
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０
九
州
族
日
記
の、
中
よ
り
　
　
吉
岡

し
て
響
え
て
居
る
。
北
か
ら
東
に
か
け
て
は
、
彦
山
を
中
堅
に
筑
豊
の
山
轡
が
幾
重
に
も
背
留
重
ね
て
、
そ
れ
と
物
色

す
る
の
に
甚
だ
困
難
で
あ
る
が

，
由
布
鶴
見
の
二
由
は
流
石
に
高
い
。
山
中
何
の
奇
も
な
く
、
水
も
な
け
れ
ば
岩
も
な

い
代
う
に
は
、
登
路
攀
踏
の
苦
も
な
く
、
山
と
い
ふ
よ
う
も
寧
ろ
好
個
の
展
望
墓
で
あ
る
。
白
瀧
温
泉
か
ら
女
の
脚
で

緩
歩
し
て
も
、
頂
上
ま
で
三
時
間
年
も
あ
れ
ば
充
分
で
あ
ら
う
。

久

　

住

　

山

九
重
（
一
七
六
四
米
）久
住
（
一
七
八
八
米
）
三
俣
（
一
七
四
五
米
）
の
三
峰
が
、
自
瀧
温
泉
の
東
南
に
鼎
足
の
勢
に
な
し

て
饗
え
て
居
る
が
、
三
峰
の
内
で
久
住
山
が
僅
か
な
が
ら
最
も
高
い
か
ら
、
之
を
主
峰
と
し
て
置
く
。
小
國
の
荒
野
か

ら
望
ん
で
突
死
高
饗
し
て
見
え
る
の
も
此
高
峰
で
、
其
絶
頂
の
部
分
が
西
か
ら
南
に
か
け
て
岩
壁
銑
く
仄
立
し
て
居
る

か
ら
、南
麓
を
続
る
久
住
街
道
か
ら
謄
上
げ
る
と
危
く
落
ち
懸
う
さ
う
に
見
え
る
。
三
峰
共
に
遠
目
に
は
全
山
殆
ん
ど
衣

を
着
け
ざ
る
羅
礎
た
る
火
山
岩
の
堆
積
で
あ
る
。
三
俣
山
の
西
麓
に
は

一
部
開
葉
樹
の
茂
つ
た
所
も
あ
る
が
、
大
で
も

数
年
前
の
暴
雨
に
山
海
哺
を
起
し
、
何
萬
坪
の
大
小
岩
塊
を

一
夜
に
潟
下
し
て
、
谷
底
の
硫
黄
精
煉
所
を

一
溜
う
も
な

く
埋
め
て
仕
舞
つ
た
と
い
ス
乙
と
で
あ
る
。
今
も
な
ほ
惨
僣
た
る
営
時
の
名
残
う
を

一
條
の
積
に
留
め
て
居
る
。

温
泉
か
ら
肥
後
道
を
取
つ
て
二
三
町
の
小
阪
を
登
り
切
る
と
、
貧
蒻
な
山
田
が
拓
か
れ
て
あ
る
。
共
庭
か
ら
街
道
と

別
れ
、
里
（岩
山
の
裾
に
限
い
て
小
漢
を
遡
る
と
、
征
は

一
歩
々
々
と
高
く
、
文
の
短
い
芝
草
や
小
笹
の
中
を
分
け
登
る

に
件
れ
、
雑
木
の
埋
め
た
狭
い
漢
を
蹴
下
し
て
、
や
が
て
較
こ
平
坦
な
度
い
草
野
に
出
る
。
八
丁
原
を
超
え
て
向
ひ
の

一
日
山
が
目
人
分
に
伸
び
上
が
つ
て
く
る
。
其
右
に
は
涌
蓋
山
が
園
錐
頭
を
高
く
撻

げ
て
・頂
上
の
石
祠
が
指
縮
さ
れ

る
。
左
に
浩
ス
て
は
黒
岩
山
の
牛
面
を
蔽
ふ
た
茂
み
が
、
具
急
に
頭
の
上
に
覆
ひ
被
さ
つ
て
見
え
る
。
此
芝
原
が
小
さ

な
分
水
界
を
な
し
て
、
東
北
に
廣
´
谷
が
始
ま
る
、
夫
を
分
け
て

一
條
の
小
征
が
あ
る
。
温
泉
か
ら
寒
の
地
獄
に
通
ふ

山
径
で
あ
る
。
自
分
は
夕
方
の
薄
闇
う
に
之
を
辿
つ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
小
征
な
が
ら
硫
黄
精
煉
所
の
坑
夫
が
通
ス
の

(28)



で
，
割
合
に
踏
み
つ
け
て
あ
る
。
そ
れ
で
も
灌
木
の
中
で
澤
を
渉
つ
た
り
、石
伴
ひ
に
道
を
捜
す
位
の
覺
悟
を
要
す
る
。

現
在
で
は
此
廣
い
谷
は

一
面
に
茫
々
た
る
草
之
灌
木
が
茂
多
合
ふ
た
間
を
、
更
に
小
笹
が
綴
ぢ
た
無
盆
な
荒
地
で
あ
つ

て
、
大
林
Ｅ
暑
が
曾
て
赤
松
を
植
林
し
た
が
、
十
八
萬
本
と
か
の
苗
木
も
今
は
悉
く
枯
木
と
な
り
、
共
後
更
に
槍
が
植

ゑ
ら
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
は
生
育
し
さ
う
で
あ
る
。
然
し
何
年
か
の
前
に
は
欝
葱
と
し
て
容
易
に
分
け
入
る
こ
と
も
出

末
な
い
大
森
林
を
成
し
て
わ
た
時
も
あ
つ
た
こ
と
は
、
数
日
に
餘
る
大
樹
の
根
株
が
灌
本
の
中
に
潜
ん
で
居
る
の
を
説

て
も
分
る
。
其
頃
は
久
住
登
山
も
容
易
の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
が
、
今
は
鼻
歌
を
議
ひ
な
が
ら
四

方
を
見
渡
し
て
登
る
こ
と
が
出
な
る
。

小
雀
の
交
叉
鮎
か
ら
前
面
の
隆
起
を
目
懸
け
て
登
る
と
少
許
で
、
大
岩
塊
の
錯
落
せ
る
頂
上
に
着
く
。
土
人
は
此
虎

を

一
ッ
石
と
呼
ん
で
居
る
。
此
庭
哉
で
温
泉
か
ら
約

一
時
間
を
要
す
る
。
無
雑
作
に
堆
積
せ
る
岩
塊
に
は
岩
鏡
が

一
面

に
生
え
て
居
る
。
此
頂
上
を
乗
ム
′越
し
て
反
封
の
側
に
少
し
降
る
と
、
南
麓
の
瀬
ノ
本
と
瀑
々
と
流
れ
る
漢
流
の
水
源

に
落
ち
合
ふ
て
、
更
に
左
に
九
重
山
の
横
腹
を
翔
み
、芝
草
の
斑
ら
に
生
え
た
路
も
な
い
急
峻
な
斜
面
を
横
這
ひ
し
て
、

久
住
山
の
実
頭
を
有
手
に
見
上
げ
る
哉
で
進
む
と
御
池
に
達
す
る
。
池
は
直
雀
二
三
町
で
精
こ
園
形
に
近
い
。
東
北
西

の
三
方
は
岸
か
ら
す
ぐ
高
く
な
つ
て
、
南
の
一
方
が
市
こ
開
け
て
居
る
。
周
国
は
線
べ
て
大
山
岩
で
、
続
に
苔
の
蒸
じ

た
も
の
や
又
は
稜
角
の
銑
い
も
の
が
不
規
則
に
散
乱
す
る
の
み
で
あ
る
。
水
は
極
め
て
清
列
で
、
渇
を
書
す
る
に
充
分

で
あ
る
。
土
人
は
御
池
と
呼
ん
で

一
種
の
信
仰
を
捧
げ
て
居
る
ｃ

御
池
の
岸
か
ら
約
二
十
分
で
久
住
山
の
絶
頂
に
登
る
こ
と
が
出
な
る
。
頂
上
に
は
殆
ど
不
坦
部
が
な
い
と
い
ふ
て
よ

い
。
測
量
部
の
格
が
多
年
の
風
雨
に
曝
さ
れ
た
残
骸
ヒ
留
め
て
居
る
。
此
絶
頂
は
責
に
九
州
全
土
の
最
高
鮎
で
あ
る
と

共
に
、
又
た
殆
ど
九
州
の
中
心
に
在
つ
て
、
四
月
を
重
塁
せ
る
幾
多
の
大
小
山
脈
に
国
続
さ
れ
て
居
る
か
ら
、
展
望
は

少
し
窮
窟
の
減
が
な
い
で
も
な
い
。
北
方
は
九
重
山
三
俣
山
の
実
頭
が
近
く
目
通
う
の
高
さ
に
省
え
、
横
費
に
僅
か
ば

か
う
の
粗
毛
を
風
に
靡
か
せ
て
ゐ
る
。
雨
峰
の
間
の
険
し
く
裁
れ
込
ん
だ
谷
の
向
ふ
側
か
ら
、
硫
煙
が
自
く
細
く
立
ち

０
九
州
旅
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡
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騰
る
の
が
見
え
る
。
こ
の
荒
凍
と
し
て
生
色
に
乏
し
い
横
廣
い
谷
の
底
に
、
御
池
の
水
が
碧
い
一
面
の
鏡
と
凝
つ
て
、

辛
く
も

一
脈
の
生
氣
と
漂
は
し
て
ゐ
る
。

南
方
を
望
む
と
局
面
全
く

一
憂
し
て
、
垂
直
に
近
く
裁
多
立
つ
た
脚
元
か
ら
接
が
る
大
手
野
は
、
西
は
小
関
東
は
竹

田
か
ら
租
母
山
の
麓
う
よで
、
唯
だ
大
鐘
の

一
撫
で
に
撫
で
伸
さ
れ
た
や
う
に
見
え
る
。
自
分
が
登
つ
た
の
は
丁
度
五
月

の
青
葉
盛
う
で
あ
つ
た
か
ら
、
此
荒
蕪
の
平
野
も
青
竹
色
に
染
め
ら
れ
て
、
其
間
に
散
駐
す
る
村
里
や
小
さ
な
杜
や
、

久
住
竹
田
あ
た
う
の
粉
壁
瓦
影
ま
で
悉
く
眸
裏
に
枚
Ｕ
る
所
は
、
赤
城
の
上
か
ら
開
東
不
野
を
展
望
す
る
に
似
て
、
小

さ
い
だ
け
に
又
た
手
近
い
だ
け
に
美
し
さ
は
格
別
で
あ
つ
た
。
此
鳥
腋
の
壮
槻
は
九
州
全
土
は
勿
論
、
本
州
の
中
に
も

極
め
て
少
な
い
で
あ
ら

，
ｏ

阿
蘇
の
群
峰
は
西
南
か
ら
追
つ
て
，威
嚇
的
な
噴
煙
は
猫
岳
の
奇
態
と
共
に
頗
る
稽
や
か
な
ら
ｎ
も
の
が
あ
つ
て
も
、

我
よ
う
眼
下
に
在
る
の
は
面
白
い
。
少
し
左
に
進
か
遠
く
租
母
山
傾
山
は
、
淡
い
紫
紺
色
の
衣
紋
を
整

へ
て
、
絶
頂
の

Ｅ
巖
は
今
や
正
に
雲
の
冠
を
戴
か
う
と
し
て
居
る
。
自
分
は
久
住
山
を
辟
し
て

一
週
日
の
後
更
に
ｍ
母
山
を
攀
ぢ
、
其

絶
頂
の
Ｅ
巖
上
に
据
し
て
、
久
住
山
頂
を
眺
め
た
時
に
は
懐
し
さ
に
堪
え
な
か
つ
た
。
正
東
に
は
大
船
山
が
手
の
層
く

程
に
近
く
、
赤
裸
々
の
園
錐
頭
を
我
と
水
手
の
高
さ
ま
で
樫
げ
て
居
る
、
其
左
に
は
名
詮
自
稗
の
黒
岳
が
、
物
々
し
い

姿
を
見
せ
て
居
る
。

晩
秋
か
ら
各
期
に
か
け
て
好
く
舞
れ
た
日
に
は
、
可
な
多
遠
方
ま
で
見
え
る
こ
と
ヽ
信
ず
る
。
肥
前
の
温
泉
岳
多
良

岳
は
勿
論
、
佐
賀
の
北
に
時
つ
天
山
、
さ
て
は
叉
有
田
焼
の
原
料
を
供
給
す
る
以
外
に
奇
景
に
富
め
る
黒
髪
山
や
青
螺

山
は
見
え
る
が
、
肥
後
の
市
房
山
が
通
に
呼
應
す
る
か
否
か
は
、
滋
に
断
言
す
る
こ
と
が
出
家
漁
。

惜
し
い
こ
と
に
西
の
方
は
、
阿
蘇
外
輸
山
の
鞍
ケ
岳
か
ら
北
に
連
つ
た
高
距
八
九
百
米
突
の
長
堤
に
限
界
を
制
限
さ

れ
て
、熊
本
平
野
の
一
端
を
も
覗
き
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
ｃ
も
し
有
明
彎
の
波
の
上
に
温
泉
岳
を
眺
め
得
た
な
ら
ば
、

頂
上
の
展
望
は
更
に
幾
居
の
美
と
壮
と
を
加
へ
る
で
あ
ら
う
の
に
。
又
夫
と
同
時
に
熊
本
附
近
か
ら
此
実
頭
を
仰
望
す

三
〇
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る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
ば
、
獨
う
阿
蘇
山
を
し
て
其
名
を
恣
に
せ
し
め
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
の
に
。

九
　
　
重
　
　
山

御
池
の
岸
か
ら
直
ち
に
岩
角
の
無
作
法
に
突
き
出
し
た
急
勾
配
の
斜
面
に
、
芝
草
の
疎
生
し
て
ゐ
る
所
と
遮
二
無
二

這
ひ
登
れ
ば
、
容
易
に
九
重
山
の
頂
上
に
達
す
る
。
西
北
側
の
漢
間
に
は
幾
分
か
開
葉
樹
が
枝
を
交
し
て
居
る
部
分
も

あ
る
が
、
夫
と
て
森
林
と
云
ふ
べ
き
程
の
も
の
で
は
な
く
、
頂
上
は
唯
だ
大
小
の
岩
塊
が
猥
籍
と
し
て
居
る
の
み
で
あ

る
。
眺
望
は
久
住
山
頂
と
大
差
は
な
い
。
北
方
は
泉
水
山
と
三
俣
山
と
に
挟
哉
れ
た
廣
い
谷
が
更
に
北
に
展
び
て
、
千

町
無
田
と
呼
ば
る
ヽ
茫
々
た
る
産
の
茂
っ
た
荒
蕪
地
に
績
き
、
夫
か
ら
田
野
の
村
あ
た
う
ま
で
も
眼
下
に
指
駐
す
る
こ

と
が
出
家
る
。

三
俣
山
と
九
重
山
と
互
に
腕
を
組
ん
で
居
る
其
腋
下
と
も
云
ふ
べ
き
漢
の
中
か
ら
盛
に
硫
煙
を
噴
き
、
岩
石
が
蓋
く

硫
黄
華
の
た
め
に
蒼
白
色
に
染
め
ら
れ
て
居
る
。
此
庭
に
九
州
硫
黄
含
祗
の
精
煉
所
が
あ
つ
て
、
伏
樋
式
と
か
呼
ぶ
方

法
で
、
硫
煙
を
暗
渠
中
に
導
い
て
疑
結
さ
し
た
硫
黄
を
更
に
釜
に
熔
か
し
て
精
煉
し
て
居
る
。
火
山
岩
礫
の
堆
積
し
た

極
め
て
不
安
定
な
傾
斜
面
に
之
字
形
の
棧
道
を
造
う
、
多
数
の
坑
夫
が
疏
黄
を
運
搬
し
て
居
る
。
線
樹
の
豊
か
な
友
坑

は
ま
だ
し
も
、
銅
山
な
ど
も
一
般
に
煙
毒
の
篤
め
に
附
近
山
野
の
草
峻
で
も
枯
れ
蓋
し
．
荒
凍
凄
惨
の
氣
が
亜
硫
酸
の

臭
氣
と
混
じ
て
、
此
世
の
天
地
と
は
思
は
れ
な
い
も
の
だ
が
、
人
山
地
方
の
硫
黄
探
取
地
は
此
趣
が
更
に
甚
だ
し
い
。

線
の
森
や
清
い
水
な
ど
は
見
ら
れ
な
い
で
、
唯
だ
焦
石
の
堆
き
問
か
ら
渦
な
さ
騰
る
白
煙
よ
う
外
に
は
些
の
生
色
な
き

斯
う
い
ふ
虎
で
毎
日
貴
い
汗
を
流
し
て
働
く
坑
夫
の
生
活
が
想
ひ
や
ら
ね
る
。

精
煉
所
か
ら
西
方
に
さ
ゝ
や
か
な
小
川
を
越
し
て
四
五
町
行
く
と
、
開
葉
樹
の
そ
乙
此
庭
に
立
つ
て
居
る
中
に
寒
の

地
獄
と
呼
ば
れ
る
冷
破
泉
が
あ
る
。
旅
宿
が
一
軒
と
浴
場
が

一
棟
建
て
、
あ
る
。
破
泉
は
平
地
か
ら
湧
い
て
、
五
尺
四

方
ば
か
多
の
浴
槽
に
溢
れ
て
居
る
。
無
色
透
明
で
臭
氣
も
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
極
め
て
冷
た
い
。
浸
し
た
指
先
は
夏
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で
も
凍
る
か
と
思
ふ
程
で
あ
る
。
自
分
の
行
つ
た
時

（
大
正
四
年
五
月
二
十
七
日
午
後
二
時
）
に
は
妙
齢
の
娘
が

一
人
、

此
冷
水
中
に
首
ま
で
浸
し
、
雨
手
の
指
を
胸
の
上
に
固
く
組
ん
で
爾
限
を
閉
ぢ
た
ま
ゝ
身
動
き
も
せ
ず
、
ぢ
つ
と
冷
苦

を
堪
へ
て
居
る
や
う
で
あ
つ
た
。
婦
人
病
に
卓
数
が
あ
る
と
か
聞
い
た
が
、
此
や
う
な
冷
水
中
に
漬
つ
て
五
腱
を
思
ふ

存
分
に
冷
し
、
夫
で
病
氣
を
治
す
る
数
が
あ
る
も
の
か
と
不
審
に
堪
え
緻
。
草
津
の
時
間
湯
は
熱
い
の
で
随
分
苦
痛
の

や
う
だ
が
、
此
寒
の
地
獄
の
冷
破
泉
洛
も
亦
た
劣
ら
ず
難
業
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
相
営
の
滞
留
客
も
あ
る
や
う
に

見
え
る
が
、
四
鏡
静
寂
と
極
め
た
谷
の
中
で
、
然
も
人
里
と
は
か
れ
こ
れ

一
里
以
上
も
隔
て
た
疎
林
中
の
一
軒
家
、
軒

端
に
見
ヶ
れる
も
の
は
九
重
三
俣
の
突
死
た
る
峰
頭
と
、
其
根
元
か
ら
不
断
に
立
ち
騰
る
硫
煙
ば
か
う
〕
普
通
の
温
泉
宿

と
は
餘
程
憂
つ
た
趣
が
あ
る
。

此
寒
の
地
獄
の
機
泉
が
霊
数
あ
る
も
の
で
、
哉
た
斯
の
如
き
冷
泉
に
浴
し
て
治
病
の
数
あ
る
こ
と
が
如
何
に
し
て
豪

見
さ
れ
た
か
、
夫
等
に
開
し
て
自
分
は
聞
知
す
る
機
倉
を
失
つ
た
が
、
後
遊
の
士
に
し
て
調
査
さ
れ
る
方
が
あ
つ
た
な

ら
ば
御
示
教
と
賜
う
た
い
も
の
で
あ
る
。

三
俣
山
の
頂
上
に
登
ら
な
か
つ
た
か
ら
、絶
頂
の
委
し
い
事
を
記
す
知
識
が
な
い
。
然
し
其
名
の
通
′９
、
絶
頂
は
三
個

の
小
峰
に
分
れ
、
久
住
九
童
の
二
峰
に
比
ぶ
る
と
、
多
少
灌
木
な
ど
が
茂
つ
て
居
る
ら
し
い
。
其
西
北
側
は
可
な
り
深

く
浸
蝕
さ
れ
た
敷
條
の
急
な
漢
が
輻
射
状
に
切
れ
込
ん
で
居
る
。
豪
雨
の
際
は
水
流
が
随
分
猛
烈
で
、
時
に
岩
石
の
崩

壊
す
る
際
に
は
、
濁
流
が
大
小
の
岩
塊
を
駆
つ
て

一
潟
千
里
と
奔
下
す
る
勢
は
頗
る
凄
じ
く
、
其
響
だ
け
で
も
此
三
俣

山
が
裂
け
て
飛
ぶ
の
で
は
な

い
か
と
、
夜
な
ど
は
様
々
眠
ら
れ
な
い
乙
と
が
あ
る
と
は
、
精
煉
所
の
坑
夫
の
話
で
あ
つ

た
。三

俣
山
の
東
麓
に
は
小
さ
な
温
泉
が
あ
つ
て
、
法
華
の
湯
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
浴
合
が

一
軒
建
て
ヽ
あ
る
。
岩
骨
の

洗
ひ
出
さ
れ
た
急
斜
面
に
あ
る
の
で
、
不
便
極
ま
る
境
地
で
あ
る
が
、
脚
下
だ
深
い
谷
を
隔
て
ヽ
大
船
山
と
相
封
し
て

居
る
、
何
庭
か
ら
木
る
に
し
て
も
甚
だ
不
便
で
あ
る
が
、
南
麓
久
住
附
近
か
ら
は
自
瀧
温
泉
に
比
し
て
通
に
近
い
た
め
、
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農
民
な
ど
の
末
う
浴
す
る
も
の
が
幾
分
か
あ
る
や
う
で
あ
る
。

御
池
か
ら
窪
地
の
草
の
生
え
た
問
ヒ
東
方
に
進
し
、
閥
葉
樹
や
蘇
の
蒸
し
た
岩
塊
の
間
を
縫
つ
て
、　
一
條
の
奇
麗
な

小
川
が
流
れ
て
ゐ
る
。
時
々
小
鳥
の
囁
く
諄
も
聞
え
る
。
此
虎
を
更
に
東
方
に
突
き
緻
け
て
、
此
小
高
原
の
繰
ま
で
家

る
と
、
大
船
山
と
は
谷

一
つ
隔
て
ヽ
相
封
す
る
や
う
に
な
る
。

久
住
山
中
は

一
般
に
樹
木
乏
し
く
、
森
林
と
稗
す
べ
き
も
の
は
皆
無
で
あ
る
が
、
此
方
面
だ
け
は
木
立
が
乏
し
く
な

い
上
に
、
登
攀
殆
ど
不
可
能
と
見
ゆ
る
断
暖
絶
壁
を
綴
つ
て
、
石
楠
花
が
吠
き
盛
つ
て
ゐ
る
。
自
分
は
其
美
し
い
花
ヒ

上
か
ら
眺
め
て
此
谷
を
降
つ
て
見
た
く
な
り
、
案
内
の
老
爺
が
不
賛
成
で
あ
つ
た
の
を
張
ひ
‘
谷
底
竣
で
降
つ
て
見
た

が
、
久
住
山
中
の
幽
麗
は
賞
に
此
谷
間
に

一
切
秘
め
ら
れ
て
居
て
、
御
池
の
岸
を
眺
め
て
後
戻
り
す
る
や
う
な
不
熱
心

な
登
山
者
の
眺
む
る
こ
と
を
容
さ
な
い
の
で
あ
る
と
思
つ
た
。
岩
角
に
組
つ
て
前
方
を
望
Ｕ
と
、
大
船
山
が
碧
い
杢
の

大
部
分
を
占
領
し
て
ゐ
る
。
下
ン
・覗
き
込
む
と
脚
下
三
百
米
突
の
谷
底
か
ら
、

∵
條
の
細
征
が
遠
く
久
住
町
の
あ
た
多

す
で
績
く
青
野
原
を
走
つ
て
ゐ
る
の
を
微
か
に
見
た
が
、
絶
え
て
行
客
の
影
を
認
め
な
か
つ
た
。

久
住
町
の
方
面
か
ら
此
谷
を
登
つ
て
、
久
住
大
船
の
雨
峰
を
連
ね
て
ゐ
る
低
い
鞍
部
を
超
え
、
北
麓
田
野
村
方
面
に

通
ず
る
道
は
、
丁
度
今
脚
の
下
に
な
つ
て
ゐ
る
谷
底
の
あ
た
ち
で
、
産
や
虎
杖
の
茂
つ
た
浅
い
盆
地
の
中
に
通
じ
、
降

雨
の
際
は
左
右
か
ら
落
ち
込
む
野
水
が
悉
く
此
虜
に
集
つ
て
、　
一
時
的
の
池
を
現
出
し
、
少
く
も
二
三
日
は
通
行
不
可

能
な
ら
し
め
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
谷
間
の
道
の
雨
側
は
順
る
樹
林
に
富
み
、
殊
に
大
船
山
の
西
南
麓
は
欝
蒼
と

し
て
ゐ
る
が
、
岩
と
美
し
い
石
楠
花
と
は
久
住
山
側
に
限
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
春
此
山
に
登
る
人
は
此
漢
谷

（
漢
谷
と

い
ふ
て
も
直
立
三
百
米
突
位
で
あ
る
か
ら
長
さ
は
元
よ
う
知
れ
た
も
の
で
あ
る
）
に
分
け
入
ら
ｎ
ま
で
も
、
御
池
か
ら

戻
ら
ず
に
せ
め
て
此
谷
を
俯
蹴
す
る
高
原
の
縁
ま
で
迪
う
着
か
れ
ん
乙
と
を
切
に
お
奨
め
す
る
。

０
九
州
旅
日
記
の
中
よ
り
　
　
吉
岡
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上人正Ｌ
】

一
‥

ノ年二月磯行

０
白
．砂
登
山
記
　
　
森
，
日
高

自

砂

登

山

記

一

上
信
越
三
國
の
境
は
、
古
く
は
総
包
山
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
た
、
そ
れ
て
鎮
辣
を
通
ず
る
峠
に
三
國
峠
の
名
が
典
へ
ら

れ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
だ
が
、
事
賞
三
國
の
境
に
跨
つ
て
居
る
の
は
白
砂
山
（
二
一
四
〇
米
突
）で
あ
る
。
此
邊
所
謂

三
國
山
脈
の
画
部
は
、
地
形
が
貴
に
錯
綜
を
極
め
て
西
匂
措
菅
、
北
の
苗
場
等
の
火
山
と
接
鯛
す
る
あ
た
り
は
、
標
高

こ
そ
高
く
な
い
が
、
魚
野
川
清
津
川
の
深
谷
を
抱
き
、
野
反
の
池
の
静
寂
を
蔵
し
、
此
地
方
に
特
有
の
熊
笹
の
繁
み
は

濫
め
に
人
の
近
づ
く
を
許
さ
ず
、
未
だ
あ
ま
う
人
に
知
ら
れ
て
居
な
い
一
種
の
榊
秘
境
を
形
作
つ
て
居
る
。
「
山
岳
」十

年

一
読
及
び
十
一
年
二
琥
に
掲
げ
ら
れ
た
木
暮
氏
の
ス
ケ

・ッチ
や
其
の
解
説
に
依
つ
Ｆ
、
初
め
て
此
地
方
の
一
斑
レ
・知

つ
た
私
共
に
は
、
そ
の
未
知
の
漢
谷
と
、
庭
女
の
山
岳
と
を
訪
づ
れ
度
い
心
が
起
つ
た
。

秋
の
週
日
を
此
の
地
方
に
費
さ
う
と
の
計
書
成
立
つ
た
が
、
皆
目
様
子
が
分
ら
な
い
の
で
諸
方
に
照
會
状
を
出
し
、

ク

　

一一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
プ
　
リ
ウ

地
国
と
も
相
談
の
上
で
上
州
吾
妻
郡
六
合
村
字
入
山
の
花
敷
温
泉
を
根
援
と
し
て
、
自
砂
山
か
ら
佐
武
流
山
苗
場
山
迄

の
縦
走
を
試
み
よ
う
と
云
ふ
事
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

二

大
正
六
年
拾
月
拾
二
日
。
晴
天
。
軽
井
澤
よ
り
花
敷
温
泉
ま
で
ｃ

霧
深
い
朝
の
四
時
頃
軽
井
澤
瞬
に
着
い
た
私
共
は
，
そ
乙
で

一
体
み
し
て
八
時
四
十
分
草
津
軽
便
鐵
道
に
搭
じ
て
出

破
し
た
。
草
津
行
さ
ら
し
い
人
々
を
乗
せ
た
小
さ
な
車
は
、
霧
の
高
原
を
泳
い
で
奮
軽
井
澤
を
す
ぎ
、
迂
餘
曲
折
し
つ

目 森

局

信

_二´

ハ

郎 喬

(34:)

三
四



琥 第 年 四 十 第 岳 山

つ
離
山
の
背
面
Ｌ
喘
ぎ
登
つ
て
行
く
、
峠
を
越
え
る
と
、
松
に
か
ら
ま
る
蔦
紅
葉
の
美
し
い
の
が
目
立
つ
林
の
中
を
、

ゴ
ト
ノ
ヽ
と
分
け
て
行
つ
て
、
林
を
出
た
草
原
の
、
海
抜
四
二
〇
〇
尺
と
い
ふ
標
桂
の
あ
る
所
で
上
州
に
入
る
。
四
阿

白
根
の
山
々
が
秋
天
の
下
芽
原
の
上
に
現
は
れ
出
し
て
な
た
。
十

一
時
終
鮎
吾
妻
着
、
某
宮
家
の
牧
場
の
中
だ
と
か
で
、

何
の
風
情
も
な
い
原
中
り
、
本
立
が
疎
に
あ
る
所
に
過
ぎ
な
い
。
大
き
な
リ
ユ
ッ
ク
ナ
ッ
ク
を
背
負
つ
て
爪
先
下
う
の

黒
土
道
を
、浅
間
の
雄
叫
び
ヒ
後
に
四
阿
の
背
を
行
手
に
眺
め
て
行
く
、草
津
白
根
に
は
白
い
雲
が
屯
し
て
わ
た
。
應
桑

の
村
迄
竿
里
許
う
で
あ
る
が
、
私
共
は
つ
ひ
ウ
ッ
カ
リ
し
て
ゐ
て
道
を
迷
つ
た
篤
に
、
三
十
分
餘
う
も
無
駄
足
を
し
て

午
頃
に
此
庭
を
通
つ
た
。
村
の
出
外
れ
で
草
津
道
に
分
れ
、
吾
妻
川
の
支
流
熊
川
を
右
に
は
下
し
つ
ゝ
典
喜
屋
、
下
田

な
ど
の
部
落
と
経
て
、
吾
妻
川
の
流
れ
を
波
り
、
午
後
二
時
二
十
分
に
長
野
原
町
に
着
い
た
。
町
の
取
っ
つ
き
か
ら

一

す
し
た
峠
を
越
え
て
白
砂
山
の
東
に
螢
源
す
る
須
川
の
流
域
に
入
る
。
こ
の
峠
か
ら
は
寒
峰
が
振
か
へ
つ
て
仰
が
れ
た
。

こ
れ
か
ら
川
を
右
に
、
小
さ
な
部
落
を
運
。９
迎

へ
し
つ
ゝ
四
時
小
雨
着
、
澤
渡
を
経
て
草
津
に
行
く
前
橋
街
道
と
の
交

叉
識
で
あ
る
。
長
野
原
か
ら
二
里
、
荷
が
可
成
う
に
重
く
威
ぜ
ら
れ
て
歩
が
は
か
ん
ヽ
し
く
な
い
。
乙
れ
か
ら
は
道
が

急
に
細
く
な
つ
て
上
下
も
激
し
い
。
梨
木
か
ら
坂
を
昇
う
・初
め
た
頃
に
は
餘
程
晴
く
な
つ
て
家
た
。
間
の
中
を
殆
ど
手

探
う
で
、
京
塚
の
民
家
に
迪
ｒ♭
着
い
た
時
は
六
時
を
過
ぎ
て
居
た
。
嘘
燭
を
分
け
て
貰
つ
て
、
又
危
か
し
い
坂
道
を
上

下
し
て
漸
く
温
泉
の
燈
火
を
下
に
見
出
し
た
時
は
嬉
し
か
つ
た
。
坂
を
下
る
と
湯
場
の
前
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
橋
を
渡

つ
て
取
っ
つ
き
の
家
が
大
和
屋
で
あ
つ
た
。
時
計
は
七
時
二
十
分
を
指
し
て
居
た
。

〓

拾
月
拾
三
日
。
晴
。
野
反
池
に
遊
ぶ
。

昨
夜
は
曙
く
な
つ
て
宿
に
着
い
た
の
で
、
よ
く
様
子
が
分
ら
な
か
つ
た
が
、
宿
は
道
を
隔
て
ゝ
白
砂
川
の
積
に
向
つ

て
居
る
。
敷
日
茶
の
雨
に
河
の
水
嵩
が
相
増
し
て
、
瀬
の
音
高
く
流
れ
て
居
る
。
宿
の
少
し
下
手
で
西
か
ら

一
支
流
が

合
流
す
る
、澁
峠
に
残
源
す
る
長
笹
澤
で
、河
中
所
々
に
温
泉
が
湧
い
て
居
る
篤
か
、
少
し
水
が
濁
つ
て
居
る
。
之
に
架

○
白
砂
登
山
・記
　
　
森
、
■
高

二
五
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○
白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

し
た
橋
を
渡
つ
た
封
岸
の
水
際
に
あ
る
の
が
湯
場
で
あ
る
。
温
度
も
低
く
、
あ
ま
う
奇
麗
で
も
な
い
。
底
の
砂
や
石
が

鎌
に
営
つ
て

一
寸
氣
味
が
わ
る
い
。
昨
夜
行
燈
を
提
げ
て
入
り
に
家
た
時
は
、

一
寸
狐
に
狐
ま
れ
た
様
な
氣
が
し
た
。

夕
方
に
な
る
と
山
稼
ぎ
婦
り
の
村
人
で
可
成
う
に
賑
ふ
。
泉
質
は
硫
黄
泉
ら
し
い
臭
が
し
て
居
た
。
乙
の
す
ぐ
上
手
の

河
原
に
も
湧
く
所
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
。

宿
屋
は
三
軒
あ
る
、
大
和
屋
と
謂
ス
の
が
入
札
で
村
か
ら
温
泉
を
借
多
て
螢
業
し
て
居
る
の
だ
と
謂
ふ
。
主
人
の
山

田
善
正
と
日
ス
の
は
三
十
餘
う
の
男
で
、
此
近
所
の
山
の
事
に
も
可
成
う
に
通
じ
て
居
る
。

豫
て
頼
ん
で
あ
つ
た
案
内
は
、
小
林
Ｅ
署
の
用
で
明
日
迄
山
に
行
け
な
い
と
日
ふ
し
、
他
に
は
然
る
べ
き
者
も
な
い

と
の
こ
と
で
、
今
日
は

一
日
体
養
と
定
め
て
野
反
池
に
遊
ぶ
事
に
し
た
ｏ

宿
で
道
を
聞
い
て
九
時
十
五
分
に
出
掛
け
る
。
小
林
匡
の
官
合
の
裏
手
か
ら
左
折
し
て
坂
道
を
登
う
、
根
度
の
村
落

に
入
る
、
朝
か
ら
少
し
曇
つ
て
居
た
塞
は
漸
く
晴
れ
て
、
正
面
に
尤
大
な
横
手
山
と
、
茶
色
に
死
げ
た
自
根
山
と
を
見

た
（
九
時
四
十
五
分
）。
乙
れ
か
ら
今
迄
の
道
に
分
れ
て
右
折
す
る
、　
一
面
の
草
原
を
登
つ
て
行
く
と
、
刈
つ
た
草
を
山

の
様
に
背
負
つ
て
下
う
て
来

る
女
達
に
含
ふ
、
餘
程
上
ま
で
根
度
の
人
が
草
刈
に
行
く
の
で
、
道
は
可
成
り
に
い

ゝ
、野
反
池
迄
は
岩
菅
を
刈
う
に
行
く
の
で
、ち
や
ん
と
道
が
つ
い
て
居
る
。
登
る
に
従
て
天
盆
々
晴
れ
、
浅
間
、
鼻
曲

等
の
山
々
が
間
近
く
見
え
る
、
簡
登
る
と
行
手
に
入
間
山
が
見
え
出
し
て
家
た
。
茅
を
分
け
て
十

一
時
十
五
分
耕
天
山

の
三
角
駐
に
達
し
た
し
村
で
は
こ
の
東
南
に
あ
る
峯
を
排
天
山
と
呼
ん
で
居
る
様
で
あ
る
、
そ
の
方
の
頂
に
は
祠
も
あ

り
、
高
さ
も
此
の
三
角
諮
の
あ
る
峯
よ
ｈ
幾
分
高
い
か
と
思
は
れ
る
。

乙
ゝ
ら
は

一
面
に
茅
と
笹
に
覆
は
れ
て
、
北
方
脚
下
に
は
野
反
池
が
自
く
光
つ
て
澄
み
か
へ
つ
て
居
る
、
四
面
山
に

国
ま
れ
た
北
の
一
方
を
破
多
、
千
澤
と
な
う
魚
野
川
と
な
つ
て
信
濃
川
に
注
ぐ
。
中
央
が
括
れ
て
殆
ん
ど
三
分
さ
れ
た

様
に
な
つ
て
、
南
北
に
長
く
東
西
に
狭
い
、
思
つ
た
よ
り
は
非
常
に
明
る
い
威
じ
の
池
で
あ
る
。
池
と
園
む
ス
ロ
ー
プ

は
撫
で
つ
け
た
様
な
茶
色
の
茅
原
に
青
い
笹
原
を
交
へ
て
、
所
々
に
自
樺
の
林
が
黄
葉
美
し
く
窪
地
を
飾
つ
て
居
る
ｏ

三
六
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白
砂
山
は
人
間
山
の
陰
に
な
つ
て
見
え
な
い
が
、
大
倉
山
か
ら
八
十
三
山
の
邊
迄
は
、
黒
木
と
樺
の
森
と
笹
原
と
を
見

せ
て
、
行
路
難
を
想
は
せ
る
。
雲
が
少
し
湧
き
出
し
て
家
た
千
澤
の
谷
の
画
は
、
排
天
山
か
ら
績
く
大
高
赤
石
の
山
々

が
丸
味
を
帯
び
て
連
な
つ
て
居
て
、
岩
菅
山
の
姿
は
そ
れ
に
遮
ら
れ
て
見
ら
れ
な
か
つ
た
ｏ
共
左
に
は
横
手
山
．
白
根

山
、
四
阿
か
ら
浅
間
の
山
々
が
鮮
に
眺
め
ら
れ
る
。
池
畔
に
下
う
て
、
池
の
南
端
に
小
さ
な
流
れ
が
泣
い
で
居
る
所
で

中
食
に
す
る
。
清
く
冷
た
い
水
が
波
々
と
流
れ
て
居
る
、
絶
え
ず
ブ
ク
／
ヽ
と
底
か
ら
湧
く
泉
が
到
る
所
に
あ
る
と
見

え
て
、
水
量
が
比
較
的
に
多
い
。
池
の
眸
は
浮
草
の
根
が
堆
積
し
て
腐
つ
た
の
か
ブ
ク
ブ
ク
し
て
草
難
を
滋
ら
す
。

此
池
は
用
国
の
山
か
ら
流
す
土
砂
と
、
洋
が
繁
茂
す
る
篤
と
で
、
年
々
著
る
し
く
狭
く
な
つ
て
行
く
そ
う
で
あ
る
。

深
さ
も
到
つ
て
浅
く
身
長
を
没
す
る
程
の
と

こ
ろ

は
無
い
と
云
ふ
事
で
あ
つ
た
。
ブ
ラ
ノ
ヽ
と
池
に
滑
て
歩
い
て
見

る
。
池
畔
の
彼
虎
此
庭
に
清
列
な
泉
が
敷
知
れ
ず
あ
つ
て
、
長
閑
な
秋
の
書
に
ブ
ツ
ノ
ヽ
と
微
か
な
な
つ
か
し
い
音
を

立
て
ヽ
湧
き
出
し
て
居
る
、
私
共
は
こ
の
野
反
池
が
す
っ
か
り
好
き
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

婦
途
は
人
間
山
と
排
天
山
と
の
間
の
峠
に
出
た
、
乙
ゝ
か
ら
は
浅
間
の
畑
低
く
六
里
ケ
原
に
這
ふ
左
手
、鼻
曲
山
か
と

思
は
れ
る
も
の
ゝ
上
に
、
秩
父
の
國
師
甲
武
信
破
風
の
山
塊
を
見
、國
師
の
上
に
興
白
レ
不
二
の
姿
を
認
め
た
。
左
手
に

は
近
く
榛
名
、
子
持
、
小
野
子
の
上
に
赤
城
が
控
え
、
そ
の
左
に
皇
海
山
ら
し
い
姿
を
望
む
だ
。
こ
の
峠
か
ら
尾
根
樽

ひ
に
人
間
山
迄
大
し
た
苦
も
な
く
登
れ
そ
う
で
あ
つ
た
が
、
遅
く
な
う
そ
う
な
の
で
止
め
に
し
，
一
時
四
十
分

一
瞥
を

野
反
池
に
典
へ
て
下
る
。
乙
ち
ら
の
路
は
幅
は
廣
い
が
可
成
う
に
荒
れ
、
石
が
露
は
れ
笹
が
繁
つ
て
居
て
、
あ
ま
り
歩

き
よ
く
は
な
い
が
、
橋
の
紅
葉
が
美
し
い
。
左
手
に
大
原
の
気
持
の
よ
い
高
原
を
眺
め
乍
ら
下
る
。
二
時
五
十
分
岐
路

に
出
る
。
石
標
に
右
大
原
、
川
浦
、
左
野
反

・、
岩
菅
と
書
い
て
あ
る
の
に
依
つ
て
、
野
反
方
面
か
ら
も
岩
菅
山
に
登
う

得
ら
る
ヽ
事
を
知
つ
た
。
和
光
原
で
宿
の
主
人
に
遇
ひ
ゝ
其
の
賞
家
に
寄
つ
て

一
体
み
し

（
三
時
―
三
時
四
十
分
）
、近

路
を
取
つ
て
宿
に
蹄
多
着
い
た
の
は
四
時
十
五
分
で
あ
つ
た
。
す
ぐ
湯
に
行
く
。

夜
に
な
つ
て
案
内
者
が
家
た
、
字
引
沼
の
山
本
照
吉

（
五
十
五
蔵
）
と
い
ふ
元
氣
で
頑
丈
な
、
人
の
好
さ
そ
う
な
爺

第 年 四 十 第 岳 山

白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

三
名
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行 螢 月 二 年 九 正 大

白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

(一共)(影 場氏郎六信高日)む望を山高大に北西 りよ話角三山天舞

三
　
〈

さ
ん
で
、
非
常
に
比
の
邊
の
山
の
事
に
委
し
い
。
相
談
の
結

果
自
砂
苗
場
迄
の
縦
走
は
、
笹
が
深
く
且
つ
と
て
よ
豫
定
の

日
敷
で
は
行
け
そ
う
も
な
い
の
で

一
切
割
愛
し
て
白
秒
山
に

登
る
こ
と
、
し
、
明
日
野
反
池
か
ら
千
澤
の

一
支
流

ハ
ン
ノ

キ
澤
を
湖
り
、
八
十
三
山
の
南
で
野
螢
し
、
第
二
日
に
自
砂

山
頂
を
窮
め．
セ
川
浦
に
下
り
、
自
砂
川
を
下
つ
て
第
三
日
に

腑
着
丁
る
事
と
し
、
他
に
も
う

一
人
人
夫
を
雇
ひ
、
日
．営
は

一
国
と
い
ふ
約
束
に
定
め
た
。

四

拾
月
拾
四
日
ｏ
快
晴
。
花
敷
よ
り
八
十
三
山

（北
澤
上
流
）
ま
で
。

三
階
の
障
子
を
開
け
る
と
、碧
基
が
快
く
目
に
映
る
、ふ
ん

わ
う
と
だ
ぶ
薄
雲
が
淡
紅
色
に
榮
え
て
ゐ
る
の
も
何
と
な
く

快
い
。
米
や
天
幕
等
の
荷
物
を
二
人
の
人
夫
に
分
措
せ
し
め
、

七
時
五
十
分
宿
を
出
た
。
人
夫
の

一
人
は
や
は
う
六
合
村
大

字
入
山
字
引
沼
の
山
本
嘉
久
平

（
二
十
九
蔵
）。
正
直
な
、
登

山
に
興
味
を
持
つ
た
好
漢
で
あ
つ
た
。
昨
日
の
路
を
取
つ
て

野
反
池
に
向
ふ
、
天
気
が
素
的
に
い
い
の
で
大
畳
な
元
氣
で

あ
る
ｃ
十
時
二
十
分
耕
天
峠
に
着
、
今
日
は
峠
の
東
の
排
天

祠
の
あ
る
峰
に
登
り
、
指
い
で
末
た
大
双
眼
鏡
を
出
し
て
、

秩
父
の
山
々
と
そ
の
上
に
高
く
白
く
端
坐
す
る
不
二
と
を
見

( 38)



号虎 第 年 四 十 第 岳 山

(二其)(影撮氏郎六倍高日)む望を山高大に北西 りよ悪∴角三山天舞

自
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

る
。
池
叶
に
下
う
立
つ
た
の
は
十

一
時
、
そ
れ
か
ら
池
に
添

う
て
暫
く
進
む
。
池
に
は
鯉
が
多
く
居
る
そ
う
で
、
ヤ
ス
で

突
い
た
う
或
は
浅
い
所
な
ら
追
ひ
廻
し
て
鋸
で
打
ち
切
つ
て

捕
る
．と
い
ふ
。
漁
夫
の
泊
る
破
れ
小
合
が
池
の
西
岸
に
見
え

た
。
十

一
時
二
十
五
分
池
を
は
な
れ
て
、
右
手
の

人
間
山

か
ら
引
く
尾
根
へ
懸
ら
う
と
す
る
草
原
の
小
流
れ
の
ほ
と
う

に
草
を
敷
い
て
中
食
に
す
る
の
秋
の
日
は
ポ
カ
ノ
ヽ
と
曖
い
。

こ
の
邊
に
澤
山
生
え
て
ゐ
る
草
は
、
刈
つ
て
綱
に
す
る
と
張

く
て
い
い
と
い
ふ
、
岩
菅
と
い
ふ
其
の
名
は
岩
菅
山
た
閣
係

が
あ
り
そ
う
に
思
は
れ
る
。

午
後
零
時
二
十
五
分
出
豪
。
笹
と
草
と
を
押
し
分
け
覺
束

な
い
道
述
を
辿
つ
て
尾
根
を
越
え
る
、
ネ
ン
バ
坂
と
い
ス
の

の
だ
さ
う
だ
、
昔
は
魚
野
川
に
浩
つ
て
立
派
な
路
が
あ
り
、

牛
馬
を
通
じ
、
越
後
か
ら
牛
の
脊
で
運
ん
で
末
た
荷
と
、
上

州
か
ら
馬
の
脊
で
積
ん
で
木
た
荷
と
を
、
此
邊
で
交
換
し
た

も
の
だ
と
云
ふ
。
二
十
分
で
崎
の
上
に
達
し
た
。
行
手
に
大
倉

山
の
黒
木
や
樺
等
の
茂
み
の
上
に
三
角
櫓
が
見
え
る
、
八
十

三
山
の
邊
も
見
え
た
。
（
八
十
三
山
と
い
ふ
の
は
、
昔
し
盛
に

比
邊

へ
盗
伐
に
入
つ
た
時
―
入
山
の
人
々
は
佐
武
流
の
邊
迄

も
入
つ
て
居
た
そ
う
で
、
色
々
の
地
名
も
其
折
に
付
け
ら
れ

二
九
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白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

口
Ｑ

大行  螢  月 二 年  ノL 正

た
も
の
が
多
い
と
云
ふ
乙
と
で
あ
る
―
に
、
此
山
を
上
下
す
る
の
に
八
十
三
度
も
体
む
位
瞼
し
い
と
い
ふ
所
か
ら
名
付

け
ら
れ
も
た
の
だ
相
で
、
又
大
峠
と
も
云
ふ
、
地
国
に
記
名
し
て
あ
る
八
十
三
山
の
北
に
営
る
二
千
百
二
十
米
の
，日
で

示
さ
れ
た
峰
を
指
し
て
云
ふ
様
で
あ
る
、
私
は
便
宜
の
篤
み
以…
下
儡
に
地
日
に
云
λ
八
十
三
山
ン
・其
の
東
北
に
稜
源
す

る
澁
澤
の
一
支
堂
岩
澤
の
名
に
因
ん
で
堂
岩
山
と
呼
ん
で
置
く
‥）。道
は
こ
れ
か
ら
急
に
精
右
手
（南
）に
．肛
り
氣
床
に
下

る
、熊
笹
が
ひ
ど
く
茂
つ
て
、道
は
川
の
様
に
凹
く
掘
れ
て
ゐ
る
０
ざ
歩
き
、悪
い
、
十
分
に
し

，
ハ
ン
′
ャ
澤
に
出
る
。

切
明
か
ら
秋
山
に
出
る
越
後
道
は
、
ア
・れ
か
ら
北
に
向
つ
て
、
國
境
を
な
す
峠
を
越
え
。
更
に
大
倉
山
に
か
ヽ
る
の

で
あ
る
が
、
余
等
は
澤
を
湖
つ
て
行
く
事
十
分
で
、左
か
ら
家
る
タ
カ
ン
ポ
ウ
澤
に
入
る
、
水
量
も
少
な
く
傾
斜
も
緩
ぐ

楽
な
澤
で
あ
る
が
、
雨
岸
は
か
な
う
な
絶
崖
を
な
し
て
ゐ
る
。
川
に
っ
い
て
右
折
左
曲
す
る
こ
と
三
十
分
位
で
、
初
め

て
左
か
ら

一
漢
が
合
流
し
、
本
谷
は
東
に
折
れ
で
堂
岩
山
に
向
ふ
や
う
に
な
る
。
本
谷
を
登
る
と
竹
が
多
く
て
っ
ら
い

と
云
ふ
事
で
、
こ
の
二
漢
の
間
の
笹
の
斜
面
を
登
る
事
に
し
て
一
体
み
す
る
（
一
時
三
十
五
分
―
二
時
）。
急
な
笹
原
に

微
か
に
遺
る
昔
し
の
盗
伐
の
時
の
荷
出
し
路
の
逃
を
辿
つ
て
十
五
分
も
行
く
と
、　
一
寸
笹
が
切
れ
て
木
立
に
入
る
。
乙

の
邊
か
ら
白
根
や
行
手
の
八
十
三
山
が
見
え
出
し
て
来
た
。
漸
く
國
境
に
近
附
く
と
又
々
ｔ
餘
の
熊
笹
が
現
は
れ
て
一

行
を
悟
す
事

一
通
う
で
な
い
、
や
つ
と
重
園
を
脱
し
て
一
体
み
す
る
（
二
時
三
十
五
分
―
五
十
分
）っ
乙
れ
か
ら
は
少
し
左

へ
窓
き
加
減
に
登
つ
て
三
時
國
境
の
木
立
に
は
入
つ
た
。
肩
幅
廣
い
岩
菅
の
英
姿
が
見
え
て
家
た
。
林
の
中
を
國
境
の

少
し
北
側
を
東
に
向
つ
て
行
く
、栂
と
樺
と
の
木
立
の
中
に
は
可
腐
ヶ
ハ
ツ
キ
リ
ど
路
の
述
が
残
つ
て
ゐ
る
し
、切
株
も

多
い
。
二
十
分
計
り
行
つ
て
か
ら
北
へ
少
し
下
り
氣
味
に
行
く
と
澤
に
出
た
六
三
時
二
十
分
）。堂
岩
山
と
八
十
三
山
と

の
鞍
部
に
螢
源
し
て
北
澤
と
な
う
千
澤
に
注
ぐ
も
の
で
、
地
国
に
八
十
三
山
と
あ
る
山
の
字
の
邊
に
営
つ
て
ゐ
る
ら
し

い
。
漢
流
に
滑
ふ
た
窪
地
に
笹
を
刈
つ
て
テ
ン
ト
を
張
る
、
西
に
は
漢
の
正
面
に
岩
菅
の
山
塊
が
夕
榮
え
せ
る
雲
を
背

景
に
壮
巌
な
る
沈
獣
を
守
つ
て
控
え
て
ゐ
る
。
木
ヒ
伐
つ
て
盛
な
焚
人
の
準
備
が
出
家
た
頃
に
は
、
最
早
四
邊
は
具
晴

に
な
つ
て
了
つ
た
。
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糖 第 年 四 十 第 岳 山

五

拾
月
拾
五
日
。
晴
後
大
霧
、
雨
ｏ
白
砂
山
に
登
る
。

夜
は
割
合
に
曖
か
で
あ
つ
た
。
夜
年
に

一
度
曇
つ
た
天
は
暁
に
及
ん
で
す
つ
か
り
晴
れ
て
、
澄
ん
だ
塞
に
清
い
星
が

仰
が
れ
た
。
五
時
年
に
起
き
る
、
谷
間
に
屯
す
る
白
雲
の
上
に
岩
菅
の
姿
が
具
正
面
に
仰
が
れ
る
。
豫
定
は
こ
れ
か

ら
白
砂
山
に
登
う
、
下
り
は
ン
タ
ン
澤

（
白
砂
山
の
南
に
獲
源
し
、
自
砂
川
に
注
ぐ
も
の
）
に
滑
ふ
て
川
浦
に
出
、
川

博
ひ
に
蹄
る
と
い
ふ
の
で
あ
つ
た
が
、
未
だ
雨
後
の
水
量
が
多
か
ら
う
と
い
ス
の
で

。、今
日
は
塞
身
で
自
砂
に
往
復
し
、

明
日
此
虎
か
ら
直
に
ン
ク
シ
澤
に
出
て
蹄
る
事
に
し
た
。
午
前
七
時
五
十
分
軽
装
し
て
出
か
け
る
。
食
事
の
頃
か
ら
谷

の
自
雲
が
怪
し
く
揺
ら
い
で
、
断
績
し
て
東
に
走
つ
た
が
、
出
な
け
る
頃
に
は
既
に
満
大
に
開
つ
て
仕
舞
つ
た
。
木
立

の
下
を
笹
を
分
け
乍
ら
東
に
登
つ
て
、
八
時
十
五
分
堂
岩
山

（
二
〇
三
四
米
）
に
辿
り
つ
く
。
栂
の
木
立
に
覆
は
れ
た

丸
い
頭
の
峯
で
あ
つ
た
。
此
頃
に
な
る
と
霧
は
盆
々
深
く
、
南
か
ら
國
境
を
越
え
て
凄
し
い
風
が
吹
き
上
げ
て
木
る
。

少
し
先
へ
行
つ
て
白
い
プ
リ
キ
板
に
林
班
界
五
六
〇
琥
と
記
し
た
の
が
栂
の
木
立
ち
に
打
ち
つ
け
て
あ
る
邊
で
、
霧
の

晴
れ
る
の
を
待
つ
て
焚
火
を
す
る

（
八
時
二
十
分
）。
暫
く
す
る
と
急
に
霧
が
薄
ら
い
で
、
自
砂
山
の
頂
が
高
く
高
く
左

肩
は
急
に
右
肩
に

一
二
の
隆
起
を
起
し
た
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
形
を
饗
や
か
し
て
居
る
の
が

一
瞬
間
仰
が
れ
た
、
九
時
十
分
出

か
け
る
。
少
し
下
る
と
恨
松
が
現
は
れ
て
な
る
、
脊
梁
の
上
州
側
と
か

。
ら
Ｕ
、
東
は
猟
師
澤
（営
字
）
の
原
流
ら
し
い
、

此
時
叉
瞬
時
霧
が
破
れ
て
左
に
間
近
い
八
十
三
山
の
右
に
澁
澤
を
隔
て
ヽ
、
自
砂
の
北
に
連
な
る
佐
武
流
山
と
其
の
右

に
手
た
い
苗
場
山
の
頂
と
が
見
え
た
。
谷
間
か
ら
頂
に
か
け
て
紅
葉
黄
葉
に
美
し
く
彩
ら
れ
た
景
色
は
、
営
日
余
等
に

許
さ
れ
た
唯

一
の
眺
め
で
、
只

一
瞬
間
に
過
ぎ
な
か
つ
た
が
、
忘
れ
難

い
印
象
を
残
し
た
。
此
邊
の
山
谷
の
秋
は
責
に

美
し
い
。
次
の
瞬
間
に
は

一
切
杢
に
蹄
し
て
、
我
等
は
唯
霧
の
中
を
恒
松
と
戦
ふ
。

一
つ
の
小
突
起
の
南
を
絡
み
、
次

に
暫
ら
く
信
州
側
を
偉
つ
て
二
千
四
十
米
突
の
日
で
現
さ
れ
て
ゐ
る
峯
に
取
り
付
い
て
一
体
み
す
る

（
十
時
十
分
―
三

十
分
）。
乙
の
邊
に
は
か
す
か
乍
ら
切
明
の
述
も
あ
う
、
稀
に
標
本
も
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら
は
優
松
と
石
楠
木
な
ど

○
白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

四

一

(41)



○
白
砂
登
山
記
　
　
森
、
日
高

四
二

正  大行 猶 月 二 年 九

を
分
け
て

一
寸
下
る
と
、
笹
も
そ
ろ
ノ
ヽ
現
は
れ
初
め
て

一
行
を
惜
ま
し
、
霧
は
益
々
深
く
な
い
て
来
る
、　
一
寸
し
た

小
隆
起
に
達
し

（
十
時
四
十
五
分
）更
に
十
五
分
に
し
て
白
砂
山
と
の
鞍
部
と
覺
し
き
虎
に
達
し
た
、南
は
切
立
つ
た
様

な
念
崖
の
一
枚
岩
で
、下
は
霧
が
渦
窓
い
て
見
る
べ
く
も
な
い
。
微
か
な
切
明
を
辿
つ
て
東

へ
と
登
る
、
霧
に
燥
つ
た
深

い
笹
と
分
け
乍
ら
登
る
の
は
可
成
う
に
辛
い
。
幾
度
か
頂
上
か
と
迷
は
さ
れ
た
小
突
起
を
除
え
て
、
十

一
時
四
十
五
分

漸
く
に
し
て
頂
上
二
千
百
四
十
米
突
の
三
角
鮎
に
達
し
た
、
野
螢
地
か
ら
四
時
間
を
費
し
た
諄
で
あ
る
ｃ
頂
上
は
笹
に

覆
は
れ
、
上
州
側
も

一
面
に
笹
と
草
の
斜
面
を
な
し
て
ゐ
る
が
、
信
州
側
は
灌
木
林
に
覆
は
れ
て
ゐ
る
。
そ
の
笹
の
中

に
壊
れ
残
つ
た
三
角
標
桂
の
み
が
淋
し
く
立
つ
て
ゐ
る
。
寒
い
の
で
そ
乙
ぞ
乙
に
中
食
を
仕
舞
つ
て
婦
途
に
つ
く
、
零

時
五
十
五
分
。
此
頃
か
ら
霧
は
雨
と
な
っ
て
、
濡
れ
た
笹
は
七
る
事
彩
し
い
、　
一
時
五
十
分
二
千
四
十
米
突
の
峯
に
婦

う
着
く
、
乙
れ
か
ら
澁
澤
の
上
流
堂
岩
澤

（
御
堂
の
様
な
Ｅ
岩
が
饗
立
し
て
る
か
ら
名
付
け
た
と
云
ふ
）
に
向
つ
て
好

い
加
減
に
急
尾
を
下
る
。
笹
に
つ
か
哉
ぅ
最
後
に
崖
を
下
う
る
と
澤
に
達
す
る
（
二
時
二
十
分
）
、赤
味
を
帯
び
た
岩
が

多
い
、
（
下
流
の
澁
澤
に
は
銅
や
鐵
の
鍍
石
が
出
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
）。
水
量
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
急
々
澤

を
西
に
十
分
計
う
湖
り
、
二
つ
に
岐
れ
た
右
の
も
の
を
取
り
、
迩
に
澤
を
離
れ
て
笹
原
に
入
り
、
五
分
も
登
る
と
堂
岩

山
八
十
三
山
の
間
の
鞍
部
に
達
す
る

（
二
時
四
十
五
分
）ｏ
乙
れ
か
ら
西
に
本
澤
を
す
五
分
も
下
る
と
、
右
手
か
ら
水
の

あ
る
小
漢
が
合
す
る
、
合
流
鮎
の
下
が
即
ち
前
夜
の
露
螢
地
で
、　
一
足
先
に
蹄
わ
着
い
た
人
、夫
の
焚
火
の
姻
が
淡
く
立

ち
昇
つ
て
ゐ
る

（
三
時
牛
）。
　
其
夜
は
山
の
様
に
切
つ
て
家
た
栂
の
本
の
大
焚
火
を
た
よ
う
に
激
し
く
降
う
注
ヾ
冷
た

い
雨
を
辛
ぐ
も
凌
い
だ
。

凸ハ

拾
月
拾
六
日
。
霧
。
野
反
を
経
て
花
敷
に
踊
着
。

夜
明
方
に
稿
小
降
う
と
な
つ
た
雨
は
、
出
稜
に
際
し
て

一
時
歌
ん
で
、
岩
菅
の
姿
も
雲
の
上
に
現
は
れ
た
が
、
そ
れ

も
暫
し
又
深
い
霧
が
出
た
の
で
、
猟
師
澤
に
出
る
計
割
も

ハ
ン
ノ
キ
澤
を
湖
つ
て
八
間
山
に
登
る
計
劃
も
、
皆
拠
棄
せ
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ざ
る
を
得
な
か
つ
た
、
凛
れ
に
凛
れ
た
笹
を
分
け
て
来
路
を
引
き
返
す
二
行
の
姿
は
可
成
う
に
み
じ
め
な
も
の
で
あ
つ

た
ｃ
一霧
の
日
の
野
反
池
は
又
憂
つ
た
趣
を
呈
し
て
居
た
が
、
そ
れ
を
味
ふ
餘
裕
も
な
く
、
足
元
か
ら
飛
び
出
す
兎
に
驚

き
つ
ヽ
も
、
ひ
た
す
ら
路
を
急
い
で
三
時
年
に
は
宿
の
人
口
に
ス
ブ
燥
れ
の
身
騰
を
現
は
し
た
。

笠
日
は
叉
小
降
う
の
雨
の
中
を
軽
か
ら
ぬ
荷
物
を
背
負
つ
て
暮
坂
峠
を
経
、
澤
渡
か
ら
中
之
條
に
出
て
蹄
京
し
た
。

三
四
日
居
な
か
つ
た
間
に
谷
の
紅
葉
が
際
立
つ
て
美
し
く
な
つ
て
居
る
の
が
目
に
つ
く
。

野
反
の
池
、
自
砂
川
、
魚
野

川
、
自
砂
山
、
岩
菅
山
な
ど
今

一
度
是
非
行
つ
て
見
度
い
と
思
ひ
乍
ら
、
未
だ
其
志
を
途
げ
得
な
・い
。
唯
此
地
方
の
概

念
と
信
頼
す
る
に
足
る
好
導
者

（
恐
ら
く
附
近
に
て
唯
上
の
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー
な
ら
ん
）と
を
後
遊
の
士
に
紹
介
し
て
、

工
に
新
な
る
紀
行
の
出
づ
る
日
を
待
つ
て
居
る
。

ｔ餘
　
記
。

此
地
方
の
事
を
記
し
た
も
の
に
は
震
災
豫
防
調
査
會
の
毛
無
火
山
近
傍
地
質
調
査
報
文

（清
水
理
學
士
）
が
あ
る
、

野
反
池
岩
菅
山
苗
場
山
魚
野
川
等
に
関
す
る
可
成
う
に
精
細
な
記
事
が
あ
る
。

以
下

一
行
の
導
堵
山
本
照
吉
の
談
に
依
つ
て

一
二
を
附
記
す
る
、
但
し
営
時
眺
望
絶
無
、
二
つ
賞
際
歩
い
て
見
な
い

部
分
が
多
い
こ
と
故
、
誤
謬
な
さ
を
保
し
難
い
事
は
、
豫
め
御
断
う
し
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ｎ
ｏ

一
、
自
砂
山
の
一
等
三
角
監
の
標
石
は
、
自
砂
川
を
通
つ
て
上
げ
た
も
の
で
あ
る
相
だ
、
以
前
識
師
が
多
く
入
つ
て
ゐ

た
時
は
道
も
よ
か
つ
た
が
、
今
は
す
つ
か
う
荒
れ
て
ゐ
る
。
白
砂
川
は
ず
っ
と
上
流
迄
湖
れ
る
、
最
も
上
の
忠
次
郎

澤
か
ら
上
の
合
山

（
地
国
に
云
ふ
も
の
の
東
北
二
一
二
〇
米
の
圏
を
有
す
る
峯
を
指
す
も
の
の
如
し
）
と
経
て
白
砂

山
に
登
る
の
が
楽
な
路
で
あ
る
。
又
猟
師
澤
を
登
つ
て
行
く
こ
と
も
出
来
る
、
此
の
澤
に
は
岩
の
洞
穴
が
あ
つ
て
泊

れ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

一
、
自
砂
か
ら
北
に
行
く
と
障
子
岩
と
い
ス
絶
壁
が
あ
る
、

（
地
国
の
二
〇
三
五
米
の
三
角
識
の
北
に
あ
る
も
の
を
指

琥 第 年 四 十 第 岳 山

○
白
妙
登
山
記
　
　
森
、
日
高

四
三
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行 螢 月 二 年 九 正 大

○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村

す
か
）
佐
武
流
山
の
北
に
は
月
夜
岳
と
い
ふ
山
が
あ
る
。
乙
れ
等
を
縦
走
す
る
の
は
笹
が
ひ
ど
く
て
厄
介
で
あ
る
、

五
月
谷
間
に
残
雪
の
あ
る
頃
、
谷
か
ら
登
る
の
が
最
も
楽
で
あ
る
。

一
、
岩
菅
山
へ
は
魚
野
川
を
下
つ
て
十
二
澤

（鳥
帽
子
岳
よ
う
東
流
）
を
登
ク
つ
め
て
、
東
の
覗
き

（裏
岩
菅
を
指
す

か
）
に
取
り
つ
く
、
此
の
以
外
に
は
東
面
か
ら
の
登
路
は
無
い
、
西
の
覗
き

（岩
菅
）
へ
は
そ
れ
か
ら
峯
樽
ひ
に
楽

に
行
け
る
。
（
大
正
八
年
十
月
記
）

山

嶽

諸

相

辻

　

村

　

太

　

郎

今
か
ら
暫
く
の
間
、
私
は
山
を
愛
す
る
諸
兄
と
山
の
形
の
事
を
語
う
た
い
と
思
ふ
。
然
し
御
断
り
し
て
置
き
た
い
の

は
、
私
の
智
識
は
勿
論
で
す
が
、　
一
般
の
地
形
學
の
状
態
も
、
未
だ
日
本
の
山
々
の
形
状
を
遺
城
な
く
説
明
す
る
程
に

な
つ
て
居
な
い
の
で
、
此
篇
の
中
に
は
絶
て
断
定
的
な
言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
で
有

，
ま
す
。
然
じ

愛
山
家
諸
氏
も
私
も
、
山
の
様
々
な
容
貌
を
み
る
と
何
か
其
の
起
原
に
就
て
考
へ
た
く
な
つ
て
居
る
。
そ
乙
で
不
完
全

な
こ
と
は
萬
々
承
知
の
上
で
、
此
所
に
地
形
學
上
か
ら
み
た
山
嶽
の
こ
と
と
少
し
く
論
じ
や
う
と
思
ひ
ま
す
。

岩
山
の
話
　
私
共
が
高
い
山
を
仰
ぎ
み
て
、
叉
登
つ
て
み
て
、
驚
喜
す
る
所
の
も
の
は
澤
山
あ
る
が
、
山
頂
附
近
に

い
つ
よ
彩
し
く
見
ら
れ
る
岩
石
は
確
に
其
の
一
つ
で
あ
う
ま
す
。
た
と

へ
霧
の
篤
に
四
方
の
眺
め
が
奪
は
れ
て
も
、
又

は
時
期
が
早
か
つ
た
う
遅
か
つ
た
０
し
て
、高
山
植
物
の
花
盛
う
に
出
合
は
な
か
つ
た
に
し
て
も
、我
々
常
に
不
野
の
土

を
開
ん
で
生
活
し
て
ゐ
る
も
の
が
、
堅
い
踏
み
ご
た
へ
の
あ
る

「
い
は
ほ
」
の
上
を
歩
い
た
り
這
っ
た
う
し
た
だ
け
で

も
何
だ
か
有
難
い
Э

四
四
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ま
し
て
自
分
の
周
国
に
、
穂
高
嶽
や
魏
ケ
嶽
の
や
う
な
巖
の
殿
堂
が
づ
ら
う
と
立
ち
列
ん
で
ゐ
る
の
を
見
た
う
、
又

五
郎
嶽
や
大
天
丼
嶽
の
や
う
な
其
の
殿
堂
の
塊
址
と
も
云
ふ
べ
き
飢
石
の
山
が
饗
え
て
居
る
の
を
見
て
は
、
何
か
自
然

を
畏
敬
す
る
や
う
な
心
を
起
さ
な
い
で
は
居
ら
れ
な
い
。
我
々
は
此
所
に
は
じ
め
て
地
殻
の
具
の
姿
を
見
た
や
う
な
氣

が
し
ま
す
。
私
自
身
の
経
験
で
中
し
諄
が
あ
う
ま
せ
ん
が
、
相
模
の
小
田
原
に
産
れ
た
私
に
は
、
迂
濶
に
も
岩
山
な
ど

云
ふ
も
の
は
蓋
で
見
る
位
、
有
つ
た
所
で
阿
所
か
遠
い
外
国
の
高
山
に
存
在
す
る
も
の
と
し
か
思
へ
な
い
で
居
た
。
然

し
な
が
ら
北
の
方
に
従
耳
え
る
丹
澤
山
の
山
腹
に
、
所
々
見
え
る
白
ぼ
い
崩
れ
や
、
時
々
遊
び
に
行
っ
た
箱
根
明
星
ケ
岳

邊
の
野
山
に
赤
く
禿
げ
て
ゐ
る
方
言

（
び
や
く
）
と
云
ふ
、
山
崩
れ
の
あ
と
な
ど
に
心
を
惹
か
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
所
が

十
六
蔵
の
夏
で
し
た
小
島
鳥
水
氏
の
日
本
山
水
論
を
讀
み
耽
つ
た
時
に
、
か
ね
て
地
国
の
上
で
名
だ
け
は
知
つ
て
居
た

槍
ケ
嶽
と
云
ふ
山
は
、
槍
の
穂
先
の
や
う
に
実
つ
て
、
而
も
全
山
巖
石
で
出
来
て
ゐ
る
と
分
つ
た
時
に
は
大
袈
裟
に
云

へ
ば
電
撃
を
受
け
た
や
う
な
気
が
し
ま
し
た
ｏ
上
野
の
国
書
館
で
み
た
ジ
ア
パ
ニ
ー
ス
ア
″
プ
ス
の
中
に
は
、
其
の
岩

山
の
篤
兵
が
立
涙
に
載
つ
て
居
た
し
、
其
の
翌
年
に
は
木
曾
駒
ケ
嶽
の
質
剣
嶽
の
岩
山
を
み
て
驚
き
、
夏
に
笠
年
に
は

大
天
丼
岳
の
邊
か
ら
槍
穂
高
の
巌
峰
を
眺
め
て
あ
ま
う
の
威
激
に
馨
ｔ
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

其
れ
か
ら
後
の
数
年
間
に
讀
み
得
た
地
理
學
者
や
地
質
學
者
の
説
は
、
此
等
の
山
の
形
や
其
他
今
迄
夢
に
も
知
ら
な

か
つ
た
種
々
の
地
形
の
起
原
を
教
へ
て
智
識
的
興
味
を
典
へ
て
呉
れ
ま
し
た
。
此
れ
等
の
學
説
を
覺
東
な
い
筆
で
少
し

く
記
述
し
て
、
日
本
の
山
嶽
の
形
相
に
も
何
所
ま
で
適
用
で
き

る
か
考
へ
て
見
度
い
の
が
此
の
篇
の
目
的
で
あ
り
ま

す
。本

営
は
、
現
今
の
地
形
學
者
の
す
る
や
う
な
、
系
統
の
立
つ
た
形
で
此
の
問
題
を
論
じ
た
い
の
で
す．
が
、
今
は
雑
談

を
し
て
居
る
積
で
す
か
ら
、
秩
序
も
な
く
書
く
事
と
致
し
ま
せ
５
。

御
存
じ
の
通
わ
地
表
の
形
状
を
憂
化
さ
し
て
行
く
力
の
中
で
、
組
て
の
地
方
を
通
じ
て
行
は
れ
る
の
は
風
化
作
用
で

あ
う
ま
す
が
、
其
中
此
虜
で

は
器
械
的
風
化
作
用
丈
を
考
へ
哉
せ
う
。
此
の
作
用
は
岩
石
を
分
裂
し
て
、
細
片
に
し

琥 第 年 四 十 第 岳 山
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て

，
、
所
謂
地
被

（
〓
跳
８
８
く
８
）
を
以
て
山
の
表
而
ヶ
蔽
は
う
と
し
ま
す
。
此
の
岩
層
は
重
力
其
他
の
作
用
で
旬
行

（
ｌ
ｆ
一
）
を
な
し
、
極
め
て
徐
々
に
山
戴
か
ら
山
腹
に
、
山
腹
か
ら
谷
底
に
動
い
て
行
く
。
囲
む
と
直
ち
に
ガ
サ
ノ
ヽ

と
落
ち
か
か
る
立
山
や
白
馬
嶽
あ
た
り
の
所
謂
「
ザ
ク
」
を
考
へ
れ
ば
、
登
山
家
に
は
旬
行
の
作
用
は
直
ぐ
合
鮎
が
行
き

ま
す
が
、
森
林
草
野
に
蔽
は
れ
た
山
の
山
腹
に
も
此
の
作
用
は
行
は
れ
て
居
る
。
た
だ
極
め
て
徐
々
で
あ
る
丈
の
連
で

す
。
此
の
如
き
地
被
は
岩
石
を
蔽
ひ
隠
し
て
了
ふ
、
而
し
て
此
ん
な
山
腹
は

”曜乱
ａ

％
ｏｃｏ
な
る
滑
か
な
斜
面
で
あ
る

し
、
山
の
頂
き
は
丸
く
、
尾
根
は
鈍
く
丸
味
を
帯
び
て
ゐ
る
。
詳
し
い
事
は
先
き
に

一
般
の
地
形
の
輪
廻
の
所
で
申
し

ま
ず
が
、要
す
る
に
風
化
作
用
は
何
時
も
山
の
形
を
回
滑
に
し
や
う
と
し
ま
す
。
乙
れ
は
植
物
の
繁
茂
す
る
燥
潤
な
熱
帯

温
帯
の
地
方
で
は
勿
論
で
す
が
、
乾
燥
し
た
沙
漠
地
方
、
草
木
の
な
い
寒
帯
地
方
で
も
略
同
様
で
あ
う
ま
す
。
然
し
此

等
各
地
方
に
は
其
々
違
つ
た
螢
力
が
有
つ
て
侵
蝕
作
用
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、
氷
雪
、
乾
燥
等
の
輸
廻
に
属
す
な
種
々

の
地
形
を
現
し
ま
す
。

一
方
凛
潤
な
地
方
で
は
流
水
が
あ
つ
て
侵
蝕
作
用
を
螢
み
、
風
化
作
用
が
供
給
す
る
岩
石
片
を

運
搬
し
ま
す
。
侵
蝕
が
激
烈
に
な
る
と
、
地
被
を
取
り
去
つ
て
岩
石
を
露
出
せ
し
め
る
。
侵
蝕
の
激
烈
な
の
は
、
大
證

地
形
の
輸
廻
で
云
ふ
幼
年
時
代
か
壮
年
の
山
嶽
で
も
、
起
伏
（
”
ｃ〓
ｏ「
）
の
大
き
な
、
つ
哉
♭
高
山
崚
嶺
の
間
で
す
か

ら
、
岩
石
は
其
ん
な
所
に
多
く
曝
露
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

即
谷
に
就
て
云
へ
ば
、
幼
年
に
近
い
谷
で
天
龍
峡
の
や
う
な
回
春
川

（
り
こ
〓
２
ュ
ａ

Ｌ
く９
）
の
雨
岸
だ
の
に
、
断

崖
千
尺
と
云
ふ
や
う
な
景
色
を
造
ウ
ま
す
。
楊
子
江
の
有
名
な
三
峡
の
険
も
要
す
る
に
此
の
種
類
の
も
の
ら
し
い
ｏ
黒

部
川
の
谷
も
種
々
の
駐

・か
ら
幼
年
の
形
貌
を
具

へ
て
わ
て
、
鐘
釣
山
の
岩
や
猿
飛
の
峡
流
な
ど
は
迅
速
な
侵
蝕
の
結
果

で
す
。

岩
石
が
露
出
す
る
と
否
と
は
、
風
化
と
侵
蝕
の
何
れ
が
優
勢
か
に
依
る
の
で
す
か
ら
、
風
化
作
用
に
封
し
て
特
別
に

張
い
や
う
な
岩
石
で
出
来
た
山
が
あ
れ
ば
、
石
峰
賛
立
の
状
を
呈
す
る
乙
と
が
有
う
ま
す
。
鋸
嶽
の
や
う
に
高
さ
の
割

合
に
は
見
事
な
岩
山
の
景
色
を
塁
す
る
も
の
は
此
ん
な
原
因
に
因
る
の
で
は
無
い
で
せ
う
か
。
ア
／
ブ
地
方
の
自
雲
岩

四
六
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の
山
が
壁
立
し
て
居
る
の
も
此
等
の
原
因
で
せ
う
。
霞
澤
嶽
が
南
書
の
山
水
の
や
う
に
耐
河
内
の
谷
に
臨
ん
で
居
る
の

な
ど
も
、
此
の
山
を
作
る
堅
ビ
小
紋
岩
の
御
蔭
だ
と
聞
３
竣
す
。

そ
れ
か
ら
、
或
る
山
を
構
成
す
る
岩
石
が
部
分
に
依
つ
て
硬
軟
の
差
が
著
し
い
と
崚
岩
が
饗
立
す
る
や
う
に
な
る
。

或
る
種
の
岩
石
に
は
此
の
現
象
が
特
に
願
著
で
、
左
程
高
く
な
い
山
に
も
断
崖
を
生
じ
、
岩
峰
が
堀
起
し
、
意
外
の
奇

景
を
造
る
こ
と
が
あ
り
哉
す
。
日
本
で
は
、
人
山
集
塊
岩
に
此
の
癖
が
甚
し
く
現
れ
、
耶
馬
漢
、
妙
義
山
、
小
豆
島
の

紳
懸
、阿
蘇
外
輸
出
の
南
部
内
壁
な
ど
に
見
る
奇
景
を
造
り
、
其
れ
等
は
見
物
に
容
易
な
所
か
ら
、昔
人
に
持
て
は
や
さ

れ
て
居
ま
す
が
、勿
論
ほ
ん
と
の
高
山
の
岩
山
の
荘
厳
観
に
は
比
べ
も
の
に
な
り
ま
せ
ん
。
其
外
桂
岩
、石
荻
岩
な
ど
が

此
の
傾
向
を
持
つ
て
居
る
し
、
花
闇
岩
に
も
時
と
し
て
著
し
く
此
の
性
質
が
現
れ
ま
す
。
そ
れ
は
猿
橋
附
近
の
岩
殿
山

や
、甲
斐
御
嶽
の
昇
仙
峡
の
や
う
な
景
色
を
造
る
。
高
山
の
頂
で
云
へ
ば
燕
嶽
の
頂
上
が
丁
度
庭
石
を
列
べ
た
や
う
な
花

闇
岩
塊
が
自
砂
の
間
に
立
つ
て
居
る
様
子
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
う
ま
す
。
測
量
部
の
露
岩
と
云
ス
も
の
の
一
部
を
な

し
、信
州
越
中
あ
た
う
で
岩
菓
と
か
　
び
ん
す
」
と
か
云
ふ
も
の
は
此
の
額
で
あ
り
ま
せ
う
。
此
れ
は
森
林
の
翡
欝
と
茂

つ
て
ゐ
る
熱
帯
地
方
に
も
間
々
見
る
所
で
、
新
占
領
地
カ
ロ
リ
ン
群
島
や
、
佛
領
の
タ
イ
九
島
あ
た
り
の
玄
武
岩
山
で

も
、
屡
見
事
な
岩
峰
を
示
す
の
は
、
玄
武
岩
の
下
に
軟
か
な
火
山
友
砂
居
な
ど
が
有
る
篤
で
す
。
之
を
讐
へ
て
見
る
と

河
流
が
硬
軟
様
々
な
土
地
を
流
れ
る
と
、
其
の
堅
い
岩
石
と
柔
い
岩
石
と
の
境
に
瀑
布
を
生
ず
る
や
う
な
も
の
で
あ
り

ま
す
。

岩
層
の
流
に
と
云
ス
も
の
を
考
へ
る
と
、
斯
う
云
ス
露
岩
は
丁
度
岩
暦
の
流
れ
に
於
け
る
瀑
布
で
あ
る
と
云
は
に
て

居
０
よす
。
中
園
地
方
に
は
燕
岳
の
や
う
な
花
闇
岩
の
塊
が
山
の
上
に
散
尉
す
る
所
が
低
い
山
に
澤
山
あ
る
し
、
山
陽
線

貿
殿
騨
附
近
の
や
う
な
全
く
の
丸
い
岩
石
の
丘
陵
も
あ
う
ま
す
が
、
此
れ
等
は
乱
伐
其
他
の
人
工
的
原
因
に
依
る
土
地

荒
臓
の
結
果
出
来
た
、
云
は
ば
不
自
然
な
地
貌
で
、
此
の
現
象
は
朝
鮮
な
ど
に
行
け
ば

一
層
著
し
く
な
つ
て
居
る
筈
で

す

。
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○
山
嶽
諸
相

次
に
山
嶽
の
凹
凸
の
程
度
ｌ
即
起
代
が
大
き
く
な
う
、傾
斜
が
急
に
な
つ
て
、
一
日
に
云
へ
ば
山
高
く
谷
の
深
き
高
山

崚
嶺
に
な
つ
て
来
る
と
、
急
な
山
腹
に
於
け
る
制
行
の
速
さ
も
大
き
く
な
り
、
従
つ
て
地
被
の
厚
さ
も
薄
く
を
る
と
、

丁
度
河
に
警

へ
た
薇
ら
ば
急
流
奔
端
に
相
應
す
べ
き
も
の
で
あ
つ
て
、
柑
も
す
れ
ば
岩
層
の
瀑
布
即
露
岩
を
現
ず
る
機

會
が
増
し
て
来
る
っ
の
み
な
ら
ず
、
傾
斜
が
餘
う
大
き
く
な
つ
て
、
安
定
の
界
限
を
越
え
る
と
、
直
ち
に
山
崩
ね
が
起

う
ま
す
。
多
少
永
久
的
な
常
に
崩
援
す
る
や
う
な
所
は
、
測
量
部
で
云
ふ
崩
土
、須
岩
の
地
貌
即
「
な
ぎ
」「
び
や
く
」「
が

れ
」
「
あ
ら
し
」
等
の
方
言
に
呼
ば
に
る
所
の
も
の
で
あ
つ
て
、
紺
青
色
に
茂
う
合
つ
て
居
る
森
林
な
ど
の
中
に
、
或

は
自
く
或
は
赤
き
傷
逃
を
見
せ
て
、
山
嶽
に
荒
怪
な
有
様
を
呈
せ
じ
め
る
。
我
々
は
遠
望
し
て
此
ふ
云
ふ
山
嶽
の
崚
急

な
こ
と
や
、然
ら
ず
ん
ば
崩
壊
し
易
き
こ
と
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。斯
様
な
地
形
が
特
に
名
に
つ
く
時
に
、
山
の
名

が
其
の
特
性
を
以
て
呼
ば
れ
た
の
が
、赤
薙
山
と
か
、大
枯
山
と
か
云
ふ
風
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
迩
に
此
の
種
の
崩
壊

が
頂
に
ま
で
及
ぶ
と
、
全
山
草
木
の
な
い
岩
山
に
な
つ
て
赤
冗
と
か
自
死
と
か
云
ス
名
を
冠
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
う
曖

す
。
赤
石
山
系
の

「
が
れ
」
は
地
形
国
に
表
れ
た
の
や
、紀
行
文
に
教
は
つ
た
ぎ
う
で
知
う
ま
せ
ん
が
、
地
蔵
嶽
、
木
曾

駒
ケ
嶽
な
ど
に
は
、
良
く
似
た
花
商
岩
の
具
白
な
崩
れ
が
、
雪
と
紛
ス
ば
か
う
に
其
慮
此
所
に
見
え
ま
す
。
甲
斐
駒
ケ

岳
の

一
名
白
崩
山
な
ど
は
此
の
高
嶽
の
甚
し
い
破
壊
の
般
を
表
す
良
い
名
だ
と
思
ひ
唆
す
。
駒
ケ
嶽
と
云
へ
ぱ
此
の
山

の
東
面
の
所
謂

「
く
ら
」
を
な
す
大
露
岩
は
汽
車
の
上
か
ら
よ
く
見
え
ま
す
が
珍
ら
し
い
特
徴
だ
と
思
ひ
ま
す
。

高
山
相
　
高
山
相
と
云
ふ
言
葉
の
表
す
意
味
は
、
中
々
復
雑
で
種
々
に
考
へ
ら
れ
ま
す
が
、傾
斜
の
急
崚
な
こ
と
、起

伏
の
大
き
い
こ
と
、
な
ど
と
共
に
岩
が
在
晩
、隣
的
な
ど
云
ふ
形
容
詞
で
表
さ
れ
る
や
う
に
、山
最
に
轟
々
と
し
て
饗
え

て
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
が
隠
然
と
表
さ
に
て
居
載
す
。
此
の
岩
石
の
露
出
が
今
迄
泄
べ
た
や
う
に
急
傾
斜
、
急
侵
蝕
か
ら

く
る
直
接
の
結
果
丈
け
で
あ
る
と
ぃ
高
山
相
の
意
義
ヽ
餘
程
簡
単
な
も
の
に
な
る
の
で
す
が
、
　
´
困
つ
た
事
に
は
山
嶽
が

其
の
地
方
地
方
に
於
て

一
定
し
て
居
る
所
の
、
樹
木
草
本
の
生
育
す
る
限
界
の
高
さ
を
超
過
す
る
と
、
必
然
的
に
石
山

に
成
つ
て
水
ま
す
。
日
本
な
ら
ば
優
松
な
ど
が
や
つ
と
生
長
し
て
ゐ
る
所
謂

「
た
け
」
と
呼
ば
れ
る
荒
山
に
な

り
ま

四
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す
ｏ
此
れ
か
ら
高
度
を
増
す
に
従
つ
て
、
高
年
雪
が
堆
積
す
る
や
う
に
な
り
、
や
が
て
は
氷
河
を
現
出
せ
し
め
る
や
う

に
な
つ
て
木
る
と
、
純
粋
の
ア
ノン
プ
ス
型
に
な
つ
て
地
形
は
最
早
や
氷
雪
輪
廻
に
属
す
る
所
の
も
の
に
な
り
、
実
々
と

し
て
天
を
刺
す
や
う
な
岩
峰
は
、
我
等
の
通
常
稗
す
る
所
の
高
山
形
の
極
路
を
示
し
て
居
る
や
う
に
見
え
ま
す
。
然
じ

此
の
地
形
は
寧
ろ
氷
河
に
よ
ね
る
実
銑
山
形
と
で
も
云
ふ
べ
き
、
別
種
の
部
類
に
爵
せ
じ
め
た
方
が
稽
営
だ
と
中
し
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
ば
丁
度
高
山
植
物
と
云
メ、名
が
、
ど
う
か
す
る
と
極
地
に
近
く
で
は
、妙
に
聞
え
て
家
る
の
と
同
様
に
、

此
の
氷
河
の
彫
刻
に
よ
る
巖
峰
は
、極
地
の
方
に
近
付
く
に
従
つ
て
低
い
山
嶽
で
■
全
く
同
じ
形
貌
を
具
へ
て
居
る
の

は
、諸
威
北
部
の
山
や
、
シ
ュ
ビ
ッ
ツ

ベ

／
ゲ
ン
島
の
名
が
示
す
所
の
実
銑
山
嶽
ヒ
見
て
も
直
ぐ
氣
が
付
く
事
で
あ
う

。ま
す
。

其
故
に
巌
密
な
意
味
に
於
け
る
高
山
的
巌
峰
は
、
墓
彎
の
高
山
と
か
ニ
ユ
ー
ギ
ネ
ア
の
崇
嶺
と
か
、
確
か
に
は
云
ヘ

ま
せ
ん
が
新
高
山
の
や
う
な
、
氷
河
時
代
の
氷
雲
の
影
響
を
蒙
ら
な
か
つ
た
熱
帯
地
の
山
嶽
に
求
め
る
よ
う
外
無
く
な

う
ま
す
ｏ
日
本
あ
た
う
で
は
未
だ
此
の
不
安
が
仲
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
氷
雪
の
侵
蝕
を
考
え
な
い
で
高
山
の
形
を
論
ず

る
の
は
大
憂
危
険
で
あ
り
ま
す
。

扱
て
ど
な
た
も
御
存
じ
の
通
り
、
我
々
が
飛
暉
赤
石
其
他
の
高
山
嶽
に
登
る
に
際
し
て
、
針
葉
樹
林
を
通
う
緻
け
、

恨
松
が
あ
ら
は
れ
る
や
う
に
な
る
と
、
先
づ
通
過
す
る
の
は
大
き
な
回
石
の
乱
積
し
て
居
る
尾
根
で
あ
る
か
、
又
は
角

ば
つ
た
岩
片
が
滑
か
な
斜
面
を
な
し
て
、
ハ
ク
サ
ン
イ
チ
グ
や
ン
ナ
ノ
キ
ン
バ
イ
な
ど
の
叢
を
の
せ
て
居
る
、
若
く
は

燕
岳
あ
た
う
に
見
る
や
う
に
具
白
な
花
間
岩
の
細
砂
が
サ
ラ
ノ
ヽ
と
崩
れ
落
ち
て
居
て
、
コ
マ
ク
サ
だ
の
タ
カ
ネ
ス
ミ

ン
だ
の
が
離
々
と
し
て
．生
へ
て
居
る
所
も
あ
９ヽ
ま
す
。
更
に
尾
根
に
上
り
、
峰
を
攀
ぢ
る
と
、
其
所
は
前
の
と
大
同
小

異
で
は
あ
る
が
丸
石
の
堆
槙
は
峰
を
構
成
す
る
事
が
最
も
多
く
、
本
曾
駒
″
岳
大
天
丼
嶽
、
五
郎
嶽
悪
澤
嶽
な
ど
比
の

種
類
で
有
ウ
ま
せ
う
。
長
い
問
動
か
な
い
大
石
に
は
イ
ハ
ブ
ス
マ
な
ど
の
地
衣
が

一
杯
着
い
て
居
た
う
す
る
の
を
見
ま

す
。
此
れ
は
信
州
の
或
る
地
方
で

「
ご
う
と
」
な
ど
と
云
ひ
、
又
柳
田
氏
の
云
は
れ
た
や
う
に
日
本
の
方
々
に
張
維
、

０
■
嶽
諸
相
　
　
辻
村

『
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○
山‐
嶽
諸
相
　
　
辻
村

郷
路
山
、
な
ど
と
云
は
れ
る
の
と
同
じ
く
、
五
郎
岳
の
名
を
作
ら
し
め
た
所
以
で
あ
う
ま
せ
う
。
獨
逸
の
言
葉
で
云
ス

フ
ェ
／
ゼ
ン
メ
ー
ア
と
か
プ
ロ
ッ
ク
メ
ー
ア

（、岩
石
の
海
）
と
か
云
ふ
の
に
瞥
つ
て
居
る
か
と
存
じ
ま
す
。

此
の

「
ご
―
ろ
」
な
る
地
形
か
ら
岩
片
、
砂
礫
と
云
メ、ゃ
う
な
順
序
に
、
此
れ
等
の
斜
面
は
順
次

´
風
化
に
よ
る
岩
石

の
分
裂
の
順
序
と
、
同
時
に
具
の
岩
山
が
風
化
作
用
に
屈
服
し
て
平
滑
な
グ
ン
ー
デ
ッ
ド

ス
ロ
ー
プ
に
移
う
憂
つ
て
行

く
順
序
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
の
階
級
に
あ
る
山
頂
な
り
山
腹
な
ら
は
勿
論
荒
蓼
と
し
た
感
じ
は
有
う
ま
す
が
、

次
に
述
べ
る
や
う
な
巌
山
の
ヾ
う
な
豪
批
な
形
に
は
未
だ
達
し
ま
せ
ん
。
立
山
の
】兵
砂
峰
の
邊
や
、
自
峰
北
嶽
其
他
日

本
ア
χ
プ
ス
の
諸
山
頂
の
一
番
多
く
の
部
分
を
占
め
る
地
形
で
、
制
つ
た
や
う
な
滑
か
な
岩
石
片
の
斜
面
が
恰
も
石
の

洪
水
の
如
く
独
れ
落
ち
て
居
ま
す
。

一
概
に
よ
云
へ
な
い
で
せ
う
が
此
の
程
度
の
山
嶽
の
峰
線

（
９
９
■
〓
ｏ
）
は
悠

々
と
し
た
不
た
い
双
曲
線
般
を
な
し
て
峰
か
ら
峰
へ
と
つ
ゞ
き
、
反
つ
て
中
連
山
地
（〓
〓
①ぼ
の三
出
の）
と
構
す
べ
き
、

先
づ
二
千
米
未
満
位
の
山
々
に
見
る
鋸
歯
状
を
示
し
て
居
な
い
や
う
な
氣
が
し
哉
す
。
此
の
威
じ
は
木
曾
駒
ケ
嶽
山
脈

常
念
山
脈
等
を
仰
ぎ
観
た
時
に
得
ま
し
た
。

此
所
で
附
言
致
し
た
い
こ
と
は
、
此
の
や
う
な
乱
石
か
ら
‐１１
木
た

「
ゴ
ー
ロ
山
」
や

「
マ
ナ
ゴ
山
」
な
り
は
、
今
つ

氣
候
の
本
に
行
は
れ
る
替
力
が
昔
か
ら
憂
ら
ず
に
行
は
れ
た
結
果
生
じ
た
の
で
あ
る
か
、
其
れ
と
も
漸
次
に
寒
冷
多
雪

に
な
り
行
く
気
候
の
下
に
生
じ
た
か
、
乃
至
は
前
に
は
氷
雲
の
多
か
つ
た
氣
候
の
下
に
，或
る
種
の
地
貌
を
生
じ
、
や
が

て
氣
候
温
曖
に
趣
く
に
つ
れ
て
現
時
の
地
貌
を
作
る
に
至
つ
た
の
で
あ
ら
う
か
ｏ
詳
し
く
は
申
せ
ま
せ
ん
が
私
に
は
何

う
も
第
三
の
考
が
具
に
近
い
の
で
は
無
い
か
と
思
は
れ
て
な
ら
■
せ
ん
り
此
れ
は
次
に
申
す
氷
河
事
憂
・
（ｃ
ｒ
ｏ〓

”ュ
‐

Ｌ
ｃ二
）
と
名
づ
く
べ
き
世
界
的
な
季
候
の
憂
化
が
近
き
、

地
質
時
代
プ
ラ
イ
ス
ト
シ
ー
ン
期
に
あ
つ
た
氷
河
時
代
に

関
係
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
此
の
時
期
に
は

一
時
降
雪
の
量
が
多
く
な
つ
て
来
て
、
後
で
述
べ
る
理
由
か
ら
氷

雪
及
重
力
に
よ
る
運
搬
力
が
敏
活
に
行
は
れ
て
、
以
前
峰
頭
を
蔽
ひ
書
し
て
居
た
岩
層
は
撤
去
せ
ら
れ
、
巌
峰
が
現
今

み
る
よ
う
も
遜
か
に
廣
い
地
域
を
占
め
た
こ
と
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
氣
候
が
緩
和
に
趣
い
で
、
氷
雲
の
運

五

〇
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搬
作
用
が
減
ず
る
か
、
又
は
其
前
に
で
も
裸
出
し
た
高
山
頂
で
は
、
さ
し
も
の
巖
峰
も
激
甚
な
風
化
の
斧
の
前
に
は

一

た
ま
う
も
な
く
破
砕
さ
れ
て
、
稜
々
と
し
て
天
に
そ
ゝ
ウ
立
つ
岩
が
根
も
、
先
づ
縦
横
に
裂
鮮
が
出
泰
る
。
立
山
雄
山

な
ど
に
此
の
状
態
が
窺
は
れ
る
。
次
に
此
れ
等
の
裂
鮮
に
滑
つ
て
壊
敗
し
た
結
果
、
岩
山
は
ゴ
ー
ロ
由
に
な
る
。
岩
山

の
山
腹
に
韓
落
し
た
岩
片
は
ザ
タ
を
作
う
、
ザ
ク
の
領
域
が
漸
次
山
頂
に
接
張
さ
れ
て
、
途
に
岩
層
が
山
最
留
完
全
に

蔽
ふ
や
う
に
な
れ
ば
マ
サ
ゴ
山
と
化
す
。
更
に
分
裂
の
程
度
が
進
む
か
又
は
極
め
て
分
解
し
易
い
花
商
岩
の
や
う
な
も

の
で
あ
れ
ば
、
燕
嶽
附
近
に
み
る
や
う
な
白
砂
珊
々
と
云
ふ
光
景
を
形
づ
く
る
。
此
の
理
由
か
ら
此
の
如
き
峰
を
目
し

て
敗
墟
に
比
し
た
く
思
ふ
の
で
あ
り
ま
ず
ｏ
此
れ
等
の
山
脈
を
萬
里
長
城
の
や
う
な
も
の
に
警
へ
た
な
ら
ば

マ
サ
ゴ
山

や
ゴ
ー
ロ
山
は
荒
履
し
た
城
壁
と
見
ら
れ
、
高
い
峰
に
残
る
巌
山
は
格
模
の
未
だ
全
く
壊
滅
せ
ず
し
て
残
存
せ
る
も
の

と
云
へ
ま
す
。

勿
論
此
の
様
な
場
合
に
も
、
風
化
に
封
し
て
抵
抗
力
の
大
き
い
岩
石
で
構
成
さ
れ
た
峰
が
最

も
長
く
残
留
す
る

の

は
、
堅
国
に
築
か
れ
た
建
築
の
永
久
に
風
雨
に
耐
え
る
の
と
同
様
で
、
鷲
物
岳
北
方
の
二
小
尖
峰
小
鷲
の
如
き
は
故
加

藤
鐵
之
助
氏
の
製
察
に
よ
つ
て
富
士
岩
よ
う
成
つ
て
周
国
の
花
闇
岩
上
に
突
起
し
て
居
↓
＾
丁
し
、
鳥
帽
子
岳
が
筍
の
や

う
に
堀
起
し
て
居
る
の
も
、
大
黒
岳
の
奇
巌
が
隆
起
し
て
ゐ
る
の
も
、
乃
至
は
立
山
の
龍
王
岳
な
ど
の
秀
で
て
居
る
の

も
多
少
此
ん
な
開
係
が
あ
る
の
で
は
無
い
で
せ
う
か
。

氷
雪
の
彫
刻
　
此
よ
う
飛
騨
山
系
り
高
峰
に
見
る
所
の
巌
山
に
云
ひ
及
ぼ
し
た
い
と
思
ひ
唆
す
。
中
す
ま
で
も
無
い

こ
と
で
あ
う
ま
す
が
中
央
日
本
の
大
山
系
を
通
概
し
て
見
る
と
ヽ
略
等
し
い
高
度
を
比
べ
て
見
れ
ば
巌
峰
の
数
は
北
方

に
行
く
程
多
く
な
る
こ
と
、
而
し
て
残
雲
の
量
が
之
に
準
じ
て
北
方
に
彩
し
い
乙
と
は
、
何
と
な
く
、
氷
雲
と
巖
山
と

の
間
に
密
接
な
開
係
の
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
居
ま
す
。
勿
論
高
度
に
当
し
て
岩
石
の
反
應
す
る
こ
と
は
甚
だ
銑
敏
で

あ
り
ま
す
。
で
あ
り

，
す
か
ら
穂
高
岳
、
槍
ケ
嶽
の
群
峰
は
其
の
著
し
い
高
度
に
よ
つ
て
、
立
山
連
峰
、
蓮
華
連
山
は

其
の
可
な
う
の
高
さ
と
北
に
偏
す
る
位
置
か
ら
し
て
、
其
の
高
年
雲
の
量
と
羅
鬼
の
状
は
人
を
骸
か
せ
ず
に
は
置
き
ま

○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村

五
一
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せ
ん
。

氷
雪
の
侵
触
に
開
す
る
研
究
は
、
近
代
に
於
け
る
地
理
學
の
後
代
に
誇
る
事
の
出
家
る
も
の
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。

ラ
ス
キ
ン
先
生
は
早
く
此
の
作
用
が
山
の
形
に
及
ぼ
す
影
響
を
書
い
て
居
ま
す
。
今
は
も
う
氷
雪
が
山
嶽
を
水
饉
作
用

か
ら
保
護
す
る
な
ど
云
ふ
考
を
持
つ
人
は
殆
ど
無
い
ば
か
り
で
無
く
、
氷
饉
な
う
雪
蝕
な
う
が
水
饉
作
用
に
比
し
て
進

に
張
力
な
も
の
だ
と
云
ふ
乙
と
は

一
般
に
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
り
ま
す
。
水
饉
作
用
が
風
化
や
旬
行
と
歩
調
を
保
ち
つ

ゝ
徐
々
と
形
刻
し
て
行
く
山
嶽
が
、
氷
雪
に
蔽
は
れ
る
時
は
俄
に
迅
速
に
破
碑
さ
れ
て
行
く
。
勿
論

一
番
最
初
多
雲
氣

候
の
始
う
に
は
高
年
雪
が
谷
の
源
に
あ
た
る

「
た
を
う
」
の
下
に
溜
夕
ま
ず
。
谷
底
も
雪
漢
に
な
つ
て
高
年
雪
に
満
ざ

れ
ま
す
。
高
年
雲
は
或
る
厚
さ
に
達
す
れ
ば
、
傾
斜
に
應
じ
て
徐
々
に
動
く
と
云
ひ
ま
す
。
雲
の
下
に
は
結
氷
鮎
附
近

に
於
け
る
温
度
の
憂
化
か
ら
劇
し
い
岩
石
の
分
裂
が
行
は
れ
、
岩
片
は
高
年
雪
に
運
搬
さ
れ
ま
す
。
此
の
雪
蝕
の
作
用

は
近
頃
ポ
ー
マ
ン
氏
が
エ
ー
″
大
學
の
ア
ン
デ
ス
探
瞼
の
結
果
破
表
し
た
も
の
の
中
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
居
る
ｏ
此

れ
は
私
共
に
取
つ
て
は
大
憂
に
重
要
な
凌
見
で
あ
つ
て
、
此
の
作
用
に
よ
つ
て
解
群
す
べ
き
地
貌
は
剣
ケ
嶽
や
護
華
連

峰
の
東
面
の
巖
峰
で
は
無
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
殊
に
餌
ケ
嶽
の
著
し
い
特
徴
は
、彼
の
銅
色
の
ド
ー
ム
の
邊
は
勿
論
、

黒
部
の
谷
に
向
け
て
派
出
し
て
居
る
幾
つ
も
の
尾
は
、
其
の
上
部
に
多
少
の
植
物
が
あ
る
に
し
て
も
大
部
分
農
山
で
あ

つ
て
「
其
の
間
に
は
萬
年
雲
に
埋
ま
つ
た
無
崚
な
谷
が
有
り
、谷
の
上
の
「
た
を
う
」
は
所
謂
窓
な
る
凹
字
状
に
裂
け
て

ゐ
て
、
彼
の
や
う
な
瞼
絶
な
容
貌
と
呈
し
て
居
政
ず
。
が
比
の
岩
峰
の
下
に
後
に
述
べ
る
槍
ケ
嶽
、
穂
高
嶽
に
彩
し
く

見
え
る
岩
層
り
堆
積
が
殆
無
く
、赤
裸
々
の
状
態
に
あ
る
と
で
あ
奸
ま
ず
。
小
黒
部
谷
で
観
測
）ご
れ
た
通
り
、創
ケ
嶽
は

最
も
深
雪
の
地
と
云
は
れ
る
所
を
以
て
見
て
も
、雪
触
作
ｊｌｌ
の
今
に
著
し
い
こ
と
を
想
像
出
亦
る
で
は
有
り
ま
せ
ん
か
。

自
馬
嶽
杓
子
岳
鑓
ケ
嶽
の
東
面
の
諸
漢
に
挟
ま
れ
た
山
脚
は
、
割
合
に
岩
石
が
良
く
露
出
し
て
居
ら
ま
す
、
勿
論
此
庭

で
は
杓
子
澤
の
上
方
に
せ
よ
、
鑓
ケ
岳
の
曲
腹
に
せ
よ
小
紋
岩
の
ガ
居
は
茨
白
色
に
懸
つ

。
て
剣
ケ
嶽
の
や
う
な
具
の
巌

峰
と
は
行
き
うよせ
ん
。
こ
こ
に
追
憶
さ
れ
る
の
は
故
加
藤
鐵
之
助
氏
が
小
黒
部
谷
に
遊
ん
だ
折
に
、
高
年
雪
が
流
動
す

五
二
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る
の
で
は
無
い
か
と
思
は
れ
た
と
、
其
秋
の
地
質
學
談
話
會
で
語
ら
れ
た
乙
と
で
あ
う
竣
す
。

萬
年
雪
が
厚
さ
を
加
へ
る
と
、
氷
の
結
品
の
疑
集
の
度
が
大
き
く
な
つ
て
、段
々
氷
河
の
氷
に
近
付
き
、透
明
に
な
多

氷
に
特
有
の
青
味
を
帯
び
て
末
、
流
動
性
に
富
ん
で
家
ま
す
。
斯
う
な
る
と
下
底
の
岩
石
に
及
ぼ
す
歴
力
も
大
き
く
な

う
ま
す
か
ら
、
研
磨

（∽
８
１
【〓”
）
の
力
も
大
き
く
な
り
、
岩
石
を
破
砕
し
て
は
持
ち
去
る
援
取

（
里
〓ｏＦ
一混
）
の
作

用
も
増
進
し
て
家
ま
す
し
雪
蝕
は
氷
蝕
と
共
々
斯
か
る
氷
雪
般
の
底
に
働
く
や
う
に
な
る
。

比
較
的
に
小
さ
な
氷
雲
艦
が
峰
近
く
に
横
は
つ
て
居
れ
ば
、
上
記
の
圧
盛

な
制
剥

作
用
の
篤
に
山
艦
は
其
の
氷
雲

艦
ｔ
即
小
氷
河
な
う
雲
田
な
う
の
周
囲
に
於
て
非
常
な
勢
で
破
壊
さ
れ
て
行
き
ま
す
。
勿
論
此
の
破
壊
並
に
運
搬
は
風

化
作
用
よ
う
も
逢
か
に
優
勢
で
有
う
哉
す
か
ら
、
山
雌
は
氷
雲
の
周
国
か
ら
掘
難
さ
れ
て
行
つ
て
圏
般
の
断
崖
を
生
じ

ま
す
。
此
れ
が
小
川
博
士
の
課
さ
れ
て
圏
谷
と
し
た
、
獨
嗅
の
語
で
云
ふ
カ
１
／

（
因
鶴
）
英
米
で
云
ス
サ
ー
ク
（Ｑ
７

ｆ
ｃ
）
佛
蘭
西
で
云
ふ
シ
″
ク

（
Ｑ
ぶ
お
）
で
あ
る
乙
と
は
先
刻
御
承
知
の
事
と
存
じ
ま
す
。

此
の
サ
ー
ク
の
地
形
の

主
因
は
、
然
じ
長
い
間
の
疑
間
で
し
た
。
つ
い
先
頃
物
故
し
た
米
国
の
ジ
ヨ
ン
ソ
ン
氏
の
所
謂
べ
″
グ
シ
ュ
″
ン
ト
説

な
ど
は

一
番
有
名
な
も
の
で
あ
う
ま
し
た
が
、
最
近
に
は
ボ
ー
マ
ン
氏
の
新
説
が
あ
つ
て
、
氷
河
の
上
端
、
高
年
雪
盆

の
ま
は
う
に
深
く
口
を
開
い
て
ゐ
る
裂
鉾
即
べ
／
グ

シ
ュ
″
ン
ト
の
存
在
は
其
ん
な
に
必
要
で
は
無
い
と
云
ふ
こ
で

す
。
勿
論
多
く
の
場
合
に
は
存
在
し
て
居
て
、
特
有
の
作
用
を
及
ぼ
す
の
で
す
が
、
氷
蝕
及
流
動
す
る
高
年
雪
の
雲
蝕

を
合
併
す
る
と
、
此
の
雨
作
用
の
今
力
が
シ
／
ク
の
作
成
に
典
つ
て
力
が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
勿
論
高
年
雲
丈
で
は

不
完
全
な
浅
い
サ
ー
ク
ー
・′か
出
家
ず
、
具
の
氷
河
に
な
る
に
至
つ
て
立
派
な
椀
状
の
サ
ー
ク
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
申
す
迄
も
有
う
ま
せ
ん
じ
サ
ー
ク
は

一
の
偉
大
な
石
切
場
に
な
ぞ
ら
へ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
氷
雲
腱
は
張
力
な
石

切
器
枝
で
あ
り
ま
ず
ｃ
其
の
切
り
出
し
た
石
は
堆
石
と
し
て
氷
河
の
末
端
に
堆
積
す
る
。

サ
ー
ク
壁
の
断
崖
は
サ
ッ
ク
リ
割
つ
た
や
う
な
巖
培
で
、
大
斧
獲
小
斧
装
な
ど
云
ふ
も
の
に
似
て
居
て
、
此
れ
は
岩

石
の
種
類
な
ど
に
は
餘
う
関
係
な
い
。
此
の
断
崖
は
氷
雪
蝕
の
進
む
に
件
つ
て
外
部
に
横
大
し
て
行
き
、
途
に
は
隣
う

工
三
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同
志
の
も
の
が
切
ウ
合
ふ
や
う
に
な
う
、
尾
根
の
雨
側
に
背
中
合
せ
に
な
つ
て
居

た
も

の
も
接
鯛
す
る
や
う
に
な
る

と
、
断
崖
と
断
崖
と
の
扶
む
界
の
や
う
な
薄
い
巌
の
尾
根
、
即
獨
語
で

Φ
〓
”
と
か
、
佛
語
又
英
語
で

も
云
ふ

＞
８
一ｏ

な
ど
云
ふ
種
類
の
ギ
サ
ギ
ザ
し
た

一
種
の
鎌
尾
根
で
あ
う
ま
す
。
ア
／
プ
の
篤
具
な
ど
見
れ
ば
幾
ら
も
見
付
か
る
所
の

も
の
で
す
。
三
つ
又
は
四
つ
の
サ
ー
ク
に
扶
ま
れ
た
峰
は
、
途
に
サ
ー
ク
壁
に
取
う
か
乙
ま
れ
て
、
勢
ひ
、
銑
く
尖
ら

ざ
る
を
得
な
い
で
せ
う
。
ア
″
プ
の
何
々
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
ェ
と
か
、
何
々
ホ
／
ン
と
か
、
ダ
ン
何
と
か
、
エ
グ
イ
ユ
何
々

と
か
云
ム
名
の
付
い
た
山
の
多
く
は
此
の
種
類
の
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
で
有
う
ま
す
。
但
今
迄
は
小
さ
な
サ
ー
ク
が
此

の
や
う
な
所
謂
批
年
の
サ
ー
ク
を
作
つ
た
場
合
を
申
し
ま
し
た
が
、
ア
″
ブ
邊
の
は
多
く
大
規
模
な
複
雑
な
サ
ー
タ
の

集
合
で
す
し
、
高
年
雪
の
量
に
し
て
も
、
サ
ー
ク
内
に
満
ち
満
ち
て
居
て
、
や
ヽ
と
も
す
れ
ば
温
れ
て
中
間
の
ア
ン
ー

ト
を
雪
で
埋
め
、
実
つ
た
巌
峰
は
大
海
の
中
に
孤
饗
す
る
岩
礁
の
や
う
に
氷
雪
の
上
に
抽
き
出
し
て
ゐ
る
の
が
べ
／
ネ

″
オ
ー
ベ
″
ラ
ン
ド
邊
う
の
二
人
達
の
容
貌
で
あ
り
ま
す
。
斯
様
な
状
態
は
カ
ウ
カ
サ
ス
か
ら
ヒ
マ
ラ
ア
、
天
山
、
カ
ラ

コ
″
ム
と
云
ふ
や
う
な
大
山
系
中
の
崇
嶽
に
於
て
高
調
に
達
し
て
、
驚
く
．べ
き
岩
の
塔
、
雲
の
ド
ー
ム
を
建
立
す
る
や

う
に
な
る
。
此
等
の
氷
雪
の
彫
琢
を
受
け
つ
ヽ
あ
る
山
嶽
は
、
建
造
中
の
宮
殿
に
比
す
べ
き
も
の
で
、
氷
の
斧
雪
の
飽

は
日
夜
巌
峰
を
制
つ
て
行
き
，
岩
壁
の
面
か
ら
落
下
す
る
岩
片
は
氷
河
の
車
に
積
ま
れ
て
完
全
に
運
び
去
ら
れ
，
全
山

洗
ス
が
如
く

一
岩
産
も
留
め
な
い
有
様
で
あ
り
ま
す
。

翻
つ
て
本
邦
の
ア
／
ブ
ヌ
的
な
高
嶽
ヒ
槻
察
致
し
ま
せ
う
。
何
と
云
つ
て
も

一
番
に
指
を
屈
じ
無
く
て
　

，
‐ま
な
ら
な
い

の
は
、
槍
ケ
嶽
と
穂
高
嶽
の
連
峰
で
せ
う
。
日
本
の
マ
ッ
テ
ノン
ホ
″
ン
と
云
は
れ
た
槍
ケ
嶽
の
オ
ベ
リ
ス
ク
は
具
に
マ

ツ
テ
／
ホ
″
ン
の
や
う
に
周
国
の
氷
河
の
氷
雪
蝕
に
よ
つ
て
生
じ
た
実
峰
で
無
い
に
し
ろ
、
大
騰
に
於
て
曾
て
氷
雪
裡

に
小
さ
な
フ
イ
ン
ス
テ
ラ
ー
″
ホ
／
ン
の
や
う
に
維
耳
え
て
居
た
時
代
を
想
像
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
穂
高
の
危
峰
は

同
じ
く
小
紋
岩
類
の
堅
硬
な
岩
か
ら
構
成
さ
れ
て
大
高
度
を
有
し
て
居
ま
し
た
か
ら
、
故
大
開
氏
が
説
か
れ
た
や
う
に

氷
期
に
は
莫
大
な
高
年
雪
が
積
う
、
こ
れ
に
涵
養
さ
れ
た
氷
河
は
谷
氷
河
の
態
仔
具
へ
て
居
た
と
考
へ
ま
す
と
、
其
所

五
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に
働
く
水
雪
蝕
は
非
常
に
激
甚
な
も
の
で
あ
つ
た
に
相
違
な
く
、
其
の
結
果
が
今
も
な
ほ
見
る
森
厳
な
巖
峰
を
築
き
上

げ
ま
し
た
し
秋
の
晴
れ
た
日
に
諏
訪
あ
た
う
か
ら
眺
め
る
と
、
此
の
高
峰
が
彗
を
鍍
め
て
品
々
と
し
て
輝
き
天
そ
ゝ
う

立
つ
様
は
、
未
だ
見
た
と
の
無
い
ア
／
プ
の
雪
の
山
も
か
く
や
と
思
は
れ
ま
す
。
前
穂
高
の
邊
に
は
屏
風
岩
な
ど
の
岩

峰
が
大
鋸
歯
を
躍
ら
し
て
居
る
の
を
仰
い
だ
り
、
北
穂
高
邊
か
ら
槍
ケ
嶽
に
つ
ゞ
く
連
峰
の
殆

一
枚
岩
と
み
る
ば
か
う

な
鋼
の
や
う
な
巖
山
が
デ
ツ
ト
立
つ
て
ゐ
る
の
を
ニ
ノ
俣
小
合
あ
た
多
か
ら
み
る
と
、
ア
／
プ
の
峰
を
羨
ま
な
く
て
も

宜
い
と
さ
へ
思
ひ
ま
し
た
が
、・
猫
善
く
見
る
と
此
の
崇
嶺
の
頂
卜
に
も
敗
壊
の
相
は
歴
々
と
見
る
こ
と
が
出
家
ま
す
。

中
房
邊
の
猟
師
の
云
ふ
御
幣
窪
の
残
雪
は
随
分
多
い
け
れ
ど
も
、
今
は
到
底
奥
穂
高
北
穂
高
の
最
上
か
ら
不
断
に
落
下

す
る
着
石
片
を
運
び
切
れ
な
い
の
で
、
淡
雪
の
や
う
な
デ
ク

（
三
電
Ｌ
多
〓
こ
Ｌ
一ｏ
）
が
山
膚
を
飾
う
て
居
る
。
ザ
ク

は
警

へ
て
み
ま
す
と
芝
居
の
引
幕
の
や
う
な
も
の
で
、
地
貌
憂
遷
劇
の
一
幕
が
終
つ
た
こ
と
を
現
す
も
の
と
見
ら
れ
ゆ
ム

す
。
か
つ
て
常
念
岳
の
附
近
を
歩
い
た
時
に
道
連
れ
に
な
つ
た

一
人
の
猟
師
が
、
つ
く
た
ヽ
と
穂
高
の
霊
峰
を
眺
め
て

一‐美
し
い
山
は
穂
高
だ
よ
」
と
嘆
息
し
た
が
、此
の
美
し
い
彫
刻
も
地
下
に
埋
れ
た
昔
の
Ｅ
匠
の
手
に
な
る
大
理
石
像
の

如
く
、
傷
き
汚
れ
破
壌
す
る
一
方
で
あ
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
此
所
に
重
要
な
相
違
が
あ
り
ま
す
。
人
の
手
に
な
つ
た

藝
術
品
は
傷
け
ら
れ
て
惜
ま
れ
ま
す
が
、
天
然
の
彫
刻
は
毀
れ
て
行
く
時
に
も
美
し
い
所
が
あ
う
ま
す
。
我
等
は
槍
ケ

嶽
、
穂
高
山
か
ら
氷
雪
の
難
の
匂
が
浦
え
て
行
く
の
を
嘆
く
と
同
時
に
、
あ
の
農
山
の
間
に
薄
雪
の
や
う
に
懸
る
ザ
ク

の
美
を
讃
せ
緻
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
ゴ
フ
ス
キ
ン
先
生
は
氷
雪
の
彫
り
上
げ
た
モ
ン
プ
ラ
ン
マ
ッ
シ
ー
フ
の
針
の
山

の
や
う
な
エ
ギ
ユ
に
讃
美
の
難
を
惜
ま
な
か
つ
た
し
蓋
に
も
描
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と
共
に
此
の
落
石
の
堆
積
に
も

特
有
の
美
を
認
め
な
い
で
は
居
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
此
の
直
線
的
な
革
調
の
美
威
を
描
い
た
の
は
タ
ー
十
１
一
人

で
あ
る
と
書

い
て
ゐ
ま
ず
。

衣
に
立
山
、葉
師
嶽
黒
嶽
を
観
察
致
し
ま
せ

，
。
此
等
の
山
を
は
其
の
高
さ
や
位
置
も
殆
ど
似
た
所
に
あ
る
丈
．．岩
石

は
花
闇
岩
類
、
石
英
粗
面
岩
な
ど
と
少
し
つ
づ
違
つ
て
は
居
て
も
、
其
間
に
何
所
か
共
通
の
形
貌
の
あ
る
の
を
認
め
ま

○
山
嶽
諸
湘
　
　
辻
村

二
五
・
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す
。
立
山
に
は
東
面
に
大
獲
雪
が
あ
つ
て
〓
れ
が
奇
麗
に
列
ん
で
ゐ
る
数
箇
の
カ
１
／
の
底
に
湛
え
て
居
）
す
０
カ
ー

″′ン

と
力

・１
／
と
の
間
に
別
山
、具
砂
大
汝
雄
山
な
ど
の
峰
頭
が
波
頭
の
や
う
に
秀
で
て
居
ま
す
。
此
所
で
は
雄
山
大
汝
の
東

面
が
巌
山
の
状
を
保
存
し
て
居
て
、
片
茄
状
花
闘
岩
が
自
銀
色
に
輝
い
て
ゐ
ま
す
が
、
あ
の
雄
山
直
下
の
大
雪
田
の
萬

年
雪
で
き
へ
も
、
矢
張
り
風
化
の
供
給
す
る
岩
石
片
の
線
て
を
運
び
切
れ
な
い
と
見
え
て
、
雪
の
解
け
た
後
に
は
ザ
ク

の
彩
し
く
堆
積
し
て
ゐ
る
の
を
見
ま
す
。
興
砂
別
山
の
附
近
で
は
風
化
の
威
力
が
ず
つ
と
加
つ
て
サ
ー
ク
の
壁
な
ど
云

つ
て
も
決
し
て
シ
エ
ラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
邊
の
立
派
な
サ
ー
プ
を
目
む
や
う
な
断
崖
で
は
な
く
、矢
張
う
グ

ン
ー
デ
ツ
ド
ス
ロ
ー
プ
で
単
に
椀
形
を
保
存
し
て
ゐ
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
勿
論
サ
ー
ク
の
底
に
氷
河
に
磨
か
れ
た
岩
盤

が
有
つ
た
り
、
其
の
間
に
小
湖
を
湛
え
て
る
な
ど
云
ふ
形
象
は
思
ひ
も
寄
り
ま
せ
ん
。
又
サ
ー
ク
間
に
銑
い
ア
ン
ー
ト

が
あ
る
わ
け
で
も
無
く
、
峰
は
最
早
や
丸
味
を
帯
び
か
か
つ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
雄
山
附
近
丈
は
流
石
に
奮
時
の
面

影
を
留
め
て
崚
岩
が
銑
く
競
ひ
立
つ
て
居
る
。
か
つ
て
は
画
面
に
あ
る

一
つ
の
サ
ー
ク
と
の
間
に
狭
い
ア
ン
ー
ト
を
作

つ
た
の
だ
ら
う
と
思
は
せ
ま
す
。
然
じ
西
の
側
は
最
早
や
平
滑
な
ゴ
ー
ロ
山
に
な
う
か
か
つ
て
到
底
東
面
の
偉
親
は
有

う
ま
せ
ん
。

薬
師
嶽
も
、
其
の
東
面
に
は
盛
ん
な
サ
ー
ク
列
を
見
、
其
の
中
に
満
ち
た
白
雪
と
共
に
此
の
山
を
美
し
く
見
せ
る
。

立
山
に
し
て
も
業
師
に
し
て
も
此
の
サ
ー
ク
群
を
取
り
去
る
と
其
の
景
観
は
餘
程
落
英
と
し
た
も
の
に
な
う
は
し
な
い

か
と
思
は
れ
ま
す
。
第

一
に
あ
の
す
ば
ら
し
い
雪
の
居
場
所
が
無
く
な
０
ま
す
。
た
と
へ
雪
を
度
外
説
し
て
も
第

一
浮
彫

の
面
白
味
が
清
え
失
せ
る
で
せ
う
。
薬
師
ケ
嶽
に
し
て
も
サ
ー
ク
壁
の
巌
の
部
分
は
少
な
く
な
つ
て
籠
頂
の
直
下
の
大

ヵ
ｌ
ル
面
な
ど
は
全
く
ザ
ク
に
徹
は
れ
て
居
る
Ｑ
要
す
る
に
日
本
の
サ
ー
ク
は
追
々
と
ベ
ン
タ
先
生
の
所
謂
カ
ー
ル
リ

ン
ク
か
ら
、通
常
の
般
年
山
嶽
の
″
ン
ト
リ
ン
ク
に
憂
形
し
て
行
く
途
中
留
示
し
て
居
ま
す
か
ら
、到
底
外
國
の
峨
々
と

し
た
巌
山
や
岩
壁
に
問
ま
れ
た
、出
来
た
て
の
サ
ー
ク
と
同

一
に
論
ず
る
事
は
出
来
哉
せ
ん
。
黒
岳
の
カ
ー
″
群
も
矢
張

う
東
面
に
あ
つ
て
同
じ
く
残
彗
が
澤
山
あ
る
。
此
所
で
も
サ
ー
ク
の
壁
は
比
較
的
岩
山
に
富
ん
で
ゐ
て
壮
凱
を
呈
し
て

(56 )
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居
ま
す
し
、
特
に
或
る
二
つ
の
サ
ー
ク
の
間
に
は
実
銑
な
岩
の
培
が

一
寸
ア
ン
ー
ト
般
を
な
し
て
存
在
し
て
居
る
所
な

ど
は
他
所
に
見
ら
れ
な
い
美
凱
で
あ
勢
ま
す
。

此
れ
等
三
由
の
様
子
を
通
覧
し
我
す
と
、
符
節
を
合
し
た
や
う
に
カ
１
／
群
は
東
面
に
多
く
、
残
雪
も
従
つ
て
東
面

に
多
い
。
勿
論
雪
量
が
東
面
に
多
か
つ
た
の
が
カ
ー
″
群
を
多
か
ら
し
め
た
原
因
に
相
違
な
い
の
で
あ
う
ま
す
が
、
此

の
現
象
は
獨
此
れ
等
三
山
ば
か
り
で
な
く
、
な
ほ
赤
石
嶽
西
河
内
魚
無
河
内
嶽
の
東
面
に
も
同
様
で
す
し
、
木
曾
駒
ケ

岳
に
し
て
も
其
の
サ
ー
ク
は
東
側
ば
か
う
に
あ
う
ま
し
て
、
普
遍
的
な
事
責
と
み
ら
れ
ま
討
¨
日
本
に
於
て
普
遍
的
な

ば
か
う
で
な
く
世
界
を
通
じ
て
も
亦
同
様
だ
そ
う
で
あ
り
ま
し
て
、
ベ
ン
ク
教
授
の
所
謂
竿
カ
１
／
ソ
ン
ク
な
る
も
の

は
到
る
所
に
み
ら
れ
唆
す
。
南
北
雨
面
を
比
較
す
れ
ば
、
無
論
の
こ
と
日
射
の
張
い
南
側
の
雪
が
餘
計
に
解
け
る
か
ら

営
然
有
る
べ
き
で
す
が
、
東
西
雨
面
で
は
、
西
風
の
篤
に
吹
雪
を
起
し
て
雪
と
東
方
の
斜
面
に
吹
き
落
し

て
了

ふ
結

果
、
此
の
差
趣
が
起
つ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
今
日
飛
瞬
山
系
の
諸
嶽
は
勿
論
、
赤
石
山
系
に
於
て
も
、
斯
様
な
残
雪
量

の
相
違
ほ
登
山
家
の
齊
し
く
知
る
所
で
あ
り
、
こ
れ
が
何
と
な
く
残
雪
の
立
派
な
東
側
を
山
の
表
面
と
考
へ
た
い
や
う

な
氣
を
起
さ
せ
る
。
獨
う
サ
ー
ク
と
残
雪
の
分
布
に
此
の
差
が
あ
る
ば
か
♭
で
な
く
岩
の
多
寡
、傾
斜
の
大
小
ま
で
が
東

西
画
面
に
ク
ッ
キ
リ
と
分
れ
て
居
る
の
が
極
め
て
普
通
で
あ
う
ま
す
。能
く
人
の
知
る
所
で
は
自
馬
嶽
の
頂
が
其
の
著
し

い
例
か
と
思
ス
。
信
州
側
の
目
の
眩
む
や
う
な
絶
壁
で
あ
る
の
に
引
き
か
へ
て
、
越
中
側
は
古
生
層
の
岩
片
が
拍
子
木

を
な
ら
べ
た
や
う
に

一
面
に
地
に
敷
く
滑
か
な
斜
面
で
ツ
ク
モ
グ
サ
だ
の
ウ
ル
ッ
プ
サ
ウ
だ
の
ゝ
花
が
平
和
さ
う
に
険

い
て
ゐ
る
。
越
中
の
方
面
か
ら
み
た
白
馬
嶽
に
は
到
底
東
麓
か
ら
み
た
や
う
な
雄
偉
な
感
じ
は
あ
う
ま
せ
ん
。
杓
子
岳
に

せ
よ
鑓
ケ
嶽
に
せ
よ
信
州
北
城
村
近
く
か
ら
仰
Ｃ
時
は
物
珍
い
ば
か
う
の
景
色
で
、
前
者
の
東
方
頂
上
部
に
は
制
つ
た

や
う
な
岩
石
の
肇
が
急
斜
し
て
ゐ
る
け
れ
ど
、
画
面
は
業
々
と
歩
行
の
出
来
る
砂
礫
の
斜
面
に
過
ぎ
な
い
し
、
後
者
の

前
面
も
蓮
の
曹
の
や
う
な
形
の
岩
山
を
天
基
に
さ
さ
げ
て
居
ま
す
が
、
越
中
側
は
自
髪
山
と
云
ふ
越
中
猟
師
の
構
呼
に

背
か
漁
小
紋
岩
の
具
自
な
禿
げ
山
で
は
あ
る
が
、
失
張
多
岩
片
の
衣
に
蔽
は
れ
た
グ
ン
ー
デ
ッ
ド
メ
ロ
ー
プ
に
満
ぎ
な

０
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村

五
カ
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い
の
で
あ
う
す
す
。
斯
の
如
き
雨
面
の
不
同
は
な
ほ
立
山
に
も
雄
山
に
於
て
み
ら
れ
、
黒
嶽
薬
師
嶽
共
に
西
側
は
主
と

し
て
滑
か
な
斜
面
で
尾
根
の
所
で
急
に
東
面
の
急
崖
に
臨
ん
で
ゐ
哉
す
。
大
天
丼
嶽
と
常
念
嶽
と
の
間
の
横
尾
通
の
邊

叉
燕
嶽
と
の
間
の
屏
風
嶽
と
云
は
れ
て
居
る
邊
に
も
、
其
東
方
は
岩
壁
で
は
無
い
に
し
て
も
急
傾
斜
で
残
雪
が
多
く
、

丁
度
山
の
頂
き
は
安
曇
の
平
野
を
規
き
乙
Ｕ
で
ゐ
る
や
う
に
見
え
ま
す
。
其
他
こ
の
傾
向
は
な
ほ
諸
所
に
見
ら
れ
る
乙

と
ヽ
思
ひ
ま
す
が
、
此
れ
は
何
と
説
明
し
た
ら
宜
い
で
せ
う
か
。

全
膿
尾
根
の

一
方
が
他
の
面
よ
う
も
急
傾
斜
を
有
し
て
居
る
と
か
、
山
骨
を
現
し
て
ゐ
る
と
か
云
ス
と
は
次
の
様
な

場
合
に
起
ウ
ま
す
。
第

一
に
は
一
方
の
斜
面
の
谷
々
が
他
の
斜
面
の
谷
よ
う
も
急
斜
し
て
ゐ
る
時
、第
二
に
は
断
層
に
よ

る
山
嶽
で
断
居
壁
の
方
面

‐ょ
著
し
き
急
傾
斜
を
示
す
の
が
常
で
あ
り
ま
す
。
後
に
詳
し
く
申
度
い
と
思
つ
て
居
ま
す
が

飛
騨
山
系
は
大
膿

一
の
プ

ロ
ッ
ク
マ
ウ
ン
テ
イ
ン
で
す
か
ら
第
二
の
原
因
も
或
は
間
接
に
働
て
居
ま
せ
う
し
、
第

一
の

原
因
は
黒
部
川
方
面
の
創
ケ
岳
の
谷
々
と
早
月
川
方
面
の
谷
々
と
の
間
な
ど
に
起
る
べ
き
で
居
て
其
賞
反
つ
て
其
影
響

は
有
う
哉
せ
ん
）
高
瀬
川
方
面
の
常
懲
山
脈
の
谷
と
中
房
方
面
の
谷
々
と
の
間
に
は
此
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
大
部
分
は
第
三
の
原
因
即
前
記
の
積
雪
量
の
差
違
と
氷
雲
蝕
と
の
支
配
で
此
れ
を
解
程
出
来
る
か
と
思
ひ
ま
す
ｃ

最
後
に
孤
立
し
て
存
在
す
る
サ
ー
ク
が
方
々
に
あ

り
ま
す
。
有
名
な
の
は
野
口
五
郎
嶽
の
南
に
釜
状
の
大
き
な
の

が

一
つ
、
此
れ
は
珍
ら

・ｔノく
西
北
に
面
し
て
居
て
、
失
張
う
其
の
壁
は
滑
か
に
は
な
つ
て
居
ま
す
が
底
に
池
が
あ
る
、

恐
く
堆
石
に
堰
か
に
た
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
哉
す
。
木
曾
駒
ケ
岳
の
農
ケ
池
な
ど
も
同
じ
種
類
の
も
の
と
聞
い
て

ゐ
ま
す
（
駒
ケ
岳
の
質
釧
岳
は

一
つ
の
サ
ー
ク
の
壁
上
に
あ
る
巌
峰
で
も其
の
サ
ー
ク
は
赤
穂
の
邊
の
天
龍
の
谷
か
ら
仰

ざ
ま
す
と
大
さ
な
牡
丹
の
花
で
も
み
る
や
う
な
形
に
、
岩
壁
に
園
ま
れ
立
派
に
見
え
る
。
サ
ー
ク
は

一
度
見
た
な
ら
ば

忘
れ
こ
の
な
い
特
異
の
地
貌
で
、
而
も
非
常
な
遠
距
離
か
ら
よ
く
認
識
す
る
と
が
出
来
る
そ
う
で
す
。
仙
丈
嶽
の
は
秩

父
の
山
か
ら
見
ら
れ
た
と
冠
氏
の
記
事
が
本
誌
に
見
え
ま
し
た
が
、
デ
ー
デ
ィ
ス
先
生
は
天
山
山
系
中
に
於
て
数
十
里
の

遠
方
か
ら
屋
乙
の
地
貌
と
望
み
得
た
こ
と
を
特
筆
し
て
居
ま
す
。
或
る

一
つ
の
峰
の
一
方
に
サ
ー
ク
が
出
来
て
、
元
と

二
〈
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園
頂
を
示
し
て
居
た
山
鎧
を
、

一
方
よ
う
破
壊
し
て
行
く
時
に
出
来
た
例
と
し
て
、
黒
部
五
郎
嶽
即
中
俣
嶽
の
形
状
は

正
に
此
の
場
合
に
相
営
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

あ
の
回
頂
の
名
の
如
き
ゴ
ー
ロ
山
に
は
、
東
北
に
向
つ
て
開
い
て
ゐ
る
大
き
な
サ
ー
ク
が
山
艦
深
く
喰
ひ
込
ん
で
、

其
の
壁
は
岩
山
に
も
な
つ
て
わ
る
し
残
雪
も
多
く
批
絶
な
景
色
を
作
つ
て
ゐ
ま
す
。
針
の
木
嶽
の
実
峰
も
矢
張
う
略
同

様
な
歴
史
を
有
し
て
居
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
東
―こ。
向
い
て
出
来
た

「
ま
や
く
ば
」
の
サ
ー
ク
は
元
あ
つ
た
、
高

か
つ
た
山
の
胴
中
を
掘
難
し
て
、
今
み
る
所
）
で
頂
き
を
退
却
さ
せ
て
行
つ
た
や
う
に
思
は
れ
ま
す
。
此
所
で
も
サ
ー

ク
壁
は
大
竿
岩
片
に
埋
ま
つ
て
、
今
見
る
所
の
椀
形
の
窪
も
最
初
出
木
た
常
時
の
サ
ー
タ
の
凹
み
に
比
す
れ
ば
著
し
く

浅
く
穏
か
な
形
に
憂
じ
て
し
０
（
つ
て
居
る
に
違
な
い
。

一
番
後
に
氷
位
の
地
形
と
し
て
中
上
げ
る
の
は
、断
面
が
Ｕ
字
形
を
し
て
ゐ
る
と
云
は
れ
る
氷
河
洞
（と
俄
に
課
し
ま

す
）
即
英
語
で
云

へ
ば

電
翼
ｒ
ｒ
・ぎ
涯
〓
獨
逸
語
で
云
ふ

Ｑ
一のぞ
ｒ
ａ
〓
的
で
あ
り
ま
す
ｏ
サ
ー
ク
を
作
る
や
う
な
小
氷

河
も
其
の
氷
雪
の
量
を
増
し
て
所
謂
氷
河
舌

（”
ざ
ｒ
Ｆ
Ｓ
〓“
・）
の
部
分
が
螢
達
し
て
来
る
と
、
谷
氷
河
に
移
つ
て
行

き
、
サ
ー
ク
の
形
も
細
長
く
な
つ
て
来
る
。
氷
河
洞
の
濫
筋
と
も
み
る
べ
き
は
か
ゝ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
氷
河
の
氷

は
水
流
と
違
つ
て
極
め
て
遅
鈍
な
流
艦
で
あ
る
代
う
に
は
、
比
較
に
な
ら
ｎ
程
の
容
積
と
以
て
谷
底
を
流
れ
下
る
の
で

す
か
ら
、
水
流
が
軽
快
に
流
走
す
る
時
、
惰
性
で
左
右
に
蛇
行
し
て
屈
曲
を
大
き
く
す
る
や
う
な
こ
と
な
く
。
若
し
屈

曲
し
て
居
た
谷
底
を
氷
河
の
遅
々
と
し
た
而
も
重
い
流
れ
が
通
る
や
う
に
な
る
と
、
左
右
か
ら
突
出
し
て
居
る
山
脚
は

氷
蝕
作
用
の
馬
め
に
間
も
無
く
裁
断
さ
れ
、
氷
河
は
直
線
般
の
流
路
を
取
る
様
に
な
る
。
斯
様
な
氷
河
が
氣
候
温
曖
に

な
つ
た
馬
め
に
解
け
て
了
つ
た
と
致
し
哉
す
と
、
後
に
は
底
の
潤
い
岩
石
の
谷
が
残
り
、
侵
蝕
の
差
違
か
ら
出
来
た
凹

所
に
は
美
し
い
湖
水
が
出
来
る
、
瑞
西
の
湖
の
主
な
る
も
の
や
、
蘇
格
蘭
な
ど
の
小
湖
は
此
の
種
類
の
も
の
と
聞
き
ま

す
。
斯
く
し
て
生
じ
た
氷
河
洞
の
雨
側
は
数
百
米
颯
高
く
壁
立
し
た
断
崖
で

一
直
線
に
谷
の
奥
ま
で
ガ
ラ
ン
と
見
通
せ

る
や
う
な
特
種
の
形
を
し
て
居
る
ｃ
ア
ル
プ
ス
あ
た
う
の
地
形
固
を
見
る
と
至
る
所
に
此
の
地
貌
を
見
る
こ
と
が
出
来

琥 第 年 四 十 第 岳 山

○

辻
村

エ
ル
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ま
す
ｏ
久
に
氷
河
の
支
流
と
本
流
と
の
表
面
は
河
の
場
合
と
同
じ
く
、
プ
ン
ー
フ
ェ
ア
の
原
理
に
従
つ
て
同
じ
水
準
で

出
合
つ
た
と
し
て
も
、
其
の
底
は
本
流
に
深
く
支
流
に
浅
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
し
て
、
其
の
差
は
数
百
米
に
及
ぶ

こ
と
も
有
う
ま
す
か
ら
、　
一
度
氷
が
解
け
て
了
ふ
と
、
支
流
の
底
は
本
流
の
氷
河
洞
の
縁
に
高
く
開
口
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
水
饉
谷
が
氷
河
洞
に
臨
む
で
ヽ
同
様
で
、
此
れ
等
の
懸
谷

（目
目
的
一〓”
く豊
①し

は
氷
蝕
を
受
け
た
地
方
に

於
け
る
普
通
の
地
貌
で
あ
り
ま
す
。
此
れ
を
風
景
の
上
か
ら
み
れ
ば
、
瑞
西
の
ラ
ク
テ
／
ブ
／
ン
ネ
ン
の
谷
に
欧
洲
第

一
の
瀑
布
と
き
く
シ
ュ
タ
ン
プ
バ
ッ
ハ
の
如
く
、
又
米
國
ヨ
セ
ミ
テ
の
瀑
布
の
如
く
、
銀
河
九
天
よ
う
落
つ
る
壮
槻
を
呈

し
ま
す
し
、
賓
利
の
上
か
ら
み
れ
ば
水
力
電
氣
を
利
用
し
て
ェ
業
を
咎
Ｕ
に
都
合
よ
く
、
瑞
西
の
人
々
が
誇
構
す
る
白

石
友
を
供
給
し
ま
す
。
斯
の
如
き
現
象
は
ア
／
プ
ス
は
勿
論
ヒ
マ
ラ
ア
、
天
山
、
ア
χ
タ
イ
、
ロ
ッ
キ
ー
、
シ
ェ
ラ
ネ
ヴ

ア
ダ
等
凡
そ
氷
期
に
於
け
る
氷
河
の
機
達
の
著
し
か
つ
た
地
方
に
見
る
所
の
も
の
で
す
が
、
惜
し
い
こ
と
に
は
日
本
で

は
餘
♭
見
る
こ
と
が
出
来
ず
、
た
ゞ
故
大
開
氏
の
研
究
さ
れ
た
穂
高
岳
の
二
三
の
谷
即
岳
川
谷
横
尾
谷
等
が
氷
河
洞
の

形
状
を
具

へ
、
其
他
槍
ケ
岳
山
下
の
槍
澤
黒
岳
東
麓
の
東
澤
、
立
山
で
は
別
山
の
東
の
具
砂
澤
叉
木
曾
駒
ケ
岳
の
黒
川

上
流
な
ど
の

一
部
に
此
の
如
３
地
貌
が
認
め
ら
れ
る
と
云
ふ
乙
と
で
あ
り
ま
す
ｃ

山
嶽
の
彫
刻
　
此
か
ら
話
題
を
夏
え
ま
し
て
森
林
、
草
野
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る
山
々
の
形
を
″規
つ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま

す
。

日
本
の
本
州
か
ら
四
國
九
州
で

云
ふ
な
ら
ば
、　
二
千
米
か
ら
二
千
四
五
百
米
以
下
の

一
番
多
く
存
在
す
る
、
陸

軍
で
云
ふ
中
連
山
地
若
く
は
岡
阜
地
な
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
此
れ
等
の
山
岳
を
構
成
し
て
ゐ
る
岩
石
は
、
或
は
水
成

岩
の
累
居
が
盛
ん
な
櫂
曲
作
用
を
受
け
た
の
も
有
り
ま
せ
う
し
、
或
は
地
下
深
所
に
結
品
凝
固
し
た
花
商
岩
閃
維
岩
の

や
う
な
火
成
岩
の
こ
と
も
有
る
、
或
は
秩
父
古
生
居
の
粘
板
岩
、
硬
砂
岩
、
ラ
デ
オ
ラ
リ
ア
板
岩
、
桂
岩
石
友
岩
の
や

う
な
成
層
岩
の
急
斜
し
た
累
居
で
成
り
立
つ
か
と
思
へ
ば
、
第
三
紀
居
の
頁
岩
、
疑
荻
岩
砂
岩
等
の
軟
蒻
な
地
居
が
緩

傾
斜
し
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
り
、
或
は
片
応
岩
の
や
う
な
薔
い
憂
性
岩
の
塊
で
あ
う
・、或
は
噴
出
岩
の
居
、火
山
椰
出
物
の

重
ｏ
あ
つ
た
奮
火
山
性
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
叉
此
等
の
諸
岩
層
は
火
成
岩
の
岩
脈
岩
床
な
ど
を
挟
入
し
て
ゐ
る
こ
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と
も
あ
う
ま
せ
う
し
、
あ
ら
ゆ
る
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な
形
を
考
へ
る
こ
と
が
出
来
多
ムす
が
、
此
等
の
諸
種
の
組
織

↑
ｒ
層
〓
お
）
は
勿
論
地
貌
を
左
右
す
る
こ
と
少

く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
猫
ほ
螢
力

（】）〓
〕０
）
及
時
代
（
のす
∞
の
）
の
二
つ

を
以
て
地
貌
の
要
素
と
致
し
ま
す
。
何
ん
な
高
山
大
嶽
で
も
諸
種
の
螢
力
に
攻
撃
さ
れ
る
と
、
途
に
は
各
時
代
に
特
有

な
相
を
現
じ
つ
ゝ
、
次
第
に
遷
流
し
て
行
つ
て
途
に
は
究
極
の
形
に
な
つ
て
了
ふ
。
然
し
乙
の
形
が
再
び
隆
起
し
て
前

と
同
じ
や
う
な
憂
化
を
繰
う
返
す
。
此
の
髪
化
を
地
理
の
輪
廻
と
中
し
ま
す
。
螢
力
の
如
何
に
よ
つ
て
河
蝕
輸
廻
、
氷

仙
、
乾
燥
、
海
蝕
等
の
各
種
が
有
う
哉
す
が
、
此
所
で
必
要
な
の
は
最
初
の
も
の
で
、
究
極
の
形
は
準
不
原
―
即
ち
殆

ど
不
原
（
り
８
ｏ弓Ｆ
Ｆ
）
と
申
す
起
伏
の
小
さ
い
稽
な
波
の
や
う
な
、
海
面
か
ら
高
く
な
い
軍
調
無
味
な
地
貌
で
あ
り
ま

す
。
如
何
な
る
雲
表
に
答
え
氷
雪
を
戴
い
て
居
た
や
う
な
大
山
嶽
も
、
十
分
な
時
間
さ
へ
典
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
此
の
最

後
の
低
原
に
堕
し
終
る
の
を
見
れ
な
い
こ
と
は
、
近
世
地
理
學
者
の
確
信
す
る
所
で
あ
う
、
早
く
は
テ
ィ
ン
ダ
／
先
生
が

ア
″
プ
ス
紀
行
の
中
に
ユ
ン
グ
フ
ラ
ク
の
秀
峰
を
仰
い
だ
時
の
威
想
に
托
し
て
此
の
事
賞
を
流
麗
な
筆
つ
き
で
書
い
て

ゐ
う
よす
。

地
形
學
者
の
云
ふ
幼
年
の
山
嶽
と
云
ス
の
は
、
斯
様
な
準
平
原
面
が
地
盤
の
隆
起
で
或
る
高
さ
哉
で
持
ち
家
さ
れ
、

其
所
に
働
く
侵
蝕
作
用
が
未
だ
元
の
準
不
原
面
の
小
部
分
に
し
か
働
か
な
い
状
態
で
あ
う
ま
す
。
順
序
か
ら
云
ひ
ま
す

と

一
番
最
初
の
形
は
．海
の
中
か
ら
浮
び
で
た
新
造
の
陸
地
表
面
で
無
く
で
は
な
ら
な
い
の
で
す
が
、
現
在
の
諸
山
嶽
は

大
抵
其
後
幾
同
も
の
輪
廻
を
経
て
家
て
、　
一
度
な
ら
ず
準
平
原
の
状
態
に
在
つ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
準
手

原
ヒ
以
て
振
り
出
し
と
数
す
の
が
便
利
で
あ
り
ま
す
。
準
平
原
は
勿
論
幾
何
學
的
の
手
面
で
は
無
く
、
其
中
の
堅
い
岩

石
は
諸
所
に
丘
陵
と
し
て
突
起
し
て
居
ま
す
。
之
を
残
丘
と
も
課
す
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
と
云
ひ
ま
す
。斯
の
如
卜
幼
年
の
山

嶽
を
彫
刻
し
て
行
く
河
は
矢
張
多
幼
年
の
態
を
具

へ
て
居
て
、
瀑
布
、
奔
滞
に
富
ん
で
侵
触
力
は
頗
る
大
き
く
、
前
途

に
は
未
だ
篤
す
べ
き
事
が
甚
だ
多
い
と
云
ひ
た
げ
に
働
き
ま
す
。
其
れ
が
侵
触
の
進
む
に
つ
れ
て
準
不
原
面
の
不
坦
な

地
表
は
最
早
や
山
頂
の
所
々
に
断
片
と
し
て
獲
つ
て
居
る
ば
か
う
、
其
の
不
な
頂
と
李
ら
な
山
頂
と
の
間
は
、
狭
い
低

競 第 年 四 十 第 岳 山
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い
尾
根
で
連
絡
さ
れ
て
居
る
。
此
の
状
態
は
早
壮
年
の
時
代
で
あ
り
ま
ず
。

嗅
國
の
大
山
系
力
″
パ
ー
テ
ン
が
斯
う
云
ふ
時
代
の
特
徴
を
著
し
く
獲
揮
し
て
ゐ
て
、
準
平
原
面
は
高
い
所
に
高
皇

と
し
て
、
雲
の
李
や
五
色
ゲ原
の
や
う
な
高
原
と
し
て
横
は
つ
て
居
る
ｃ
雲
霧
の
中
を
街
篠
し
て
ゐ
た
登
山
者
は
、霧
が

晴
れ
て
み
る
と
、何
時
か
自
分
が
脚
下
数
千
尺
の
急
谷
に
臨
Ｕ
高
墓
の
端
に
立
つ
て
居
た
こ
と
に
驚
く
乙
と
が
あ
る
と
、

ド
、
マ
ル
ト
ン
ヌ
教
授
が
書
い
て
居
る
。
更
に
高
大
な
山
嶽
で
ゐ
な
が
ら
其
の
頂
に
乙
ん
な
手
が
あ
多
、従
つ
て
弦
の
や

う
に
具
直
な
輸
廓
を
示
し
て
ゐ
る
、
勿
論
所
々
鋸
歯
状
に
快
け
て
居
ま
す
が
、
丁
度
屏
風
の
や
う
に
急
に
鉾
え
て
ゐ
る

山
は
、
天
山
山
系
中
の
山
脈
に
多
く
見
る
所
だ
と
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
土
耳
其
丹
探
瞼
除
中
に
あ
つ
た
デ
ー
ヴ
ィ
ス
先
生

が
書
い
て
居
ウ
ま
す
ｃ
そ
れ
は
勿
論
準
手
原
面
の
獲
う
で
す
か
ら
，
此
の
年
面
の
下
の
地
居
は
決
し
て
水
不
在
水
成
岩
・

層
で
は
無
く
、
或
は
錯
雑
し
た
福
曲
或
は
結
品
質
の
人
成
岩
で
出
来
て
居
ま
す
。
即
天
山
山
系
の
大
部
分
は
曾
て

一
度

準
平
原
に
制
６
落
さ
れ
て
手
坦
に
な
つ
た
も
の
が
、
再
び
あ
の
高
さ
ま
で
昂
起
し
て
大
山
系
と
な
つ
て
居
る
ｃ
最
高
粘

ハ
ン
テ
ン
グ
リ
の
達
し
難
い
石
茨
岩
の
孤
峰
、
其
他
長
二
十
里
も
あ
る
大
氷
河
を
流
す
群
峰
は
営
時
の
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク

と
し
て
、
今
は
屋
上
更
に
屋
を
架
し
た
や
う
に
天
を
摩
し
て
居
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
居
る
。

扱
て
我
國
に
は
か
ヽ
る
幼
年
乃
至
早
壮
年
時
の
山
嶽
は
何
所
に
あ
る
で
せ
う
か
。
最
も
典
型
的
に
此
の
地
貌
を
表
し

て
居
る
の
は
北
上
山
系
で
有
る
と
云
は
れ
る
。
地
質
調
査
所
の
山
根
技
師
の
明
快
な
記
述
に
依
る
と
も
此
山
系
の
一
部

は
意
外
の
高
所
に
漠
々
と
し
た
高
原
が
横
つ
て
ゐ
て
、
其
れ
が
古
生
居
地
の
準
平
原
で
あ
る
と
云
ふ
。
其
上
乙
の
準
平

原
上
に
往
古
の
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
が
、
閃
維
岩
、
桂
岩
等
諸
種
の
堅
硬
な
岩
石
で
構
成
さ
れ
て
居
る
。
早
池
峰
は
緻
構
岩

で
出
来
て
ゐ
る

一
の
モ
ナ
ド
ノ
ッ
ク
が
高
く
緯耳
え
て
居
る
も
の
だ
さ
う
で
有
う
０
（す
の
其
か
ら
紀
伊
山
系
の
中
に
は
大
一量

ケ
原
山
な
ど
が
、
名
の
如
く
古
生
層
山
嶽
上
の
準
平
原
の
遺
物
だ
と
脇
水
教
授
が
云
は
れ
ま
し
た
）
高
野
山
も
其
の
一

つ
だ
と
云
ふ
こ
で
す
。
赤
石
山
系
の
東
北
端
、
諏
訪
湖
か
ら
富
士
見
を
経
て
韮
崎
に
至
る
大
断
居
壁
に
臨
ん
で
、
釜
無

山
の
附
近
の
山
の
頂
が
奇
妙
に
痛
手
に
な
つ
て
居
て
早
般
年
時
の
山
嶽
を
思
は
せ
ま
す
し
、
本
曾
山
脈
の
南
に
は
悪
那
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山
に
近
き
紳
坂
峠
、大
昔
の
木
曾
の
御
坂
の
す
ぐ
北
に
富
士
見
憂
な
ど
云
ふ
頭
の
潤
く
平
な
山
が
あ
う
哉
す
が
、此
れ
も

小
藤
博
士
の
云
は
れ
る
美
濃
飛
輝
高
原
の
準
平
原
の
残
物
か
も
知
に
我
せ
ん
。
兎
に
角
山
嶽
の
螢
達
の
途
中
に
は
此
ん

な
頂
の
平
な
形
の
山
が
あ
る
こ
と
は
次
に
中
す
や
う
な
壮
年
の
山
嶽
ば
か
う
見
な
れ
た
我
々
に
は
珍
ら
し
く
思
は
れ
ま

し
た
。

侵
蝕
の
彫
刻
が
更
に
進
む
と
最
早
や
線
て
の
峰
は
実
♭
尾
根
は
狭
い
馬
の
脊
の
形
に
な
り
、
谷
々
は
枝
の
や
う
に
分

れ
て
全
山
嶽
の
間
を
縫
ひ
、
起
伏
は
最
大
に
達
し
て
、
峰
は
高
く
甕
え
、
谷
は
深
く
刻
み
、
制
剥
作
用
は
最
大
速
度
に

行
は
れ
る
や
う
に
な
る
と
、
山
の
輪
廓
は
所
謂
山
形
な
る
波
般
を
な
し
て
、
連
山
波
濤
の
如
く
な
ど
云
ふ
形
容
が
言
つ

て
末
ま
す
。
流
水
の
彫
刻
は
此
所
に
於
て
完
成
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
此
れ
が
私
共
の
頭
に

一
番
よ
く
浸

み
込
ん
で
居
る
、
我
々
の
生
活
に

一
番
密
接
な
開
係
の
あ
る
山
の
大
部
分
で
あ
つ
て
、
術
語
を
用
ゐ
る
な
ら
ば
壮
年
的

に
解
析
さ
れ
た
山
嶽

（
〓三
〓
Ｌ
】

』
π
ｌ
ｏｒ一　
〓５
Ξ
〓
三
）
な
る
も
の
は
此
で
あ
り
ま
す
。
通
常
起
伏
が
あ
ま
う
大

き
く
な
い
限
ウ
は
、
其
の
地
方
地
方
に
特
有
な
森
林
は
此
の
彫
刻
を
彩
色
し
た
や
う
に
、
熱
帯
の
樹
林
、
或
は
唆
帯
的

な
椎
構
な
ど

つ
常
緑
開
葉
樹
林
或
は
ブ
ナ
、
ナ
ラ
な
ど
の
落
葉
闊
葉
樹
林
又
は
針
葉
樹
林
な
ど
が
欝
蒼
と
し
て
山
谷
に

茂
ウ
ま
す
。
常
線
闇
葉
樹
林
は
九
州
の
邊
部
な
所
に
で
も
行
か
な
け
れ
ば

一
般
に
滅
亡
し
て
草
山
が
之
に
取
つ
て
代
つ

て
居
る
の
は
人
間
の
生
活
が
濫
伐
を
敢
て
せ
し
め
た
鶯
だ
と
林
學
者
は
教

へ
ま
す
。
兎
に
角
秩
父
山
系
、
丹
澤
、御
坂
、

紀
伊
山
系
又
四
國
山
系
、
越
後
山
系
等
、
主
な
る
群
山
は
皆
な
此
の
形
式
の
山
嶽
で
す
し
、
飛
騨
、
赤
石
等
の
高
山
で

も
上
部
は
起
伏
が
著
し
く
大
き
い
丈
で
裾
の
方
は
漸
次
に
中
連

山
地
に
な
つ
て
般
年
山
嶽
の
特
色
を
獲
揮
し
て
居
ま

す
。
岩
石
の
支
配
は
、
今
や
山
腹
が
岩
層
に
殆
ど
完
全
に
被
覆
さ
ね
土
壌
さ
へ
も
生
じ
て
家
る
と
、
極
め
て
微
々
た
る

も
の
に
な
つ
て
、
山
相
を
み
て
岩
石
を
察
す
る
こ
と
な
ど
は
思
ひ
も
寄
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
然
し
な
が
ら
猫
ほ

組
織
の
如
何
は
何
に
か
謄
然
た
る
力
を
有
し
て
ゐ
る
に
相
違
な
く
、
谷
の
分
布
の
粗
密
即
ち
山
の
装
の
細
大
な
ど
に
も

関
係
が
あ
う
ま
せ
う
ｃ
此
の
装
の
模
様
は

目
Ｃ諄
露
の・
２
一＆
①〓
品

と
中
し
我
す
が
、
山
の
起
伏
の
大
小
従
つ
て
傾
斜

○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村
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の
綾
急
に
開
し
ま
す
。
高
山
を
見
渡
し
ま
す
と
、
其
の
大
小
の
山
脚

（の電
〓
）
は
急
崚
に
直
線
的
に
谷
底
を
目
が
け
て

引
き
落
さ
れ
て
居
る
し
、
細
か
い
谷
や
澤
は
あ
ま
う
限
に
つ
か
ず
、す
べ
て
が
大
規
模
に
雄
大
に
見
え
る
、
つ
ま
り
装
が

粗
大
な
や
う
に
見
え
ま
す
が
、起
伏
が
低
く
傾
斜
が
緩
に
な
る
に
従
つ
て
、
山
脚
は
う
ね
ノ
ヽ
と
迂
餘
曲
折
し
、
谷
や
澤

が
細
か
く
其
間
を
刻
ん
で
居
る
。
丁
度
急
な
川
が
奔
放
な
流
れ
方
を
す

る

の
に
、
緩
流
は
蛇
行
す
る
の
に
似
て
居
■

ャ
。
丁
度
尚
大
起
伏
の
山
嶽
の
彫
刻
は
名
匠
の
様
な
放
脂
な
襲
の
あ
と
を
見
る
や
う
な
も
の
だ
し
、
低
い
出
谷
の
細
か
い

彫
刻
は
小
器
用
に
刻
ん
だ
細
ェ
物
の
や
う
な
威
じ
が
し
ま
す
。
壮
年
の
山
嶽
の
間
を
流
れ
る
谷
は
同
じ
く
批
年
の
状
態

に
あ
る
。
瀧
も
な
ひ
早
瀬
も
な
い
、
所
々
に
河
原
の
あ
る
や
う
な

空
Ｌ
（Ｌ
Ｌ
４ｏ【
か
と
云
ふ
に
其
う
ば
か
う
も
行
き
曖

せ
ん
。
中
位
の
起
伏
の
山
嶽
で
は
、
殊
に
大
き
な
川
は
其
う
な
つ
て
居
る
で
せ
う
が
、
高
峻
な
壮
年
山
嶽
間
の
河
で
は

未
だ
幼
年
の
態
を
存
し
て
居
る
所
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
殊
に
枝
流
や
谷
の
上
流
に
は

「
タ
キ
」
に
な
つ
て
居
て
通

れ
な
い
な
ど
云
ふ
所
が
少
く
な
い
。
此
の
際
に
は
岩
石
の
影
響
も
餘
程
あ
り
ま
す
の
で

一
つ
の
地
方
の
谷
で
も

一
様
に

は
行
き
ま
せ
ん
。
同
じ
花
同
岩
の
常
念
山
脈
の
中
で
も
鳥
川
の
谷
の
様
に
良
く

Ｑ
”生
の
さ
れ
た
安
々
と
大
石
の
河
原
ヒ

惇
つ
て
昇
降
出
来
る
谷
も
有
る
か
と
思
へ
ば
、
高
の
湯
の
傍
の
瀧
の
澤
の
や
う
に
飛
瀑
の
連
績
の
や
う
な
も
の
も
有
り

ま
す
。
大
井
川
な
ど
は
共
の
中
流
か
ら
は
ポ
ッ
ボ
ッ
河
原
が
谷
底
に
見
ら
れ
る
位
の
餘
裕
を
示
し
て
、桃
島
，椛
島
な
ど
、

島
の
名
ン
附
せ
ら
れ
て
居
る
し
、
旧
代
の
村
か
ら
下
流
は
蛇
行
す
る
こ
と
甚
し
く
、
や
ゝ
悠
々
と
し
た
様
子
を
示
し
て
居

ま
す
が
、
之
に
反
し
て
黒
部
の
谷
は
あ
の
大
き
な
河
で
あ
る
に
開
ら
ず
未
だ
幼
年
の
姿
を
存
し
て
激
し
い
侵
蝕
の
舞
墓

に
な
つ
て
居
ま
す
。
猿
飛
の
峡
流
な
ど
も
其
の
一
っ
で
ぁ
り
ま
す
。
猿
飛
と
云
へ
ば
、
耶
馬
漢
の
鹿
飛
に
し
ろ
、
槍
ケ

嶽
の
蒲
田
に
む
く
右
股
で
し
た
か
左
股
だ
か
の
熊
飛
に
し
て
も
皆
幼
年
の
状
態
を
思
は
せ
る
面
白
い
名
構
だ
と
思
は
れ

る
ｏ
黒
部
の
枝
谷
で
あ
る
郷
澤
、
内
蔵
助
澤
叉
棒
小
屋
澤
に
し
て
も
東
谷
と
地
国
に
誌
さ
れ
た
澤
に
し
て
も
、
其
合
流

諮
に
瀑
を
造
つ
て
不
協
和
結
合
（∪
″
８
■
〓
二
Ξ
〓
ｃ↓

を
篤
し
て
居
る
の
に
も
驚
か
れ
ま
す
。
云
ふ
■
で
も
な
く
河
流

の
幼
年
時
代
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
本
流
の
侵
融
に
支
流
の
共
れ
が
歩
調
を
合
せ
て
行
く
乙
と
が
出
来
な
い
結
果
で

六
四
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有
う
ま
す
。
此
れ
な
ど
は
日
本
で
外
に
は
類
例
の
無
い
地
貌
で
あ
う
ま
す
が
、
な
ほ
黒
部
の
本
流
自
身
さ
へ
、
あ
の
大

流
が
立
山
の
直
下
で

一
箇
所
瀑
布
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
が
地
形
国
に
示
さ
れ
て
居
ま
す
が
、
未
だ
何
等
の
記
事
も
篤
具

も
不
幸
に
し
て
見
る
事
が
出
来
な
い
。
信
州
猟
師
の
所
謂
廊
下
な
る
黒
部
別
山
下
の
大
岩
壁
下
の
黒
部
川
は
如
何
に
批

粗
を
極
め
て
居
る
か
想
像
致
さ
れ
竣
す
。

壮
年
の
絶
頂
を
通
う
越
す
と
、
山
の
起
伏
は
減
ず
る

一
方
と
な
う
、
峰
は
岩
層
の
衣
が
厚
く
な
つ
て
丸
味
を
帯
び
、

全
般
の
傾
斜
は
緩
と
な
多
、
谷
は
打
ち
開
け
て
、
概
し
て
温
和
な
形
の
晩
壮
年
の
山
嶽
所
謂

〓
〓
８
】
ヨ
ｏΞ
ュ
〓

と

化
し
ま
す
。
日
本
に
も
此
の
種
の
山
が
有
る
の
で
せ
う
が
、
通
例
を
基
げ
策
ね
ま
す
。
布
圏
着
て
寝
た
る
姿
な
ど
云
は

れ
や
う
と
す
る
形
で
あ
つ
て
、
装
は
粗
大
と
な
つ
て
尾
根
は
鈍
く
な
る
。
四
國
あ
た
う
の
何
々
丸
な
ど
と
名
づ
け
ら
に

る
山
何
々
森

（盛
の
意
？
）
な
ど
云
は
れ
る
由
は
此
の
種
の
も
の
で
し
や
う
か
御
教
示
を
願
ひ
た
く
思
ひ
ゆ
す^
。
米
國

南
カ
ロ
ソ
ナ
の

”
Ｆ
の
り
一辞
０
な
ど
は
此
の
好
例
と
せ
ら
れ
、
何
々

缶
ｏ〓
①
の
名
を
冠
す
る
峰
が
多
い
と
申
し
ま
す
。

以
上
略
記
し
た
や
う
な
、
す
ブ
デ
ユ
ー
ド
フ
ォ
ー
ム
を
有
す
る
低
い
山
は
、
軟
蒻
な
岩
石
の
、
最
初
か
ら
餘
う
高
位

置
ま
で
隆
起
し
な
か
つ
た
第
三
紀
層
の
地
方
な
ど
に
は

一
番
多
く
あ
る
と
期
待
す
る
こ
と
が
出
来
哉
す
。
東
海
道
の
戸

塚
程
ケ
谷
の
邊
な
ど
か
ら
大
磯
國
府
津
邊
の
丘
陵
地
に
此
の
形
が
見
ら
れ
ま
す
。
岡
の
間
の
緩
か
な
谷
底
は

「
ャ
ツ
」

な
ど
云
は
れ
る
操
地
で
昔
は
慮
荻
が
生
ひ
茂
っ
た
の
で
せ
う
が
、
今
は
多
く
水
田
に
な
つ
て
小
さ
な
村
々
が
散
在
し
て

居
ま
す
。
遠
州
の
掛
川
の
南
の
小
笠
郡
あ
た
り
の
第
三
紀
居
地
も
大
腔
似
た
地
形
で
す
。

乙
の
晩
般
年
時
か
ら
先
き
は
、
起
伏
は
追
々
小
さ
く
な
る
ば
か
り
、
迩
に
地
貌
は
老
年
期
に
入
つ
て
、
線
て
の
制
剥

作
用
が
不
活
渡
に
な
う
、
準
手
原
に
近
づ
い
て
家
る
。
其
れ
な
ら
準
平
原
は
何
庭
に
あ
る
と
云
は
れ
ま
す
と
、
少
し
困

る
こ
と
に
は
大
抵
の
準
平
原
は
再
ぴ
隆
起
し
て
―
第
二
の
輸
廻
に
入
つ
て
幼
年
の
地
貌
に
な
つ
て
居
る
の
で
、
原
の
低

い
位
置
に
あ
る
も
の
は
大
憂
少
い
と
云
ふ
こ
と
で
す
ｏ
準
手
原
の
言
葉
や
思
想
を
學
術
界
に
知
ら
せ
た
デ
ー
プ
ィ
ス
先

生
で
さ
へ
、
具
物
の
準
李
原
は
餘
程
後
年
に
西
部
シ
ベ
リ
ア
の
セ
ミ
パ
フ
テ
ィ
ン
ス
ク
附
近
の
漿
野
に
螢
見
し
て
、
多

の
■
獄
諸
相
　
　
辻
村

赤
二ヽ
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年
の
塞
想
と
賓
現
し
た
や
う
に
感
じ
た
な
ど
と
書
い
て
居
ま
す
。
此
の
準
手
原
な
る
李
坦
な

一
見
無
趣
床
な
荒
原
も
も

其
の
地
質
構
造
か
ら
曾
て
魂
々
と
し
て
饗
え
て
居
た
、
大
山
嶽
の
末
路
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
と
、
無
限
の
興
味
を
威

じ
な
い
わ
け
に
は
居
ら
ま
せ
ん
。

地
塁
山
嶽
　
今
迄
長
々
と
述
べ
立
て
た
山
嶽
の
形
貌
は
、
皆
外
部
の
螢
力
の
彫
刻
に
依
る
も
の
で
し
た
。
テ
ィ
ン
ダ

″
先
生
が
ユ
ン
グ
フ
ラ
ク
を
眺
め
て
考
へ
た
や
う
に
比
れ
は
皆
な
太
陽
の
勢
力
が
な
し
た
仕
事
に
外
な
ら
な
い
。
岩
石

の
破
壊
も
、
氷
河
の
琢
磨
も
、
流
水
の
侵
蝕
も
。
然
し
此
れ
か
ら
の
彫
刻
の
材
料
に
な
る
所
の
も
の
は
、
地
球
自
身
の

内
部
に
潜
む
力
が
様
々
な
形
に
働

い
て
作
る
。
火
山
は
其
の
一
つ
で
す
が
、
此
は
後
に
特
別
に
申
し
た
う
御
座
い
ま

す
。
地
表
の
廣
域
に
わ
た
る
隆
起
即

く
”≡
】】∝
な
る
も
の
は
、
多
く
の
山
嶽
の
原
相
を
作
る
も

の
と
信
じ

ら
れ
ま

す
、
ア
／
プ
ス
や
ヒ
マ
ラ
ア
な
ど
の
長
大
な
櫂
曲
山
嶽
で
は
、
花
同
岩
で
あ
ら
う
が
石
友
岩
で
あ
ら
う
が
、有
ゆ
る
堅
岩

を
、
ま
る
で
鮨
か
な
に
か
の
や
う
に
、
揉
み
憤
し
、
引
き
延
ば
し
て
、
恐
し
い
程
の
烈
し
い
櫂
曲
を
作
つ
て
ゐ
る
所
謂

造
山
作
用
は
、
主
に
地
下
の
深
所
高
温
張
歴
の
所
で
迩
行
さ
れ
た
に
相
違
な
く
、
其
れ
が
直
接
に
現
在
の
ア
″
プ
や
ヒ

マ
ラ
ア
の
原
相
を
作
つ
た
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
此
よ
う
申
す
所
の
作
用
は
、
ワ
ー
ビ
ー
ン
グ
に
依
る

隆
縫
た
共
に
、
疑
も
な
く
多
く
の
山
嶽
の
原
相
を
作
つ
た
作
用
で
有
つ
て
、　
一
日
に
云
へ
ば
地
殻
が
幾
つ
に
丁
分
裂
し

た
塊
片
と
な
つ
て
、
丁
度
湖
や
海
の
氷
が
割
れ
て
上
に
な
つ
た
り
下
に
な
つ
た
う
す
る
や
う
に
、
又
街
路
の
敷
さ
石
が

破
損
し
て
末
て
飛
び
出
た
多
引
つ
込
ん
だ
り
す
る
や
う
に
な
る
、
其
の
飛
び
出
し
た
地
殻
の

一
片
が
地
里
山
嶽
と
な
る

道
理
で
あ
り
ま
す
ｃ
乙
の
塊
片
と
塊
片
と
を
界
す
る
も
の
は
断
層
で
あ
つ
て
、　
一
方
の
地
は
他
に
封
し
て
或
は
滑
う
上

る
、
或
は
ず
う
下
る
、
或
は
双
方
が
反
封
の
方
向
に
各
上
下
へ
と
運
動
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
此
の
如
き
断
居
の
小
さ

な
の
は
濃
美
地
震
ヒ
起
し
、
桑
港
地
震
を
起
し
、
又
皇
海
の
嘉
義
地
震
の
原
因
と
な
つ
た
。
勿
論
此
等
の
場
合
、
依
て

生
じ
た
断
層
崖

（弓
菫
Ｆ

，Ｓ
Ｉ
）
は
僅
々
教
米
に
過
ぎ
な
い
。
で
す
か
ら
数
百
米
又
は
其
以
上
の
断
居
崖
は

一
朝

一
夕

に
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
若
じ
此
れ
が

一
度
に
行
は
れ
た
ら
し
た
ら
ば
人
類
は
滅
亡
し
て
仕
舞
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

六
六
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グ

ラ
ー
ベ

ン

ニ
つ
の
略
平
行
し
た
断
層
間
の
低
地
を
地
溝

（Ｑ
〓
び
Ξ
）
と
云
ひ
、
高
く
飛
び
出
し
た

一
種
の
地
量
山
嶽
は
ホ
／
ス
ト

（目
ｃ
ュ
）
と
云
ひ
ま
す
。
地
溝
に
水
が
溜
れ
ば
湖
水
に
な
る
。
バ
イ
カ
／
湖
、
死
海
な
ど
は
有
名
な
例
だ
し
、
ラ
イ
ン

の
中
流
は
大
き
な
地
溝
の
底
を
勧
第
る
と
云
ひ
曖
す
。
日
本
で
云
へ
ば
信
州
諏
訪
湖
は
明
に
地
溝
の
中
に
湛
へ
ら
れ
た

湖
水
だ
と
信
じ
ま
す
。
能
登
の
邑
知
潟
な
ど
は
日
本
で
は
類
の
無
い
立
派
な
地
溝
で
七
尾
線
は
其
の
中
の
低
地
を
通
つ

て
ゐ
る
、
潟
は
元

一
時
海
峡
で
あ
つ
た
の
が
埋
ま
つ
て
行
つ
た
残
物
で
あ
，９
ま
す
ｏ
か
つ
て
獨
逸
の
軍
艦
が
月
夜
に
此

所
を
海
峡
と
間
違

へ
て
座
礁
し
た
と
云
ふ
、
呑
氣
な
軍
艦
も
有
つ
た
も
の
で
す
が
、
其
位
著
し
い
地
貌
を
呈
し
て
み
ま

す
。

一
般
に
は

一
つ
の
塊
片
は
傾
い
て
所
謂
ｊ
Ｆ
（〓
Ｌ
ｃｏｒ
を
な
し
、
一
方
だ
け
に
急
な
断
層
面
を
示
し
て
居
る
。
先
き

に
外
國
の
例
を
奉
げ
曖
す
と
、
前
に
申
し
た
天
山
山
系
は
無
数
の
塊
片
に
分
離
し
て
隆
起
し
た
立
涙
な
地
量
山
嶽
で
あ

る
と
申
し
ま
す
。
合
衆
國
の

く
”ぎ
”Ｅ
レ
〓
ｏ〓
ュ
〓

な
ど
云
ふ

９
‘８
け
”
ュ
ロ
地
方
の
曲
嶽
に
は
、
多
く
の
地
量
山

嶽
が
あ
つ
て
デ
ー
デ
ィ
ス
先
生
の
研
究
は
主
と
し
て
此
所
で
な
さ
れ
ま
し
た
。勿
論
大
き
な
断
層
壁
の
急
斜
面
は
長
い
問

に
繰
多
返
さ
れ
た
多
く
の
断
居
崖
の
和
と
し
て
、
徐
々
と
高
く
生
長
し
て
行
つ
た
も
の
で
あ
う
ま
す
か
ら
、
其
間
に
は

侵
蝕
作
用
が
働
い
て
急
崚
な
山
や
澤
を
形
成
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
。

一
番
新
ら
く
生
じ
た
断
居
崖
だ
け
が
、
山

脚
の
先
端
に
略
三
角
形
の
小
平
面
を
作
つ
て
一
直
線
に
列
ん
で
ゐ
る
乙
と
が
あ
う
ま
す
ｏ
断
層
壁
下
に
は
盛
ん
な
屍
般

地
―
易

（リ
ニ
）
が
機
達
し
て
居
る
。
断
層
壁
と
反
封
の
山
腹
は
ず
つ
と
緩
傾
斜
を
呈
し
て
居
ま
す
。
此
の
如
き
状
況

も
侵
蝕
が
進
む
に
従
つ
て
、
漸
次
不
明
僚
に
は
な
つ
て
末
ま
す
ｏ
米
國
の
大
山
系
シ
ェラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
は
斯
の
如
く
解
析
さ

れ
た
地
墨
山
嶽
の
由
で
あ
り
ま
す
。
飛
騨
赤
石
の
雨
山
系
の
成
立
は
全
く
，シ
ェラ
ネ
ヴ
ァ
ダ
に
比
す
べ
き
も
の
で
、
一
方

は
主
と
し
て
火
成
岩
で
構
成
さ
れ

一
方
は
整
然
た
る
水
成
岩
層
で
構
造
乙
そ
違
ひ
ま
す
が
、
同
じ
く
其
の
東
方
は
本
州

を
中
央
で
横
断
し
た
大
断
層
線
、
矢
部
博
士
の
所
謂
絲
魚
川
静
岡
地
構
線
に
臨
む
で
、
高
大
次
断
居
壁
を
な
し
て
居
る

が
、
已
に
彫
刻
が
著
し
く
進
ん
で
ゐ
る
か
ら
其
特
徴
は
頴
著
で
は
無
い
。
然
し
諏
訪
湖
の
地
溝
に
臨
む
杖
突
峠
具
志
野

峠
の
附
近
に
は
比
較
的
新
期
の
断
層
の
形
跡
が
十
分
で
、
高
速
方
面
に
注
ぐ
谷
々
の
底
は
峠
の
所
ま
で
其
哉
ゝ
開
け
て

琥 一 第 年 四 十 第 岳 山
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嶽
諸
相
　
　
辻
村

綬
く
つ
づ
き
其
所
で
ブ
ツ
リ
と
切
れ
て
ゐ
て
、
諏
訪
方
面
の
急
斜
面
に
臨
ん
で
ゐ
る
。
三
角
形
の
末
端
面
（日
ｃΞ
ｒュ

ｒ
二
∽）
さ
へ
敷
箇
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
木
ま
す
。
飛
騨
山
系
の
東
面
が
断
居
壁
の
彫
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
は
非

常
に
大
き
く
見
る
と
氣
が
付
き
ま
す
が
、
細
部
の
地
貌
に
何
の
位
現
れ
て
居
る
か
私
は
ま
だ
よ
く
知
う
政
せ
ん
。
然
し

高
瀬
川
、
梓
川
、
其
他
烏
川
で
も
中
房
川
で
も
皆

一
様
に
安
曇
の
不
に
屍
を
堆
積
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
、
安
曇
の
不
野
が

元
大
湖
で
あ
つ
た
と
云
ふ
偉
説
、
青
木
湖
等
の
存
在
は
何
等
か
の
事
賞
を
暗
示
し
て
居
ま
す
。

日
本
に
は
地
墨
山
嶽
の
数
が
思
の
外
に
多
い
、
戸
隠
山
の
東
面
は
疑
も
な
く
立
涙
な
断
層
壁
で
、
此
の
急
斜
面
に
急

速
に
働
く
侵
触
が
た
だ
さ
へ
岩
石
の
露
れ
易
い
人
山
集
塊
岩
を
攻
撃
し
て
突
死
と
し
た
奇
峰
を
作
つ
た
の
で
せ
う
。
木

曾
川
の
申
流
、中
津
町
の
西
方
一
帯
中
央
線
に
平
行
し
て
北
面
す
る
一
連
の
暉
壁
は
屏
風
山
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
、此
又

一
の
著
し
い
地
曇
山
嶽
ら
し
い
。
久
留
米
市
の
南
方
に
も
水
組
屏
風
山
と
稀
せ
ら
れ
る
断
居
地
形
が
見
ら
れ
る
。
畿
内

の
地
方
は
小
川
博
士
も
言
は
れ
る
通
う
、
鈴
鹿
、
葛
城
、
養
老
、比
良
、六
甲
等
の
諸
山
脈
が
縦
横
に
交
錯
し
て
起
つ
た

断
層
の
結
果
と
し
て
堀
起
し
て
居
ま
す
。
養
老
山
脈
の
縁
邊
は
濃
美
不
野
に
向
つ
て
急
雑
耳
し
、
最
新
の
断
居
崖
の
様
子

な
ど
が
大
垣
効
象
紳
ゆ
汽
車
の
窓
か
ら
も
手
に
取
る
や
う
に
見
ら
れ
ま
す
。
六
甲
山
は
紳
戸
市
に
臨
ん
で
二
三
の
断
層

崖
ヒ
以
て
、
楷
段
状
断
層
と
な
し
て
、
落
ち
込
ん
で
ゐ
る
ら
し
く
思
は
れ
ま
す
。
但
し
断
居
崖
の
状
況
は
著
し
く
破
壊

さ
れ
て
居
ま
す
。
有
馬
、
質
塚
な
ど
の
温
泉
班
泉
が
断
層
の
裂
鮮
か
ら
噴
力
出
し
て
居
る
こ
と
は
、
比
企
教
授
の
注
意

さ
れ
た
所
で
あ
り
ま
す
。
近
江
の
琵
琶
湖
ほ
大
性
に
於
て
比
良
山
脈
の
東
邊
の
大
断
居
壁
に
よ
つ
て
堰
き
留
め
ら
れ
た

馬
に
生
じ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
此
れ
を
小
規
模
に
行
つ
た
や
う
な
の
が
丹
波
範
岡
町
の
東
北
方
に
績
く
断
居
壁

で
、
曾
て
は
湖
水
ヒ
湛
へ
た
と
思
は
れ
る
亀
岡
の
不
野
か
ら
出
る
大
堰
川
は
、
屈
曲
し
た
流
路
を
取
つ
て
、
塊
片
を
開

盤
す
る
幼
年
の
谷
と
し
て
保
津
川
の
奇
勝
を
作
つ
て
居
ま
す
。

云
ひ
落
し
た
の
は
諏
訪
の
地
溝
で
、赤
石
山
系
の
東
北
部
を
プ
ツ
リ
と
断
つ
た
断
層
壁
の
と
は
中
し
ま
し
た
が
、東
の

壁
は
霧
が
峰
の
希
野
ヒ
切
り
落
し
て
居
ま
す
、
但
断
層
壁
は
大
憂
に
侵
蝕
さ
れ
て
居
て
両
方
の
も
の
よ
う
は
古
い
顔
付

六
ハ
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き
を
し
て
居
ま
す
。

人
山
の
形
貌
　
今
迄
述
べ
家
つ
た
所
で
大
略
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本
に
於
て
普
通
見
ら
れ
る
火
山
以
外
の
も
の
を
通

覧
し
ま
し
た
、
人
に
比
等
に
劣
ら
ず
重
要
な
火
山
の
地
貌
に

一
瞥
を
典
へ
た
い
と
思
ひ
政
す
。
我
國
に
於
て
昔
の
人
が

何
時
の
間
に
か
決
め
た
名
山
な
る
も
の
の
多
く
が
、
大
山
で
あ
る
事
は
不
思
議
な
位
で
す
が
、
此
に
は
様
々
な
原
因
も

有
う
ま
せ
う
が
、
第

一
に
火
山
は
不
野
の
上
に
も
、
海
濱
の
近
く
に
も
、
叉
群
山
の
中
に
あ
れ
ば

一
段
高
く
孤
響
し
て

居
て
、
街
道
筋
な
り
都
會
な
ど
か
ら
見
て
、
特
に
秀
麗
な
威
じ
を
起
さ
せ
た
事
、
之
に
反
し
て
我
々
が
今
珍
重
し
て
措

か
な
い
中
央
の
大
山
系
な
ど
は
、
昔
時
の
文
明
か
ら
は
餘
う
に
遠
ざ
か
う
過
ぎ
て
居
る
し
、
群
雄
割
族
の
状
を
な
し
て

特
に
眼
立
な
い
事
も

一
つ
の
原
因
で
し
た
ら
う
。
又
普
通
火
山
に
み
る
頂
近
く
の
急
な
裾
野
を
廣
々
と
続
ら
せ
た
八
面

玲
朧
の
単
純
な
形
態
美
が
、
昔
の
人
の
美
感
を
直
ぐ
に
誘
破
し
た
の
に
反
し
て
、
高
山
の
景
象
は
餘
う
に
複
雑
で
、
ュ

つ
恐
ろ
し
く
、
火
山
の
崇
高
端
厳
に
し
て
柔
和
な
形
状
ほ
ど
の
美
意
識
を
起
さ
せ
な
か
つ
た
の
も

一
因
だ
つ
た
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
妙
な
警
で
す
が
不
協
和
と
昔
は
思
は
れ
た
調
音
が
今
用
ゐ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
め
、
古
代
の
人
が
反
封
色

な
ど
の
配
合
を
愛
で
た
う
し
た
の
に
似
通
つ
て
居
る
や
う
な
も
の
と
も
云
へ
ま
せ
う
。
然
し
今
の
時
代
に
も
矢
張
―
富

士
の
高
嶺
は
昔
通
う
に
壮
厳
に
仰
が
れ
ま
す
。
富
士
見
邊
う
か
ら
み
た
此
の
霊
峰
の
天
に
迫
つ
て
居
る
様
は

「
鍾
得
秀

議設
氣
、
築
成
東
海
彎
、
天
工
蓋
千
此
、
不
復
出
名
山
」
な
ど
云
ふ
句
を
何
物
よ
う
も
切
責
に
思
ひ
出
さ
せ
る
ハ）

我
々
が
火
山
と
云
ス
名
の
下
に
直
に
思
ひ
浮
ぶ
の
は
富
士
形
の
山
で
あ
多
竣
す
。
薩
靡
富
士
の
開
聞
岳
暇
夷
富
士
の

マ
ク
カ
リ
ヌ
プ
リ
な
ど
、
何
々
富
士
の
名
を
得
た
山
の
多
く
は
、
富
士
山
に
於
て
絶
美
の
域
に
達
し
て
居
る
や
う
に
、

頂
上
部
の
制
つ
た
や
う
に
急
崚
な
、
そ
の
山
腹
が
ず
つ
と
下
求
で
殆
ど
直
線
動
に
引
き
落
さ
れ
る
と
、
や
が
て
優
美
な

曲
線
を
作
つ
て
、
次
第
に
綾
く
裾
野
の
原
を
作
つ
て
、
安
定
な
感
じ
を
典
へ
る
。
其
頂
に
は
比
較
的
に
小
さ
い
人
口
が

あ
つ
て
、
浅
間
や
霧
島
の
や
う
に
煙
を
揚
げ
て
居
る
活
火
山
も
あ
る
し
、
霧
島
の
大
浪
池
な
ど
の
や
う
に
明
浄
な
火
口

湖
を
湛

へ
て
ゐ
る
の
も
あ
り
ま
す
。
霧
島
火
山
群
の
人
口
は
序
に
申
し
ま
す
と
、韓
國
嶽
に
せ
よ
新
燃
に
せ
よ
、
一
般
に

琥 第 年 四 十 第 岳 山

○
山
嶽
諸
相

六
九
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此
の
式
の
火
山
と
し
て
は
大
い
や
う
で
あ
う
ま
す
。
人
口
壁
に
靖
色
や
黒
色
の
氣
味
の
悪
い
縞
を
作
つ
て
露
は
れ
て
ゐ

る
累
居
を
見
て
も
、此
の
種
の
人
山
が
液
状
に
融
け
た
鉢
岩
を
流
し
、
又
火
山
礫
、友
、弾
な
ど
の
榔
出
物
を
飛
し
て
幾
千

萬
年
の
間
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
と
云
ふ
こ
と
が
直
に
分
る
。
此
の
故
に
成
層
火
山
と
前
に
は
云
ひ
ま
し
た
。
シ
ユ

ナ
イ
ダ
ー
氏
の
分
類
で
は
コ
ニ
ー
デ
の
名
を
附
し
て
居
ま
す
。
以
上
は
極
め
て
簡
単
な
コ
ニ
ー
デ
火
山
般
の
特
徴
を
基

げ
た
の
で
す
が
、富
士
山
で
さ
へ
斯
ん
な
軍
調
な
構
造
は
し
て
居
ま
せ
ん
、も
つ
と
複
雑
な
構
造
か
ら
成
つ
て
ゐ
ま
す
。

即
多
数
の
側
火
山
が
中
腹
以
下
に
噴
き
出
し
て
、
大
室
山
其
他
の
小
園
錐
が
近
よ
つ
て
が
る
と
木
立
の
中
に
小
凹
凸
を

作
つ
て
ゐ
る
。
其
等
は
略
ぼ
四
方
に
輻
射
状
の
裂
縛
線
の
上
に
噴
き
出
た
こ
と
は
、
シ
チ
リ
ア
の
大

エ
ト
ナ
を
始
め
、諸

所
の
コ
ニ
ー
デ
火
山
艦
に
見
る
所
で
す
が
、
な
ほ
其
上
富
士
山
で
は
富
士
火
山
帯
の
方
向
即
北
微
西
か
ら
南
微
束
の
方

に
小
側
火
山
が
密
集
し
て
居
る
事
や
、
噴
出
物
も
此
の
両
方
面
に
多
く
し
て
富
士
山
の
裾
野
は
厳
密
に
国
錐
状
で
は
無

く
、
少
し
楕
園
状
に
い
び
つ
に
な
つ
て
わ
る
こ
と
、
賓
永
の
側
火
日
は
矢
張
り
此
の
線
の
方
向
の
裂
鉾
に
浩
ふ
、
三
箇

の
火
日
の
珠
敷
状
に
繋
が
つ
た
も
の
な
る
こ
と
な
ど
を
知
る
事
が
出
家
ま
す
。

一
番
完
全
な

コ
ニ
ー
デ
と
思
は
れ
る
開

聞
岳
も
其
の
上
部
は
其
賞
奮
火
口
を
殆
ん
ど
埋
め
詰
し
て
新
に
出
来
た
鉢
岩
般
で
あ
の
通
う
の
急
崚
な
回
錐
を
示
す
の

だ
と
云
ひ
ま
す
し
、
ま
し
て
其
他
の
人
山
と
来
た
ら
手
の
着
け
や
う
の
な
い
紛
糾
し
た
構
造
を
示
し
て
ゐ
る
の
も
あ
う

ま
す
。
漫
間
山
な
ど
は
西
か
ら
東
に
と
噴
出
の
中
心
が
だ
ん
ノ
ヽ
移
つ
て
行
つ
て
二
つ
の
奮
人
口
壁
は
牙
百
な
ど
の
三

日
月
形
な
崎
壁
と
な
つ
て
残
つ
て
居
る
。
此
れ
な
ど
は
未
だ
簡
単
な
方
で
、
櫻
島
の
や
う
に
三
つ
も
の
人
山
膿
が
、
双

子
の
や
う
に
癒
合
し
て
縦
に
見
れ
ば
富
士
形
の
コ
ニ
ー
デ
の
や
う
で
す
し
、
横
の
鹿
兄
島
か
ら
見
る
と
や
ヽ
屏
風
の
や

う
に
幅
廣
く
な
つ
て
居
る
。
御
嶽
な
ど
の
大
火
山
に
な
り
ま
す
と
よ
く
為
具
に
あ
る
通
多

一
見
山
脈
の
や
う
に
見
え
る

の
は
矢
張
う
こ
の
横
向
の
姿
で
、
勿
論
頂
上
部
の
構
造
は
通
に
混
み
入
つ
て
居
ま
す
が
・、
北
方
槍
ケ
嶽
の
方

か

ら
み

れ
ば
、
少
し
く
富
士
形
に
な
つ
て
見
え
る
。
乗
鞍
嶽
の
大
火
山
艦
な
ど
は
幾
つ
も
の
噴
出
黙
が
ゴ
ク
／
ヽ
に
寄

９
合
つ

て
更
に
不
規
則
に
な
つ
て
了
つ
て
居
ま
す
。

(7(〕 )



コ
ニ
ー
デ
火
山
の
上
部
が
爆
螢
で
噴
き
飛
さ
れ
る
か
、
重
み
に
堪

へ
ず
メ
リ
込
ん
で
陥
入
し
て
仕
舞
ふ
か
す
る
と
、途

方
も
な
く
大
き
な
カ
ノン
デ
ラ
（の
ュ
（】のコ
）と
云
ふ
凹
み
に
な
る
。
力
″
デ
ラ
の
湖
水
が
溜
つ
た
の
が
風
光
明
媚
な
十
和
田

田
澤
の
諸
湖
、
北
海
道
で
は
支
笏
湖
と
か
洞
爺
湖
と
か
云
ふ
も
の
で
す
。
最
近
に
知
れ
た
日
本
で
は
比
類
の
無
い
立
派

な
力
／
デ
ラ
湖
は
、千
島
列
島
中
温
爾
古
丹
の
幽
仙
湖
と
名
づ
け
ら
れ
た
湖
水
で
、此
所
を
測
量
し
た
人
達
の
話
を
聞
ざ

ま
し
て
も
地
形
国
で
見
ま
し
て
も
、
費
に
典
型
的
な
も
の
で
、
四
用
は
急
崚
な
力
／
デ
ラ
壁
が
殆
ど
具
園
形
に
湖
面
を

固
続
し
て
据
て
、
有
名
な
北
米
オ
ン
ゴ
ン
州
の

０
〓
写

Ｆ
Ｌ
お

に
比
し
す
も
遜
色
が
無
い
か
と
思
は
れ
ま
す
。
後
者
は

米
人
の
誇
示
す
る
所
で
、
ソ
Ｆ
。
〓
駕
３
ご

と
似
に
名
づ
け
た
奮
火
山
艦
は
其
谷
々
が
氷
期
の
氷
河
に
制
磨
さ
れ
た
状
哉

で
歴
然
と
留
め
た
ま
ゝ
、
其
の
上
部
が
力
／
デ
ラ
湖
に
な
つ
て
了
つ
て
、
幽
迭
な
風
光
を
現
じ
て
居
る
の
だ
そ
う
で
す
。

温
爾
古
丹
と
並
ん
で
南
北
の
双
壁
と
見
ら
れ
る
の
は
、
朝
鮮
白
頭
山
の
龍
王
渾

一
名
天
池
で
あ
う
ま
す
。
此
れ
等
は
十

和
田
湖
や
田
澤
湖
の
様
に
其
の
幽
寂
な
景
色
が
人
を
畏
怖
せ
し
め
、動
も
す
れ
ば
紳
怪
な
件
説
耐
話
を
産
み
出
し
ま
す
。

然
じ
龍
王
漂
の
や
う
に
廣
い
湖
面
が
長
く
其
哉
ゝ
に
な
つ
て
ゐ
る
事
は
筆
ろ
稀
で
、　

。
オ
ン
ゴ
ン
の
ク
ン
ー
タ
ー
ン
ー
ク

で
も
後
か
ら
噴
出
し
た
火
山
が
小
さ
な
島
に
な
つ
て
居
る
し
、
洞
爺
湖
に
も
中
島
が
あ
る
し
、
幽
仙
湖
に
至
つ
て
は
高

崚
な
火
山
錐
が
逸
に
力
／
デ
ラ
壁
の
上
に
饗

へ
て
ゐ
る
。
始
め
て
此
所
を
測
量
し
た
時
に
は
遠
く
か
ら
見
て

一
つ
の
人

山
だ
と
思
つ
て
登
つ
て
見
る
と
、
意
外
に
も
環
状
の
湖
水
を
足
下
に
獲
見
し
て
驚
い
た
と
云
ふ
事
で
す
。
途
に
湖
水
の

一
方
が
決
潰
し
て
水
が
乾
固
し
て
了
へ
ば
、
現
在
の
阿
蘇
の
大
火
山
の
火
口
原
に
み
る
や
う
な
地
貌
に
な
る
。
阿
蘇
箱

根
を
始
め
と
し
て
所
謂
二
重
火
山
な
る
も
の
は
餘
う
に
人
口
に
胎
条
し
て
居
る
か
ら
此
所
に
は
申
し
ま
す
ま
い
。
其
他

磐
梯
山
の
破
裂
の
や
う
に
山
体
の

一
部
を
破
壊
し
て
麓
に
泥
土
岩
塊
を
散
乱
さ
せ
、
河
水
を
堰
き
止
め
て
湖
水
を
造
つ

た
り
、
火
山
腱
の
横
腹
に
硫
質
の
瓦
斯
を
噴
き
出
す
硫
氣
孔

（の
二
）Ｆ
百
↓
を
作
つ
て
盛
に
岩
石
を
分
解
し
て
粘
土
と

す
る
篤
に
、
其
慇
が
築
研
の
や
う
な
形
に
深
く
崩
壊
侵
蝕
さ
れ
て
行
く
状
は
御
嶽
の
地
獄
谷
、
八
ケ
嶽
北
箕
冠
岳
、
箱

根
で
云
へ
ば
大
地
獄
や
早
雲
地
獄
の
や
う
に
、
大
き
く
目
を
開
い
て
靖
色
、
友
白
色
に
彩
ら
れ
、

一
種
凄
惨
な
観
を
呈
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し
ま

す

。

斯
様
な
火
山
形
は
勿
論
未
末
永
劫
に
不
需
根
の
名
の
如
く
不
憂
な
も
の
で
は
無
く
、
地
球
の
眠
か
ら
み
た
な
ら
ば
瞬

間
の
命
し
か
保
た
な
い
。
噴
火
が
止
ん
で
増
築
の
作
用
が
終
う
に
な
る
と
、
此
れ
等
の
天
壇
に
ヽ
遠
慮
會
澤
な
く
制
剣

の
手
が
下
さ
れ
ま
す
埼
其
の
順
序
は

一
般
山
嶽
の
彫
刻
と
大
同
小
異
で
、多
く
のヽ
場
合
急
峻
な
頂
上
部
が
先
づ
破
壊
さ
れ

侵
蝕
ま
れ
、
裾
野
に
は
幼
年
の
谷
が
輻
射
状
に
走
る
。
富
士
や
浅
間
や
霧
島
な
ど
の
火
山
の
裾
に
は
雨
裂
と
陸
軍
で
ま

ぶ
極
め
て
幼
稚
な
溝
が
あ
つ
て
、
雨
水
を
流
す
涸
れ
川
で
す
が
、
岩
木
山
と
な
る
と
幼
年
の
谷
が
大
山
錐
を
切
う
刻
ん

で
、
瀧
な
ど
が
所
々
熔
岩
層
の
堅
い
所
に
出
来
る
。
男
性
山
の
四
方
に
具
直
に
放
射
す
る

「薙
ぎ
」
の
形
式
も
此
の
コ

ニ
ー
デ
火
山
障
の
彫
刻
の
序
幕
で
ぁ
う
ま
す
ｏ
日
光
の
赤
肇
女
貌
火
山
に
な
る
と
、
其
の
上
部
は
大
牛
彫
刻
さ
れ
て
、

あ
の
通
う
山
骨
を
露
す
ほ
ど
の
急

谷
を
造
う
、，
飛
瀑
と
掛
け
‘
居
ま
す
が
、
希
野
の
部
分
は
未
だ
保
存
さ
れ
て
居
ま

す
。
八
ケ
嶽
に
し
て
も
、
裾
野
は
み
ん
な
に
見
事
に
展
開
し
て
、　
一
帯
の
高
原
と
な
し
て
居
ま
す
が
，、
頂
上
の
部
分
は

さ
ん
た
ヽ
に
制
剥
を
受
け
て
赤
嶽
な
ど
の
靖
巌
が
峻
岨
な
地
貌
を
作
つ
て
居
ま
す
。
途
に
輻
射
谷
も
次
第
に
螢
達
し
、

支
流
の
敷
も
増
し
て
家
る
と
、通
常
の
出
嶽
の
場
合
と
同
様
に
絶
て
の
原
相
で
あ
る
ベ
カ
火
山
表
面
は
消
滅
し
て
、細
く

派
出
す
る
尾
根
の
系
統
、
密
に
入
多
乙
Ｕ
谷
の
系
統
が
般
年
的
に
彫
刻
さ
れ
た
コ
ニ
ー
デ
火
山
性
を
作
つ
て
、
元
の
人

口
は
何
庭
に
あ
つ
た
の
や
ら
、
側
火
山
は
幾
つ
あ
つ
た
の
や
ら
、
地
質
學
的
岩
石
の
分
布
を
調
べ
て‐
も
仲
々
剣
ら
な
く

な
る
一。
然
げ
斯
様
な
解
析
ま
れ
た
火
山
で
も
、
大
き
な
谷
々
は
大
冊
四
方
八
方
に
向
つ
で
ゐ
る
し
、
元
の
最
高
駄
の
附

近
は
矢
張
ヶ
終
う
ま
で
高
い
の
で
あ
う
ま
す
。
箱
根
の
外
輪
山
、
愛
鷹
山
ず
少
し
早
壮
年
で
原
表
面
が
上
の
方
に
残
つ

て
は
居
ま
す
が
、
天
城
の
件
次
郎
嶽
や
、
信
州
四
阿
山
な
ど
は
此
の
時
代
に
あ
る
奮
火
山
膿
に
外
な
ら
ず
、
ブ
つ
か
・９

登
多
ま
す
と
其
の
火
山
だ
つ
た
か
さ
へ
氣
が
付
か
な
い
位
に
通
常
の
壮
年
山
嶽
に
似
て
居
る
。

も
つ
と
彫
刻
が
進
ん
だ
な
ら
ば
晩
壮
年
的
に
起
伏
が
少
に
な
り
、
谷
は
緩
く
潤
く
な
り
、
尾
根
は
鈍
く
丸
く
な
つ
て

温
和
な
形
に
な
つ
て
家
る
で
あ
う
ま
せ
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ン
タ
／
火
山
な
ど
は
ト
ン
ネ
／
を
作
つ
て
其
の
中
央
ヒ
汽

を
ニ
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車
が
通
れ
る
程
低
く
制
剥
さ
れ
て
了
つ
て
居
る
と
云
ふ
？
日
本
で
云
ふ
な
ら
ば
九
州
國
東
年
島
を
作
つ
て
ゐ
る
二
子
火

山
（
文
珠
嶽
）が
其
の
好
例
で
、元
々
随
分
偉
大
な
火
山
艦
だ
つ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
が
、今
は
見
る
影
も
な
く
低
く
な
っ

て
了
ひ
、
其
の
放
射
状
の
谷
を
湖
つ
て
大
き
な
道
が
易
々
と
中
央
部
の
峠
を
越
え
て
反
封
側
の
谷
に
行
つ
て
居
る
。
序

に
申
し
ま
す
が
帝
國
固
を
見
て
も
地
形
国
を
見
て
も
直
ぐ
目
に
着
く
の
は
、
此
の
晩
批
年
的
に
切
解
さ
れ
た
火
山
般
が

瀬
戸
内

一
帯
の
沈
降
に
作
つ
て
沈
下
し
た
篤
に
、
海
水
が
多
く
の
谷
の
中
に
侵
入
し
て
、
溺
れ
谷
を
な
し
入
江
を
作
つ

て
居
ま
す
か
ら
、
海
岸
が
花
丼
の
形
に
な
つ
て
居
る
こ
と
で
あ
う
ま
す
。
晩
壮
年
時
に
は
火
山
の
基
底
を
な
し
て
ゐ
る

火
山
集
塊
岩
が
制
剥
を
受
け
る
や
う
に
な
ら
ま
す
の
で
、
妙
義
式
の
奇
峰
が
其
所
此
所
に
散
在
す
る
や
う
に
な
る
。
愛

鷹
山
な
ど
も
や
が
て
此
く
の
如
き
突
死
と
し
た
地
貌
を
現
す
時
が
今
に
家
る
の
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

夏
に
制
剥
の
程
度
が
進
む
と
、
鉢
岩
層
椰
出
物
居
す
べ
て
の
人
山
噴
出
物
が
皆
な
取
う
去
ら
れ
て
、
単
に
放
射
般
に

基
盤
の
岩
石
を
貫
く
岩
脈
だ
け
が
塀
の
や
う
に
山
脊
を
な
す
か
も
知
れ
ず
、
又
火
山
の
管
を
満
し
て
ゐ
た
鉢
岩
の
部
分

が
川
国
の
岩
石
よ
う
堅
く
て
、
突
起
し
て
岩

頸

（
く
ｃｒ
目
一ｃ
】麗
Ｆ
）
と
し
て
突
起
し
て
居
る
や
う
な
場
合
も
あ
り
ま

せ
う
。
但
乙
れ
は
基
盤
の
地
が
準
手
原
状
に
創
剥
さ
れ
た
場
合
の
話
で
あ
多
ま
す
。
晩
壮
年
の
形
な
ど
は
乗
鞍
岳
の
や

う
に
、
元
々
高
い
山
脈
の
上
に
出
来
た
火
山
鎧
で
は
出
来
や
う
筈
は
有
う
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
ば
壮
年
的
に
切
開
さ
れ

る
と
問
も
無
く
、
大
山
艦
は
全
部
制
剥
さ
れ
て
了
つ
て
、
基
盤
の
古
生
層
が
現
れ
て
引
き
つ
ゞ
き
侵
蝕
を
受
け
る
や
う

に
な
つ
て
家
ま
す
か
ら
ｏ
之
は
凱
に
乗
鞍
の
麓
に
耐
津
博
士
の
調
査
の
結
果
を
み
て
も
分
る
通
う
、
着
々
行
は
れ
て
ゐ

る
事
貧
で
す
。

今
迄
見
て
来
た
火
山
の
形
態
は
、
日
本
ば
か
う
で
な
く
世
界
を
通
じ
て
も

一
番
多
く
存
在
し
て
れ
る
所
の
も
の
で
あ

つ
て
、　
一
番
よ
く
限
に
着
く
も
の
で
す
が
此
れ
は
軍
に
火
山
の
種
類
の
中
の
只

一
種
に
過
ぎ
な
い
。
日
本
な
ど
で
此
に

次
い
で
彩
し
く
諸
所
に
あ
る
の
が
、
ト
ロ
イ
デ
火
山
艦
で
あ
り
ま
す
。
此
の
種
類
の
も
の
で
は
鉢
岩
が
桂
酸
に
富
ん
で

居
て
色
は
淡
く
て
白
ぼ
く
、
融
け
て
も
あ
ま
う
流
動
性
が
大
き
く
あ
多
ま
せ
ん
。
従
つ
て
鉢
岩
流
は
遠
く
に
流
出
せ
ず

琥 第 年 四 ・十 第 岳 lll
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に
一
箇
所
に
累
積
す
る
傾
向
が
あ
る
。
若
し

一
回
の
噴
出
ど
致
す
と
、
盛
多
上
つ
て
鐘
状
の
熔
岩
山
を
作
る
。
や
が
て

其
の
頂
が
扁
平
に
ひ
し
や
げ
て
鍋
と
伏
せ
た
や
う
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
何
れ
に
し
て
も
鉢
岩
塊
が
羅
何
と
し
て
其

の
表
面
を
蔽
つ
て
居
ま
す
。
ゃ
が
て
急
峻
な
側
面
に
は
岩
塊
が
韓
落
し
て
、
や
ゝ
緩
傾
斜
の
裾
の
部
分
を
作
う
・ま
す
が
、

一
般
の
磋
蒟
と
し
た
状
態
は
可
成
長
く
、
樹
木
草
野
の
間
に
み
え
て
居
る
の
が
常
で
あ
り
ま
す
。
此
ん
な
ト
ロ
イ
デ
は

其
内
部
に
は
熔
岩
流
動
の
縞
目
は
あ
つ
て
も
一
鶴
（「
刑
山
登
性
が

一
箇
の
堅
い
鉢
岩
塊
で
、
頂
上
に
は
人
日
の
様
な
も
の

も
有
る
道
理
な
く
、
前
に
は
塊
状
火
山
と
か
乳
房
山
と
か
呼
び
な
さ
れ
た
所
の
も
の
で
有
り
ま
す
。
頂
上
に
火
口
乙
そ

無
け
れ
、
何
う
か
す
る
と
中
央
部
が
後
に
多
少
落
ち
込
ん
で
窪
み
を
作
つ
て
ゐ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
し
、
小
さ
な
断
層

を
生
じ
た
り
し
ま
す
。
現
に
近
年
出
来
た
此
の
種
の
人
山
艦
は
構
前
火
山
の
火
国
内
に
噴
出
し
た
園
頂
丘
が
其
れ
で
あ

ｈ
ま
す
。
有
珠
嶽
火
山
の
大
有
珠
小
有
珠
は
殆
ど
似
た
所
の
鉢
岩
塊
が
鐘
状
に
突
起
し
て
居
る
の
で
す
が
、
之
れ
は
団

結
し
か
ヽ
つ
た
熔
岩
が
火
山
管
の
中
か
ら
押
し
上
げ
ら
れ
て
せ
り
出
し
た
形
跡
が
あ
る
さ
う
で
あ
り
哉
す
。
此
の
著
し

い
例
は
西
印
度

マ
″
チ
ニ
ク
島
の
モ
ン
プ
ン
ー
の
大
噴
火
に
、
オ
ベ
リ
ス
ク
の
や
う
な
岩
柱
が
煙
の
中
か
ら
二
百
米
も

高
く
突
出
し
て
人
を
驚
か
せ
た
。

斯
の
如
３
鐘
状
、
鍋
状
の
無
火
口
火
山
澄
は
方
々
に
あ
♭
ま
す
。
軽
井
澤
附
近
に
は
離
れ
山
が
あ
つ
て
未
だ
多
少
ガ

石
が
露
出
し
て
居
る
。
信
州
上
田
附
近
の
棧
敷
山
な
ど
も
立
派
な
例
で
す
。
鳥
海
山
上
に
は
鍋
ケ
森
な
ど
云
ふ
、
名
の

如
３
形
の
小
火
山
鎧
が
あ
る
。
開
聞
岳
の
頂
上
部
を
実
ら

せ
た

の
も
此
の
大
山
般
が
火
日
の
上
に
載
つ
た
篤
だ
と
云

ひ
ま
す
、）
伊
豆
伊
束
の
邊
で
み
る
と
天
城
火
山
群
中
に
矢
筈
山
其
他
の
九
死
し
た
の
や
釜
の
や
う
な
火
山
艦
が
二
つ
三

つ
見
え
る
。
箱
根
双
子
山
に
な
る
と
上
双
子
、
下
双
子
共
に
今
迄
言
つ
た
や
う
な
簡
単
な
ト
ロ
イ
デ
と
は
少
し
違
ス
が

大
艦
其
の
特
徴
を
機
揮
し
て
居
曖
す
。
伊
豆
神
津
島
の
天
丼
山
な
ど
は
全
山
殆
ど
未
だ
具
白
な
流
絃
岩
塊
を
露
し
て
急

に
饗
え
、
絶
頂
は
先
づ
不
ら
な
高
皇
で
す
が
、
岩
塊
が
積
み
累
つ
て
、
所
々
白
砂
の
原
が
あ
り
、
六
百
米
ほ
ど
の
高
さ

か
ら
海
原
を
見
下
し
た
景
色
は
中
々
壮
快
で
す
。

辻
村
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今
の
や
う
な
鉢
岩
の
温
出
が
度
々
重
れ
ば
、
其
し
て
多
少
は
流
れ
て
固
ま
つ
た
と
す
れ
ば
、
や
ゝ
複
雑
次
矢
張
り
急

崚
な
略
鐘
状
な
大
き
な
ト
ロ
イ
デ
火
山
艦
が
出
来
る
わ
け
で
す
。
火
山
力
が

一
つ
所
に
多
少
永
績
す
る
か
度
々
現
る
れ

ば
火
日
も
絶
頂
に
出
来
て
宜
い
わ
け
で
有
り
ま
す
。
斯
の
如
き
も
の
の
而
も
活
火
山
と
し
て
の
珍
ら
し
い
好
例
が
手
近

に
あ
る
。
其
れ
は
燒
岳
（硫
黄
嶽
）で
あ
ら
ま
ず
。
此
の
火
山
の
形
は
故
大
下
藤
次
郎
氏
が
耐
河
内
の
記
事
を
本
誌
に
か

か
れ
た
時
分
に
、
桔
梗
の
答
の
や
う
な
と
云
は
れ
た
が
、
如
何
に
も
妙
に
ゴ
ツ
／
ヽ
盛
う
上
つ
て
居
ま
す
。
私
は
十
年

程
以
前
に
・利
め
て
此
の
山
を
見
て
、
其
の

一
見
無
測
工
な
の
に
失
望
し
た
こ
と
が
有
ウ
ま
す
。
此
は
頗
る
滑
稽
な
過
だ

つ
た
の
で
、
此
の
富
士
形
の
曲
線
美
の
無
い
所
に
、
焼
岳
の
慣
続
が
存
し
て
居
る
の
に
氣
が
付
か
な
か
つ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
現
在
の
噴
火
口
壁
に
も
窺
は
れ
る
通
り
、
富
士
や
漢
間
乃
至
大
島
三
原
山
な
ど
に
見
る
噴
出
物
の
累
層
な
ど
は

一
つ
も
無
く
、
全
鎧
が
厚
い
緻
密
な
火
山
岩
で
構
成
さ
れ
て
居
る
。

伯
者
の
大
山
、
出
雲
の
三
瓶
山
な
ど
が
赤
Ｅ
大
な
る
―、
ロ
イ
デ
火
山
艦
と
云
は
れ
る
。
大
山
の
形
に
は
順
る
特
異
な

も
の
が
あ
つ
て
、
第

一
に
其
の
裾
野
か
ら
山
の
主
鎧
は
急
激
に
擬
質
珠
の
や
う
に
盛
り
上
つ
て
居
る
。
其
の
頂
上
部
は

元
ヶ
扁
李
に
な
つ
て
や
、
高
墓
状
を
馬
し
て
ゐ
た
に
相
違
な
い
、
今
は
此
の
急
崚
な
火
山
橙
に
創
剥
作
用
が
迅
速
に
働

い
て
具
白
な
大
崩
壊
を
作
つ
て
居
ま
す
か
ら
、
此
の
形
は
大
部
破
壊
さ
れ
か
か
つ
て
居
り
ま
す
。
三
瓶
火
山
に
し
て
も

裾
野
か
ら
急
に
鍋
状
に
盛
り
上
つ
て
ゐ
る
状
は
同
様
で
あ
り
ま
す
。
少
し
小
形
な
の
に
は
簡
ほ
石
見
津
和
野
町
近
く
の

青
野
山
が
あ
う
ま
す
。

九
州
別
府
附
近
の
由
布
嶽
、
鶴
見
岳
も
更
に
内
地
に
入
つ
て
九
重
山
及
其
附
近
の
山
、此
等
が
皆
其
の
輪
廓
が
多
少
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
居
て
、
具
の
園
錐
形
で
は
無
く
，
傾
斜
は
麓
か
ら
頂
ま
で
順
る
急
崚
で
あ
つ
て
、
岩
石
の
性
質
か
ら
云
つ

て
も
営
然
ト
ロ
イ
デ
火
山
鎧
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
う
ま
す
ｏ
但
此
等
は
焼
岳
と
同
じ
く
火
口
を
頂
上
に
有
し
て
居
ま

す
。
北
海
道
の
恵
山
な
ど
が
矢
張
多
大
き
な
ト
ロ
イ
デ
火
山
だ
と
聞
き
ま
し
た
ｏ

ト
ロ
イ
デ
火
山
鎧
と
は
全
然
反
封
の
性
質
を
具
へ
た
の
が
、
ア
ス
ピ
ー
テ
火
山
継
で
あ
り
ま
す
。
即
鉢
岩
は
極
喘
に

琥 第 年 四 十 第 岳 山
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○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村

流
動
性
に
富
み
、遠
く
流
出
し
ま
す
。
爆
凝
的
な
噴
火
は
割
合
に
少
い
か
ら
、人
山
友
砂
の
や
う
な
椰
出
物
の
居
は
稀
で
、

鉢
岩
層
ば
か
り
が
居
々
相
累
つ
て
居
る
。
其
の
結
果
と
し
て
火
山
鎧
の
形
は
著
し
く
扁
不
緩
傾
斜
で
、
二
度
三
度
乃
至
七

八
度
の
傾
き
し
か
無
い
の
其
の
中
心
に
は
前
二
種
の
人
山
の
火
日
は
主
と
し
て
爆
螢
で
生
じ
た
形
で
あ
る
の
に
、此
の
類

の
人
口
は
陥
浅
に
依
つ
て
生
じ
段
々
に
な
つ
て
落
ち
込
ん
で
ゐ
る
の
が
多
い
。
布
畦
の
キ
ラ
ウ
エ
ア
火
口
に
し
て
も
マ

ウ
ナ
　

′ロア
の
火
口
に
し
て
も
、前
に
本
誌
に
記
諄
跡
川
て
居
た
通
う
、此
の
特
徴
を
好
く
具
へ
た
大
火
山
の
人
口
で
あ
う

ま
す
の
其
最
も
底
に
キ
ラ
ウ
エ
ア
で
は
有
名
な
鉢
岩
湖
が
あ
つ
て
熱
灼
さ
れ
た
岩
液
が
絶
え
ず
沸
騰
し
て
居
う
ま
す
。
其

他
に
氷
洲
に
此
の
や
う
な
不
た
い
圏
錐
の
奮
火
山
艦
が
氷
雪
を
戴
い
て
各
え
る
と

云
ふ
よ
り
は
横
は
つ
て
ゐ
る
。
シ
ユ

ナ
イ
ダ
ー
氏
に
従
ス
と
、
此
の
種
の
大
山
股
は
火
山
活
動
の
烈
し
か
つ
た
第
三
紀
時
分
に
は
全
世
界
に
遍
く
見
ら
れ
た

け
れ
ど
も
、
其
後
活
動
が
や
ヽ
表
微
し
て
、
今
は
や
ゝ
爆
螢
的
な

コ
ニ
ー
デ
火
山
の
時
代
で
あ
る
と
云
ふ
。
従
っ
て
ァ

ス
ピ
コ
ニ
ー
デ
火
山
と
て
、
ア
ス
ピ
ー
ク
の
不
い
園
錐
上
に
急
な
コ
ニ
ー
デ
火
山
の
載
つ
て
居
る
の
が
諸
所
に
あ
る
由

で
あ
う
ま
す
。

エ
ト
ナ
の
大
火
山
も
其
の
一
つ
だ
と
云
ふ
。
所
で
日
本
に
は
此
の
式
の
火
山
が
何
所
に
有
る
で
せ
う
。

私
は
唯

一
つ
天
城
火
山
群
中
に
其
の
好
例
を
知
つ
て
居
る
ば
か
う
で
有
う
ま
す
。
其
れ
は
伊
東
の
南
方
に
先
原
と
稗

せ
ら
れ
る
、　
一
寸
見
る
と
何
で
も
な
い
高
原
の
や
う
で
す
が
、
其
賓
非
常
に
不
た
い
園
錐
で
、
最
高
識
は
四
百
米
計
の

標
高
を
有
し
て
居
哉
す
。
但
其
の
頂
上
の
人
口
は
小
さ
な
低
い
ト
ロ
イ
デ
の
篤
に
閉
塞
ま
れ
て
見
え
な
い
。
牝
の
附
近

は
火
山
の
標
本
陳
列
所
の
や
う
で
、
伊
束
の
潮
吹
の
上
の
山
あ
た
う
で
見
ま
す
と
、
只
今
の
先
原
ア
メ
ピ
ー
ク
の
上
に

は
大
室
山
の
奇
麗
な
小
コ
ニ
ー
デ
が
座
つ
て
居
る
し
、
北
の
方
に
は
二
つ
ば
か
う
の
鍋
状
又
は
矢
筈
山
の
や
う
な
各
心峻

な
ト
ロ
イ
デ
が
あ
る
し
、
遠
笠
山
な
ど
も
高
く
多
少
ア
ス
ピ
ー
テ
風
の
緩
か
な
園
錐
を
示
し
て
居
て
、
見
れ
ば
見
る
程

興
味
が
湧
い
て
家
る
。
火
山
に
趣
味
を
持
た
る
ゝ
方
に
御
勘
め
し
ま
す
。
八
甲
田
山
が
ア
ス
ピ
ー
ク
だ
と
云
は
れ
ｔ
す

が
、
成
程
割
に
緩
か
な
斜
面
を
見
ま
す
。
諏
訪
附
近
の
霧
ケ
峰
は
本
誌
に
武
田
博
士
の
記
事
が
あ
り
ま
す
が
、
地
形
固

で
み
る
と
矢
張
多
ア
ス
ピ
‐
テ
風
で
あ
う
０
（す
。
然
し
此
等
は
餘
程
侵
蝕
を
受
け
て
居
う
ま
す
。
物
後
の
月
山
が
頂
上

塵
六
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の
火
回
は
見
え
な
い
が
、
ア
メ
ピ
ー
テ
の
高
い
所
ま
で
各
え
た
の
が
、
下
方
か
ら
侵
蝕
さ
れ
た
の
ら
し
く
、急
崚
な
谷
と

上
部
の
綾
傾
斜
の
回
錐
と
の
境
界
は
頗
ス
・劃
然
と
し
て
居
て
、
ア
ス
ピ
ー
テ
表
面
は
僅
に
山
頂
附
近
に
高
原
般
と
な
し

て
残
つ
て
居
る
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
更
に
比
の
地
貌
の
順
著
な
の
が
、
岩
菅
山
、
苗
場
山
で
あ
り
ま
す
。
ア
メ
ビ
ー

タ
の
緩
斜
面
と
思
は
れ
る
も
の
は
、
丁
度
早
批
年
の
山
嶽
の
上
に
残
つ
て
居
る
準
平
原
状
に
テ
ー
プ
／
状
の
不
な
山
頂

を
な
し
て
高
所
に
残
つ
て
居
ま
す
。
純
粋
の
ア
ス
ピ
ー
タ
と
は
云
は
れ
ま
せ
ん
が
、
不
完
全
に
獲
達
し
た
ヽ
の
と
云
ヘ

ば
云
は
れ
る
の
は
、
立
山
爾
陀
ケ
原
や
五
色
ケ
原
叉
雲
の
平
等
の
鉢
岩
皇
地
の
地
貌
で
、
今
は
各
侵
蝕
を
受
け
て
、
前

の
二
つ
は
湯
川
の
谷
に
臨
む
急
坂
を
以
て
切
断
さ
れ
、
爾
陀
ケ
原
の
西
方
を
質
食
し
て
行
く
稗
名
川
の
谷
の
急
崖
に
稀

名
瀧
の
瀑
布
を
撞
け
て
ゐ
ま
す
。
雲
の
不
は
元
々
黒
部
五
郎
又
薬
師
ケ
岳
の
下
ま
で
接
つ
て
ゐ
た
鉢
岩
墓
だ
つ
た
の
で

す
が
、
里
（部
川
の
上
流
が
之
を
切
断
し
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

ア
ス
ピ
ー
タ
火
山
證
の
解
析
も
大
鎧

コ
ニ
ー
デ
火
山
に
於
け
る
と
同
じ
様
で
す
が
、
丁
度

一
般
山
嶽
の
幼
年
早
壮
年

時
の
や
う
に
、
下
部
か
ら
切
開
さ
れ
て
行

く

や
う

に
思
は
れ
る
。
其
の
批
年
的
に
解
析
を
受
け
た
の
は
フ
イ
デ
ー
群

島
．
タ
イ
チ
島
あ
た
り
に
幾
つ
も
見
ら
れ
る
所
の
も
の
で
、
前
申
し
た
や
う
に
玄
武
岩
の
岩
壁
や
実
峰
が
熱
帯
樹
林
の

茂
る
山
の
頂
に
各
立
し
て
居
る
こ
と
が
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
此
の
形
状
は
我
領
土
に
な
つ
て
ゐ
る
カ
ロ
リ
ン
群
島
中
の

ボ
ナ
ペ
、
ク
サ
イ
、
ト
ル
ク
島
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
所
で
あ
う
ま
す
。
序
に
申
し
ま
す
が
此
等
の
解
析
さ
れ
た
ア
ス
ピ

上
ノ
火
山
島
が
海
中
に
沈
ん
で
行
く
に
従
つ
て
、
用
国
に
は
入
江
を
作
つ
て
海
水
が
谷
に
彎
入
し
、
低
い
峰
は
小
島
と

な
う
、
島
の
周
国
に
は
珊
瑚
礁
の
輪
を
続
ら
せ
る
。
途
に
全
く
中
央
の
島
が
海
中
に
没
じ
去
れ
ば
マ
ー
シ
ァ
ル
群
島
の

島
々
の
や
う
な
環
礁
に
な
つ
て
低
い
珊
瑚
島
の
自
秒
の
上
に
椰
子
の
本
が
海
風
に
靡
く
の
を
見
る
や
う
に
な
る
。

ホ
マ
ー
テ
火
山
性
は
前
二
種
と
は
正
反
封
に
、
熔
岩
居
を
雑
へ
ず
に
大
山
友
火
山
砂
礫
等
の
椰
出
物
ば
か
り
が
積
堆

し
て
園
錐
形
を
な
し
た
も
の
、即
ち
九
斯
の
爆
稜
力
が
張
大
だ
つ
た
の
が
其
の
主
因
で
す
か
ら
、従
つ
て
人
口
は
高
さ
に

比
し
て
著
し
く
大
き
い
。
此
の
種
類
の
も
の
に
は
一
寸
考
へ
て
も
大
火
出
を
な
す
も
の
は
無
さ
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
其

○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村
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〇
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村

程
長
い
問
爆
螢
性
な
噴
火
ば
か
り
や
つ
て
居
る
も
の
は
考
へ
難
く
、
多
く
は
火
山
螢
育
の
初
期
の
形
腱
と
し
て
各
地
に

見
る
ば
か
う
で
あ
う
ま
す
。
伊
太
利
ナ
ー
ボ
リ
附
近
に
噴
出
し
た
モ
ン
フ
ヌ
ォ
ー
ヴ
ォ
は
、
名
の
如
く
新
な
山
で
、
有
史

時
代
に
突
然
起
つ
た
噴
人
の
結
果
出
家
た
橋
鉢
形
の
小
山
で
、
大
き
な
火
目
が
其
中
に
あ
る
。
其
れ
以
家
少
し
も
活
動

せ
ず
に
、伊
太
利
特
有
の
傘
の
や
う
な
形
の
松
の
並
木
が
不
和
そ
う
に
其
の
上
に
生

へ
て
ゐ
る
の
を
見
ま
す
ｏ
日
本
で
は

櫻
島
の
東
麓
鍋
山
は
黄
色
の
浮
石
層
で
出
来
た
ホ
マ
ー
テ
の
牛
壊
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
が
、
先
年
の
噴
人
で
更
に
幾

つ
も
の
新
火
口
に
破
ら
れ
、　
一
部
は
鉢
岩
流
に
埋
め
ら
れ
ま
し
た
。
五
島
列
島
中
の
頑
江
島
に
は

一
種
の
玄
武
岩
の
噴

出
物
で
出
き
た
ホ
マ
ー
タ
が
箕
の
岳
鬼
ケ
岳
な
ど
云
ふ
山
を
作
多
、大
き
な
火
日
が

一
方
に
傾
い
て
口
を
開
い
て
ゐ
る
。

伊
豆
七
島
中
新
島
向
山
に
は
三
百
米
ほ
ど
の
高
さ
の
環
状
火
山
性
が
竿
分
残
つ
て
居
ま
す
。
其
の
東
方
は
波
で
破
壊
さ

れ
て
、
海
面
上
に
二
百
米
の
具
白
な
絶
壁
を
作
り
、軽
石
、
火
山
友
砂
な
ど
の
累
居
が
整
然
と
現
れ
て
ゐ
る
。
耐
津
島
天

井
山
に
は
五
百
米
の
高
さ
に
人
口
壁
の
一
部
を
残
す
同
様
の
園
錐
鎧
が
上
の
方
の
斜
面
は
雪
白
色
の
砂
礫
が
、
未
だ
所

々
に
邸
濁
の
矮
本
が
散
駐
し
て
ゐ
る
ば
か
う
で
、
自
色
磁
器
の
や
う
な
山
腹
は
自
島
と
名
づ
け
ら
れ
て
遠
い
海
上
か
ら

も
鮮
か
に
見
え
る
。
雨
方
共
に

一
千
年
程
以
前
の
大
噴
火
で
出
来
た
ら
し
い
ｏ
此
の
流
紋
岩
類
で
出
家
た
火
山
も
珍
ら

し
い
も
の
で
す
が
、
景
色
か
ら
云
つ
て
も
殊
に
紳
津
島
の
天
丼
山
か
ら
黒
潮
の
流
れ
る
森
々
と
し
た
大
海
原
の
中
に
、

大
島
利
島
新
島
な
ど
の
島
々
の
碁
布
し
て
ゐ
る
の
を
見
渡
し
た
景
色
は
、
瀬
戸
内
の
小
島
の
繊
細
な
景
色
な
ど
と
違
つ

て
、
高
山
の
間
に
み
た
や
う
な
の
に
似
た
雄
偉
な
も
の
で
あ
ぉ
ノま
す
。
書
き
序
で
に
、
豆
南
諸
島
の
大
島
に
し
て
も
御

蔵
島
に
し
て
も
海
の
上
に
出
て
ゐ
る
部
分
は
七
八
百
米
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
・も
、
此
等
は
陸
上
に
あ
つ
た
な
ら
ば
八
ケ

嶽
乗
鞍
な
ど
に
負
け
な
い
堂
々
た
る
大
火
山
で
あ
つ
た
で
せ
う
ｃ
大
島
の
人
口
の
夜
の
火
光
の
色
、
廣
い
火
口
原
の
荒

蓼
と
し
た
砂
原
、
安
永
年
間
に
流
出
し
た
鉾
岩
流
の
日
本
に
は
少
い
、
布
畦
あ
た
り
に
見
る
や
う
な
併
般
の
表
面
な
ど

は
人
山
を
知
ら
う
と
す
る
に
は
是
非
共

一
見
の
債
値
が
あ
ウ
哉
す
。
三
宅
島
の
椎
な
ど
が
緑
に
茂
つ
て

一
見
安
稽
に
み

え
る
雄
山
の
頂
上
に
も
、
黒
々
と
し
た
人
山
礫
や
火
山
弾
が
散
乱
し
て
ゐ
た
う
、
明
治
七
年
の
噴
人
の
あ
と
の
焼
け
場

わ
〈
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な
ど
云
ふ
所
に
放
た
れ
た
牛
の
群
が
悠
々
と

が
ン
の
本
の
芽
を
食
べ
て
ゐ
る
景
色
・ｒ
私
は
好
む
。
御
蔵
島
な
ど
は
高
崚

な
山
谷
を
具
へ
た
，
壮
年
的
に
切
開
さ
れ
海
蝕
さ
れ
た
古
火
山
勝
で
、
旧
国
に
は
二
三
百
米
か
ら
五
百
米
に
も
及
ぼ
う

と
云
ふ
、
途
方
式
な
い
断
崖
が
、

丁
度
親
不
知
の
崖
の
や
う

に
取
う
窓
い
て
幾
つ
も
の
澤
の
谷
水
は
瀑
布
に
な
つ
て

此
の
海
岸
に
懸
つ
て
ゐ
る
ｃ
其
し
て
全
島
の
急
谷
崚
嶺
は

一
年
中
蒼
々
と
し
て
ゐ
る
曖
帯
樹
林
に
蔽
は
れ
る
。
八
丈
島

の
西
山
の
八
丈
富
土
と
云
は
れ
る
立
派
な
コ
ニ
ー
デ
火
山
に
ユ
ゾ
ソ
ハ
の
林
な
ど
の
間
を
上
つ
て
鉢
岩
流
が
海
に
入
つ

て
白
波
が
砕
け
て
居
る
の
と
脚
下
に
見
る
の
も
般
槻
で
す
し
、
青
ケ
島
は
大
き
な
力
χ
デ
ラ
輸
の
底
と
稲
と
に
村
落
が

あ
つ
て
海
蝕
は
殆
こ
の
人
山
を
人
口
丈
を
獲
し
て
壊
し
て
ゐ
哉
す
。
鳥
島
の
爆
破
の
後
に
は
具
黒
な
砂
礫
が
烈
日
に
ギ

ラ
ギ
ラ
輝
い
て
、
自
煙
が
頂
か
ら
繊
々
と
し
て
上
つ
て
ゐ
る
。
小
笠
原
に
行
く
と
熱
帯
樹
林
も
陰
せ
な
い
光
つ
た
岩
山

が
意
外
に
銑
く
立
つ
て
ゐ
て
、
殊
に
兄
島
な
ど
は
穂
高
の
巌
峰
の
や
う
な
の
が
海
の
上
に
甕
え
て
わ
て
波
浪
の
侵
蝕
の

激
し
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。
そ
う
云
へ
ば
ロ
ッ
ツ
フ
イ
ン
（筍
岩
）な
ど
云
は
れ
る
鳥
島
の
南
の
岩
礁
な
ど
は
大
山
島
の
破

滅
の
最
後
の
形
と
し
て
、
二
百
米
位
の
孤
岩
が
槍
ケ
嶽
の
や
う
に
大
洋
の
具
中
に
ヌ
ッ
と
立
つ
て
居
ま
す
。
小
笠
原
よ

う
も
つ
と
南
の
火
山
列
島
中
の
南
硫
黄
島
の
無
人
島
な
ど
は
、
周
国
は
二
里
に
も
足
う
ぬ
小
島
で
居
な
が
ら
九
百
米
も

高
く
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
に
突
き
立
つ
て
ゐ
る
。
北
硫
黄
島
も
小
し
大
き
い
高
で
七
百
米
位
の
山
戴
ま
で
、所
々
凄
じ
い
絶
壁

を
あ
ら
は
し
て
、
二
島
共
に
大
低
其
頂
を
自
雲
に
包
ん
で
居
る
。
洋
上
の
離
れ
島
に
働
く
波
浪
の
侵
蝕
は
意
外
な
壮
観

を
作
つ
て
居
ま
す
。

硫
黄
島
は
之
に
反
し
て
、
不
た
い
百
米
位
の
高
さ
し
か
な
い
、
近
末
海
底
か
ら
隆
起
し
た
島
で
、
階
段
の
や
う
に
島

を
め
ぐ
る
無
数
の
崖
と
山
上
の
疑
友
岩
に
生
へ
て
ゐ
る
珊
瑚
は
之
を
證
擦
立
て
る
。
島
の
中
央
に
は
大
き
な
硫
氣
孔
が

あ
つ
て
白
姻
を
上
げ
て
ゐ
る
し
「
其
他
方
々
に
地
熱
の
作
用
が
現
れ
て
ゐ
ま
す
。
南
の
年
分
は
砂
漠
の
や
う
な
火
山
礫

の
砂
原
で
、其
の
実
端
に
バ
イ
プ
の
日
の
や
う
な
形
の
パ
イ
プ
山
の
火
目
が
二
百
米
程
饗
え
て
ゐ
ま
す
。
タ
コ
ノ
キ
の
林

を
潜
ウ
オ
ホ
タ
ニ
フ
タ
リ
の
露
を
排
つ
て
此
の
出
に
攀
ぢ
の
ば
る
事
も
出
来
る
。
火
山
の
種
々
な
形
を
味
は
ス
に
は
此

相
　
　
辻
村

ル
ル
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等
の
島
巡
ウ
は
都
合
の
良
い
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。

大
分
話
が
横
道
に
入
り
我
し
た
が
、
大
山
は
大
陸
の
内
部
に
乙
そ
少
な
け
れ
、世
界
の
各
地
を
通
じ
て
、北
は
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
の
氷
帽
を
冠
つ
た
人
山
や
、
ア
ラ
ス
カ
の
ラ
ン
グ
″
火
山
の
や
う
に
氷
雪
の
上
に
畑
を
騰
げ
て
居
る
も
の
か
ら
、

熱
帯
地
方
に
は
ノ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
、
ジ
ア
バ
、
ボ
ル
ネ
オ
な
ど
の
線
の
森
に
包
ま
れ
た
火
山
錐
、
更
に
南
極
大
陸
の
エ
ン
ブ

ス
人
山
の
や
う
に
氷
雪
の
裡
に

「
燃
ゆ
る
人
を
彗
も
て
け
ち
降
る
雪
を
火
も
て
け
ち
つ
ゝ
」
あ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
ｏ

高
く
各
え
れ
ば
、
亜
弗
利
加
の
キ
リ
マ
ヌ
ジ
ェ
ロ
、
ケ
ニ
ア
、
キ
ボ
の
諸
山
の
や
う
に
、
麓
に
は
熱
帯
の
奇
樹
珍
草
の

茂
う
言
つ
て
ゐ
る
の
に
頂
は
氷
河
を
流
し
て
ゐ
る
や
う
に
な
う
、
南
亜
米
利
加
の
コ
ト
′ヾ
キ
ン
、
チ
ン
ポ
ラ
ゾ
ゝ
ポ
ポ

カ
テ
ペ
ト
″
其
他
ア
ン
デ
ヌ
山
系
の
大
山
脈
の
頂
上
部
に
し
て
も
、
ア
″
プ
よ
り
も
氷
河
の
大
き
い
カ
ウ
カ
サ
ス
の
最

高
峰
に
し
て
も
、
新
奮
の
火
山
般
だ
と
云
み
載
す
し
、
米
國
の
名
山
マ
ウ
ン
ト
シ
ア
ス
タ
、
マ
ウ
ン
ト
ン
ー
ニ
ア
な
ど

の
氷
彗
と
戴
い
た
大
嶽
も
頂
上
部
の
制
剥
き
た
、
八
ケ
嶽
を
大
き
く
じ
た
や
う
な
奮
火
山
だ
と
云
ひ
ま
す
し
、
高
山
に

し
て
且
つ
火
山
な
る
も
の
の
多
い
の
も
日
本
ば
か
う
で
は
な
い
や
う
に
思
は
れ
ま
す
ｏ
日
本
の
例
で
云
へ
ば
、
氷
雪
に

制
ら
れ
た
火
山
錐
は
何
所
に
見
出
さ
れ
る
で
せ
う
か
。
利
尻
島
の
形
般
は
マ
ウ
ン
ト
シ
ア
ス
タ
の
雛
型
の
や
う
に
見
え

ま
す
が
、
詳
細
の
こ
と
は
知
う
ま
せ
ん
。
千
島
列
島
中
阿
雑
度
島
な
ど
は
、
海
上
二
千
米
も
釜
え
て
居
る
有
数
の
大

コ

ニ
‐
デ
ぞ
あ
う
我
し
て
、
立
派
な
富
土
形
を
な
し
て
白
雪
を
戴
い
て
居
全
す
が
、
其
の
年
以
上
は
岩
石
が
裸
出
し
て
地

勢
瞼
悪
を
極
め
、
到
底
攀
ぢ
上
れ
な
い
さ
う
で
有
り
ま
す
。
然
し
氷
雲
の
彫
刻
を
受
け
た
か
何
う
か
は
分
り
ま
せ
ん
。

聞
く
所
に
よ
れ
ば
サ
ー
ク
状
の
地
形
は
見
ら
れ
な
い
と
云
ひ
ま
す
。

地
形
国
　
最
後
地
国
に
就
て
一
言
致
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
我
々
が
山
嶽
の
や
う
な
立
腔
を
見
る
に
営
つ
て
、
多
く

の
場
合
は
此
を
側
面
か
ら
眺
め
て
其
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
／
を
知
つ
て
居
る
場
合
が

一
番
多
い
。
富
士
山
を
見
れ
ば
其
の
回

錐
形
の
立
鎧
と
威
ず
る
よ
う
先
き
に
、先
づ
易
形
の
輸
廓
に
心
と
捉
へ
ら
れ
ま
す
。
壮
年
の
山
嶽
の
浮
彫
を
知
る
よ
う
先

に
、
屏
風
の
や
う
な
威
じ
が
先
き
に
家
ま
す
。
親
し
く
峰
を
攀
ぢ
谷
を
偉
つ
て
見
る
か
、
又
は
山
の
装
に
蔭
影
が
出
木

〈
〇
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る
や
う
な
日
ざ
し
の
時
分
に
、
立
艦
的
な
威
じ
が
出
て
家
る
。
此
の
二
つ
の
威
じ
を
固
に
現
は
せ
ば
、
丁
度
高
い
山
か

ら
比
較
的
低
い
山
嶽
を
見
下
す
か
、
又
は
飛
行
機
か
ら
で
も
撮
つ
た
篤
具
の
や
う
な
バ
ー
ゾ
ア
イ
ヴ
ユ
的
な
も
の
が

一

番
適
営
で
あ
り
ま
す
が
、
費
用
の
上
か
ら
精
確
と
云
ふ
離
即
方
位
距
離
高
さ
等
を
最
も
明
瞭
に
表
す
に
は
、
何
う
し
て

も
手
面
に
投
影
し
た
る
平
面
固
、
即
現
今
我
等
の
使
用
し
て
ゐ
る
地
国
が

一
番
理
想
的
だ
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昔
の
地
国
に
、
富
士
山
は
園
い
不
面
国
に
描
か
れ
た
も
の
は
稀
で
矢
張
り
富
士
形
に
描
か
れ
て
居
る
、
其
外
の
山
々
も

皆
バ
ー
ゾ
ア
イ
ヴ
ユ
に
書
か
れ
て
居
る
の
は
、
賞
景
と
云
ス
乙
と
、
分
う
易
さ
と
云
ふ
こ
と
か
ら
無
理
も
有
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
其
外
の
河
流
海
岸
な
ど
は
間
も
無
く
不
面
間
に
な
つ
て
も
、
山
嶽
だ
け
は
未
だ
斜
に
見
た
や
う
に
か
い
で

あ
る
の
は
少
し
滑
稽
に
思
は
れ
ま
す
。

所
で
不
面
国
で
あ
り
ま
す
が
、
我
々
人
間
は
大
基
を
翔
る
鳥
と
違
つ
て
、
平
面
と
し
て
の
山
嶽
漢
谷
を
見
な
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
何
う
間ヽ
鉄
一張
多
少
し
斜
に
見
た
時
の
方
が
立
般
の
威
じ
が
良
く
し
ま
す
。
此
の
両
方
を
自
由
に
見
せ
る
の
は

何
と
云
つ
て
も
凹
凸
地
固
又
模
型
に
よ
る
よ
う
外
は
無
い
。
賞
際
我
々
は
如
何
ほ
ど
好
い
地
形
国
で
山
嶽
の
形
状
と
豫

想
し
て
居
て
も
、
矢
張
ウ
ン
ソ
ー
フ
を
見
た
時
ほ
ど
の
立
鎧
威
は
到
底
得
ら
れ
な
い
ｃ
水
平
曲
線
で
造
つ
た
地
形
固
が

一
番
理
想
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
此
れ
を
見
て
直
に
立
燈
の
威
じ
を
得
る
に
は
餘
程
混
み
入
つ
た
心
理
的
作
用
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
曲
線
の
密
な
所
は
急
、粗
な
所
は
緩
な
斜
面
と
云
ふ
事
賞
は
、
何
れ
程
敏
活
に
考
へ
ら
れ
て
も
、末
だ
貧

際
の
傾
斜
の
大
小
を
税
威
が
認
識
す
る
銑
敏
さ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
曇
場
を
線
又
は
色
に
依
て
傾
斜
の
大
小

に
應
じ
て
濃
淡
を
な
す
や
う
に
施
す
と
か
、
又
蔭
影
を
表
す
や
う
に
丁
度
二
十
萬
分

一
帝
団
国
に
見
る
や
う
に
塗
る
と

か
し
て
、
立
澄
の
威
じ
は
餘
程
増
し
て
家
ま
す
が
、
な
ほ
凹
凸
を
顛
倒
す
る
イ

′，ン
ユ
ジ
ヨ
ン
が
時
に
よ
つ
て
起
る
こ
と

が
あ
る
。
曲
線
ば
か
う
の
場
合
に
は
猫
更
起
う
易
い
っ
然
し
少
し
な
れ
た
人
に
は
、
水
平
曲
線
の
国
が
或
る
程
度
ま
で

立
艦
の
成
じ
を
典

へ
る
こ
と
は
確
で
す
ｏ
殊
に
傾
斜
が
急
で
、
曲
線
の
間
隔
が
密
に
な
れ
ば
な
る
程
、
又
等
距
離
と
呼

び
な
さ
れ
て
ゐ
る
コ
ン
ト
／
イ
ン
タ
ー
ヴ
ア
／
が
小
さ
け
れ
ば
小
さ
い
程
、
よ
く
表
に
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
ｏ

琥 第 年 四 十 第 岳 山

○
山
嶽
諸
相
　
　
辻
村
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二
萬
分

一
の
箱
根
附
近
か
ら
伊
豆
天
城
火
山
群
あ
た
う
の
丁
寧
に
製
固
さ
れ
た
地
形
日
は
、
最
湯
を
施
し
た
か
と
見
ヘ

る
程
に
立
涙
に
地
形
が
分
り
ま
す
。
飛
騨
赤
石
な
ど
の
山
嶽
の
地
形
固
、
も
つ
と
低
く
て
も
九
州
の
市
房
山
な
ど
の
や

う
に
五
萬
分

一
の
梯
尺
で
も
立
涙
に
山
嶽
の
彫
刻
が
分
る
所
も
あ
れ
ば
、
阿
蘇
外
輪
山
の
東
側
の
や
う
な
緩
斜
面
の
細

か
い
起
伏
に
な
る
と
、
ず
つ
と
立
腔
の
感
じ
が
減
じ
て
家
ま
す
。
此
れ
は
蓋
で
も
葛
具
で
も
同
じ
で
あ
う
ま
す
が
、
立

騰
的
に
見
や
う
と
す
る
に
は
片
目
を
塞
い
で
見
る
と
好
く
見
へ
ま
す
。

山
嶽
地
の
地
形
日
に
就
て
云
へ
ば
、
幼
年
か
ら
早
批
年
の
山
嶽
で
は
急
な
谷
の
雨
側
、谷
の
奥
の
急
斜
面
と
、山
頂
附

近
の
不
坦
な
準
平
原
面
と
の
境
界
は
水
平
曲
線
の
粗
密
で
劃
然
と
界
せ
ら
れ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
火
山
錐
の
彫

刻
の
初
期
に
し
て
も
同
様
で
あ
う
ま
す
。
此
模
様
は
日
本
の
五
萬
分

一
地
形
固
な
ど
に
も
仲
々
明
瞭
に
表
さ
れ
て
居
ま

す
。
起
伏
の
大
き
な
壮
年
の
山
嶽
で
は
尾
根
は
概
し
て
銑
く
な
つ
て
居
ま
す
か
ら
、
若
し
其
哉
ゝ
此
れ
を
固
上
に
葛
じ

た
な
ら
ば
、
日
本
の
山
嶽
の
高
い
も
の
で
は
曲
線
が
急
に
屈
曲
し
て
居
な
く
て
は
な
ら
な
い
筈
で
す
が
、
地
形
国
で
は

山
背
を
表
す
所
謂
凸
線
を
明
瞭
な
ら
し
む
る
馬
に
、
多
少
之
の
曲
う
に
丸
み
を
付
け
て
有
う
ま
す
。
従
つ
て
山
稜
は
幾

分
か
鈍
く
表
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
小
藤
教
授
は
こ
れ
は
獨
逸
の
や
う
な
中
山
性
山
嶽
地
に
富
む
だ
地
形
日
を
具
似
た

か
ら
で
は
な
い
か
、
日
本
で
は
瑞
西
式
で
無
く
て
は
な
ら
な
い
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
此
の
意
見
に
は
飛
騨
赤
石
等
の
高
山

の
地
形
固
を
見
る
人
々
の
賛
成
な
事
と
思
は
れ
ま
す
。
第
二
に
岩
石
の
露
出
し
た
山
嶽
の
表
示
で
す
が
、
全
艦
側
面
か

ら
見
て
は
著
し
く
目
立
つ
銑
峰
で
も
之
を
手
面
に
投
影
し
て
了
へ
ば

一
向
っ
ま
ら
な
く
な
ウ
勝
ち
で
、
マ
ツ
タ
ー
ホ
／

ン
の
実
峰
で
も
た
だ
少
し
角
ば
つ
た
島
の
や
う
に
氷
河
の
中
に
描
か
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
岩
山
を
現
す
の
は
然
し
流
石

に
瑞
西
の
地
形
国
な
ど
は
巧
妙
だ
と
思
は
せ
ま
ず
。
蔭
影
を
利
用
し
て
巧
み
に
稜
々
と
し
た
厳
峰
の
感
じ
を
典

へ
て
居

る
。
之
に
比
す
る
と
日
本
で
は
碩
岩
及
露
岩
と
云
ふ
二
つ
の
記
琥
で
や
つ
て
行
き
ま
し
て
、
露
岩
は
鉢
岩
流
の
な
ど
に

も
使
用
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
立
山
釧
嶽
や
自
馬
嶽
や
な
ど
の
や
う
な
岩
山
な
ど
に
な
る
と
、
何
う
も
其
の
感
じ
が
う

ま
く
出
ま
せ
ん
ｏ
白
馬
嶽
で
は
露
岩
の
記
琥
を
多
く
使
ひ
過
ぎ
て
あ
る
し
、
穂
高
山
な
ど
は
碩
岩
で
多
く
表
し
て
有
り
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ま
す
が
何
所
か
物
足
り
ま
せ
ん
。
此
の
外
に
箇
人
差
が
多
く
な
つ
て
泰
て
、
霞
澤
嶽
な
ど
は
大
憂
な
岩
山
の
や
う
に
成

つ
て
居
る
が
、
肝
腎
の
釧
ケ
嶽
な
ど
は
意
外
に
岩
石
が
表
さ
れ
て
居
ま
せ
ん
。
日
本
は
人
山
に
富
ん
で
居
る
せ
い
か
、

火
山
の
地
貌
は
概
し
て
良
く
表
現
さ
れ
て
居
て
、
櫻
島
噴
火
後
に
作
ら
れ
た
二
萬
五
千
分

一
地
形
固
な
ど
は
、
世
界
に

向
つ
て
誇
る
こ
と
の
出
来
る
位
に
鉢
岩
流
の
模
様
な
ど
が
良
く
出
て
居
ま
す
が
、
高
山
嶽
の
地
貌
は
何
う
も
不
満
足
な

る
を
免
れ
な
い
。
之
の
原
因
に
は
事
業
の
完
成
の
遅
速
、即
時
日
の
問
題
も
関
係
し
ま
す
し
、
一
方
に
は
記
琥
上
の
約
束

か
ら
家
る
制
限
も
有
つ
て
、
あ
な
が
ち
抜
巧

一
つ
の
問
題
で
は
無
い
で
せ
う
か
ら
何
に
他
日
改
良
さ
れ
る
事
と
思
は
れ

ま
す
。
カ
１
／
の
地
形
に
し
て
も
五
郎
嶽
の
南
の
大
カ
１
／
な
ど
は
良
く
表
れ
て
居
ま
す
が
、
外
の
も
の
は
餘
う
明
瞭

と
は
云
へ
ま
せ
ん
。
此
れ
な
ど
は
手
心

一
つ
で
更
に
う
政
く
行
く
も
の
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。
三
色
版
の
五
萬
分

一
地
形

国
の
方
が
無
論

一
色
刷
よ
う
は
見
る
に
便
利
で
あ
る
こ
と
は
車
す
ま
で
も
有
ウ
哉
せ
ん
。

今
迄
長
々
と
書

い
て
来
ま
し
た
が
、
地
形
學
の
種
々
な
理
屈
か
ら
も
、
山
岳
の
偉
大
な
、
悠
久
な
威
じ
は
可
な
り
に

味
は
れ
る
こ
と
を
申
し
度
い
と
思
つ
た
の
で
す
が
、
叙
述
の
方
法
が
下
手
で
す
か
ら
或
は
其
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
な
か

つ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
兎
に
角
吾
人
の
智
識
慾
は
山
岳
の
や
う
な
自
然
に
封
し
て
も
其
の
解
澤
を
求
め
ま
す
か

ら
、
其
の
要
求
に
應
じ
て
簡
略
に
今
ま
で
の
學
説
を
紹
介
致
し
ま
し
た
。
な
ほ
詳
し
い
こ
と
は
次
の
書
物
を
御
覧
に
な

つ
た
ら
宜
か
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

通
俗
的
な
も
の
で
は
、
国
ｏσＦ

Ｈ
略
多

弓
①鼻
電
９

巴
ユ

多
①ギ
〓
８
〓
一〓∝
が
あ
′り
ま
す
ｏ
此
れ
は
六
百
頁
ほ
ど
の
も

の
で
種
々
雑
多
な
地
上
の
現
象
風
景
が
面
白
く
書
い
て
あ
う
ま
す
が
、
氷
河
や
断
層
に
開
し
て
は
氏
自
身
の
意
見
が
長

々
と
出
て
居
ま
す
。
此
の
種
の
も
の
で
は
第

一
番
の
も
の
と
思
は
れ
ま
す
。
『
・
の
の一一浄
〕
Ｈ
罵
ｒｒ
ω
２
ｆ
ｌ
や

此
れ
は

英
國
の
地
質
學
者
の
筆
に
な
つ。
た
可
成
有
名
な
本
で
す
が
、
少
し
地
質
構
造
に
重
き
を
置
き
過
ぎ
た
感
が
あ
り
ま
す
。

〓
ｏ‥
三
〓♂
多
ｏ■
０
■
鍮
Ｆ

ｐ乙

∪
８
４
・
此
れ
も
同
氏
に
よ
つ
て
著
さ
れ
、
篤
具
な
ど
中
を
立
派
で
有
り
ま
す
が
、
未

だ
少
し
地
形
學
の
本
営
の
面
白
味
が
出
て
居
な
い
や
う
な
気
が
し
ま
す
。
Ｆ
ｏＬ

＞
く
①σ
電
い

の
８
翼
Ｃ

ｏ「
∽
乱
慧
弓Ｆ
ュ
・
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流
石
に
ラ
ボ
ッ
ク
氏
で
、
地
質
學
と
面
白
く
説
き
、
ア
″
プ
の
地
質
構
造
な
ど
を
巧
妙
に
読
い
て
居
ま
す
が
、
地
形
は

未
だ
少
し
物
足
う
ｎ
所
が
あ
う
ま
す
。
４
・〓
・
∪
”手
〕
口
Ｅ
①爵
″編

「
ギ
浄
≧
Φ
８
電
還
ご
・
四
六
版
三
百
頁
ほ
ど
の
小

冊
子
で
、
地
文
の
教
科
書
で
す
か
ら
不
易
に
説
い
て
有
り
ま
す
が
、
何
し
ろ
地
形
學
に
新
時
期
を
作
っ
た
人
の
著
で
す

か
ら
地
形
の
骨
子
を
知
る
に
は
適
営
の
も
の
で
す
。
Ｏ
み
乱
Ｎ置
の
缶
の『
弓
ご
め一ｏ”
ご
■
〓．ｏ・
此
れ
は
前
書
と

同
じ
大
き
さ

で
す
が
、字
数
は
過
に
多
く
、地
形
の
所
も
ず
つ
と
詳
し
く
書
か
れ
て
居
ま
す
。
此
外
米
国
で
出
た
の
聾
∽σ
電
毬
膚
”１

等

の

『
ご
φ【ｏ”
〓
弓
ご

が
有
う
ま
し
て
、
篤
具
等
が
伸
々
立
派
な
の
が
澤
山
挿
入
さ
れ
て
居
ま
す
が
、
内
容
は
其
割
に
豊

富
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
ｏ
目
Ξ
多
慎
８
〕
多
ｏ
「
ュ
８

ｏ「
＞
のご
・
此
の
書
物
は
地
形
學
の
教
科
書
で
は
有
う
ま
せ
ん

が
、
地
形
學
者
の
書
い
た
天
山
、
阿
頼
、
カ
ラ
コ
／
ム
等
バ
ミ
ー
″
高
原
附
近
の
地
貌
と
之
に
應
ず
る
人
間
の
生
活
を
書

い
た
も
の
で
、
良
書
と
し
て
推
暴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
ｏ
ョ
．・〓
・
∪
ｐく
ァ
・
∪
一①
日
井
ぎ
Ｅ
笙
ｏ
”
霰
Ｆ
屋
一σ
Ξ
的
（一①】

Ｆ
曽
Ｌ
ゅ
〓
お
Ｆ

デ
ー
プ
イ
ス
先
生
が

ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ト
か
ら
伯
林
大
學
に
交
換
教
授
と
し
て
講
演
し
た
も
の
と
、
獨
逸
で

翻
課
出
版
し
た
も
の
で
、
菊
版
五
百
餘
頁
の
何
所
を
み
て
も
蓋
き
な
い
典
味
を
見
出
し
ま
す
。
最
近
の
地
形
學
の
思
想

は
此
の
書
に
代
表
さ
れ
る
と
云
つ
て
宜
い
。
説
明
に
は
デ
ー
デ
ィ
ス
氏
得
意
の
プ
ロ
ッ
ク
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
と
ス
ケ
ッ
チ
を

澤
山
封
照
す
る
や
う
に
し
て
有
つ
て
、
篤
具
な
ど
よ
う
も
逢
か
に
明
瞭
に
二
つ
迅
速
に
地
形
の
成
立
、
憂
化
を
了
解
す

る
事
が
出
来
ま
す
。
今
の
所
で
は
此
れ
以
上
の
良
書
は
存
在
し
哉
せ
ん
。

（
終
）
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雑

　

録

○
神
戸
岩
と
御
前
山

今
か
ら

一
と
昔
以
上
前
の
こ
と
だ
、
未
だ
信
憑
す
可
き

地
日
の
な
い
時
分
、
自
分
達
が
輯
製
二
十
萬
と
地
質
調
査

所
の
地
固
を
唯

一
の
案
内
と
し
て
，
近
郊
の
出
地
を
初
め

八
ケ
岳
と
か
駒
ケ
岳
な
ど

へ
出
か
け
た
頃
、
あ
る
年
御
岳

大
岳
あ
た
り
を
歩
い
て
、
其
の
西
隣
に
大
岳
よ
り
も
高
そ

う
な

一
座
の
山
が
あ
る
の
を
見
つ
け
ｔ
そ
れ
が
御
前
山
と

い
ふ
山
で
あ
る
こ
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
成
程

地
質
調
査
所
の
地
固
を
見
る
と
其
の
名
は
あ
る
が
登
路
な

ど
は
無
論
記
し
て
な
い
の
み
な
ら
ず
、
標
高
さ
へ
大
岳
よ

う
も
低
く
出
て
居
る
。
蹄
京
し
て
か
ら
晴
天
の
日
に
西
を

望
む
と
、
こ
れ
は
ど
う
し
た
こ
と
か
御
前
山
が
大
岳
の
上

を
越
し
て
東
京
の
市
街
を
の
な
い
て
ゐ
る
で
は
な
い
か
。

五
萬
分
の
「
五
日
市
」が
出
る
ま
で
は
そ
れ
が
折
々
議
論
の

種
と
な
つ
た
が
（「
山
岳
」第
三
年
第
二
琥
九
五
頁
参
照
）、

○

そ
れ
と
同
時
に
御
前
山
の
登
山
も
あ
曖
多
企
て
ら
れ
な
か

つ
た
様
で
あ
る
。
登
路
は
御
岳
で
聞
く
庭
に
よ
る
と
、大
岳

山
か
ら
尾
根
樺
に
行
か
れ
る
、
尤
も
路
は
餘
程
ひ
ど
い
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
山
地
旅
行
に
は
大
抵
梅
澤

君
と
山
川
君
と
が
同
行
さ
れ
た
も
の
で
、
自
分
は
雨
君
の

様
尾
に
附
す
る
の
光
榮
を
有
し
て
居
た
。
明
治
三
十
九
年

の
秋
十

一
月
の
末
の
こ
と
だ
、
自
分
は
梅
澤
君
及
び
河
田

恭
君
と
共
に
高
尾
か
ら
陣
場
ケ
峰
の
方
に
枯
薄
を
推
分
け

な
が
ら
尾
根
偉
ひ
に
遊
び
に
行
た
こ
と
が
あ
る
。
其
の
時

山
川
君
も
中
途
か
ら
参
加
さ
れ
る
筈
で
あ
つ
た
の
だ
が
、

終
日
姿
を
見
せ
な
か
つ
た
の
は
、
其
の
折
丁
度

一
人
抜
駈

の
功
名
を
し
て
、
大
岳
か
ら
御
前
へ
の
縦
走
を
断
行
さ
れ

た
の
で
あ
つ
た
。
其
時
の
紀
行
は
螢
表
さ
れ
な
か
つ
た
の

で
、
詳
細
の
事
を
知
る
を
得
な
い
が
、
今
日
で
は
と
て
も

縦
走
は
覺
東
な
い
と
思
は
れ
る
程
ひ
ど
い
藪
と
な
つ
て
ゐ

る
大
岳
御
前
間
の
尾
根
も
、
其
営
時
は
甚
し
き
困
難
も
無

か
つ
た
も
の
か
、
同
君
の
記
録
に
よ
る
と
、
十
二
日
午
前

六
時
三
十
分
御
岳
の
宿
を
出
機
し
、
御
前
の
頂
上
に
著
い

た
の
は
午
後

一
時
で
あ
つ
た
と
い
ふ
。
同
君
は
そ
れ
か
ら

檜
原
府
の
小
澤
に
下
つ
て
、
秋
川
に
滑
う
て
五
日
市
に
出

ハ
五
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録
　
　
○
耐
戸
岩
と
御
前
山

ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
其
の
翌
々
年
以
後
に
梅
澤
君
は
小

澤
か
ら
二
同
も
御
前
に
登
ら
れ
た
そ
う
だ
が
、
自
分
は

一

人
取
残
さ
れ
て
御
前
の
麓
は
素
通
う
に
し
て
ヽ
未
だ
山
腹

へ
さ
へ
上
る
機
含
が
な
い
。
去
年

一
月
の
十
七
日
に
は
三

國
山
か
ら
武
甲
界
の
尾
根
を
乙
え
て
檜
原
の
本
宿
へ
木
た

序
も
あ
る
の
で
（前
抗
所
載
「
北
相
の
一
角
」参
照
）思
ひ
切

つ
て
御
前
山
に
敬
意
を
表
し
に
行
く
こ
と
に
決
す
る
。
其

の
順
序
と
し
て
自
分
は
ま
づ
沸
澤
の
瀑
を
見
物
し
、
神
戸

川
の
中
流
に
有
名
な
戸
岩
を
訪
ね
、
終
に
御
前
山
頂
に
達

し
て
か
ら
復
秋
川
の
浩
岸
に
下
る
こ
と
ヽ
な
つ
た
。

沸
澤
の
瀑

十
八
日
。
隣
室
に
泊
た
別
の
「鎮
砲
打
」
の
一
組
は
早
朝

か
ら
起
き
て
、
存
に
朝
食
の
準
備
如
何
を
偵
察
し
て
居
た

が
、・
爾
々
出
来
上
つ
た
と
い
ふ
報
告
が
聞
え
た
の
で
自
分

も
起
る
こ
と
に
す
る
。
夜
は
夙
に
明
け
た
の
だ
が
、
山
陰

の
篤
に
日
が
射
さ
な
い
の
で
い
や
に
う
す
暗
い
。
先
に
起

き
た
だ
け
に
「
銭
砲
打
」
の
方
は
仕
度
も
早
く
出
来
て
、
七

時
牛
頃
に
は
も
う
犬
を
つ
れ
て
出
か
け
る
。
乙
れ
も

一
行

五
六
名
で
土
地
の
猟
師
が
二
人
許
参
加
し
て
ゐ
る
ら
し
い

所
謂
官
林
の
方

へ
で
も
入
込
む
の
か
、
南
秋
川
に
溜
う
て

霜
に
白
い
路
を
行
く
の
が
見
え
る
。
自
分
の
出
螢
は
ず
つ

と
遅
れ
て
八
時
二
十
五
分
に
な
つ
た
ｃ

今
日
は
先
づ
耐
戸
川
を
湖
る
豫
定
で
あ
る
の
だ
が
．
宿

で
沸
澤
の
瀑
見
物
を
す
ゝ
め
ら
れ
た
の
で
ゴ
昔
無
し
ぐ
沸

澤
に
向
ふ
こ
と
に
す
る
。

橋
本
屋
を
出
て
西
北
に
小
坂
を
上
る
と
本
宿
の
主
部

で
、右
側
に
は
鎮
守
の
春
日
耐
祗
が
あ
る
。
路
傍
に
置
か
に

た
水
槽
に
は
寛
で
引
か
れ
た
清
水
が
温
れ
て
、
今
宿
を
出

た
許
だ
が

一
掬
し
た
く
な
る
。
人
家
を
離
れ
て
道
が
下
♪

氣
味
と
な
る
と
右
と
左
と
に
岐
れ
る
。
自
分
は
此
庭
で
左

に
切
れ
る
。道
は
少

ホし
狐
晩
上
う
で
、や
が
て
影
調
婚
と
か

い
ふ
蒻
を
し
い
橋
で
弗
澤
を
渡
る
と
い
ょ
ノ
ヽ
時
坂
に
掛

る
こ
と
に
な
る
。
此
虎
で
左
方
桑
畑
の
間
に
通
ず
る
細
征

を
辿
る
と
、
彼
の
檜
原
本
宿
で
用
水
と
し
て
引
く
水
源
の

弗
澤
に
入
り
込
む
の
で
あ
る
。
征
は
明
に
ふ
め
て
あ
る
が
、

朝
霜
に
凍
つ
て
ゐ
る
か
ら
ネ
イ
／
ド
ブ
ー
ツ
で
大
理
石

の
上
を
歩
く
様
な
氣
が
す
る
。
流
れ
の
左
岸
に
浩
う
て
行

く
と

や
が

て
征
が
雨
岐
し
て
、
左
の
は
急
に
川
床
に
下

つ
て
か
ら
封
岸
の
島
の
様
に
突
出
た
林
の
中
へ
入
つ
て
行

・く。
自
分
は
ど
こ
ま
で
も
左
岸
に
浩
ふ
て
進
む
と
終
に
は

八
六
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岩
石
の
ゴ
ツ
／
ヽ
し
た
川
繰
に
出
て
し
ま
つ
た
。
用
水
は

此
の
邊
か
ら
木
樋
を
以
て
右
岸
に
滑
う
て
引
い
て
あ
る
。

細
雀
は
川
を
渡
つ
て
ず
ん
ノ
ヽ
右
岸
の
林
中
に
入
る
が
、

自
分
は
ど
乙
ま
で
も
流
れ

に

つ

い
て
剤
森
を
排
し
岩
角

を
提
へ
て
進
む
と
、
間
も
な
く
そ
乙
に
は
弗
澤
の
瀑
が

現
は
れ
る
。
瀑
は
二
段
に
な
つ
て
懸
り
、
下
段
の
も
の
だ

け
で
も
六
丈
五
尺
あ
る
と
い
ふ
が
、
日
測
大
約
三
丈
と
見

た
。
水
量
は
少
い
が
形
状
は
優
雅
で
、
そ
れ
に
丁
度
岩
壁

か
ら
滲
み
出
す
水
は
恭
く
氷
性
と
な
り
、
．瀑
の
飛
沐
は
雲

形
に
凍
つ
て
岩
壁
に
へ
ば
ウ
著
き
、
瀑
布
に

一
人
の
趣
と

添
へ
て
居
た
。
春
期
新
線
に
混
っ
て
ッ
ヽ
ジ
で
も
開
い
た

な
ら
ば
其
の
景
更
に
妙
だ
ら
う
と
思
は
ざ
る
ヶ
得
な
い
。

瀑
壺
は
大
し
て
廣
く
は
な
い
が
相
常
の
深
さ
が
あ
つ
て
、

清
列
波
璃
の
如
き
水
を
堪
え
て
ゐ
る
。

踵
を
か
へ
し
た
時
は
も
う
八
時
四
十
五
分
で
あ
つ
た
。

掃
路
は
下
ら
氣
味
な
の
で
却
つ
て
滑
う
易
く
て
足
元
の
注

意
を
要
す
る
。
桑
畑
の
所
哉
で
家
る
と
、
正
面
に
は
高
黒

山
が
見
え
て
、
そ
の
右
側
の
岩
壁
か
ら
銀
の
様
な
氷
の
瀑

が
懸
垂
し
て
ゐ
る
の
が
目
に
つ
く
。
本
道
に
合
し
て
左
に

折
れ
て
一
寸
下
る
と
ヽ
西
川
橋
と
い
ふ
長
大
な
木
橋
で
北

維

　

銭

　

〇

戸
岩
と
御
前
山

秋
川
を
渡
る
。

左
右
の
山
足
は
稽
開
け
て
畑
に
は
桑
が

ヵ
■
タ
ラ

植
え
て
あ
る
。
茅
倉
橋
を
渡
つ
て
少
し
行
く
と
千
足

へ
家

る
。乙

れ
も
三
十
九
年
の
秋
の
こ
と
で
あ
る
が
、
梅
澤
君
と

深
澤
か
ら
御
岳
に
登
つ
て
、
蹄
路
は
大
岳
か
ら
南
に
八
割

へ
下
つ
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
此
虎
は
檜
原
村
大
字
三
都
郷

の
小
字
で
．
此
の
外
に
は
街
白
倉
．
中
里
．
千
足
等
の
小

字
が
あ
る
、
そ
し
て
そ
の
千
足
は
千
束
で
は
な
く
て
千
足

と
書
く
の
だ
と
教
は
つ
た
、　
ハ
ハ
ー
百
足
以
上
だ
な
と
思

つ
た
と
が
あ
つ
た
。
何
し
ろ
其
の
頃
頼
う
に
し
た
地
固
に

は
乙
ん
な
小
名
は
業
に
し
た
く
も
あ
り
は
し
な
い
。
登
山

に
不
便
不
都
合
の
多
か
つ
た
と
は
驚
く
可
き
程
だ
が
、
其

反
比
例
に
山
岳
愛
好
心
は
中
々
盛
な
も
の
で
あ
つ
た
。
あ

の
時
代
に
比
較
す
る
と
今
で
は
山
へ
登
る
に
し
ろ
計
書
ヒ

立
て
る
に
し
ろ
幾
十
層
倍
も
業
に
な
つ
た
諄
で
あ
る
。
乙

れ
も
昭
代
の
御
蔭
で
あ
る
が
‘
其
の
割
合
に
近
家
の
登
山

家
の
一
部
が
山
に
封
す
る
態
度
に
は
不
可
解
の
識
が
見
え

る
。
登
山
は

一
種
の
運
動
か
又
は
胃
瞼
事
業
と
で
ヽ
心
得

て
居
る
か
―
′
．ｔ
、
困
難
と
か
危
険
と
か
が
件
は
な
け
れ
ば

債
値
が
な
い
と
考

へ
る
様
な
傾
向
が
あ
る
の
は
、
定
に
不

〈
七
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雑
　
　
録
　
　
○
耐
戸

思
議
な
現
象
で
あ
る
。
そ
う
か
と
思
ふ
と
、物
を
排
へ
な
い

外
関
人
の
饗
に
微
つ
て
か
、
但
人
が
兎
に
角
地
蔵
佛
と
崇

め
又
は
大
日
如
木
を
勘
講
し
て
置
く
鳳
鳳
山
の
Ｅ
巌
に
上

づ
て
得
意
が
る
人
が
輩
出
す
る
そ
う
だ
。
椴
令
最
高
黙
に

達
す
る
と
い
ス
と
が
登
山
の
意
義
な
う
と
し
た
慮
で
、
何

に
も
地
蔵
佛
の
頭
へ
す
で
上
ら
な
く
と
も
よ
さ
そ
う
に
思

は
れ
る
。
又
地
蔵
佛
と
名
は
付
け
ら
れ
た
庭
で
高
が
花
聞

岩
の
大
塊
に
過
ぎ
な
い
、
之
を
奪
崇
す
る
な
ど
は
迷
信
だ

と
い
ふ
の
な
ら
、
佛
寺
に
詣
で
耐
祀
に
額
づ
く
の
は
皆
迷

信
と
謂
は
ね
ば
な
る
ま
い
。
い
や
私
は
教
會

へ
行
き
ま
す

と
名
乗
り
出
る
人
が
あ
る
な
ら

目
ｏギ

日
「す
ご
を
信
ず
る

の
も
同
様
で
す
と
申
上
げ
る
よ
う
外
致
方
は
な
い
。
岩
の

塊
だ
と
て
そ
れ
だ
け
の
因
縁
が
な
け
れ
ば
風
鳳
山
頂
に
獨

坐
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
佛
菩
薩
で
あ
ら
う
と
大
己

貴
命
で
あ
ら
う
と
、
何
れ
も
偉
大
な
る
自
然
力
の
Ξ
ュ
浄

諄
≧
ｏ〓
に
外
な
ら
漁
、　
一
耐
教
だ
と
て
ひ
ど
く
宣
教
師
な

ど
が
自
慢
す
る
基
督
教
で
き
へ
「
子
」
と
か
一
聖
霊
」
と
か
い

ふ
ヨ
３
が
わす
キ
）〓
を
崇
め
さ
せ
る
、
而
も
そ
れ
を
信
じ
な

け
れ
ば
宗
教
の
根
本
が
成
立
た
な
く
な
る
だ
ら
う
。
人
間

は
萬
物
の
霊
長
で
あ
る
か
ら
岩
の
片
な
ど
を
算
Ｕ
の
は
恥

辱
だ
と
思
ス
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
人
間
だ
つ
て

石
だ
つ
て
同
じ
自
然
の
手
に
成
つ
た
も
の
で
謂
は
ヽ
兄
弟

分
で
は
な
い
か
、
何
も
自
分

一
人
偉
い
と
思
ス
に
も
営
ら

な
い
‘‥Ｄ
大
風
が

一
吹
ふ
け
ば
ケ
シ
飛
ん
で
し
ま
う
よ
う
な

人
間
よ
り
は
、
泰
然
自
若
と
し
て
ゐ
る
岩
の
方
が
偉
い
の

か
も
知
れ
な
い
。
下
等
植
物
だ
な
ど
ゝ
ひ
ど
く
軽
蔑
す
る

細
菌
の
篤
に
、
六
尺
豊
の
有
髯
男
子
が
コ
ロ
ソ
と
斃
さ
れ

る
。
い
や
も
う
人
間
な
ん
て
哀
れ
な
も
の
だ
ｃ
そ
乙
で
大
に

細
菌
學
を
研
究
し
そ
の
結
果
を
應
用
し
Ｃ
細
菌
撲
滅
病
源

退
治
と
出
か
け
る
が
、
病
源
菌
な
る
も

ｏ
の
が
い
つ
で
も
必

ず
病
源
だ
か
ど
う
だ
か
わ
か
る
も
の
ぢ
や
あ
な
い
。
加
之

書
者
が
盛
つ
て
く
れ
る
業
が
い
つ
で
も
利
く
と
は
限
つ
て

み
ず
、
死
艦
解
剖
の
後
に
至
つ
て
和
め
て
死
因
が
わ
か
る

な
ど
ゝ
木
る
と
、
日
本
で
よ
く
や
る
様
に
滅
茶
々
々
に
破

壊
し
た
飛
行
機
の
墜
落
原
因
を
調
査
す
る
様
な
も
の
で
、

あ
ま
多
数
能
は
な
い
よ
う
だ
。
病
氣
に
よ
つ
て
は
響
者
な

ど
は
ど
う
屁
理
屈
を
乙
ね
る
か
知
ら
な
い
が
、
或
鮎
迄
は

精
耐
上
か
ら
治
る
も
の
だ
、
そ
れ
を
も
迷
信
と
い
ふ
な
ら

科
學
も
哲
學
も
皆
迷
信
に
な
り
さ
う
だ
。
横
道
へ
這
入
つ

て
乙
ん
な
理
屈
を
な
ら
べ
て
も
何
の
数
も
あ
る
ま
い
が
、
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之
を
要
す
る
に
鳳
凰
山
の
地
蔵
佛
の
頭
へ
上
る
の
は
藝
も

な
い
と
だ
、
そ
れ
よ
う
は
三
錢
出
し
て
鎌
倉
大
佛
の
内
陣

へ
で
も
這
入
つ
た
方
が
逢
に
ま
し
だ
と
思
ふ
。
さ
う
い
ふ

と
ひ
ど
く
迷
信
家
で
ゞ
も
あ
り
さ
う
に
取
ら
れ
る
と

困

る
か
ら
御
断
し
て
置
く
が
、
自
分
は
決
し
て
御
賽
餞
を
上

げ
た
か
ら
特
別
の
御
利
益
が
あ
る
と
思
つ
た
り
、
本
願
寺

様
の
風
呂
の
水
を
有
難
く
頂
戴
す
る
様
な
徒
で
は
な
い
。

紳
主
で
も
坊
さ
ん
で
も
誰
で
も
話
せ
る
人
は
大
好
に
な
る

が
、
鼻
の
下
建
立
の
専
門
家
や
日
曜
日
に
商
賣
を
す
る
人

達
は
御
免
に
御
座
候
だ
っ

再
び
本
道
に
戻
つ
て
千
足
を
通
る
と
、
高
黒
山
の
東
裏

か
ら
出
る
千
足
澤
が
北
秋
川
―こ
．注
い
で
ゐ
る
。
そ
の
上
流

に
は
綾
瀑
と
天
狗
瀑
と
い
ス
ニ
名
瀑
が
あ
る
と
教
は
つ
た

が
「
此
庭
で
此
の
上
道
草
を
す
る
の
も
時
間
の
都
合
上
工

合
が
悪
い
の
で
、
瀑
は
何
れ
此
の
次
と
い
ふ
と
に
し
て
前

進
を
績
け
る
。
千
足
か
ら
は
道
が
西
に
向
ふ
の
で
正
面
に

御
前
山
の
頭
と
其
の
左
に
湯
久
保
山
（
叉
耐
戸
ノ
入
り
）
が

雄
大
に
見
え
る
。
暮
沼
へ
末
る
と
大
岳
登
山
口
の
石
碑
が

あ
つ
て
、
文
字
に
入
れ
た
朱
の
色
は
鮮
明
で
あ
る
。
小
木

橋
で
暮
沼
川
を
渡
つ
て
直
其
の
右
岸
の
自
倉
へ
著
い
た
の

は
九
時
二
十
五
分
で
あ
つ
た
。
此
庭
で
封
岸
に
不
動
澤
に

懸
る

一
丈
有
餘
の
不
動
瀑
が

一
寸
目
を
牽
く
。
白
倉
か
ら

十
五
分
も
行
く
と
大
澤
の
部
落
で
、
大
澤
橋
と
い
ス
木
橋

が
日
の
下
の
北
秋
川
に
架
し
て
あ
る
。
此
虎
で
往
還
は
右

岸
に
渡
る
の
だ
が
、
支
道
は
右
に
小
坂
を
上
つ
て
川
の
左

岸
に
浩
う
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
分
岐
識
に
は
新
し
い
木

標
が
あ
つ
て
「
右
耐
戸
、
氷
川
近
道
」
と
記
し
て
あ
る
。

耐
　
戸
　
山石

大
澤
の
分
岐
贈
を
右
に
切
れ
て
杉
の
植
ゑ
て
あ
る
坂
路

を
爪
先
上
う
に
辿
る
と
、
直
眼
前
に
は
耐
戸
川
と
北
秋
川

と
の
合
流
黙
が
現
は
れ
る
。
此
の
山
の
鼻
を
唆
は
る
所
は

一
寸
威
じ
が
よ
い
。
雨
側
の
山
が
差
出
で
ヽ
谷
口
を
推
し

せ
ば
め
、
言
は
ゞ
此
の
谷
の
門
戸
を
な
し
て
ゐ
る
所
を
過

る
と
、谷
は
直
に
開
け
て
右
岸
に
は
人
家
が
見
え
る
。
そ
の

傍
か
ら
山
を
乙
え
て
小
澤
に
通
ず
る
捷
征
が
あ
る
様
だ
。

や
が
て
神
戸
の
部
落
に
末
る
と
、
左
側
に
小
木
標
が
あ
っ

て
鐘
乳
洞
入
口
三
丁
餘
と
記
し
て
あ
る
。
此
の
邊
は
例
の

秩
父
古
生
層
の
石
友
岩
で
、
昔
か
ら
数
個
の
鐘
ａ
洞
が
知

ら
れ
て
ゐ
る
。
先
年
國
民
新
聞
で
大
分
書
き
立
て
た
の
で
、

利
に
走
る
山
民
は
路
を
修
理
し
示
道
標
を
建
て
ヽ
都
人
士

琥 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
録
　
　
○
紳
戸
岩
と
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雑
潔
覇
録
　
　
○
耐
戸
岩
と
御
前
山

を
呼
ば
う
と
し
た
が
、
幸
か
不
幸
か
こ
れ
は
村
の
財
源
に

は
な
ら
な
か
つ
た
。
洞
は
何
れ
も
狭
い
も
の
で
．
銅
旬
し

て
入
る
も
の
と
い
ふ
。
其
の
中
で
も
法
穴
と
い
ス
の
は
最

有
名
で
，
郡
村
誌
檜
原
村
の
條
に
は
左
の
記
事
が
あ
る
。

法
穴
。
丑
ノ
方
字
神
戸
燿
癖
清
水
橋
フ
距
″
三
町
餘
耐

戸
川
ノ
南
岸

二
巌
山
饗
峙
ス
／
凡
七
十
丈
許
其
中
腹

二
洞
売屈
フ
開
キ
洞
口
辰
ノ
方

二
向
ヒ
高
七
尺
幅
四
尺

許
矩
フ
照
ン
テ
西
方

二
入
″
三
問
許

ニ
シ
テ
南

二
向

ヒ
三
四
間
上
り
又
西

二
入
／
四
間
許

ニ
ン
テ
窮
″
其

間
高
低
廣
狭
ア
ン
ド
モ
高
サ
ハ
概
ネ
三
四
間
幅
四
五

尺
ナ
リ
又
中
程
ョ
リ
南

二
向
テ
岐
洞
ア
ソ
高
ク
ン
テ

登
ソ
難
シ
洞
中

二
立
身
観
看
ノ
石
像
フ
安
ス
其
傍
ノ

一
段
高
キ
庭

二
古
碑
ア
ソ
下
二
享
徳
元
年
十
月
日
ト

刻
ヌ
里
人
プ
説

二
昔
時
窟
中
二
木
食
ノ
行
者
住
ミ
ケ

ソ
是
其
墓
碑
ナ
リ
ト
云
ｃ

享
徳
元
年
と
云
へ
ば
西
暦

一
千

四
百

五
十
二
年
に
営
る

が
、
そ
の
以
前
已
に
此
の
穴
が
知
ら
れ
て
居
た
と
は
面
白

い
こ
と
で
あ
る
。
自
分
は
瀑
で
ヽ
も
あ
る
の
な
ら
ば
二
丁

位
な
道
草
は
敢
て
す
る
餘
裕
が
あ
つ
た
が
、
穴
へ
入
る
の

は
餘
う
好
か
な
い
の
で
、
こ
れ
も
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
ｏ

橋
を
渡
つ
て
耐
戸
川
の
右
岸
に
出
る
所
に
右
か
ら
ヤ
ゴ

シ
澤
が
合
流
す
る
。
其
の
直
北
の
尾
根
を
登
れ
ば
路
は
悪

い
が
大
岳
に
達
す
る
と
い
ふ
か
ら
．
乙
れ
は

「
山
岳
」
第

八
年
第

一
琥
に
あ
る
梅
澤
君
の

「
御
前
山
塊
」
の
記
事
に

補
足
す
る
慣
値
が
あ
る
か
と
も
思
は
れ
る
。
此
の
二
三
丁

上
手
で
耐
戸
の
部
落
は
終
る
こ
と
に
な
る
が
、
左
手
に
大

岳
山
の
耐
官
の
住
宅
が
厳
に
見
え
て
居
る
。
朝
の
日
は
曖

い
光
を
此
の
山
間
の
小
不
地
に
投
げ
か
け
て
、
風
の
な
い

今
日
は
春
の
様
に
温
か
い
。
氣
の
早
い
類
自
が
枯
木
立
の

中
で

「
一
筆
啓
上
」
を
謳
つ
て
居
る
が
、
荷
を
負
つ
て
ゐ

る
自
分
は
春
ど
こ
ろ
で
は
な
く
て
夏
の
様
に
暑
い
。
水
之

戸
澤
か
ら
引
い
た
村
の
用
水
が
杉
林
の
中
の
蘇
蒸
し
た
小

溝
を
流
れ
て
行
く
所
で

一
と
息
入
れ
て
封
岸

を
眺

め
る

と
，
そ
乙
に
は
乙
れ
も
大
岳
か
ら
出
る
ス
ベ
ソ
澤
が
耐
戸

川
に
注
い
で
居
る
。
十
時
十
分
い
よ
Ｐ√
ヽ
脚
戸
川
の
本
流

赤
井
澤
と
水
之
戸
澤
と
の
合
流
鮎
に
末
た
。
此
庭
に
も
標

本
が
あ
つ
て

「
左
水
之
戸
澤
、右
戸
岩
、氷
川
近
道
」
と
記

し
て
あ
る
の
で
、
案
内
無
で
も
迷
ふ
憂
は
夏
に
な
い
つ
水

之
戸
澤
に
は
梯
子
の
様
な
橋
が
掛
つ
て
居
る
の
で
徒
渉
の

難
も
な
く
、
細
い
征
を
赤
井
澤
の
右
岸
に
つ
い
て
進
む
と

ル
〇
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直
に
そ
の
河
床
に
下
り
て
之
を
左
岸
に
渡
る
。
水
之
戸
澤

に
比
し
て
水
量
は
極
め
て
僅
で
、
景
も
亦
平
々
凡
々
た
る

も
の
で
あ
る
。
左
岸
の
杉
の
植
林
を
少
し
行
く
と
再
び
右

岸
に
移
る
が
、
流
れ
は
四
五
寸
し
か
深
さ
が
な
い
の
で
河

床
の
石
の
上
を
行
く
。
此
の
調
子
で
は
大
雨
の
後
で
も
徒

渉
す
る
に
大
し
た
困
難
は
あ
る
ま
い
と
思
は
れ
る
程
で
あ

る
。
此
の
邊
か
ら
路
は
漸
く
岸
上
の
小
高

い
所
を
通
る
が
、

間
も
な
く
正
面
に
現
れ
た
の
は
豫
て
其
の
名
を
聞
及
ぶ
戸

岩
で
あ
つ
て
、
其
の
壮
絶
奇
絶
な
こ
と
は
今
迄
の
流
れ
の

手
几
な
の
に
倦
き
て
ゐ
る
限
に
は

一
層
の
喜
を
威
ぜ
ず
に

は
居
ら
れ
な
い
ｃ
水
之
戸
澤
の
合
流
尉
か
ら
十
五
分
程
か

か
つ
た
。
岩
は
諄
戸
川
の
雨
岸
に
封
峙
し
て
各
々
高
さ
二

十
丈
許
り
、
其
の
間
は
甚
だ
狭
ま
つ
て
二
間
に
足
ら
な
い

所
も
あ
る
。
恐
ら
く
石
荻
岩
の
大
塊
で
あ
ら
う
が
、
凹
凸

あ
る
表
面
に
は
灌
木
や
草
な
ど
が
大
分
生
じ
て
ゐ
ろ
。
其

の
西
側
に
立
つ
も
の
は
所
々
に
大
小
不
齊
の
黄
色
の
斑
紋

を
有
し
て
ゐ
る
ｔ

乙
れ
は
明
に
岩
石
の
色
澤
で
は
な
く
て

其
上
に
生
ず
る
何
か
微
細
な
隠
花
植
物
に
起
因
す
る
も
の

に
相
違
な
い
。
双
眼
鏡
の
度
を
存
に
合
せ
て
見
て
も
頴
微

鏡
の
代
用
は
し
な
い
の
で
、
標
品
を
手
に
し
得
る
ま
で
は

明
言
す
る
に
は
疇
躇
す
る
が
、
地
衣
の
一
種
に
非
ず
ん
ば

恐
ら
く
は
線
藻
の
一
種
で
氣
申
生
活
を
す
る
↓
お
”静
芍２
■

〓
”
で
は
あ
る
ま
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
此
の
類
は
日
本

に
二
三
種
も
あ
つ
て
、
岩
石
や
樹
皮
上
に
著
生
し
て
ゐ
る

も
の
で
、概
見
は
綿
の
如
く
叉
蘇
の
如
く
、燈
内
に

一
種
の

色
素

（
ヘ
マ
ト
ク
ロ
ー
ム
だ
と
考
へ
ら
れ
て
居
る
）
を
多

量
に
含
む
が
篤
に
、
線
藻
で
あ
う
乍
ら
線
色
で
は
な
い
。

岩
と
岩
と
の
間
は
小
規
模
の
瀞
と
な
す
の
で
、
到
底
川
床

を
博
ふ
な
ど
ヽ
い
ふ
乙
と
は
出
来
な
い
が
、
幸
に
も
丈
夫

な
橋
が
あ
つ
て
東
岸
の
岩
に
移
れ
る
様
に
成
て
居
る
。
此

慮
に
何
を
祀
つ
た
も
の
か
小
石
祠
が
あ
つ
た
が
、
多
分
龍

耐
で
ヽ
も
あ
ろ
う
と
思
ふ
。
澤
は
此
虚
で
屈
曲
す
る
が
馬

に
東
側
の
岩
は
川
に
面
し
て
牛
ば
隧
道
の
様
に
利
に
て
居

て
、其
庭
に
は
横
道
が
し
つ
ら
へ
て
あ
る
。流
れ
は
甚
し
く

盛
つ
て
、
脚
の
長
い
人
な
ら
ば

一
跨
に
出
来
そ
う
に
思
ヘ

る
。
し
か
し
西
側
の
岩
に
は

一
寸
足
掛
う
は
な
さ
そ
う
だ
。

岩
戸
の
奥
行
は
敷
間
に
す
ぎ
な
い
が
、
若
し
是
が
二
三
十

問
も
績
い
て
居
た
な
ら
ば
、
之
を

ヘ
ッ
ッ
て
見
や
う
な
ど

と
い
ふ
特
志
家
の
二
三
人
は
出
る
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
。

そ
し
て
彼
庭
を
へ
つ
ら
な
い
奴
は
馬
鹿
だ
と
も
言
は
う
も

琥 第 年 四 十 第 岳 山
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維

鉄
　
　
〇
耐
戸
岩
と
御
前
山

の
な
ら
、
猫
も
絢
子
も
出
掛
け
て
紳
戸
村
大
繁
昌
と
い
ふ

の
だ
が
惜
い
も
の
だ
。
し
か
し
現
在
の
ま
ゝ
で
ヽ
東
京
や

横
濱
か
ら
わ
ざ
ノ
ヽ
見
に
行
く
債
値
は
十
分
に
あ
る
。
岩

の
間
を
通
つ
て
再
び
川
原
に
出
て
振
返
る
と
、
右
岸
の
岩

の
北
裏
に
は
イ
´
ナ
ン
テ
ン
が
澤
山
生
へ
て
ゐ
て
、
其
の

紅
色
に
染
つ
た
光
澤
の
あ
る
葉
が
賞
に
美
し
い
。
戸
岩
か

ら
上
流
は
再
平
几
な
澤
と
な
つ
て
、
低
い
瀑
位
は
あ
る‐が

何
等
の
奇
も
憂
も
な
い
。
そ
れ
で
も
新
編
武
蔵
風
土
記
稿

檜
原
村
紳
戸
組
の
條
を
見
る
と
、
此
の
邊
に
は
ン
ノ
ハ
チ

長
滸
な
ど
云
ふ
所
が
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
今
次
に
其
の
全

文
を
抄
出
し
て
掲
げ
る
こ
と
ヽ
し
ょ
う
。

耐
戸
岩

村
ノ
西
北
年
里
許

ニ
ア
リ
ソ
ノ
邊
ハ
最
険
岨
ノ
地
ニ

テ
崚
ン
キ
山
間
二
左
右
ヨ
リ
峙
チ
シ
岩
ナ
リ
北
ノ
山

二
添
夕
″
岩

ハ
水
底
ョ
ソ
頂

二
至
χ
高
サ
几
三
十
丈

許
幅

ハ
九
尺
程
す
ソ
又
東
南
ノ
方
ヨ
ソ
出
夕
″
岩

ハ

較
卑
ク
十
五
丈
許
幅
三
十
五
六
丈
厚
サ
ハ
各
五
六
丈

許
山
上
ヨ
リ
望
メ
バ
其
高
サ
モ
封
ス
／
二
似
タ
ソ
形

状
賞

二
耐
戸
ト
モ
謂
ツ
ベ
ン
岩
間
フ
東
流
セ
″
難
川

ハ
幅
二
間
深
サ
ニ
尺
許
水
源

ハ
乾
ノ
方
赤
井
澤
ヨ
ソ

ル
ニ

流
ン
出
テ
水
路
曲
折

コ
ヽ
二
至
テ
凡

一
里
許
ナ
リ
此

岩
戸
ヨ
リ
十
五
六
間
モ
上
流

二
五
尺
ホ
ド
ノ
飛
流
ア

リ
其
下
二
園
淵
ア
ツ
シ
ノ
ハ
チ
ト
名
ク
深
キ
コ
ト
測

ソ
知
ラ
ズ
ト
云
ソ
コ
ョ
リ
僅
二
過
テ
四
尺
許
ノ
飛
流

ナ
ガ
ト
ロ

ア
リ
廣
サ
十
歩
許
ノ
淵
フ
ナ
七
り
長
滸
卜
呼
ベ
リ
其

下
流

二
又

一
尺
許
流

ン
落
／
所
ア
リ
其
下
十
五
六
歩

ノ
所
フ
雨
乞
淵
卜
琥
ス
即
チ
南
ノ
岩
戸
内
ナ
リ
ソ
ノ

岩

二
水
ヨ
ソ
七
尺
許
モ
高
虎

二
護
摩
壇
卜
稀
シ
人
間

二
五
尺
ア
マ
リ
平
坦
制
ナ
セ
／
如
ノ
所
ア
リ
ソ
ノ
傍

四
尺
許
高
所

二
南
面
ノ
岩
穴
ア
ッ
ク
ソ
コ
ニ
ハ
龍
耐

フ
石
宮
二
祀
ン
ソ
ト
云
古
弘
法
大
師
護
摩
修
法
ノ
所

ナ
ン
ノヾ
ソ
ノ
名
ア
リ
ト
云
偉

ヘ
ソ
此
邊
岩
茸
多
ク
生

ズ
又
レ
麓
ア
リ
テ
是
フ
探
モ
ノ
親
ク
物
語
ン
ソ
人
タ

ヤ
ス
ク
近
説
ス
″
コ
ト
ァ
タ
ハ
ズ
只
山
上
ヨ
ソ
此
フ

ノ
ゾ

ム
ノ

ミ
ナ
リ
Ｏ

又
稿
重
複
の
嫌
は
あ
る
が
序
を
以
て
郡
村
誌
檜
原
村
に
あ

る
戸
岩
の
記
載
を
も
次
に
掲
げ
る
こ
と
、
す
る
。

耐
Ｆ
岩

瞑
ギ
瑞
丑
ノ
方
字
耐
戸
ナ
／
耐
戸
川
ノ
中
流
東

西
雨
岸

ニ
ア
リ
崚
山
深
鉢
ノ
間
雨
岸
ノ
山
脚
ヨ
ソ
Ｅ

巖
屹
然
並
立
ン
テ
其
状
門
戸
ノ
如
ク
東
巖
最
高
ク
シ
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テ
水
底
ヨ
リ
岩
頭

二
至
／
マ
デ
高
三
十
丈
幅
九
丈
餘

西
巌

ハ
精
低
ク
高
十
五
丈
許
幅
三
十
餘
丈
雨
巖
ノ
間

塞
聞
九
丈
許
赤
井
澤
ノ
漢
泉
之
二
注
ギ
奔
滞
白
雪
フ

噴
ク
奇
景
言
可
ラ
ズ
西
品
ノ
北
側
水
面

ヨ
ソ
高
七
尺

許
ノ
所

二
長
人
間
幅
五
十
許
平
坦
ア
ソ
土
人
之
フ
弘

法
大
師
ノ
護
靡
壇
卜
櫓
ス
其
上
四
尺
許

二
岩
洞
ア
ソ

小
禿
祠
フ
安
シ
需
耐
フ
祀
″
護
靡
壇
ノ
前
フ
雨
乞
淵

卜
呼
ベ
ソ
此
邊
川
苔
岩
茸
フ
産
ス
。

此
の
雨
文
中
多
少
相
違
の
階
は
あ
る
が
、
自
分
が
記
述

す
る
よ
う
も
詳
密
で
あ
る
か
ら
（
慨
令
精
確
で
な
く
と
も
）

後
木
の
遊
子
の
参
考
と
な
る
こ
と
だ
ら
う
と
思
ふ
。
叉
同

じ
く
風
土
記
稿
に
よ
る
と
、
耐
戸
川
の
下
流
に
は
平
岩
淵

と
い
ふ
名
勝
も
あ
る
と
い
ふ
か
ら
、
こ
れ
も
大
に
抄
出
し

て
置
か
う
。

紳
戸
川
ノ
下
流
ニ
ア
リ
水
中
不
盤
ノ
Ｅ
巖

言
ノ
水
ノ
落

ロ
ニ
凸
岩
ア
リ
ソ
ノ
下
流

二
淵
ア
ソ
ョ
リ
テ
平
岩
ノ
名

フ
ヨ
ベ
ン
ト
云
。

こ
れ
は
ど
の
邊
に
あ
る
の
か
自
分
は

一
向
に
氣
が
つ
か
な

か
つ
た
。

戸
岩
よ
う
上
流
は
良
く
修
理
さ
れ
た
路
が
あ
つ
て
ゴ
利

め
は
再
三
流
れ
を
右
左
に
反
覆
し
て
渡
る
が
、
終
は
大
腱

地
国
に
示
さ
れ
て
あ
る
通
り
左
岸
を
行
く
こ
と
に
な
る
。

山
の
斜
面
は
所
々
開
墾
さ
れ
て
、
桑
が
植
付
て
あ
る
の
を

見
る
と
路
の
よ
い
の
も
有
か
れ
る
。
聞
く
所
に
よ
る
と
昔

は
戸
岩
の
下
に
は
路
は
な
か
つ
た
の
で
、
こ
れ
以
上
山
に

わ
け
入
る
に
は
皆
戸
岩
の
上
を
越
え
た
の
だ
そ
う
だ
が
、

今
か
ら
三
十
年
許
多
前
に
、
小
河
内
の
藤
左
衛
門
な
る
人

が
此
山
奥
の
山
林
か
ら
木
を
切
う
出
し
た
時
に
、
戸
岩
の

下
に
棧
道
を
か
け
た
の
が
初
う
で
、
其
の
後
は
村
の
者

が
修
理
を
加
へ
て
通
行
に
便
に
し
て
居
る
の
だ
そ
う
だ
。

岩
か
ら
二
十
分
許
上
流
に
上
つ
て
見
た
が
、
餘
う
の
暑
さ

に
岩
蔭
を
寛
め
て
休
憩
す
る
。
上
衣
も
何
も
す
つ
か
う
脱

い
で
、冷
水
で
顔
を
洗
つ
て
蘇
生
の
思
を
し
た
が
、寒
中
の

歩
行
が
こ
れ
程
暑
い
も
の
と
は
思
は
な
か
つ
た
。
時
間
は

少
し
早
い
が
荷
を
下
し
た
序
に
辮
営
を
食
べ
る
こ
と
に
し

て
、
日
影
に
牛
時
間
許
体
ん
だ
篤
め
に
や
つ
と
凍
し
く
な

つ
た
か
ら
、
十

一
時
十
五
分
い
よ
ノ
ヽ
出
螢
と
す
る
。

本
家
御
前
山
に
登
る
に
は
檜
原
村
の
字
小
澤
か
ら
所
謂

御
前
尾
根
を
上
る
の
が
本
道
で
、
耐
戸
川
の
谷
か
ら
な
ら

ば
、
水
之
戸
澤
を
湖
つ
て
所
謂
中
尾
根
に
取
付
く
の
が
順

難

琥 第 年 四 十 第 岳 山
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雑
　
　
録
　
　
　
神
戸
岩
と
御
前
山

雪
が
大
分
あ
つ
て
、
ひ
ど
く
高
山
ら
し
い
景
色
な
の
に
心

臓
の
鼓
動
が
高
ま
る
。

ク
ロ
ノ
フ
澤
を
後
に
し
て
少
し
上
る
と
、
十
六
七
と
十

三
四
の
少
年
が
路
傍
で
排
営
を
使
つ
て
ゐ
る
の
を
費
見
し

た
。
近
づ
い
て
話
し
か
け
る
と
氷
川
か
ら
山
を
越
え
て
木

た
も
の
だ
と
い
ス
の
で
、
戸
岩
で
も
見
物
に
家
た
か
と
思

つ
て
聞
く
と
ス
グ
を
探
う
に
木
た
の
だ
と
い
ス
．′
見
る
と

傍
に
は
此
の
邊
に
多
い
カ
ン
ス
グ
が
澤
山
東
に
し

て
あ

る
　
此
の
葉
を
絢
つ
て
草
轄
の
竪
緒
に
す
る
と
大
居
丈
夫

な
の
．だ
そ
う
だ
が
、随
分
手
の
痛
い
仕
事
だ
ろ
う
と
思
ふ
。

そ
れ
は
ど
う
で
も
と
し
て
カ
ン
ス
グ
の
葉
が
乙
ん
な
役
に

立
と
う
と
は
今
迄

一
向
に
知
ら
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
由

家
日
本
人
は
天
然
物
殊
に
草
木
を
利
用
す
る
に
長
け
て
ゐ

る
よ
う
だ
。
山
間
に
行
く
と
想
像
に
も
及
ば
な
い
草
木
の

芽
を
食
た
う
、
ス
ヰ
ゼ
ン
ジ
ノ
リ
、
力
″
ノ
リ
、
ヵ
ノ、
モ

ゾ
ク
の
如
き
ｎ
ら
ノ
ヽ
べ
ろ
ノ
ヽ
し
た
も
の
ま
で
食
ふ
。

フ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
は
勿
論
上
等
な
方
だ
。
手
酷
し
い
の

に
な
る
と

カ
モ
ガ
ハ
ノ
ソ
と
琥
し
て
ぁ
ま
ぅ
潔
か
な
ら

緻
所
に
生
ず
る
ノ
ス
ト
ッ
ク
を
さ
へ
食
ふ
。
又
麟
維
植
物

な
ど
も
随
分
よ
く
研
究
し
て
ゐ
て
、
ス
ガ
モ
や
ア
マ
モ
の

路
と
は
聞
い
た
が
、
赤
井
澤
の
川
浩
の
道
の
立
派
な
の
に

釣
込
ま
れ
た
の
と
、
此
の
澤
を
上
り
つ
め
た
鞍
部
か
ら
尾

根
偉
ひ
に
上
つ
て
見
た
い
慾
望
も
あ
つ
た
ご
山
川
君
は
大

岳
か
ら
御
前

へ
縦
走
さ
れ
た
が
、
梅
澤
君
は
大
岳
か
ら
中

途
の
比
の
鞍
部
ま
で
木
て
後
年
レ
・断
念
さ
れ
た
と
い
ふ
か

ら
、
自
分
が
今
度
梅
澤
君
の
放
棄
さ
れ
た
分
・ざ
引
受
け
れ

ば
二
人
で

一
人
前
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
尤
も
此
の
登
路

が
荒
磨
し
て
ゐ
て
困
難
の
多
い
こ
と
は
己
に
梅
澤
君
が
書

か
れ
て
あ
る
が

（
「
山
岳
」
第
八
年
第

一
琥

一
四
人
頁
）
、

自
分
は
自
然
此
の
悪
い
役
を
引
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

破
目
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
。

赤
井
澤
に
浩
う
で
彼
是
二
十
分
も
進
む
と
、
右
側
に
御

大
典
紀
念
林
と
大
書
し
た
標
本
が
あ
つ
て
、
傍
に
は
維
の

本
な
ど
の
暗
維
色
が
落
葉
樹
や
草
本
の
山
あ
ひ
に
異
影
ヶ
・

放
つ
て
ゐ
る
。
其
の
邊
に
山
の
耐
が
祀
つ
て
あ
つ
て
、
山

の
紳
の
澤
と
い
ふ
小
澤
が
あ
る
。
す
る
と
問
も
な
く
路
傍

に
衣
類
が
昼
ん
で
置
い
で
あ
る
の
で
、
不
思
議
に
思
ひ
な

が
ら
進
む
と
、復
も
年
纏
様
な
も
の
が
木
の
陰
に
あ
る
。
や

が
て
左
か
ら
御
前
山
の
中
尾
根
の
東
面
か
ら
流
出
す
ク
ロ

ノ
フ
澤
が
赤
井
澤
に
合
流
す
る
。
此
尾
根
の
北
側
に
は
残

ル
四

(19■ )
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~四

十・
第 岳 山

張
靭
な
の
を
利
用
し
た
り
、
ゼ
ン
マ
イ
の
綿
を
取
て
絲
に

紡
ぐ
な
ど
は
、

一
寸
外
国
人
の
考
へ
つ
か
な
い
こ
と
だ
ろ

う
。
其
の
外
染
料
植
物
な
ど
も
意
外
な
も
の
を
使
用
し
て

ゐ
る
。
中
學
校
で
博
物
學
を
出
家
る
だ
け
教
へ
な
い
様
に

し
て
居
だ
さ
へ
、
こ
れ
程
利
用
厚
生
の
道
に
熱
心
な
の
だ

か
ら
、此
の
上
理
科
學
が
盛
に
な
ろ
う
も
の
な
ら
、今
後
廿

年
を
出
で
ず
し
て
日
本
國
内
に
は
何
等
の
原
料
品
が
な
く

な
つ
て
し
ま
う
か
も
郊
れ
な
い
。
其
の
上
利
得
心

一
鮎
張

の
成
金
連
に
少
し
甘
そ
な
話
で
も
持
か
け
ら
漁
る
と
、
成

金
風
を
羨
し
そ
う
に
傍
槻
し
て
居
た
學
者
先
生
達
は
、
直

様
科
學
應
用
だ
な
ど
、
い
ス
旗
職
を
推
立
て
ヽ
金
儲
の
た

ね
を
投
し
ま
は
つ
て
成
金
屋
さ
ん
に
忠
誡
ぶ
る
。
幸
に
し

て
休
戦
に
な
つ
て
、
成
金
連
が
片
端
か
ら
浅
落
し
て
行
く

か
ら
よ
い
様
な
も
の
の
、
左
も
な
い
と
中
に
は
慾
に
韓
ん

で
耐
聖
な
教
職
を
惜
氣
も
な
く
椰
捨
て
た
り
、
學
者
の
本

領
を
夢
の
如
く
に
忘
れ
た
う
す
る
者
も
出
て
家
て
、
宜
敷

徳
義
を
超
越
し
た
成
金
の
手
先
に
使
は
れ
た
う
、
自
動
車

に
乗
る
こ
と
を
鬼
の
首
で
も
取
た
様
に
考
へ
る
不
心
得
者

が
輩
出
し
て
、
國
家
の
篤
に
は
由
々
敷
大
事
に
な
る
。
或

は
長
々
し
い
肩
書
を
看
板
に
、
方
角
違
の
含
祀
に
雇
は
れ

雑
　
　
録
　
　
Ｏ
神
戸
岩
と
御
前
山

た
り
し
て
、
本
職
の
方
は
そ
つ
ち
除
に
な
♭
か
か
つ
た
と

い
ふ
嘔
さ
へ
聞
た
が
、
若
し
そ
れ
が
果
し
て
事
責
な
い
と

す
れ
ば
、
定
に
世
道
人
心
の
馬
に
痛
嘆
に
堪
え
な
い
こ
と

で
あ
る
。

少
年
に
別
て
三
五
歩
上
る
と
右
側
に
推
へ
た
友
電
か
ら

二
人
の
友
焼
が
丁
度
火
の
塊
の
様
な
木
の
枝
を
掻
出
し
て

た

ん

―

ゐ
る
。
か
う
し
て
澤
山
も
な
い
此
の
雑
本
は
皆
友
に
燒
か

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
路
は
大
分
細
ま
る
が
毎
日
炭
燒

が
一脚
戸
か
ら
通
ス
の
で
よ
く
踏
め
て
ゐ
る
。
右
ケ
仰
ぐ
と

テ

ン
デ
　
ヤ

マ

大
岳
か
ら
天
地
山
の
方
へ
連
る
尾
根
の
一
部
が
見
え
て
、

崩
解
し
た
岩
が
青
白
く
物
凄
い
。
左
は
イ
ポ
ャ
ン
キ
と
い

ふ
山
の
ヒ
ラ
だ
が
、
右
か
ら
は
二
つ
三
つ
小
澤
が
出
て
、

其
の

一
つ
は
此
崩
解
の
方
に
入
込
む
の
ら
し
い
ｏ
夏
か
ら

秋
に
か
け
て
通
つ
た
な
ら
、
大
抵
な
大
男
で
も
雑
草
の
中

に
埋
れ
て
し
ま
ひ
そ
う
な
路
を
上
つ
て
行
く
と
、
路
は
二

岐
し
て
、
小
溝
の
向
に
は
大
き
な
小
屋
が
見
え
る
ｃ
右
の

方
を
四
五
問
上
る
と
友
竃
が
あ
つ
て
、
折
よ
く
木
を
背
負

つ
て
山
か
ら
下
て
来
た
友
燒
に
逢
ふ
。
見
る
と
ク
ロ
毛
ジ

の
幹
が
大
分
あ
る
が
、
乙
ん
な
物
↓
で^
友
に
す
る
の
だ
そ

う
な
。
路
を
尋
ね
る
と
此
の
奥
は
井
戸
入
う
と
い
ふ
澤
で
、

力
五
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．録
　
　
○
紳
戸
岩
と
御
前
山

ル
一（

合
で
あ
る
。

一
と
息
入
れ
乍
ら
後
を
振
返
る
と
、
山
と
山

と
の
間
か
ら
南
に
芽
丸
と
連
行
峰
の
頭
が
見
え
る
。
散
々

荒
蓼
た
る
谷
を
上
つ
て
か
ら
急
に
杉
の
植
林
中
に
入
る
。

日
陰
だ
け
に
雪
が
大
分
残
つ
て
ゐ
る
の
と
、
路
が
あ
ま
う

屈
曲
せ
ず
に
急
な
斜
面
を
上
る
の
で
定
に
滑
多
易
い
。
雪

を
目
に
含
み
な
が
ら
や
つ
と
の
こ
と
で
杉
林
を
出
抜
け
る

と
雑
木
の
あ
る
茅
戸
で
、
足
と
滑
ら
し
て
つ
か
ま
ら
う
と

す
る
と
、
赤
鬼
の
持
て
ゐ
る
金
棒
の
様
な

ハ
ソ
ギ
リ
の
大

い
奴
が
ヌ
ツ
と
立
て
ゐ
る
。
そ
れ
で
も
あ

へ
ぎ
／
ヽ
海
抜

約

一
千
米
突
の
大
田
和
の
頂
上
に
銅
上
つ
た
の
は
零
時
三

十
分
で
あ
つ
た
。

雪
の
少
い
所

へ
外
套
と
敷
い
て
休
憩
す
る
。
傍
に
は

一

昨
年
の
十
二
月
十
五
日
の
日
附
の
あ
る
生
々
し
い
標
本
が

あ
つ
て
、
墨
黒
々
と
水
源
瀬
養
保
安
林
と
記
し
て
あ
る
。

北
の
方
は
雑
本
の
小
枝
の
間
か
ら
秩
父
の
山
々
が
途
切
れ

ノ
ヽ
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
南
方
は
打
開
け
て
ゐ
る

篤
に
眺
望
は
甚
よ
い
。
直
眼
の
前
に
は
雨
秋
川
に
挟
ま
れ

た
浅
間
尾
根
が
臥
賀
の
如
く
横
は
つ
て
、
其
の
彼
方
に
は

熊
倉
山
か
ら
陣
場
ケ
峰
迄
が
青
い
基
に
ク
ッ
キ
リ
と
浮
出

し
て
ゐ
る
。
近
く
右
手
に
は
御
前
山
か
ら
東
南
に
涙
出
す

( 96)

氷
川
へ
の
道
は
小
合
の
後
を
行
く
の
だ
と
い
ふ
。
引
か
へ

し
て
小
合
の
前
に
出
て
中
を
覗
い
て
見
る
と
、
多
少
の
炊

事
道
具
や
風
呂
桶
等
は
あ
る
が
、
人
の
宿
つ
て
居
る
形
跡

は
な
い
。
小
合
は
奥
行
二
間
許
、間
口
六
七
間
も
あ
つ
て
、

完
全
に
床
が
張
ら
れ
て
あ
る
。
元
家
は
此
の
附
近
に
植
林

し
た
時
に
建
て
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
近
年
山
の
持
主
が
代

つ
て
か
ら
更
に
植
林
す
る
篤
に
増
築
し
た
の
だ
と
い
ス
。

小
合
の
横
手
か
ら
背
後
に
廻
る
と
、
成
程
路
は
若
い
檜

や
杉
の
中
に
通
じ
て
ゐ
る
。
少
し
行
く
と
林
が
途
切
れ
て
、

左
に
は
本
流
が
細
く
流
れ
て
ゐ
る
。
炭
燒
の
入
ら
な
い
故

か
路
は
大
分
荒
産
し
て
、
河
床
を
樽
つ
た
ち
虎
杖
の
枯
枝

を
提
へ
て
制
上
る
所
も
あ
る
。
澤
が
ま
た
二
岐
す
る
が
教

へ
ら
れ
た
通
０
今
度
は
右
に
入
る
。
少
し
行
く
と
ま
た
二

つ
に
岐
れ
て
、
其
虎
に
は
二
尺
許
の
杭
に
「
右
氷
川
近
道
」

と
書
い
た
の
が
立
て
居
る
。
そ
の

「
近
道
」
と
い
ふ
の
が

こ
れ
で
三
度
目
な
の
だ
か
ら
ち
と
恐
入
る
。
路
が
盆
々
荒

産
し
て
来
る
だ
け
に
山
ら
し
い
威
じ
も
出
て
、
石
の
間
か

ら
顔
を
出
し
た
蕗
の
菫
を
踏
に
じ
う
な
が
ら
、
漸
々
傾
斜

の
盆
し
て
来
る
谷
を
上
る
。
そ
れ
で
も
足
元
に
は
水
が
流

れ
て
居
る
の
で
、
喉
の
乾
き
を
と
め
る
に
は
極
め
て
好
都
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る
中
尾
根
が
雄
大
に
の
さ
ば
り
出
し
て
、
肩
か
ら
上
に
は

残
雪
が
大
分
あ
る
。
西
を
見
る
と

一
一
六
四
米
突
の
輸
口

山
が
雑
耳
立
つ
て
、
其
の
右
に
は
肩
肘
を
張
た
御
前
山
の
北

裏
が
望
政
ね
る
。
東
は
直
に
上
う
に
な
つ
て
、
其
の
上
は

天
地
山
の
割
岩
に
な
る
の
だ
が
、
明
な
路
が
霜
が
れ
た
ス

ヽ
キ
の
間
を
走
つ
て
ゐ
る
。
此
庭
か
ら
大
澤
川
に
つ
い
て

小
留
浦
に
下
る
路
に
は
、
五
六
寸
も
あ
る
雪
が
ベ
ッ
ト
リ

と
木
の
下
に
積
つ
て
、
其
の
上
に
は
幽
に
人
の
踏
ん
だ
跡

が
あ
る
。
自
分
は
眺
望
を
檀
に
し
な
が
ら
第
二
同
の
申
食

を
や
る
、
水
は
な
い
が
雲
は
食
放
題
。
正
面
に
二
十
三
時

間
前
に
登
つ
た
三
國
山
を
見
る
と
、
其
の
笠
松
が
ひ
ど
く

懐
し
く
な
る
。

梅
澤
君
の

「
御
前
山
塊
」
な
る
記
文
に
も
詳
説
し
て
あ

る
し
、
又
五
萬
分
の
五
日
市
琥
を
見
れ
ば
直
わ
か
る
こ
と

だ
が
、
重
複
を
顧
ず
此
の
邊
の
地
理
を

一
と
わ
た
う
説
い

て
置
く
の
も
無
用
で
は
あ
る
ま
い
ｏ
大
岳
山
か
ら
西
北
に

引
い
た
山
脈
と
、御
前
山
か
ら
東
北
に
涙
出
し
た
脈
と
は
、

終
に
略
々
平
行
し
て
多
靡
川
に
向
つ
て
低
下
す
る
。
大
岳

か
ら
の
尾
根
の
中
程
に
は
高
距

一
千
百
六
十
米
突
を
超
え

る
中
岩
山
が
あ
り

（
乙
れ
は
東
京
か
ら
も
よ
く
見
え
る
。

難
　
　
鉄
　
　
０

一
二
山
湖
の
名
可

大
艦
の
形
状
は
本
誌
第
二
年
第

一
琥
八
七
頁

の
ス
ケ
ッ
チ

を
見
て
戴
き
た
い
）
、そ
れ
か
ら
多
少
波
状
に
な
う
な
が
ら

漸
々
低
下
し
て
天
地
山
の
割
岩
（
地
国
の
所
謂
鋸
山
）
を
経

て
二
岐
し
、
主
脈
は
約
七
百
米
突
の
鋸
山
か
ら
終
に
登
計

の
愛
宕
山
に
至
つ
て
素
き
る
こ
と
に
な
る
。
御
前
か
ら
の

脈
は

一
一
六
四
米
突
の
輸
口
山
と
い
ふ
大
瘤
を
起
し
、
此

庭
で
二
岐
し
て
主
脈
は
江
戸
小
屋
山

（
又
本
谷
入
山
）
を

経
て
九
龍
山

（
九
四
二
米
突
）
と
な
う
、
支
脈
は
東
し
て

天
地
に
連
絡
し
、
そ
こ
で
大
岳
御
前
の
雨
山
を
結
付
け
る

こ
と
に
な
る

（「
山
岳
」
第
十

一
年
第

一
琥
所
載
秩
父
通
志

一
一
頁
参
照
）
此
の
最
低
地
を
大
田
和
と
い
ス
乙
と
は
郡

村
誌
や
武
蔵
通
志
に
あ
る
こ
と
だ
が
、
土
地
の
人
々
に
は

テ

ン
デ

寧
天
地
と
言
た
方
が
通
う
が
よ
い
Ｑ（
嗣
出
×
武
田
久
吉
）

〇

一
二
山
湖
の
名
稀

一
菅
沼
　
本
誌
第
十

一
年
第
二
琥
四
二
頁
に
、
嘉
永
ニ

年
（
一
八
四
九
年
）磯
行
の
逸
見
豊
次
郎
著

「
培
訂
大
日
本

輿
地
全
国
』
を
見
る
と
、上
州
利
根
郡
山
中
に
あ
る
菅
沼
の

邊
と
思
ほ
れ
る
所
に
、　
一
湖
を
描
い
て
タ
ク
ラ
湖
と
か
呼

ん
で
あ
る
の
が
、
朧
氣
に
見
え
る
と
認
め
て
置
い
た
。
典

力
ん

(97 )
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雑
　
　
錐
　
　
〇
一
二
山
湖
の
名
種

衣
慌

一
七
二
頁
に
再
度
此
の
沼
の
名
稀
に
つ
い
て
記
し
た

こ
と
も
あ
る
が
、其
の
管
時
『
山
岳
』第
五
年
以
下
の
分
は
、

誰
く
他
の
書
物
と
共
に

一
時
英
国
に
残
しヽ
て
来
た
篤
に
、
、

鳥
渡
参
照
す
る
こ
と
が
篤
難
か
つ
た
の
と
。
簡
自
分
の
頭

の
中
に
は
、
開
日
泰
氏
が
本
誌
第
七
年
第

一
琥

一
〇
二
頁

に
、
此
沼
に
開
し
て
記
さ
れ
た
こ
と
の
記
憶
が
浮
ば
な
か

つ
た
の
と
で
、
途
に
同
氏
の
記
文
を
引
用
し
て
、
己
れ
の

誤
を
訂
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
開

口
氏
に
よ
る
と
、
上
野
の
古
い
地
国
に
は
之
セ
ツ
ク
ラ
沼

と
書
い
て
あ
う
、『
上
野
國
志
』
に
は
津
婦
良
沼
と
し
て
、片

品
川
の
源
、
自
根
の
峯
、
二
十
五
浅
ケ
岳
の
下
と
あ
る
そ

う
で
あ
る
。
之
を
讀
ん
で
か
ら
彼
の

「
増
訂
大
日
本
輿
地

全
国
」
を
見
る
と
、
タ
ク
ラ
で
は
な
く
て
、寧
ろ
ツ
ク
ラ
と

讀
Ｕ
こ
と
が
出
木
る
。
開
口
氏
の
引
用
さ
れ
た
「
地
固
」と

い
ス
の
が
、
如
何
な
る
も
の
で
、
二
何
年
頃
の
出
版
物
で

あ
る
か
記
し
て
な
い
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、「
上
野
國
志
』

は
安
永
三
年
の
著
だ
と
い
ふ
か
ら

（『
山
岳
』
第
七
年
第
二

琥

一
〇
〇
頁
）
、徳
川
十
代
落
軍
家
治
の
治
世
で
、
西
暦

一

七
七
四
年
に
営
る
、
丁
度
陸
奥
の
岩
木
山
を
初
め
と
し

て
、
草
津
白
根
や
浅
間
曲
が
大
噴
火
を
し
た
り
、
東
北
地

方
が
大
凶
作
で
あ
つ
た
天
明
三
年
の
十
年
前
で
、
又
有
名

な
水
戸
の
長
久
保
赤
水
の
『
新
刻
日
本
輿
地
路
程
全
国
』
の

出
版
に
先
立
つ
乙
と
四
年
で
あ
る
か
ら
、
此
の
沼
の
名
が

記
録
さ
れ
た
と
し
て
は
随
分
古
い
方
で
あ
る
。
そ
の
以
後

の
も
の
で
は
、
時
代
は
過
に
新
し
く
な
る
が
、
天
保
十
四

年
（
西
暦

一
八
四
三
年
）
に
螢
兌
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
庭
の

秋
山
永
年
著
『富
士
見
十
三
州
輿
地
全
固
」（『
山
岳
』
第
七

年
第
三
統

一
二
八
頁
に
、
高
頭
氏
は
天
保
壬
寅
の
出
版
だ

と
言
は
れ
で
あ
る
が
、
自
分
所
持
の
品
に
は
、「
天
保
癸
卯

未
王
月
晴
漂
舟
橋
徴
撰
丼
書
」
と
い
ふ
引
が
、
其
の
前
年

の
日
附
の
引
（船
越
守
愚
撰
と
あ
る
）と
共
に
あ
る
か
ら
、

之
を
十
四
年
の
出
版
と
考

へ
る
次
第
で
あ
る
ｃ
此
国
に
は

『富
士
見
十
三
州
興
地
全
国
』
と
記
し
て
あ
る
が
、
表
紙
の

上
と
桐
材
で
製
つ
た
上
箱
の
蓋
と
に
は
、「富
士
見
十
三
州

Ｏ

輿
地
之
全
国
』
と
あ
る
。
）
を
見
る
と
、
こ
れ
に
も
座
祀
山

の
西
に
一
湖
を
描
い
て
、
明
に
ツ
ク
ラ
沼
と
記
し
て
あ
る
。

そ
し
て
此
沼
か
ら
出
る
水
は
、
西
流
し
て
東
小
川
を
経

て
片
品
川
に
合
流
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る
。
乙
の
次
に

家
る
の
は
前
に
引
用
し
た
、
嘉
永
二
年
版
の

『
培
訂
大
日

本
興
地
全
国
』
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
六
年
を
経
て
出
版
さ

」

ヽ
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れ
た
ホ
松
義
知
（宗
旦
）の
『利
根
川
団
志
』
を
見
る
と
（自

分
の
蔵
書
は
第
六
窓
で
終
つ
て
居
て
、
記
事
も
乙
れ
で
全

部
を
蓋
し
て
居
る
様
で
あ
る
が
、
出
版
書
卑
の
名
だ
の
機

兌
の
年
月
は
快
け
て
居
る
か
ら
、
自
序
の
末
に

「
安
政
二

年
乙
卵
季
春
」
と
あ
る
に
よ
つ
て
、此
年
即
ち
西
暦

一
八
五

五
年
と
俄
定
す
る
）
、生
僣
下
流
の
方
に
重
き
を
置
い
て
、

自
分
等
が
興
味
を
持
つ
上
流
は
関
却
さ
れ
て
あ
る
の
で
、

記
事
は
少
し
も
な
く
、
悠
頭
の
「
利
根
川
全
国
」
に
鶴
朝
流

の
方
は
大
分
省
略
し
て
あ
る
が
、
支
流
の

一
な
る
片
科
川

の
所
に
、「
片
科
川
は
…
…
東
小
川
に
至
て
白
根
山
座
輝
山

下
ウ
ツ
ラ
沼
の
下
流
仔
井
せ

‥
…
」
と
し
て
、
ツ．ク
ラ
を

誤
て
ウ
ツ
ラ
と
書
い
て
あ
る
。
明
治
に
な
つ
て
か
ら
出
版

さ
れ
た
地
日
の
内
で
、
此
邊
を
記
す
も
の
と
し
て
自
分
の

手
元
に
あ
る

一
番
古
い
も
の
で
は
、
十
年
に
出
版
さ
れ
た
、

宮
脇
通
赫
の
『
大
日
本
分
國
輿
地
全
国
』
で
あ
る
が
、生
惜

と
上
野
の
部
が
鋏
け
て
ゐ
る
の
で
、
何
と
よ
〕申
し
難
い
ｏ

次
は
十
三
年
十
月
に
出
版
さ
れ
た
、酒
井
捨
彦
編
輯
の
『
改

正
銅
備
上
野
國
全
国
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
以
上
引
用

し
た
諸
国
の
様
に
、
沼
は
只

一
つ
し
か
描
い
て
な
い
が
、

一
つ
興
味
あ
る
鮎
は
、
こ
れ
に
「
菅
沼
」
と
記
し
て
ツ
ク
ラ

雑
　
　
鉄
　
　
０
一
二
山
湖
の
名
利

沼
な
ど
い
ふ
名
は
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
て
見
る
と

菅
沼
と
い
井
名
は
少
く
も
此
時
代
か
ら
知
ら
れ
こ
ゐ
た
乙

と
が
分
る
の
で
あ
る
。
此
国
で
は
沼
か
ら
流
ナ‐ｉ
す
る
水
は
、

ニ
カ
マ
タ
澤
を
合
せ
、
東
小
川
の
稿
下
で
片
品
川
に
注
い

で
居
る
。

湖
沼
と
は
直
接
開
係
は
な
い
こ
と
だ
が
、
此
固
を
見
る

と
、
陸
測
五
萬
に
笠
科
川
と
あ
る
も
の
に
「
片
品
川
源
」

と
あ
り
、
五
萬
に
片
品
川
と
あ
る
太
い
方
の
も
の
を

「
早
セ
川
」
と
呼
ん
で
あ
る
（
笠
科
山
か
ら
流
れ
出
る
も

の
を
、
片
品
川
の
本
流
だ
と
は
、
自
分
も
嘗
て
戸
倉
で

雇
つ
た
人
夫
か
ら
聞
い
た
こ
と
で
（「
山
岳
』
第

一
年
第

一
琥

〓
二
一
頁
）
あ
る
が
、
五
萬
を
見
れ
ば
勿
論
他
の

方
の
が
本
流
と
し
か
思
は
れ
な
い
。

叉
前
に
引
用
し
た
諸
国
に
な
く
て
、
此
国
で
初
め
て
見

ら
れ
る
こ
と
は
、
東
小
川
か
ら
日
光
に
通
ず
る
金
精
峠
の

路
で
あ
る
。
此
路
は
天
保
八
年
（
西
暦

一
八
三
七
年
）
に
出

版
さ
れ
た

『
日
光
山
志
』
に
も
載
つ
て
ゐ
る
位
で
あ
る
か

ら
、
可
成
り
前
か
ら
存
在
し
た
ヽ
の
で
あ
ら
う
が
、「
日
光

山
志
」
に
も
「
常
に
人
の
通
行
な
し
」
と
あ
る
程
で
、
行
人

甚
稀
な
も
の
で
あ
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
是
等
の
駐
に
連

九

カ
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雑
　
　
録
　
　
〇
一
二
山
湖
の
名
幕

開
し
て
推
測
す
る
と
、
小
川
に
浩
う
て
山
に
分
け
入
つ
た

上
州
人
が
、
菅
沼
を
螢
見
す
る
迄
に
は
随
分
の
年
数
を
経

た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
初
大
尻
沼
や
丸
沼
に
達
し

て
、
八
丁
瀑
を
仰
ぎ
見
た
時
に
、
そ
れ
か
ら
三
百
米
も
上

に
、
更
に

一
湖
が
あ
ら
う
と
は
、
よ
も
想
像
し
な
か
つ
た

こ
と
で
あ
ら
う
．ｏ
彼
の
『
上
野
闘
志
』
編
著
の
篤
め
，
そ
の

材
料
が
蒐
め
ら
れ
た
頃
に
、
菅
沼
が
里
人

一
汎
に
知
ら
れ

て
居
た
か
ど
う
か
全
く
不
明
で
あ
る
か
ら
、
只
臆
測
を
逢

う
す
る
の
外
は
な
い
が
、
俄
に
大
尻
沼
だ
け
か
、
左
な
く

も
大
尻
沼
と
丸
沼
と
が
、
そ
の
地
理
上
の
関
係
も
明
で
な

く
、
知
ら
れ
た
居
た
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
と
、
夫
を
漠
然

丸
味
の
あ
る
と
い
ふ
鮎
か
ら

（
測
量
部
螢
行
の
輯
製
二
十

萬
の
日
光
国
幅
に
は
、
流
石
に
「
笈
沼
」
は
略
楯
園
形
に
描

い
て
あ
る
が
、
大
尻
沼
は
丸
沼
よ
う
も
多
く
丸
床
と
以
て

描
か
れ
て
居
る
。
叉
そ
れ
よ
う
も
信
用
し
得
可
き
筈
の
、

地
質
調
査
所
の
日
光
国
幅
に
は
、
筒
夏
事
貧
に
遠
ざ
か
つ

た
形
で
出
て
ゐ
る
。
）
ツ
プ
ラ
沼
（
即
ち
園
沼
）と
で
も
な
づ

け
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
そ
し
て
そ
れ
が
訛
博
し
て
ツ

ク
ラ
と
憂
じ
た
の
だ
と
す
る
と
説
明
に
は
都
合
が
好
い
。

自
分
は
此
の
邊
の
山
地
へ
入
る
に
は
常
に
日
光
方
面
か
ら

す
る
の
で
、
最
初
に
目
に
つ
く
菅
沼
に
重
き
を
置
く
悪
い

癖
が
出
る
が
、
是
等
の
湖
沼
獲
見
の
正
常
な
経
路
か
ら
考

へ
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
大
尻
沼
が
最
初
に
知
ら
れ
、

最
初
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
な
く
て
は
な
る
ま
い
と
思

ふ
。
左
す
れ
ば
津
婦
良
沼
又
は
ツ
ク
ラ
沼
な
る
名
は
、語
原

や
意
味
や
は
別
と
し
て
も
、
大
尻
沼
か
又
は
大
尻
沼
及
丸

沼
の
線
稗
と
考
へ
る
方
が
、
是
等
三
湖
の
線
名
と
す
る
乙

と
よ
う
も
更
に
合
理
的
と
思
は
れ
る
。
只

一
つ
断
定
し
難

い
の
は
、
明
治
十
三
年
出
版
の
『
上
野
國
全
国
』
に
現
は
れ

た
「
菅
沼
」
な
る
名
稗
で
．
乙
れ
は
三
湖
の
中
の
何
れ
に
充

て
ら
れ
た
も
の
か
推
測
す
る
材
料
の
乏
し
い
の
に
苦
し
む

次
第
で
あ
る
。
明
治
の
中
年
以
前
迄
は
可
な
り
信
用
す
可

き
地
国
で
も
湖
を
三
つ
描
か
ず
に
、
只

一
つ
を
現
は
す
に

止
め
て
あ
る
。
現
に
明
治
十
四
年
四
月
群
馬
縣
（鷹
）で
出

版
し
た
「
上
野
國
里
程

一
覧
』
と
い
ふ
国
に
も
、
只

一
つ
の

湖
を
描
い
て
あ
る
。
此
国
は
里
程
を
主
と
し
た
も
の
で
、

地
名
は
村
里
の
外
ほ
殆
ん
ど
記
入
し
て
な
い
の
は
遺
憾
で

あ
る
。
筒
是
等
の
疑
間
を
解
決
す
る
に
は
、
参
謀
本
部
に

属
す
る
陸
地
測
量
部
の
前
身
で
あ
る
庭
の
、
内
務
省
地
理

局
地
誌
科
か
ら
出
版
し
た
「
大
日
本
国
全
国
』
（
切
国
と
全

一〇〇
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国
と
二
様
に
な
つ
て
螢
行
さ
れ
た
も
の
で
、
切
国
の
方
が

先
で
、
全
国
は
夫
を
纏
め
た
も
の
ら
し
い
）
を
参
照
し
た

な
ら
ば
、
多
少
の
得
る
虎
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今

手
元
に
は
此
の
部
が
生
僣
快
け
て
居
る
し
、
日
書
館

へ
行

つ
て
乙
ん
な
大
き
な
国
を
机
上
に
廣
げ
る
の
は
他
人
の
迷

惑
と
な
る
だ
ら
う
か
ら
遠
慮
す
る
と
し
て
、
何
方
か
御
所

持
の
方
に
見
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。
津
婦
良
又
は
ツ
ク
ラ

の
名
は
現
今
で
は
全
く
通
用
さ
れ
な
い
と
考

へ
る
。
近
年

出
版
さ
れ
た
固
書
中
此
の
名
の
用
ひ
て
あ
る
も
の
は
自
分

は
全
く
知
ら
な
い
し
、
土
地
の
人
も
丸
沼
と
か
大
尻
沼
の

名
を
呼
ん
で
ゐ
る
し
、
若
し
是
等
雨
湖
を
線
稀
す
る
場
合

に
は
、
開
口
氏
も
書
い
て
居
ら
れ
る
通
う

（
第
七
年
第

一

琥
九
八
頁
）、瓢
箪
沼
と
い
ふ
名
が
通
つ
て
居
る
。

〓
尾
瀬
沼
　
手
元
に
材
料
は
少
い
が
、
前
の
も
の
と
は

あ
ま
う
離
れ
て
も
ゐ
な
い
も
の
故
鳥
渡
、
事
の
序
を
以
て

敷
種
の
地
固
を
漁
つ
て
見
た
。
先
程
も
引
合
に
出
し
た
「
富

土
見
十
三
州
輿
地
全
国
』
に
は
、
尾
瀬
沼
と
記
し
、側
に
尾

瀬
沼
中
央
國
界
也
、
尾
瀬
二
三
里
ノ
平
地
有
　
宗
任
貞
任

ノ
古
跡
也
」
と
あ
る
。
此
国
は
こ
の
Ｉｌｌ
北
を
仝
く
含
ま
な

い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
湖
の
水
の
下
流
は
極
小
部
分
に
止

ま
つ
て
ゐ
る
。
所
蔵
の
古
固
中
、
年
代
の
明
記
し
て
あ
る

も
の
で
は
、嘉
永
二
年
の
『
大
日
本
輿
地
仝
日
』
で
あ
る
が
、

そ
れ
よ
う
も
前
に
出
版
さ
れ
た
か
と
考
へ
ら
れ
る
も
の

が
、
簡
他
に
二
つ
あ
る
。
其

一
は
橋
本
玉
蘭
齋
謙
の
著
で

あ

る
『
雌
猥

國
郡
行
程
全
国
附
越
後
牛
國
』
と
い
ふ
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
は
「
小
セ
ス
マ
」（
ス
マ
は
ヌ
マ
の
誤
刻
で

あ
ら
う
）と
い
ふ
瓢
箪
形
の
湖
が
あ
つ

´
て
、
そ
の
両
方
か
ら

水
が
流
出
し
、
東
の
方
か
ら
出
る
水
は
、
大
桃
を
経
て
流

れ
、
西
の
方
の
湖
か
ら
出
る
水
は
漉
草
、
田
子
倉
を
経
て
、

終
に
只
見
で
雨
者
合
流
す
る
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
よ
つ

て
前
者
は
檜
枝
岐
川
が
尾
瀬
沼
か
ら
出
る
も
の
と
臆
測
し

て
描
い
た
も
の
ら
し
く
、
後
者
は
貴
際
の
只
見
川
を
記
し

た
ヽ
の
と
思
は
れ
る
。
そ
し
て
、此
の
只
見
川
の
流
れ
出
す

湖
の
側
に
「
境
目
沼
」と
記
し
て
あ
る
。
其
二
は
「
東
台
麓
忍

ケ
岳
市
陰
　
三
木
光
齊
書
固
」
と
小
引
に
認
め
て
あ
る
も

の
で
、
表
紙
に
は

『敏
協
掌
中
便
覧
　
全
』
と
あ
う
、
固

に
は

「
大
日
本
國
分
之
内
　
岩
代
　
磐
城
　
陸
前
　
陸
中

陸
奥
　
物
獅
全
国
」
と
あ
る
。
出
版
者
の
名
は
■
人
形
町

通
松
島
町
　
東
都
書
林
　
玉
養
堂
　
若
林
嘉
兵
衛
　
大
坂

屋
鍬
太
郎
　
板
」
と
あ
る
。
乙
れ
も
前
に
引
用
し
た
国
に

維

　

録

　

○

〓

山
湖
の
名
稗

一〇
一
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雑
　
　
鉄
　
　
〇
一
二
山
湖
の
名
欄

あ
る
様
に
、沼
は
二
つ
に
分
れ
て
ゐ
る
が
、く
び
れ
て
ゐ
る

程
度
を
通
越
し
て
二
つ
別
の
湖
と
な
り
、
只
其
の
各
か
ら

流
出
す
る
川
に
よ
つ
て
つ
な
が
つ
て
ゐ
る
。
束
の
方
の
も

の
は
無
名
で
、
水
は
大
桃
の
方
に
流
れ
、
他
は
「
小
セ
」と

記
し
筒
傍
に
境
目
沼
と
あ
る
が
、
此
方
の
水
は
雨
端
か
ら

流
出
し
、，
東
の
方
の
は
前
の
無
名
の
湖
の
水
と
合
し
、
雨

端
か
ら
出
る
水
は
田
子
倉
に
流
れ
、
此
庭
で
雨
者
合

一
す

る
こ
と
に
な
る
。
次
に
は
例
の
『
培
訂
大
日
本
輿
地
全
国
』

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
尾
瀬
は
略
国
形
の
一
湖
を
な
し
て

ゐ
る
が
無
名
で
あ
る
。
水
は
西
端
か
ら
二
流
出
で
、　
一
は

檜
枝
股
、
大
桃
を
経
、
他
は
田
子
倉
を
経
、
終
に
合

一
す

る
。
前
に
引
用
し
た
『
利
根
川
国
志
』
で
は
、
湖
域
外
で
あ

る
の
で
多
く
を
望
む
の
は
無
騨
で
あ
る
が
、
兎
に
角
乙
れ

に
は
「
尾
瀬
沼
．
中
央
國
界
」
と
あ
る
。
明
治
初
年
に
出
版

さ
れ
た
も
の
で
は
。
二
年
に
官
許
と
な
り
、
四
年
の
三
月
開

板
し
た
、
橋
本
王
蘭
齋
謙
の
『
大
日
本
四
神
全
国
』で
あ
る

（
此
国
の
小
引
に
、
「
六
十
四
老
夫
　
橋
本
玉
蘭
齋
　
誰
誌

並
国
製
」
と
あ
る
）の
こ
れ
に
は
「
小
セ
沼
」
と
記
し
、
排
水

道
は

一
本
で
沼
の
西
端
か
ら
憂
し
て
居
ろ
。
最
後
に
引
用

す
／
のヽ
は
、
先
に
も
掲
げ
た
『
上
野
國
全
国
」
で
、
こ
れ
に

は
「
尾
瀬
沼
」と
あ
る
ｃ
要
す
る
に
開
口
氏
の
考
證
と

一
致

を
見
る
課
で
（『
山
岳
』
第
七
年
第

一
琥

一
〇
三
頁
）
、
上
州

側
で
製
し
た
国
に
は
尾
瀬
と
あ
り
、
含
津
方
面
を
主
と
し

た
国
に
は
小
瀬
と
あ
る
。

三
田
澤
湖
　
物
後
の
田
澤
湖
は
我
國
最
深
の
湖
と
し
て

有
名
な
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
名
が
載
つ
て
居
る
地
国
の

中
、
古
い
慮
で
は
先
づ

明
治
九
年
六
丹

一
日
に
出
版
じ

た
、
開
口
備
正
編
修
の

『
姉
硼

大
日
本
企
固
』
で
ぁ
‘ｈ
う

か
。
夫
よ
う
も
五
年
前
に
開
板
に
な
つ
た

『
大
日
本
四
神

全
国
』
（前
＝
）で
は
、
之
を
呼
ぶ
に
「
八
郎
小
潟
」
の
名
を

以
て
し
て
、
今
い
ス
八
郎
潟
を
ば

「
大
方
八
郎
潟
」
と
し

て
あ
る
。
明
治
元
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
と
考
へ
ら
れ
る
「
大

日
本
全
国
之
内
　
出
笏
全
国
』
を
見
る
と

（此
国
に
は
編

著
者
の
姓
名
も
、
出
版
年
月
も
な
い
、
全
部
揃
つ
て
居
れ

ば
分
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
出
笏
之
国
だ
け
で
は
之
を

知
る
に
由
も
な
い
。
只
舘
林
蔵
版
と
い
ス
大
き
な
朱
印
が

聡
し
て
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
固
は
薔
式
な
も
の
で
、
「

之
大
名
の
領
地
や
石
高
を
も
記
入
し
ｔ
あ
る
が
、
中
に
東

Ｏ

京
か
ら
の
里
程
が
記
し
て
あ
る
以
上
、
明
治
前
の
も
の
で

な
い
こ
と
は
明
で
あ
る
と
同
時
に
、
表
紙
に
最
利
の
所
有

一〇
二
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者
の
姓
と
「
明
治
紀
之
蔵
次
戊
辰
秋
九
月
」
と
墨
黒
々
と
書

い
て
あ
る
を
以
て
見
る
と
、
夫
以
後
で
な
い
こ
と
が
推
定

出
来
や
う
）
、田
澤
湖
に
は
「
八
郎
潟
」と
あ
り
．
八
郎
潟
に

は
「
大
戸
八
郎
潟
」
と
記
し
て
あ
る
。
明
治
以
前
の
も
の
で

は
、前
に
も
引
用
し
た
『
棋
割
掌
中
便
覧
』
に
は
、
田
澤
湖

に
は
「
八
郎
潟
」と
あ
り
、
八
郎
潟
に
は
「
大
方
八
郎
潟
」
と

あ
つ
て
、前
記
二
団
の

一
部
分
づ
ゝ
に
同
様
な
の
で
あ
る
。

も
つ
と
古
い
庭
で
は
、
前
に
も
屋
々
引
用
し
た
逸
見
豊

次
郎
の

「
講
大
日
本
興
地
全
国
』
（嘉
永
二
年
）で
あ
る
。

が
、
乙
れ
に
は

一
方
は
「
八
郎
潟
」で
、　
一
方
は

「
大
方
八

郎
潟
」
と
あ
る
。
こ
れ
と
前
後
し
て
出
版
さ
れ
た
と
思
は

れ
る
『
陸
奥
出
笏
國
郡
行
程
全
国
』
に
は
、
田
澤
湖
は

「
八

郎
小
潟
」、八
郎
潟
は
「
八
郎
大
潟
」
と
明
記
し
て
あ
る
。
是

等
の
国
を
見
る
と
、
田
澤
湖
も
八
郎
潟
も
、
明
治
の
初
年

頃
迄
は
共
に
入
郎
潟
な
る
名
を
持
て
居
て
、
只
、
大
小
に

よ
つ
て
Ｅ
別
さ
れ
て
あ
っ
た
こ
と
は
疑
ふ
の
餘
地
は
な
い

よ
う
で
あ
る
。
を
し
て
其
の
間
に
何
か
樽
説
的
開
係
で
も

あ
う
は
し
ま
い
か
と
想
像
す
る
が
、
こ
れ
以
上
目
下
詮
盤

す
る
時
間
が
な
い
の
で
．
此
問
題
は
専
門
家
の
手
に
委
ね

る
こ
と
に
す
る
。

「剰[

０

コ
ン
パ
の
意
義

以
上
の
記
事
は
、
特
に
湖
名
ヒ
詮
議
す
る
目
的
を
以
て

固
書
を
渉
猟
し
て
得
た
諄
で
は
な
く
て
、
他
の
目
的
で
古

国
を
調
べ
た
際
に
見
常
た
こ
と
を
、
何
か
の
参
考
に
も
と

書
付
け
た
の
み
で
あ
る
か
ら
、
詮
難
不
充
分
の
廉
を
以
て

御
小
言
を
頂
戴
す
る
乙
と
だ
け
は
、
不
に
御
免
を
豪
♭
ま

す
ｏ

　

　

　

　

（
武

田

久

芭

０

コ
ン
バ
の
意
義

本
誌
第
七
年
第

一
琥
二
八
頁
に
、
鵜
殿
氏
が
オ
ホ
コ
ン

バ
に
大
木
場
の
文
字
を
言
て
ら
れ
た
の
を
見
て
、
英
國
か

ら
通
信
の
一
節
に
、　
コ
ン
バ
と
は
小
場
の
意
か
と
書
い
て

毬
つ
た
の
が
、第
七
年
第
三
嘘

一
七
八
頁
に
載
つ
て
居
る
。

其
の
後
鵜
殿
氏
は
第
八
年
二
統

一
人
三
頁
で
、
類
似
の
地

識
を
信
州
で
は
コ
バ
と
橋
す
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
恐
ら

く
工
場
を
約
め
て
コ
バ
と
も
い
び
、
之
を
甲
州
で

コ
ゾ
バ

と
稗
す
る
の
で
あ
ら
う
，
従
つ
て
オ
ホ
コ
ン
パ
は
大
工
場

と
解
す
れ
ば
、
よ
く
賞
情
を
示
し
得
ら
る
ゝ
だ
ら
う
と
第

二
説
を
提
供
さ
れ
て
居
る
。
し
か
し
鵜
殿
氏
の
第
二
説
も
、

自
分
の
想
像
説
も
、
謂
は
ゞ
営
て
推
量
な
の
で
、
何
れ
も

確
な
根
擦
や
理
由
が
あ
る
の
で
は
な
い
。

一〇
三
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雑
　
　
録
　
　
０
四

阿
山
上
州
方

面

の

借
大
正
八
年
の
夏
自
分
は
東
山
梨
の
方
に
旅
行
し
て
、

ま
た
も
例
の
コ
ン
バ
と
名
の
つ
く

地
職
に
出
含
つ
た
の

で
、
里
人
に
つ
い
て
其
の
意
味
と
一響
ね
た
庭
が
、
自
分
の

憶
測
も
鵜
殿
氏
の
第
二
説
ｔ
共
に
落
第
で
、
賞
際
ほ
鵜
殿

氏
が
直
覺
的
に
宛
て
ら
れ
た
木
場
が
正
営
な
も
の
で
あ
る

と
剣
明
し
た
ｏ
今
土
人
の
説
く
庭
を
紹
介
す
る
と
，
山
申

で
木
材
を
裁
る
時
、
之
を
運
び
出
す
に
し
ろ
、
直
に
製
材

す
る
に
し
ろ
、　
一
端
適
営
な
手
坦
地
に
引
出
し
て
、
此
虎

で
相
営
な
加
工
を
施
す
必
要
が
あ
る
、
然
る
に
左
様
な
不

坦
地
は
そ
う
ザ
ラ
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
．
伐
木
地

に
多
少
の
憂
動
が
あ
つ
て
も
、
木
材
を
引
出
し
て
か
ら
は

大
抵

一
定
の
地
に
持
末
つ
て
仕
事
す
る
、
そ
し
て
か
ゝ
る

所
を
ば
何
々
木
場
と
何
づ
く
る
の
だ
と
い
ふ
ｏ
そ
れ
が
可

な
ら
廣
い
地
で
あ
れ
ば
、大
木
場
と
名
が
つ
く
だ
ら
う
し
、

略
三
角
形
で
あ
れ
ば
、
三
角
木
場
の
名
が
あ
る
次
第
で
あ

る
。乙

れ
で

コ
ン
バ
の
意
義
は
大
冊
明
瞭
と
な
つ
て
、
吾
々

は
木
場
の
文
字
を
平
然
用
ひ
得
る
課
で
あ
る
。
モ
一
つ
序

を
以
て
訂
正
し
て
置
き
度
い
の
は
、
第
七
年
第
三
琥

一
七

八
夏
に
、「
ビ
フ
の
コ
ン
パ
」
な
る
名
が
出
て
居
る
が
、
あ

れ
は
琵
琶
窪
の
本
場
と
以
て
正
し
と
す
る
も
の
で
、
琵
琶

の
木
場
と
記
し
た
の
は
誤
う
で
あ
る
。
其
の
位
置
は
、
竹

字
の
前
宮
か
ら

一
時
間
年
も
上
つ
た
所
で
、
ォ
ホ
ヵ
メ
ノ

キ
、　
ミ
ゾ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
、
プ
ナ
、　
モ
ミ
デ
、
イ

モ
ノ
キ
、
シ
ロ
ヤ
シ
ホ
、
ア
フ
タ
ゴ
、
ヤ
マ
ウ
″
ン
、
リ

ャ
シ
ブ
、
ヒ
ト
ツ
バ
カ
ヘ
デ
、
ナ
ハ
ン
バ
等
が
生
ず
る
間

葉
喬
木
帯
中
で
、
十
三
四
年
前
に
は
此
虎
か
ら
右
に
下
る

と
楠
鍍
山
と
い
ス
に
通
ず
る
小
征
が
あ
っ
た
。
駒
ケ
岳
路

は
左
を
取
て
、
岩
石
の
崩
解
し
た
順
を
過
ぎ
多
、
小
坂
ヒ

上
る
と
笹
の
手
に
か
ゝ
る
こ
と
に
な
る
。
（
武
田
）

〇
四
阿
山
上
州
方
面
の
登
路

．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
附
旅
合
の
事

信
州
小
縣
郡
同
上
高
井
郡
及
上
州
吾
妻
郡
と
に
跨
が
る

アゾ
マヤ

四
阿
山

一
名
吾
妻
山
の
登
路
に
開
し
て
は
、
已
に
本
誌
第

六
年
第
二
琥
四

一
頁
に
も
記
し
て
あ
る
如
く
、
上
州
方
面

よ
う
は
嬬
懸
村
田
代
よ
う
鳥
居
峠
に
出
で

（其
の
間
五
十

丁
許
）、
此
庭
よ
う
大
略
國
境
に
滑
う
て
上
る
も
の
な
る

が
（
一
丁
毎
に
石
碑
あ
り
て
迷
六
忠
な
し
と
聞
く
）、
此
外

筒
田
代
よ
う
直
接
同
山
の
東
南
面
に
上
り
、
終
に
鳥
居
峠

一〇
四
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よ
う
の
路
に
合
す
る
も
の
も
あ
多
て
、
地
理
に
通
ぜ
る
響

導
者
を
得
ば
乙
れ
に
よ
る
乙
と
不
可
能
に
あ
ら
ざ
る
が
如

ホ

ン
マ
タ

し
。
友
人
某
君
は
干
俣
よ
う
登
る
こ
と
の
可
能
な
る
由
を

聞
込
ま
れ
、
昨
夏
之
を
計
書
さ
れ
た
り
し
も
途
に
天
候
其

の
他
の
馬
に
途
行
せ
ら
れ
ざ
う
き
と
い
ふ
ｏ
予
は
昨
年
初

秋
の
頃
上
州
萬
座
温
泉
に
て
聞
く
虎
に
よ
れ
ば
、
秋
期
干

俣
の
婦
女
子
等
は
、
寒
露
梅
（
即
ち

コ
ケ
モ
毛
の
果
貧
）
探

集
の
篤
め
、
よ
く
四
阿
山
に
上
う
、
未
だ
日
高
く
し
て
蹄

る
者
あ
う
、
故
に
同
地
ょ
う
四
阿
山
に
登
る
は
容
易
な
る

可
し
と
。
乃
．ち
萬
座
よ
う
南
に
山
雀
を
下
る
こ
と
四
里
に

し
て
干
俣
に
到
う
、
登
路
の
有
無
を
質
し
た
る
に
、
同
地

ょ
う
寒
露
梅
探
取
の
篤
め
上
る
は
山
頂
に
非
ず
し
て
山
腹

に
過
ぎ
ず
、
又
山
頂
に
達
す
可
き
路
は
殆
ん
ど
之
な
く
、

加
之
同
村
ょ
う
四
阿
山
に
登
う
た
る
事
は
、
明
治
二
十
五

年
雨
乞
の
篤
に
村
民

一
同
新
に
路
を
拓
き
て
上
う
た
る
以
‘

末
、
絶
え
て
無
之
由
な
れ
ば
、
同
村
よ
う
の
登
山
は
殆
ん

ど
見
込
な
き
も
の
ゝ
如
し
。
勿
論
晩
春
雪
清
え
て
間
も
な

き
頃
、
枯
草
を
踏
晴
多
、
根
曲
竹
を
推
分
け
て
上
ら
ば
或
・

は
不
可
能
に
は
非
ざ
ら
ん
も
、
山
頂
附
近
の
森
林
は
容
易

に
通
過
し
得
る
や
否
や
不
明
な
り
。
筒
こ
れ
に
連
開
し
て

記
す
も
無
用
な
ら
緻
こ
と
ヽ
思
は
る
ヽ
は
、
千
俣
よ
う
峰

ヨ

サ
ゴ

坂
を
と
え
て
信
州
米
子
不
動

・
―こ
達
す
る
樵
路
な
ｂ
。
此
路

は
嘗
て
峰
坂
峠
道
と
し
て
開
盤
さ
れ
し
乙
と
あ
り
し
も
、

後
居
道
に
踊
し
、
今
は
只
稀
に
通
行
す
る
者
あ
る
の
み
な

れ
ば
、
荒
磨
甚
し
く
、
殊
に
根
曲
竹
及
難
草
繁
茂
し
た
れ

ば
、
夏
日
の
通
行
は
不
少
困
難
な
う
と
い
ふ
。
路
は
千
俣

と
其
の
北
の
井
戸
尻
と
の
中
間
よ
う
西
北
に
折
れ
、
牡
牛

牧
場
に
到
多
、
そ
の
培
に
滑
う
て

一
直
線
に
登
る
も
の
に

し
て
、
上
部
は
奮
鐵
索
路
の
痕
跡
を
辿
る
も
の
な
る
が
故

に
、
甚
し
く
急
崚
な
う
と
い
ふ
。
恐
ら
く
は
地
固
に
示
す

浦
倉
山
の
南
方
な
る
二

一
〇
〇
米
の
鞍
部
に
上
う
つ
く
も

の
な
ら
ん
か
。
嶺
上
よ
う
米
子
に
下
る
に
は
、
硫
責
含
祗

の
薪
切
の
路
に
よ
る
も
の
に
て
、
迷
路
な
し
と
開
け
ど
具

儒
は
知
ら
ず
ｏ

最
後
に
記
し
置
く
可
き
は
干
俣
、
田
代
附
近
の
旅
合
な

う
。
此
邊
に
て
最
繁
華
な
る
は
長
野
街
道
の

一
要
瞬
な
る

大
笹
に
し
て
、
郵
便
局
あ
り
で
、
千
俣
、
田
代
、
鹿
澤
を

初
め
、
高
座
等
の
郵
便
物
の
集
配
を
司
ｂ
、
旅
合
も
雨
三

軒
有
之
と
い
ふ
。
次
は
田
代
に
し
て
現
今
旅
合
二
軒
あ
り
、

「
山
十
」
を
良
と
し
清
水
屋
（？
）之
に
次
ぐ
と
聞
け
ど
、
養

琥 第 年 四 十 第 岳 山

雑
　
　
鉄
　
　
〇
四
阿
山
上
州
方
面
の
登
路

一〇
五
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大正‥
‘】

４
ノ年二月螢行

雑
　
　
録
　
　
○
万
田
山
卑
考

鴛
時
に
は
「
山
十
」
は
螢
業
を
中
止
す
る
こ
と
往
々
あ
り
。

干
俣
に
は
山
下
↑
し
亀
十
郎
な
る
者
あ
う
て
、
本
年
よ
う

螢
業
を
開
始
し
た
る
も
、
こ
れ
も
養
鴛
時
に
は
鴛
の
食
物

以
外
何
等
の
貯
な
け
れ
ば
、
宿
泊
は
愚
か
飲
食
物
を
も
得

る
こ
と
絶
封
に
不
可
能
な

，
。
嬬
懸
村
は
現
今
主
と
し
て

農
業
及
び
養
鴛
に
よ
う
て
生
計
を
な
し
、
二
牛
馬
を
住
宅

に
飼
養
す
る
が
故
に
、　
一
般
に
不
潔
甚
し
く
し
て
蠅
蛇
の

類
多
く
、
又
養
鷲
時
に
は
是
等
の
牛
馬
ケ
山
野
の
所
謂
牧

場
に
放
養
す
る
が
故
に
、到
る
庭
に
蠅
虻
の
類
彩
し
く
、篤

に
夏
秋
の
候
の
跛
渉
を
し
て
極
め
て
不
快
な
ら
し
Ｕ
ｏ
省

同
村
西
南
隅
に
位
置
す
る
山
岳
登
踏
の
根
援
地
と
し
て
、

徒
末
鹿
澤
温
泉
を
第

一
に
推
し
た
る
が
、　
一
昨
々
年
同
温

泉
全
燒
後
未
だ
族
復
の
運
に
至
ら
ず
．
叉
温
泉
旅
合
の
大

部
分
は
北
方
の
山
麓
に
移
韓
し
、
目
下
田
代
を
距
る
約
十

五
丁
の
地
に
新
築
中
な
う
、
只
紅
葉
館
の
み
は
奮
地
に
残

留
す
る
も
、
宿
泊
滞
在
に
堪
ふ
る
の
設
備
を
全
う
す
る
は

少
く
も

一
雨
年
後
な
る
可
く
、
現
在
の
雌
態
に
て
は
之
を

宿
泊
地
と
し
て
考
慮
に
入
る
ヽ
能
は
ざ
る
も
の
と
す
。

事
態
此
の
如
き
が
故
に
、
若
し
鳥
居
峠
よ
う
登
山
せ
ん

と
す
る
場
合
に
も
、
特
に
田
代
に
赴
く
の
不
便
を
避
け
、

一〇
六

信
州
長
村
の
大
日
向
を
以
て
出
螢
鮎
と
せ
ば
、
登
山
に
要

す
る
時
間
及
努
力
に
於
て
は
大
差
な
さ
を
得
ん
か
。

（
武
田
）

○
万
田
山
卑
考

陸
地
測
量
部
螢
行
の
輯
製
二
十
萬
分

一
『
日
光
』
固
幅

（
乙
ゝ
に
引
用
す
る
虎
の
も
の
は
明
治
二
十
年
輯
製
同
二

十
七
年
修
正
同
三
十

一
年
再
修
）
を
見
る
と
、
雨
毛
國
境

の
北
部
で
、
自
根
山
や
金
精
峠
（
同
国
の
金
盛
峠
）
の
北
に

営
つ
て
、
「
万
田
山
」
と
い
ふ

一
座
の
山
が
記
し
て
あ
る
。

し
か
し
此
名
は
明
治
二
十

一
年
に
印
行
さ
れ
た
地
質
調
査

所
の
「
日
光
国
幅
」
や
、
測
量
部
賓
測
の
五
萬
分

一
の
地
形

国
に
も
載
て
居
ず
、
又
高
頭
氏
の
「
日
本
山
嶽
志
』
に
も
掲

げ
て
な
い
か
ら
Ｆ
賃
際
存
在
し
な
い
山
岳
か
と
も
思
は
れ

る
し
、
又
そ
れ
と
同
時
に
何
か
他
の
山
の
異
稗
で
ゞ
も
あ

ら
う
か
と
も
考

へ
ら
れ
た
の
で
、
二
三
の
古
国
や
書
物
を

引
出
し
て
模
索
し
て
見
た
。
何
分
臆
測
国
同
様
な
地
固
を

比
較
し
て
、
山
岳
の
位
置
や
名
稀
を
考
究
す
る
仕
事
で
あ

る
か
ら
、
餘
う
的
確
な
結
論
に
到
著
し
得
な
い
城
は
あ
る

が
、
結
果
は
先
づ
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
０
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「
万
「
山
」
と
い
ふ
山
は
恐
ら
く
存
在
‐ノな
い
こ
と
ヽ
思

は
れ
る
。
此
名
は
多
分
あ
る
山
の
名
稗
の
一
部
分
な
の
で

あ
る
う
。

右
の
如
卜
結
論
に
到
達
―
′た
経
路
は
左
の
如
き
も
の
で
あ

る
じ
即
ち
『
富
士
見
十
三
州
輿
地
会
固
』
（
天
保
十
四
年
）を

見
る
と
、
此
の
邊
の
所
で
而
ヽ
雨
毛
の
境
上
に
、「
東
間
田

Ｏ
　
Ｃ

山
ご
「
中
具
田
出
、」
及
び
「
北
万
田
山
」
と
い
ふ
三
座
が
あ

る
。
是
等
の
山
岳
は
『
増
訂
大
日
本
輿
地
全
国
』
（嘉
永
二

年
）
に
は
、
夫
々
「
ヒ
ガ
シ
マ
田
山
」
、「
中

マ
田
山
」
、及
び

一
北
万
田
山
」
と
出
て
居
る
し
、
「
利
根
川
回
志
」
（
安
政
二

年
）
に
も
「
東
間
田
山
」
「
中
具
田
山
」、及
び
「
北
万
田
山
」

と
記
し
て
あ
る
。
虜
が
、『
明
治
改
正
大
日
本
輿
地
全
国
』

（
明
治
四
年
）
と
い
ふ
小
形
の
地
固
を
見
る
ル
上
記
三
山
の

何
れ
か
は
知
ら
な
い
が
、
「
具
田
山
」
と
い
ム
の
が
只

一
つ

載
つ
て
ゐ
る
じ
こ
れ
に
よ
つ
て
考

へ
る
と
．「
万
田
」
喘
「
具

田
」
も
共
に
マ
タ
と
讀
む
可
き
も
の
で
、
二
つ
上
記
三
山

の
何
れ
か
に
該
営
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
然
し
勿
論
革
に

文
字
に
拘
泥
し
て
、「
万
田
山
」
は
、
「
北
万
田
山
Ｌ

「
具
田

山
」
は
「
中
兵
田
山
」
の
略
稗
と
す
る
こ
と
は
、
あ
ま
う
に

附
會
に
過
ぎ
る
と
稽

へ
る
。

倍
然
ら
ば
、「
東
間
田
山
」
、「
中
具
田
山
」
、及
び
「
北
万
田

山
」
と
い
ふ
三
つ
の
山
岳
は
果
し
て
此
邊
に
存
在
す
る
も

の
か
ど
う
か
と
い
ふ
疑
間
を
、
曲
う
な
う
に
で
も
何
と
か

解
決
し
て
見
た
い
の
で
あ
る
。
庭
が
生
悟
と
自
分
は
上
毛

東
北
隅
の
山
地
に
深
入
う
し
た
経
験
も
持
た
ず
、
又
あ
の

邊
の
地
理
に
精
通
し
た
人
に
出
含
つ
た
と
も
な
い
の
で
、

推
測
す
る
と
し
て
も
見
営
が
つ
い
に
く
い
が
、
陸
測
五
萬

の

「
隧
岳
』
固
幅
を
見
る
と
、
雨
毛
及
び
岩
代
三
國
界
の

黒
着
山
の
西
面
か
ら
流
れ
出
す
片
品
川
の
上
流
に
、「
中
ノ

岐
澤
」
と
い
ふ
名
が
あ
る
。
此
澤
は
只
に
此
国
の
み
で
な

く
、
地
質
調
査
所
の
二
十
萬
分

一
『
日
光
固
幅
』
に
も
見
ら

る
ゝ
が
、
此
場
合
で
は
三
國
の
界
に
座
す
る
山
は
‐
輯
製

二
十
萬
と
同
じ
く
林
安
山
で
、
黒
岩
山
は
其
の
東
に
、
岩

野
雨
州
の
境
に
描
か
れ
て
あ
る
。
嘗
て
此
の
附
近
を
歩
い

た
時
、
案
内
と
し
て
雇
備
し
た
猟
師
は
、
三
國
界
の
山
を

三
國
山
と
呼
び
、
二
つ
之
を
赤
安
山
と
異
な
る
様
に
言
て

居
た
と
記
憶
す
る
が
、「含
津
風
土
記
』
（寛
文
六
年
）
に
は

三
國
の
界
に
赤
安
山
を
置
い
て
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
片

品
川
の
上
流
に
中
ノ
岐
澤
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
争
ふ

可
か
ら
ざ
る
こ
と
で
、
こ
の
川
の
源
に
営
つ
て

「
中
具
田

琥 第 年 四 十 第 岳 山

維
　
　
録
　
　
○
万
田
山
卑
考

一〇
七
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雑
　
　
録
‘
　

〇
万
円
山
卑
考

山
」
が
座
す
可
き
は
至
営
の
こ
と
ゝ
考
へ
ら
れ
る
。
勿
論

此
名
が
只

一
座
の
山
を
指
す
も
の
か
、
或
は
廣
い
意
味
で

用
ひ
ら
れ
た
も
の
か
、
自
分
は
断
案
を
下
す
こ
と
が
出
来

な
い
の
は
遺
城
で
あ
る
。
次
に
、
然
ら
ば
東
岐
澤
及
び
北

岐
澤
な
る
も
の
が
、
片
品
川
の
上
流
に
あ
る
か
ど
う
か
を

考
へ
て
見
る
と
、
古
国
で
は
山
岳
に
は
前
記
の
如
き
名
の

あ
る
も
の
が
記
さ
れ
て
は
あ
る
が
、
漢
流
は
極
主
な
る
も

の
に
止
め
て
あ
る
か
ら
、
中
岐
、
北
岐
、
東
岐
の
三
流
の

関
係
は
愚
か
、

か
ゝ
る
名
さ
へ
も
見
営
ら
な
い
の
で
あ

る
。
故
に
是
等
の
流
と
陸
測
五
萬
の
地
形
固
上
に
物
色
し

て
見
る
と
、「
中
ノ
岐
澤
」と
記
し
て
あ
る
文
字
の
「
澤
」
字

の
稿
右
に
営
て
北
か
ら
此
澤
に
注
Ｃ

一
流
が
あ
る
。
こ
れ

が
恐
ら
く
は
北
岐
澤
で
、
従
つ
て
其
の
奥
に
「
北
万
田
山
」

が
あ
る
の
で
あ
ら
う
。
東
岐
澤
は
何
れ
か
と
い
ふ
と
、
恐

ら
く
は
地
固
上
に
記
さ
れ
た
鬼
怒
沼
山
や
毘
沙
門
山
あ
た

う
か
ら
流
出
す
澤
で
、
こ
れ
が
三
國
界
か
ら
起
る
庭
の
中

ノ
岐
澤
に
合
し
、更
に
其
下
流
で
北
岐
澤
に
合
す
る
諄
で
、

地
形
国
に
あ
る
様
に
、
全
騰
の
澤
が
中
ノ
岐
澤
と
呼
ば
れ

る
の
で
は
あ
る
ま
い
と
愚
考
す
る
。

元
末
雨
毛
岩
三
國
界
附
近
の
山
岳
は
、
ド
ン
グ
リ
の
背

較
べ
と
謂
た
工
合
で
、
似
寄
つ
た
峯
が
、
其
虜
に
も
此
庭

に
も
顔
を
出
し
て
居
る
上
、
山
其
者
は
針
葉
樹
の
密
林
か

深
い
根
曲
竹
で
蔽
は
れ
、
高
山
で
は
な
く
て
皆
深
山
で
あ

る
が
篤
に
、
山
頂
に
は
特
徴
が
少
な
く
叉
眺
望
が
絶
無
な

る
場
合
が
多
い
、
夫
故
同

一
の
峯
に
種
々
の
名
が
典

へ
ら

れ
た
り
、
又
は
名
は
あ
っ
て
も
其
峰
の
位
置
が
不
明
か
又

は
言
ス
人
に
よ
つ
て
異
る
場
合
が
少
く
な
か
ら
う
と
想
像

す
る
。
さ
れ
ば
此
邊
の
地
理
や
地
名
の
研
究
は
ど
う
し
て

も
其
土
地
に
行
て
や
ら
な
け
れ
ば
十
分
に
出
来
難
い
諄
・で

あ
る
か
ら
、
地
名
の
省
略
を
以
て
有
名
な
陸
測
五
萬
の
地

固
を
封
手
に
し
て
、
此
問
題
に
餘
ウ
深
入
う
す
る
こ
と
は
、

差
営
う
中
止
す
る
こ
と
に
し
よ
う
ｏ

序
な
が
ら
言
て
置
き
た
い
の
は
、五
萬
の
『
魅
岳
』
慌
に
、

片
品
川
の

一
支
流
の
ネ
バ
澤
を
「
根
笏
澤
」と
記
し
て
あ
る

が
、
あ
れ
は
類
例
か
ら
推
し
て
も
、
粘
澤
で
な
く
て
は
な

る
ま
い
と
考
へ
る
。
賞
際
此
澤
の
上
流
に
は
粘
土
質
の
岩

石
の
あ
る
こ
と
、
拙
文
『
尾
瀬
記
行
』
（『
山
岳
』
第

一
年
第

一
流
所
載
）
に
記
し
た
通
う
で
あ
る
。
あ
の
時
吾
々
は
五

萬
の
地
国
に
あ
る
四
郎
嶽
の
東
肩
に
あ
る
鞍
部
あ
た
う
を

越
え
た
の
だ
ら
う
と
考

へ
る
が
ヽ
深
い
根
曲
竹
の
数
の
中

一〇
ハ
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を
通
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
庭
を
歩

い
た
か
は
地
固
を

手
に
し
な
が
ら
歩
い
て
も
正
確

に
わ
か
る
も
の
で
は
な

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（武
田
）

○
伊
豆
の
大
室
山

湘
南
の
海
岸
に
立
つ
て
、
晴
天
の
日
に
、
伊
豆
牛
島
を

望
む
と
、
天
城
山
脈
の
盟
主
作
次
郎
件
三
郎
の
裾
が
ゆ
る

く
東
に
ひ
い
て
、
今
や
黒
潮
の
餘
波
に
洗
ひ
去
ら
れ
ん
と

す
る
所
に
、
ボ
ツ
ン
と

一
つ
大
鼓
鋲
に
し
て
は
チ
ト
大
き

す
ぎ
る
小
室
山
が
、
何
や
ら
意
味
あ
う
氣
に
控
へ
る
其
の

右
に
、
是
は
ま
た
招
鉢
を
伏
せ
た
と
形
容
し
て
も
よ
さ
そ

う
な
大
室
山
が
、　
一
千
九
百
十
四
尺
と
い
ふ
標
高
に
は
似

も
や
ら
ず
、
開
東
不
原
を
目
の
下
に
見
て
屹
立
す
る
筑
波

に
は
及
び
も
な
い
が
、
も
の
ノ
ヽ
し
げ
に
立
た
ず
峻
ス
有

機
、
如
何
に
も
異
彩
を
放
つ
て
見
え
る
。

軍
式
火
山
の
模
形
と
し
て
庭
に
工
合
の
よ
い
園
錐
艦
故

何
れ
の
方
面
か
ら
見
て
も
大
艦
八
面
玲
聴
的
で
あ
る
が
、

頂
上
の
噴
火
口
が
少
し
斜
に
東
北
に
向
つ
て
開
い
た
篤
め

に
、
東
北
壁
は
西
南
の
壁
よ
う
も
彼
是
百
二
十
尺
も
低
く

な
つ
て
居
る
の
は
、
シ
ン
メ
ト
リ
ー
を
少
―
′．書
ム
嫌
は
あ

る
が
、
最
高
駐
か
ら
”
眺
望
を
さ
へ
ぎ
ら
な
い
殊
功
は
捨

て
難
い
。
其
外
に
は
東
北
面
の
中
腹
以
下
に
瘤
が
あ
つ
て
、

而
も
其
の
頭
に
は
具
黒
な
Ｅ
巌
が
、
鬼
が
石
投
で
も
し
た

さ客ば
ら

跡
の
様
に
ゴ
ロ
ノ
ヽ
し
て
居
る
庭
は
、
下
田
街
道
の
先
原

か
ら
眺
め
る
と
、
何
や
ら
恐
ろ
し
氣
に
見
え
る
が
、
兎
に

角
麓
か
ら
頂
上
哉
で

一
様
に
、
メ
ヽ
キ
を
主
と
し
た
雑
草

で
蔽
は
ね
て
居
る
、
お
と
な
し
い
山
で
あ
る
。

伊
束
の
一
部
か
ら
は
頭
し
か
見
え
な
い
が
、
此
所
か
ら

山
麓
迄
は
最
早
二
里
に
餘
る
こ
と
僅
で
あ
る
か
ら
、
大
室

登
山
の
根
攘
地
と
し
て
は
、
伊
束
を
第

一
に
推
す
べ
く
、

第
二
は
伊
束
の
南
三
里
餘
の
八
幡
野
で
あ
る
が
、
山
頂
ま

で

一
里
許
う
と
い
ふ
特
識
は
あ
る
が
、
此
所
に
は
温
泉
と

い
ふ
天
悪
は
な
い
、
但
し
旅
合
は
若
松
屋
と
い
ふ
心
持
の

よ
い
家
が
あ
る
。
第
三
は
大
室
山
の
西
南
麓
に
あ
る
池
と

い
ふ
部
落
で
、
此
所
か
ら
は
最
高
諮
ま
で

一
時
間
を
出
で

ず
し
て
達
す
る
こ
と
が
出
ホ
る
が
、
旅
合
は
恐
ら
く
存
在

し
ま
い
と
思
は
れ
る
。
高
頭
兄
の
日
本
山
岳
志
に
は

「
北

麓
字
十
足
よ
う
登
る
」
と
し
て
あ
る
が
、
十
足
の
部
落
は

宿
泊
に
は
適
せ
Ｒ
事
と
考
へ
る
パ
筒
序
な
が
ら
言
つ
て
置

く
が
、
山
岳
志
の
《摘
諄
》
に
は

「熱
海
よ
う
登
る
に
は
全

琥 第 窓 四 十 第 岳 山
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銭
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伊
豆
の
大
室
山

一
日
を
要
す
」と
あ
る
が
、自
分
の
持
つ
て
居
る
ハ
ン
　
・
ド
ブ

ツ
タ
、
フ
オ
ー
ア
、
ジ
ヤ
バ
ン
第
八
版
に
は

「
伊
東
よ
う
登

る
に
は

一
日
を
要
す
」と
あ
る
。熱
海
か
ら
で
は
伊
東

へ
往

復
す
る
に
さ
へ
一
日
は
か
ゝ
る
だ
ら

，
。
伊
東
か
ら
大
室

山
へ
は
年
日
で
は

一
寸
六
か
し
い
が
、

一
日
仕
事
と
し
て

は
薬
な
運
動
で
、
全

一
日
を
要
す
る
こ
と
は
な
い
）。

大
室
山
は
可
な
う
正
し
い
園
錐
形
を
な
し
て
居
る
が
篤

め
、　
一
に
伊
豆
不
二
と
呼
ぶ
そ
う
で
あ
る
が
、
其
の
開
係

か
ら
か
、
浅
間
耐
祗
ヒ
祀
つ
て
あ
る
。
祭
艦
は
六
月
八
日

と
も
十
五
日
と
も
聞
い
た
が
、
新
暦
と
教
へ
て
呉
れ
た
人

も
あ
う
、
奮
暦
だ
と
言
つ
た
人
も
あ
る
か
ら
、
毎
年
登
山

で
も
し
て
居
る
人
に
出
逢
は
な
か

つ
た
自
分
は
、
残
念

な
が
ら
正
確
な
こ
と
を
知
る
を
得
な
か
つ
た
。
祗
は
小
室

た
　
じ

〓

村
．
封
島
村
の
総
鎮
守
だ
と
い
ス
が
、
山
に

一
番
近
い
池

で
管
理
し
て
居
る
ら
し
い
ｏ

豫
て
か
ら
大
室
山
の
．整
然
た
る
山
容
を
望
ん
で
、　
一
種

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ケ
威
じ
て
居
た
の
と
、
博
物
之
友
第

六
十
四
琥
に
大
橋
良

一
君
が
掲
げ
ら
れ
た

「
大
室
山
と
小

室
山
」
な
る
記
事
に
少
な
か
ら
緻
威
興
を
唆
ら
れ
て
居
た

事
は
、　
一
昨
々
秋
伊
豆
牛
島
を
歴
遊
し
た
折
、
途
に
其
の

頂
に
立
つ
て
眺
望
を
恣
に
す
る
を
得
せ
し
め
る
動
機
と
な

つ
た
。

伊
東
に
滞
在
し
て
居
た
自
分
が
、
陸
地
測
量
部
螢
行
の

五
萬
分
之

一
地
形
団

「
玖
須
美
」
を
懐
に
し
、
排
営
を
リ

ユ
ッ
ク
サ
ッ
ク
の
底
に
お
し
込
ん
で
、
宿
を
出
た
の
は
十

一

月
の
下
旬
二
十
五
日
の
事
で
あ
つ
た
。
東
京
出
螢
の
直
二

三
日
前
に
求
め
た
地
固
で
は
あ
る
が
、
生
僣
と
明
治
十
九

年
測
固
同
二
十
九
年
第

一
同
修
正
、
同
三
十
年
製
版
明
治

三
十

一
年
十
二
月
二
十
日
印
刷
同
十
二
月
二
十
五
日
螢
行

と
い
ス
古
め
か
し
い
も
の
で
、
こ
れ
が
人
間
な
ら
去
年
の

春
が
徴
兵
検
査
と
い
ふ
代
物
故
、
開
墾
が
盛
で
道
路
の
開

黎
や
憂
更
の
頻
に
行
は
れ
る
伊
豆
の
旅
に
は
、
案
内
と
し

て
は
無
論
不
合
格
で
あ
る
が
、
相
談
相
手
と
し
て
も
甚
し

く
心
細

い
も
の
で
あ
つ
た
。
そ
れ
で
も
玖
須
美
の
町
を
過

ぎ
、
だ
ら
ノ
ヽ
坂
を
上
つ
て
下
田
街
道

へ
出
る
ま
で
は
さ

し
た
る
困
難
も
な
く
、
訪
隆
以
来
伊
東
家
累
代
の
第
宅
で

あ
つ
た
と
い
ふ
眺
望
の
度
い
平
地
に
出
た
。
今
は
畑
地
で

近
年
伊
東
土
産
の
一
に
敷

へ
ら
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
イ
テ
ゴ
が

培
養
し
て
あ
る
。
道
は
畠
の
間
を
ウ
ネ
ノ
ヽ
と
概
し
て
南

へ
向
つ
て
通
じ
て
居
る
。
や
が
て
畠
を
離
れ
、
千
頭
坂
と

〓
〇
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か
い
ふ
赤
土
の
急
な
坂
に
か
ゝ
る
と
．
霜
ど
け
に
す
べ
る

路
を
放
装
束
の
老
若
が
見
る
か
ら
に
ヒ
ヤ
ノ
ヽ
す
る
馬
力

に
前
後
し
て
上
つ
て
行
く
。

伊
東
か
亀
牛
里
も
あ
ら
う
か
、
川
奈
路
が
下
田
街
道
か

ら
左
に
岐
れ
る
所
に
、
十
敷
株
つ
老
松
に
謝
池
「
茶
店
が

あ
る
。
其
の
裏
を
流
れ
る
小
溝
が
名
高
い
逆
川
で
、
此
の

茶
店
乙
そ
は
其
の
音
頼
朝
が
伊
東
に
流
寓
し
て
居
た
頃
、

八
重
姫
に
始
め
て
適
遇
し
た
所
と
か
で
、
名
物
松
の
露
懸

の
甘
酒
を
販
い
で
居
る
が
、
主
婦
の
無
愛
想
な
る
こ
と
小

河
内
の
鶴
屋
の
そ
れ
な
ど
は
到
底
及
ぼ
織
程
な
の
で
、
折

角
の
風
流
（？
）な
甘
酒
に
潟
い
た
喉
″」潤
さ
う
と
す
る
人

も
稀
な
様
で
あ
る
。
省
此
の
家
に
日
蓮
上
人
の
曼
陀
羅
を

敷
し
て
居
る
が
、
古
色
は
掬
す
可
き
礁
具
儒
は
自
分
の
知

る
庭
で
は
な
い
。

躊
ぎ
　
　
　
　
と
う
た
り

逆
川
か
ら
二
十
丁
程
ｔ
行
く
と
、
荻
及
び
十
足
へ
岐
れ

る
細
径
が
あ
る
。
此
の
細
後
に
よ
つ
て
両
南
に
向
ふ
と
、

一
里
許
う
で
十
足
の
部
落
に
出
る
が
、
其
の
途
中
吉
田
村

の
大
池
の
西
岸
を
過
る
の
で
、
景
色
も
よ
い
か
ら

一
卜
息

入
れ
る
に
は
適
営
な
地
諮
と
思
は
れ
る
。
道
路
は
池
の
水

面
か
ら
敷
十
尺
も
高
い
産
の
上
を
通
る
か
ら
、
池
へ
は
細

雑
　
　
録
　
　
○
伊
豆
の
大
室
山

い
雀
を
偉
う
て
下
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
岸
に
近
く
小
島
敷

個
あ
っ
て
樹
木
を
生
じ
、
其
の

一
に
は
排
天
の
小
祠
さ
ヘ

建
立
し
て
あ
る
。
池
は
中
々
の
廣
さ
が
あ
う
、
二
景
も
捨

て
難
い
か
ら
、
せ
め
て
浩
岸
に
路
を
つ
け
る
か
舟
の
一
二

艘
も
あ
ら
ば
、
伊
東
か
ら
竿
日
の
遊
山
に
は
恰
好
の
地
で

。あ
る
が
、
只
吉
田
村
の
用
水
と
し
て
山
間
に
捨
て
ヽ
顧
み

な
い
の
は
惜
い
様
な
氣
が
す
る
。

大
池
を
訪
ス
の
も
此
の
。日
の
目
的
の

一
つ
で
あ
つ
た
の

で
、
此
所
で
大
分
時
間
を
費
し
、
排
営
を
手
ら
げ
て
か
ら

出
螢
し
た
の
は

一
時
を
す
ぎ
て
居
た
”
大
池
の
西
岸
を
廻

つ
て
か
ら
暫
く
は
左
に
池
水
を
下
厳
し
な
が
ら
、
雑
樹
の

間
を
石
の
ゴ
ロ
ノ
ヽ
す
る
路
を
つ
唆
さ
き
登
う
に
上
つ
て

か
ら
、
や
が
て
十
足
を
さ
し
て
グ
ラ
ノ
ヽ
降
♭
に
下
つ
て

行
く
と
、
二
十
分
許
う
で
、
荻
か
ら
十
足
を
経
て
池
に
出

る
本
道
に
含
し
、
路
も
無
理
な
が
ら
荷
車
の
通
る
位
に
な

る
。
十
足
を
過
ぎ
て
暫
く
は
畠
の
間
を
通
る
が
、
間
も
な

く
左
右
雑
木
の
生
ず
る
路
を
進
む
こ
と
に
な
る
と
、
進
Ｕ

に
従
つ
て
傾
斜
が
加
は
り
、
赤
土
の
坂
は
と
も
す
る
と
辻

多
易
い
。
此
の
邊
の
路
は
幸
に
し
て
地
国
と
大
差
が
な
い

の
で
、
例
の
古
地
国
も
折
々
は
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
る
。
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や
が
て
木
立
を
出
は
な
れ
て
左
方
目
を
さ
へ
ぎ
る
も
の
が

な
く
な
る
と
、
大
室
山
が
眼
前
に
大
量
と
な
つ
て
つ
っ
立

つ
て
居
る
ｃ
俗
に
い
ふ
坊
主
山
故
敢
て
登
路
に
よ
る
ま
で

も
な
く
、
何
れ
の
方
面
か
ら
も
上
下
出
来
る
が
、
地
国
通

う
の
路
を
登
つ
て
見
た
い
と
思
つ
た
自
分
は
、
此
の
街
道

が
池
の
方
へ
下
う
か
ヽ
つ
た
所
で
、
大
室
山
の
具
西
に
営

つ
て
登
多
口
を
見
出
し
た
。
四
用
の
景
に
は
似
も
や
ら
ず

Ｅ
大
な
闇
葉
常
線
樹
な
ど
が
こ
ん
も
う
と
立
つ
て
、
木
製

の
一
の
鳥
居
と
も
呼
ぶ
可
き
も
の
さ
へ
存
在
す
る
の
は
嬉

し
か
つ
た
。
然
じ
木
立
は
二
三
十
歩
に
し
て
蓋
き
て
、
身

は
忽
ち
ス
ヽ
キ
の

一
面
に
生
じ
て
居
る
所
に
出
る
。
最
初

の
内
は
登
路
が
地
固
に
あ
る
通
り
具
直
に
つ
い
て
居
て
、

少
し
の
屈
曲
も
な
い
。
暫
く
上
る
と
二
の
鳥
居
と
で
も
言

ふ
の
で
あ
ら
う
か
、
石
の
鳥
居
の
破
壊
し
た
も
の
が
横
た

は
つ
て
居
て
、
何
や
ら
悲
惨
の
感
を
抱
か
せ
る
。
霜
に
枯

れ
た
ス
ヽ
キ
に
交
つ
て
，
サ
″
ト
リ
イ
バ
ラ
が
兎
角
に
足
に

か
ら
み
つ
く
間
を
、
小
征
は
今
や
多
少
屈
曲
し
つ
ゝ
上
る

の
で
あ
る
が
、
リ
ン
ダ
ク
や

ヤ
　
。
マ
ラ
ッ
ツ
キ
ャ
ン
の
紫
花

が
い
と
ゞ
哀
れ
に
見
え
る
。
漸
く
上
る
と
マ
ツ
ム
シ
サ
ウ

も
大
分
目
に
つ
く
が
、
中
に
は
花
の
色
が
常
の
も
の
よ
う

濃
く
、
栽
培
し
て
見
る
に
堪
ゆ
る
と
思
は
る
ゝ
も
の
も
あ

る
。
中
腹
以
上
に
は
よ
く
庭
園
に
植
ゑ
て
花
ヒ
賞
す
る
ヒ

ア
フ
ギ
ヽ
日
生
し
て
居
て
、
果
賓
は
破
れ
て
漆
黒
色
の
種

を
吐
い
て
居
る
ハ）

一
の
鳥
居
か
ら
十
五
分
間
許
う
で
二
二
本
の
オ
ホ
ヤ
ン

ャ
ブ
シ
と
、
マ
ツ
の
枯
木
の
あ
る
山
頂
の
一
角
に
着
い
た

が
、
三
寸
し
た
手
地
に
何
で
あ
ら
う
か
五
基
の
石
佛
が
安

置
し
て
あ
る
。
信
仰
で
登
山
す
る
人
達
は
賽
の
河
原
と
か

何
と
か
名
を
付
て
居
る
の
だ
ら
う
が
、
自
分
は
無
意
味
に

此
所
を
通
過
し
て
、
東
南
を
指
し
て
奮
人
口
の
繰
を
上
る

と
五
分
時
で
、
絶
頂
三
角
標
石
に
着
い
た
。
荷
物
を
肩
か

ら
は
づ
し
て

一
卜
息
入
れ
る
。
先
づ
目
に
入
る
の
は
東
南

の
洋
上
に
浮
ぶ
大
島
で
、
折
か
ら
西
日
を
受
け
て
森
は
黒

く
岩
は
金
色
に
輝
い
て
居
る
、
大
島
に
つ
ゞ
い
て
南
に
新

島
、利
島

…
…
と
七
島
の
手
近
な
も
の
が
、波
の
彼
方
に
需

に
包
ま
れ
て
立
つ
態
の
面
白
さ
。
南
を
見
れ
ば
件
次
郎
原

や
総
取
の
岬
が
牛
島
の
輪
廓
を
限
う
、
そ
れ
に
つ
ゞ
い
て

眸
を
西
に
廻
ら
せ
ば
件
次
郎
岳
や
遠
笠
山
の
連
山
が
お
ひ

か
ぶ
さ
る
様
に
見
え
る
、
そ
の
暗
い
陰
に
矢
筈
山
の
奇
峰

が
、
．
一
卜
跨
ぎ
で
達
せ
ら
れ
さ
う
に
近
い
。
西
北
柏
峠
の
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彼
方
に
は
、
富
嶽
が
牛
身
以
上
を
霙
出
し
て
、
浅

い
な
が

ら
膚
に
は
雪
を
著
け
て
居
る
。
北
に
は
伊
束
の
町
の
一
部

や
。
今
朝
訪
ふ
た
吉
田
の
大
池
が
鏡
の
様
に
光
つ
て
見
え

る
。
西
南
麓
に
は
池
の
小
邑
と
、
其
の
名
の
起
つ
た
池
が

今
は
整
然
た
る
田
圃
に
化
し
て
、
予
の
訪
間
の
不
必
要
な

の
を
示
し
て
居
る
。

山
頂
の
大
槻
を
恣
に
し
た
自
分
は
、
三
角
標
鮎
の
所
を

出
費
し
て
東
に
噴
火
口
壁
を
廻
０
初
め
た
。
最
高
鮎
か
ら

グ
ラ
ノ
ヽ
下
う
に
小
征
を
辿
る
と
、
丁
度
火
口
壁
の
東
南

隅
に
営
る
所
に
、
今
度
は
九
基
の
石
佛
が
列
べ
て
あ
る
。

此
所
を
す
ぎ
て
歩
を
北
に
進
め
る
と
、
晩
秋
の
冷
た
い
風

が
遠
慮
な
く
襲
う
て
来
る
が
、
平
常
で
ヽ
風
営
う
が
張
い

と
見
え
て
、
六
百
米
突
に
も
足
う
な
い
此
の
山
頂
で
、
草

は
宛
然
高
山
の
頂
に
於
け
る
が
如
く
、
何
れ
も
甚
し
く
短

矮
で
あ
る
。
路
を
左
に
と
つ
て
、
火
日
の
内
壁
に
下
る
と

風
の
劇
し
く
吹
あ
て
な
い
所
に
は
、

オ
ホ
ヤ
シ
ャ
ブ
ン
の

Ｅ
木
が
生
じ
．
其
の
下
に
は
サ
″
ト
リ
イ
バ
ラ
の
蔓

，「
長

く
延
び
て
、
用
も
な
い
の
に
衣
服
に
か
ら
み
つ
く
ｃ

火
日
の
内
部
の
東
北
壁
に
、　
オ
ホ
ヤ
シ
ャ
ブ
ン
の
老
樹

や
、
岩
石
の
多
少
露
出
し
て
居
る
簡
所
が
あ
つ
て
、
光
所

に
漢
間
稗
走
が
鎮
座
す
る
の
で
あ
る
ｏ
祗
は
石
造
で
。
其

の
側
に
六
昼
敷
程
の
籠
屋
が
あ
る
虜
を
以
て
見
る
と
、
参

籠
者
の
敷
ヽ
僅
少
で
は
な
い
ら
し
い
ｏ
火
口
底
を
窺
ス
と

所
々
に
Ｅ
石
の
散
在
す
る
外

一
而
に
ス
ヽ
キ
な
ど
の
草
が

繁
夕
、
何
等
の
奇
も
怪
も
興
も
な
い
ら
し
い
ぅ
殊
に
比
の
附

近
何
虎
も
水
が
湧
出
し
そ
う
な
様
子
的
な
い
の
は
、
失
望

を
禁
ず
る
こ
と
は
出
木
な
い
、
然
し
伊
東
か
ら
参
洒
で
も

携
仙Ｔ
し
て
、
此
の
山
頂
に
午
睡
を
貪
つ
た
な
ら
、
可
な
タ

楡
快
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

耐
駐
に
餘
ウ
執
着
の
な

い
自
分
は
、
再
び
火
日
壁
の
縁

に
上
つ
て
、
風
陰
の
ス
ヽ
キ
の
間
に
騰
を
横

へ
て
、
枯
野

の
景
に
眺
め
入
つ
た
，
身
の
ま
は
う
に
は
ス
ヽ
キ
、
ヤ
ハ

ズ
ハ
ギ
、
フ
ト
コ
ョ
モ
ギ
、
フ
カ
フ
グ
″
マ
、

マ
ツ
ム
シ

す
ク
、
ノ
ア
ザ
ミ
、
オ
ト
ギ
リ
サ
ク
、
ミ
ッ
バ
ノ
ッ
チ
グ

リ
、
リ
ウ
ナ
ク
ギ
ク
、
タ
ム
ラ
サ
ク
、
カ
ク
ブ
ソ
ナ
、
ス

ミ
ン
、
ウ
ツ
ボ
グ
ナ
、
テ
リ

ハ
ノ
イ
バ
ラ
等
が
生
じ
て
居

る
。
冷
い
西
風
は
是
等
の
草
ゆ
枯
葉
を
渡
つ
て
、
時
折
襟

元
か
ら
背
申

へ
吹
込
ん
で
行
く
。

二
里
餘
う
の
路
を
日
の
暮
れ
緻
内
に
伊
東
政
で
戻
ら
ね

ば
な
ら

，
身
故
、
何
時
ま
で
も
山
頂
で
眺
望
を
貧
つ
て
居

(113)

雑
　
　
録
　
　
○
伊
豆
の
大
室
山

一
三



行 稜 月 二 年 九 正 大

1雑

鉄
　
　
〇
伊
豆
の
大
室
山

る
諄
に
も
行
か
な
い
の
で
、
三
時
二
十
分
と
い
ふ
に
出
稜

し
、
火
口
壁
の
縁
を
西
に
廻
つ
て
初
め
の
石
佛
の
所
へ
出

た
、
乙
れ
か
ら
登
路
を
ニ
ノ
鳥
居
ま
で
下
つ
て
、
そ
れ
か

ら
は
街
道
を
見
あ
て
に
右
に
そ
れ
て
路
の
な
い
山
腹
を
下

り
切
つ
て

一
体
し
た
。
ク
メ
バ
チ
サ
ク
の
小
さ
な
残
花
が

七
八
個
訪
ふ
最
も
な
く
哀
れ
で
あ
る
。

三
時
三
十
五
分
山
麓
を
出
螢
し
て
、
奮
路
を
十
足
に
蹄

る
。
静
か
な
雑
木
林
の
間
を

一
人
迪
る
快
味
は
、
兎
角
に

歩
調
を
ゆ
る
く
す
る
が
、
そ
れ
で
も
下
ヶ
路
に
時
も
入
ら

ず
、
四
時
に
は
十
足
の
部
落
に
駄
つ
て
、
党
の
水
に
渇
を

警
し
た
。
十
足
か
ら
伊
東

へ
は
荻
を
通
過
す
る
方
が
順
路

と
聞
い
た
ら
で
、
石
の
多
い
坂
路
を
北
へ
北

へ
と
下
つ
て

行
く
と
、
幕
色
は
漸
く
迫
つ
て
、
木
枯
が
す
ッ
ル
雑
本
の

補
を
鳴
し
て
過
ぎ
て
行
く
。
迷
ひ
路
も
な
く
て
荻
の
部
落

に
達
し
た
の
が
四
時
二
十
分
。
村
は
づ
れ
か
ら
往
還
を
鎌

田
へ
出
や
う
と
し
た
自
分
は
、
フ
ト
開
墾
路
詳
迷
ひ
込
ん

で
し
ま
つ
た
、
征
は
小
漢
に
滑
う
て
静
な
山
間
を
迪
つ
て

行
く
、
思
ス
に
五
萬
分

一
の
地
同
に
荻
か
ら
鮎
線
を
以
て

東
北
に
向
ふ
様
に
記
し
て
あ
る
も
の
に
違
び
な
い
。
鞍
部

に
上
う
つ
い
て
か
ら
、
難
木
林
の
中
に
下
る
と
、
路
は
止

度
な
く
降
つ
て
、
途
に
は
畠
の
間
を
谷
底
竣
で
下
う
込
ん

で
し
ま
つ
た
。
小
川
が
あ
る
。
暮
れ
て
行
く
か
す
か
な
日

に
地
固
を
す
か
し
て
見
れ
ば
、
吉
田
の
大
池
の
下
流
が
、

廻
う
廻
つ
て
西
流
す
る
も
の
と
思
は
る
ゝ
の
で
、
其
の
右

岸
は
瓶
山
の
績
き
に
営
る
筈
故
、
封
岸
の
丘
上
に
登
つ
て

見
る
と
、
下
田
街
道
に
略
並
行
し
て
吉
田
か
ら
岡
に
通
ず

る
路
の
走
つ
て
居
る
の
に
出
遭
つ
た
。
乃
ち
左
に
折
れ
て

幅
の
度
い
道
を
下
り
氣
味
に
進
む
と
、
迩
に
上
の
坂
と
か

呼
ぶ
急
坂
を
下
り
、
や
が
て
久
須
美
の
音
無
耐
祀
の
側
に

出
た
の
は
，
未
だ
五
時
年
に
は
な
つ
て
居
な
か
つ
た
。

大
室
山
は
前
述
の
如
く
案
内
を
要
せ
ず
し
て
容
易
に
登

攀
し
得
る
丘
陵
的
の
山
で
あ
る
に
係
は
ら
ず
、
眺
望
ヽ
伊

東
附
近
で
第

一
流
に
推
す
こ
と
を
得
る
程
故
．
浴
客
の
散

策
的
登
山
に
は
定
に
適
営
な
場
所
で
あ
る
。
筒
途
上
吉
田

村
の
大
池
を
訪
ふ
も
宜
し
か
ら
う
が
、
大
池
に
到
る
に
は

前
記
の
路
の
他
、
下
田
街
道
を
進
ん
で
、
吉
田
の
村
に
入

ら
う
と
す
る
四
五
丁
程
手
前
に
、
大
池
道
と
記
し
た
道
じ

る
べ
か
ら
右
折
す
れ
ば
、
迷
は
ず
に
達
せ
ら
る
、
こ
と
ヽ

思
ふ
。
蹄
途
は
十
足
、
荻
ヒ
経
て
、
鎌
間
に
出
る
往
還
に

よ
る
な
い
、
又
は
自
分
と
同

一
の
路
を
取
る
も
よ
か
ら
う

〓
四

tl14)
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と
思
ふ
。
途
中
逆
川
以
外
に
飲
食
店
は
な
い
か
ら
、
排
営

其
他
は
携
帯
す
る
を
得
策
と
す
る
。
　
　
　
（
武
田
）

○
登
山
案
内
者

団
駒
ケ
岳
登
山
者
張
力
組
合

駒
ケ
岳
登
山
者
張
力
組
合
規
約

第

一
條
　
本
組
合
は
駒
ケ
岳
登
山
者
張
力
組
合
と
稗
す

第
二
條

・本
組
合
は
菅
原
村
居
住
者
中
よ
う
加
入
し
た
る

者
ど
以
で
組
織
す

第
二
條
　
本
組
合
は
駒
ケ
岳
登
山
者
の
需
め
に
應
じ
携
帯

品
の
運
搬
及
登
山
者
の
た
め
に
随
件
又
は
案
内
を
な
す

を
以
て
目
的
と
す

第
四
條
　
本
組
合
に
世
話
人
四
名
を
置
き
登
山
者
の
馬
め

に
便
宜
を
計
多
組
合
の
取
締
を
な
す

第
五
條
　
前
條
の
世
話
人
は
組
合
員
中
よ
う
推
選
す

第
六
條
　
本
組
合
の
事
務
を
庭
理
す
る
馬
め
菅
原
村
蔓
ケ

原
及
竹
宇
に
各
ニ
ケ
所
の
事
務
所
を
置
く

第
七
條
　
本
組
合
員
は
第
三
條
の
目
的
を
回
満
に
迩
行
す

る
篤
．め
左
記
事
項
と
遵
守
す
る
も
の
と
す

一
、
登
山
者
出
稜
よ
り
下
山
を
終
る
迄
の
間
登
山
者
の

録
　
　
Ｏ
登
山
案
内
者

身
邊
を
護
衛
し
過
失
を
生
ぜ
じ
め
ざ
る
様
注
意
す
る

事
二
、
登
山
者
に
封
し
て
は
特
に
懇
切
を
旨
と
す
る
事

三
、
登
山
者
中
途
姜
病
又
は
疲
勢
の
篤
め
歩
行
に
堪

ヘ

難
き
場
合
は
相
営
看
護
の
道
を
講
じ
無
事
下
山
せ
し

む
る
事

四
、
登
山
者
よ
う
委
托
を
受
け
た
る
携
帯
品
は
破
損
又

は
遺
失
す
る
事
無
き
様
特
に
丁
寧
に
取
扱
を
篤
す
事

五
、
登
山
者
よ
う

一
定
の
料
金
の
外
何
等
の
名
義
を
以

て
す
る
を
不
問
金
品
の
授
典
を
請
求
し
又
は
受
領
せ

ざ
る
も
の
と
す

第
八
條
　
本
組
合
員
は
登
山
者
の
需
に
應
じ
張
力
を
勤
む

る
時
は
別
記
賃
金
の
支
抑
を
受
く
る
も
の
と
す

第
九
條
　
本
組
合
員
申
第
七
條
の
各
項
に
違
反
し
又
は
不

都
合
の
行
馬
あ
う
た
る
時
は
世
話
人
に
於
て
戒
働
を
加

へ
省
改
め
ざ
る
時
は
組
合
の
決
議
に
よ
う
除
名
す
可
き

も

の
と
す

第
十
條
　
本
組
合
規
約
は
所
轄
警
察
官
署
に
屈
出
承
認
を

経
費
行
す
る
も
の
と
す

第
十

一
條
　
本
組
合
規
約
は
組
合
員
線
會
の
決
議
に
よ
う

一
一二

(1115)
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鋒
　
　
０
登

世
話
人
の
同
意
を
得
て
之
れ
を
改
正
す
る
事
を
得

第
十
二
條
　
本
組
合
規
約
は
大
正
七
年
九
月
十
五
日
よ
う

之
れ
を
賞
行
す

別

記

料

金

一
、
菅
原
村
皇
ケ
原
よ
り
駒
ケ
岳
登
山

一
日
日
営
金

一

回
七
十
銭

一
、
同
上
よ
う
駒
ケ
岳
、
白
根
、
鳳
凰
、
千
丈
岳
等
の

登
山

一
日
日
常
金

一
回
八
十
餞

一
、
菅
原
村
竹
宇
よ
う
駒
ケ
岳
登
山

一
日
日
営
金

一
回

五
十
餞

一
、
同
上
よ
う
駒
ケ
岳
、自
根
、鳳
凰
、
千
丈
岳
等
登
山

一
日
日
営
金

一
園
八
十
餞

　

・

但
皇
ケ
原
、
竹
宇
共
特
に
下
山
の
時
間
を
指
定
し
て

急
を
要
す
る
も
の
は
日
営

一
日
金
二
回

一
、
携
帯
品
無
く
車
に
同
件
す
る
も
の
に
あ
う
て
は
三

人
迄
は
普
通
日
営
三
人
以
上

一
人
を
増
す
毎
に
金
十

餞
を
貰
ひ
受
け
十
人
を
以
て
限
度
と
す

一
、
携
帯
品
は
張
力

一
人
に
付
五
貫
匁
以
内
と
し
普
通

日
営
を
貰
ひ
受
く

一
、
前
各
項
の
場
合
は
食
料
草
軽
等
は
線
て
需
用
者
の

賄
を
受
く
る
も
の
と
す

大
正
七
年
九
月
十
七
日

駒
ヶ
岳
登
山
者
張
力
組
合

組
合
加
入
者

菅
原
村
皇
ケ
原

古

屋

義

知

　

山

岸

喜

作

大

久

保

幸

平

　

入

戸

野

作

造

長

田

駒

平

同
　
村
竹
宇

伊
　
藤
　
喜
　
回
　
　
古
　
屋
　
留
　
吉

井

上

オ

一
郎

　

古

屋

貞

利

同
　
郡
日
野
春
畔
前

向

井

彊

一
郎

回
甲
斐
柳
澤
の
旅
舎
と
人
夫

本
誌
前
琥

一
二
八
頁
以
下
に
、
會
員
影
山
寅
造
氏
の
報

告
を
基
と
し
て
、
赤
石
山
系
北
部
の
登
山
旅
行
出
資
鮎
と

し
て
の
甲
斐
柳
澤
の
近
況
を
報
道
し
た
う
し
が
、
同
地
に

於
け
る
新
設
族
合
及
び
人
夫
の
員
数
に
開
し
て
、
更
に
同

氏
よ
う
左
の
如
き
報
告
を
得
た
れ
ば
、
次
に
掲
げ
て
前
琥

所
載
の
記
事
を
補
ス
乙
と
ヽ
す
。

一
、
新
設
旅
合
は
桝
屋
と
続
し
、
約
三
十
名
の
客
を
牧

一
一六

坂 功

本 力

開 吾

雄 市

井

上

百

・べ
郎

井

上

利

二

郎

(116)
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容
し
得
べ
し
。

一
、
人
夫
は
春
吉
林
八
不
在
な
ら
ね
ば
、
登
山
人
夫
と

し
て
十
五
名
乃
至
二
十
名
を
集
む
る
こ
と
を
得
べ
し

右
は
勿
論

マ
ク
ス
ィ
マ
ム
の
場
合
な
に
ば
、
標
準
と
し

て
は
多
く
も
其
の
年
を
超
え
ぎ
る
様
打
算
す
る
覺
悟
を
要

オ
可
く
　
多
人
数
の
登
山
旅
行
は
出
来
得
る
限
う
同
避
す

る
と
以
て
得
策
と
す
る
こ
と
論
を
侯
た
ず
。
（
武
田
久
吉
）

○
山
岳
固
書
批
評

白
馬
嶽
登
山
案
内

高

山

館

編

大
正
八
年
七
月

一
日
の
螢
行
で
、
白
馬
ケ
岳
に
開
す
る

最
近
の
著
述
で
あ
る
。
三
六
版
本
文

一
百
四
十
七
頁
、五
琥

活
字
九
行
二
十
八
字
詰
、窓
頭
に
は

「
白
馬
岳
登
山
地
固
」

と
銘
打
つ
て
、
縮
尺
十
萬
分
之

一
と
こ
と
は
つ
て
あ
る
石

版
三
度
刷
の
概
念
国
を
添

へ
、
本
文
中
に
は
十
二
葉
の
網

版
を
挿
ん
で
あ
る
。
表
紙
は
自
紙
に
小
形
の
石
版
書
を
刷

込
み
、
日
本
ア
″
プ
ス
白
馬
嶽
登
山
案
内
　
白
馬
山
麓
高

山
館
編
と
題
し
■
あ
る
。
包
紙
は
厚
手
の
洋
紙
に
コ
ロ
タ

イ
プ
で
有
名
な

キ
ヌ
ガ
サ
サ
ク
の
群
落
が
美
し
く
刷
出

録
　
　
０
山
岳
闘
書
批
評

だ
さ
れ
、
餘
白
に
同
様
な
表
題
と
自
馬
岳
麓
高
山
館
編
と

赤
色
で
記
さ
れ
て
あ
る
虎
、
書
卑
の
店
頭
に
雑
書
と
共
に

曝
さ
れ
て
も
、直
に
顧
客
の
目
に
入
る
品
で
あ
ら
う
ｏ
犀
紙

△
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈）

も
赤
刷
で
、表
題
を
中
央
に
、右
に
は
自
馬
嶽
麓
北
城
小
學

校
内
高
山
館
編
と
し
、
左
に
東
京
梅
津
書
店
と
明
記
し
て

あ
る
が
、
其
の
衣
に
木
る
白
馬
山
麓
高
山
館
主
中
山
明
賞

氏
の
序
を
拝
見
す
る
と
、
筆
者
は
馬
場
姓
華
洲
と
琥
す
る

人
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
次
に
六
頁
に
亘
る
目
次
と
例

の
概
念
国
が
あ
つ
て
、
其
の
次
に
は
、
文
句
は
同

一
だ
が
、

今
度
は
黒
刷
の
犀
紙
が
あ
る
。

本
書
は
案
内
を
主
と
す
る
小
冊
子
故
、
先
自
馬
ケ
岳
の

遠
望
か
ら
説
き
起
し
、次
で
山
名
の
起
源
に
及
び
、
篤
具
を

添
へ
て
、
こ
れ
が
代
馬
の
意
よ
う
自
馬
に
韓
じ
、
近
家
は

非
常
識
な
人
々
に
は
ハ
ク
ノヾ
と
さ
へ
呼
ば
れ
る
こ
と
を
慨

し
て
居
る
。
「
山
岳
」第
六
年
第
三
琥

一
六
八
頁
を
讀
ん
だ

人
に
は
珍
ら
し
い
こ
と
で
も
あ
る
ま
い
が
、
近
末
已
れ
の

登
ら
ん
と
す
る
山
の
名
稗
さ
へ
知
ら
な
い
で
、
潮
の
如
く

推
寄
せ
る
人
達
に
は
性
に
再
讀
三
讀
の
値
が
あ
る
ｃ
登
山

の
順
路
と
し
て
、
先
づ
本
道
と
も
い
ス
可
き
、
四
ツ
屋
か

ら
細
野
に
出
て
、
自
馬
尻
か
ら
大
雪
漢
を
寄
る
路
に
つ
い

一
〓
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行 螢 月 二 年 九 正 大

雑
　
　
録
　
　
○
山
岳
固
書
批
評

て
述
べ
て
あ
る
が
、
高
山
館
所
在
地
と
思
は
れ
る
四
ツ
屋

を
四
谷
と
記
し
て
平
然
た
る
は
、
自
馬
の
名
稗
ヒ
云
々
し

た
後
と
し
て
は
殊
に
皮
肉
に
威
ぜ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
さ
て

置
き
四
ツ
屋
に
達
す
る
道
を
、
革
に
大
町
を
経
て
行
く
所

謂
糸
魚
川
街
道
の
み
で
な
く
、
長
野
か
ら
達
す
可
き
道
程

を
も
記
し
て
あ
る
の
は
親
切
と
い
へ
や
う
。

筆
は
漸
く
進
ん
で
、
本
書
の
主
要
部
で
あ
る
庭
の
登
山

路
の
精
細
な
記
事
が
あ
る
。
二
股
か
ら
中
山
、
長
走
を
経

て
白
馬
尻
に
か
か
つ
て
登
る
普
通
の
登
路
を
、
篤
具
ヒ
挿

ん
で
説
明
し
て
あ
る
が
、
記
事
の
乾
燥
に
陥
る
と
防
が
う

オ
ヒアゲ

と
の
考
か
ら
か
、
大
分
藝
術
的
（？
）描
篤
ヒ
試
み
、
追
上

澤
を
過
ぎ
て
大
雪
漢
に
出
た
所
の
如
き
は

「
几
俗
の
身
も

此
境
に
容
う
て
此
幽
迭
に
鯛
れ
て
は
モ
ー
ゼ
を
偲
び
ミ
ナ

イ
山
（
シ
サ
イ
山
の
誤
？
）を
懐
ひ
ク
リ
ス
ト
を
慕
ふ
て
ジ

ヨ
″
ダ
ン
河
の
地
を
念
ふ
。
年
３
哉
自
然
、
厳
な
る
か
な

ネ
‥
チ
ユ
ア
」
と
言
た
調
子
で
、
讀
者
と
し
て
洸
惚
た
ら

一

じ
め
な
い
で
は
置
か
な
い
と
い
ふ
氣
構
で
あ
る
。
か
う
な

る
と
苦
し
い
思
を
し
て
山
に
登
る
よ
う
も
、
凍
し
い
所
ヘ

寝
乙
ろ
ん
で
此
の
本
を
讀
ん
で
居
た
方
が
得
る
虎
が
あ
り

そ
う
だ
。
雪
漢
を
登
う
切
つ
て
葱
手
に
辿
り
つ
く
と
、
紅

黄
白
紫
の
高
山
植
物
が
妍
を
競
ス
と
こ
ろ
が
述
べ
て
あ
る

が

「
何
と
云
つ
て
も
天
下
に
乙
ん
な
清
々
し
い
般
大
な
華

園
は
あ
る
唆
レ
確
に
耐
苑
で
あ
る
エ
デ
ン
の
回
で
あ
る
、

健
兄

一
度
比
野
に
遊
ば
ゞ
何
と
云
ふ
ら
ん
、
バ
ラ
ダ
イ
ス

ノ
ヽ
１」
と
な
る
と
、
護
者
も
す
つ
か
う
魅
せ
ら
れ
て
し
ま

つ
て
、
印
を
結
ん
で
、
死
後
昇
天
ハ
ラ
イ
ソ
ノ
ヽ
と
で
も

和
し
度
く
な
る
。

頂
上
の
小
屋
の
篤
具
を
見
る
と
、
大
層
立
派
な
建
物
ら

し
い
、
こ
ん
な
家
が
山
頂
に
出
来
る
様
に
成
て
は
、
自
馬

ケ
岳
も
わ
ざ
ノ
ヽ
登
つ
て
見
る
債
値
が
な
く
な
つ
て
し
ま

ひ
そ
う
だ
。
此
の
地
黙
の
氣
温
は
最
高
七
十
九
度
最
低
三

十
九
度
水
温
三
度
と
あ
る
が
、
こ
れ
―ょ
．大
正
六
年
七
月
十

九
日
の
測
定
に
よ
つ
た
も
の
だ
そ
う
で
、
華
氏
と
撮
氏
と

混
用
し
て
あ
る
ら
し
い
、
而
も
只

一
日
の
測
定
の
結
果
だ

け
で
は
敢
て
掲
げ
る
債
値
は
な
さ
さ
う
だ
。

白
馬
ケ
岳
の
登
路
は
軍
に
上
述
の
も
の
の
み
で
な
く
、

簡
越
中
の
祀
母
谷
温
泉
か
ら
登
る
路
も
記
し
て
あ
る
が
、

此
の
方
は
著
者
の
賞
査
に
な
つ
た
も
の
で
は
な
い
と
見
え

て
、
案
内
記
と
し
て
は
精
密
の
度
に
於
て
甚
し
く
不
足
し

て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
筒
序
に
蓮
華
温
泉
か
ら
の
登
路

〓
ハ
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を
詳
記
し
た
な
ら
ば
、
己
れ
の
み
に
厚
い
と
い
ふ
非
難
を

免
れ
得
た
で
あ
ろ
う
に
。

白
馬
案
内
は
只
山
頂
に
達
す
る
の
み
で
浦
足
せ
ず
、
更

に
山
稜
を
南
に
縦
走
し
て
大
黒
鍍
山
に
至
る
概
略
を
も
記

し
て
あ
る
が
、
夫
ま
う
も
寧
ろ
乗
鞍
方
面
の
案
内
を
記
し

て
呉
れ
た
方
が
讀
者
の
或
者
は
幾
層
倍
も
喜
ぶ
乙
と
で
あ

ろ
う
。

白
馬
岳
の
登
路
を
紹
介
し
、
大
黒
鍍
山
迄
の
縦
走
ヶ
記

し
た
後
、
鑓
ケ
岳
准
山
と
い
ふ

一
章
が
設
け
で
あ
る
が
、

二
股
の
登
路
細
野
の
登
路
も
、
共
に
鑓
の
温
泉
迄
で
終
つ

て
ゐ
る
の
は
、
妙
に
威
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

第
四
章
の
温
泉
と
い
ス
所
で
は
、
鑓
や
蓮
華
の
湯
は
申

す
に
及
ば
ず
、
血
母
谷
鐘
釣
を
初
め
と
し
て
、黒
薙
、
二
見

の
温
泉
に
ま
で
及
で
あ
る
。
泉
質
や
数
用
の
篠
が
確
な
も

の
に
擦
て
あ
る
の
な
ら
ば
、無
用
な
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

第
五
章
と
し
て
氷
河
に
開
す
る

一
章
を
設
け
て
あ
る
の

は
、
自
馬
ケ
岳
の
案
内
記
と
し
て
営
然
の
用
意
で
あ
る
。

そ
れ
凛
懲
に
自
説
ヒ
獲
表
し
な
い
で
、
地
學
雑
誌
に
載
せ

ら
れ
た
山
崎
直
方
博
士
の

一
文
か
ら
抜
鋤
し
て
掲
げ
た
の

は
、
却
て
無
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
氷
河
の
擦
痕
の
あ
る

と

い
は
る
ヽ
岩
の
篤
具
（
四
五
頁
）解
説
に

「
氷
河
痕
を
残

せ
る
と
云
は
れ
し
大
磐
百
の
六
月
初
旬
僅
に
湾
え
獲
れ
る

有
様
」
と
あ
る
が
、
乙
ね
で
は
「
綴
方

一で
甲
の
上
は

一
寸

と
れ
そ
う
も
な

い
。

第
六
章
の
生
物
目
録
は
全
く
無
用
の
長
物
。
第
七
章
は

あ
つ
て
も
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
と
思
ふ
ご

本
書
は
自
馬
ケ
岳
専
間
の
書
物

で

あ

る
以
上
、
ま
だ

ノ
ヽ
書
く
可
さ
乙
と
は
多
か
ろ
う
。
山
麓
に
七
年
間
も
住

居
し
、
而
も
「
数
十
同
の
登
山
と
探
険
と
を
重
ね
た
」著
者

の
筆
と
し
て
は
大
に
物
足
ら
な
く
思
は
れ
る
し
、
加
之
材

料
の
取
捨
、
配
列
、
文
章
の
推
敲
に
今
幾
段
か
の
考
慮
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
中
す
迄
も
な

い
の
筆
を
欄
ぐ

に
営
つ
て
、前
途
多

い
本
書
力
健
全
な
機
達
を
希
望
す
る
。

（
Ｈ

Ｔ
）

球 第 年 四 十 第 岳 山
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行 曇 月 二 年 九 正 大

雑
　
　
報
　
　
○
立
山
項
上
の
気
・

佳
比

茄
本

罪
一難

豊
ヤ

○
立
山
頂
上
の
氣
象
観
測

中
央
気
象
菫
に
て
は
高
層
氣
象
調
査
の
外
、
高
山
に
於
け
る
気
象
調
査
の

必
要
を
感
じ
、
今
夏
越
中
立
山
山
上
に
於
け
る
氣
象
調
査
を
行
へ
り
、　
調
査

隊
は
築
地
技
師
外
四
名
、　
外
に
東
京
府
立
第
三
中
學
狡
教
論
正
木
助
次
郎
氏

及
氣
象
菫
大
阪
臨
時
出
張
所
よ
り
所
員

一
名
参
加
し
、　
伏
木
測
候
所
長
大
森

成
之
助
氏
の
助
力
を
仰
ぎ
、　
前
後
十
日
間
山
上
に
止
ま
り
気
象
調
査
を
行
へ

り
、　
隊
員
は
七
日
夜
上
野
界
を
猪
し
て
富
山
縣
下
滑
川
を
経
、
八
日
正
午
立

山
藤
便
銭
道
の
経
黙
五
百
石
瞬
に
到
着
し
、　
先
獲
二
名
の
隊
員
及
大
森
氏
に

合
す
る
を
得
ず
徒
歩
五
里
常
蔽
寺
川
に
滑
ひ
て
薦
瞬
寺
に
至
り
、
墾
九
日
は
登

山
の
準
備
と
山
麓
の
湖
測
と
に
費
し
、
十
日
早
朝
登
山
々
上
室
堂
に
泊
す
、

誰
務
所
及
器
械
寮
の
好
意
に
よ
り
て
、

約
二
問
四
方
の
場
所
を
専
用
す
る
こ

と
を
得
、　
其
内
に
晴
雨
計
を
据
付
け
た
り
、
十

一
日
は
早
朝
山
項
に
至
り
、

縣
誰
雄
山
薄
泄
前
に
於
て
第

一
回
山
上
氣
候
調
査
と
し
て
、
通
風
寒
曖
計
を

以
て
氣
温
を
測
定
す
る
に
、
午
前
十
一
時
四
十
分
に
於
て
麗
氏
十
一
度
四
（華

氏
五
十
三
度
）
を
得
た
り
Ｏ

十
二
日
初
め
て
百
葉
箱
を
室
堂
附
責
に
据
付
け
終
り
、　
自
記
寒
暑
計
白
記

漁
度
計
、
自
記
風
力
計
を
其
内
に
安
置
し
、
気
候
調
査
を
行
ひ
、
爾
木
十
九

日
の
朝
ま
で
其
観
測
を
維
縦
せ
り
、　
十
三
日
以
後
は
主
と
し
て
山
風
谷
風
と

雲
の
生
因
、空
中
の
イ
オ
ン
欺
憂
化
、
雲
漢
、山
上
の
湖
沼
、　
爾
名
川
上
流
水

一一
〇

温
及
び
山
上
附
近
の
地
貌
及
び
地
質
に
開
す
る
調
査
等
に
従
事
し
。
（中
略
）

十
九
日
に
至
り
一
先
づ
調
査
を
中
止
し
、　
街
雨
中
湖
沼
の
測
量
に
従
事
し
、

二
十
日
微
雨
中
を
下
山
し
、　
途
中
立
山
温
泉
場
に
到
り
、
同
場
氣
温
自
記
親

測
の
成
績
を
得
、　
湯
川
泄
岸
の
地
質
及
び
山
崩
れ
を
調
査
し
っ
ゝ
蔵
絆
寺
に

到
り
一
泊
し
（中
略
）、
十
二
日
需
京
せ
り
。、．山
風
谷
風
の
調
査
及
雲
の
調
査
は

相
聯
開
せ
る
も
の
に
し
て
、　
大
阪
臨
時
出
張
員
は
測
風
用
と
し
て
、
氣
球
を

も
飛
揚
せ
し
を
以
て
、
略
ぐ
山
上
風
向
の
疑
化
を
知
り
得
た
り
、
叉
雪
漢
に
開

し
て
は
其
生
因
温
度
融
解
の
状
態
附
近
氣
温
憂
化
等
を
調
査
せ
り
、　
湖
沼
に

開
し
て
は
水
位
憂
化
及
面
積
の
測
量
等
″
行
ひ
、　
其
平
均
水
深
を
推
し
．
地

質
地
貌
は
主
と
し
て
正
木
氏
の
措
営
す
る
所
に
し
て
、

略
大
要
を
知
り
得
た

れ
ど
も
未
だ
破
麦
の
期
に
非
ず
、
イ
オ
ン
数
の
調
査
は

雷
雨
の
生
門
に
開
し

最
も
重
要
な
る
も
の
に
し
て
、
五
百
石
、

藁
瞬
寺
及
室
堂
に
於
て
行
へ
り
、

今
山
上
山
麓
に
於
け
る
気
温
及
び

附
近
各
測
候
所
の
氣
温
を
喫
記
す
れ
ば
次

の
如
し
。

最
高
平
均
　
最
低
平
均
　
　
　
　
　
　
最
高
平
均
　
最
低
平
均

室
　
堂

　

五
九
・九
　

四
九
二
ハ
　
立
山
温
泉

　

八
二
・
四
　

五
九
・九

蔵
崎
寺
　
八
〇
・九
　

六
七
・九
　
筑

波

山
　

七
二
・五
　

六

一
・九

伏
　
木

　

八

一
上
ハ
　

七
〇
ｏ八
　
音回
　
　
山

　

八
二
ｏ四
　
六
六
ｏ五

松
　
本

　

八
一
上
ハ
　
六
円
・
五
　
　
長
　
野

　

八
三
・
一　
　
六
六
ｏ五

東

京

　

八
Ｔ
五
　

六
八
ｏ
五
　
　
大
　
阪

　

八
八
・八
　

七
三
主

因
に
一
行
に
先
だ
ち
て
下
山
し
た
る
大
森
伏
木
測
候
所
長
の
談
に
依
れ

ば
、　
上
層
氣
流
の
親
測
用
と
し
て
山
崎
技
手
が
大
阪
の
氣
象
璽
出
張
所
よ
り

携
帯
し
た
る
数
十
個
の
風
船
に
は

『
此
風
船
は
中
央
氣
象
奎
立
山
槻
測
獣
の

揚
げ
た
の
だ
か
ら
拾
ふ
た
者
薇
其
日
時
と
場
所
と
氏
名
を
書

い
て

東
京
の
中
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蹴 第 年 四 十 第 岳 山

央
気
象
肇
へ
報
告
し
て
く
ら
れ
ば
相
営
の
謝
設
を
す
る
』

旨
を
書
附
け
た
る

札
を
附
し
て
随
時
飛
揚
し
た
る
も
の
な
り
と
い
ふ
。
（
八
年
八
月
二
十
八
日
北

陸
タ
イ
ム
ス
）

○
北
ア
／
プ
ス
の
湖
沼
調
査田

中
阿
歌
麿
子
の
談

湖
沼
學
の
撻
威
田
中
阿
歌
唐
子
書
は
、　
数
日
前
北
ア
ル
プ
ス
の
南
端
乗
鞍

嶽
か
ら
北
の
端
白
馬
嶽
迄
縦
走
を
試
み
、　
其
間
に
在
ろ
湖
沼
の
探
瞼
調
査
を

終
へ
て
、覇
京
の
途
木
崎
湖
畔
の
夏
期
大
學
に
立
寄
り
、
湖
沼
理
學
に
開
す
る

講
演
を
試
み
た
が
、
街
子
需
は
ア
ル
プ
ス
縦
走
の
感
想
井
に
湖
沼
探
臨
の
成

績
に
就
て
記
者
に
語
る
、
『小
谷
温
泉
の
附
近
に
釜
池
と
云
ふ
の
が
あ
る
が
、

夫
れ
は
山
崩
れ
の
結
果
出
来
た
も
の
で
面
積
の
割
合
に
深
い
、　
十
八
米
突
も

あ
る
、
此
池
の
特
質
は
水
面
が
無
氏
二
十
度
Ｌ
あ
つ
て
水
度
は
六
度
で
あ
る
、

其
周
囲
は
鬱
蒼
た
る
深
林
ぜ
、
魚
類
の
餌
料
も
極
め
て
豊
富
だ
か
ら
、
露
を

飼
養
し
た
ら
妙
で
あ
ら
う
、　
乗
鞍
項
上
の
大
池
も
調
べ
た
が
、
舟
筏

の
準
備

が
無
か
っ
た
の
で
充
分
の
事
が
能
き
な
か
つ
た
、
最

後
に
自
馬
山
附
近
の
長

池
へ
行
つ
た
、之
れ
は
牛
雪
鉾
で
他
に
類
を
見
ぎ
る
奇
親
で
、
池
中
に
自
雲
の

塊
が
浮
漂
し
て
散
在
し
て
居
る
景
ＩＪ
、
宛
然
臨
が
遊
ん
で
居
る
や
う
で
あ
つ

た
、
要
す
る
に
學
術
的
に
は
相
営
得
る
所
は
あ
っ
た
が
、　
夫
れ
を
経
済
的
に

應
用
す
る
方
法
に
就
て
は
、　
何
分
水
温
が
低

い
の
と
交
通
が
不
便
な
と
で
、

之
れ
と
云
ふ
方
法
ム
樹
た
な
か
つ
た
』
云
々
〕
（木
崎
湖
畔
に
て
森
上
）
（
大

正
八
年
八
月
二
十
八
日
新
愛
知
）

○
石
室
十
ケ
所
位
置
決
定

本
縣
に
於
て
臨
時
縣
會
の
決
議
を
経
て
、

今
回
新
に
築
造
せ
ん
と
す
る
高

山
の
山
室
の
位
置
は
、
十
ケ
鹿
を

一
、
自
馬
項
（
上
よ
り
下
り
八
丁
在
来
の
位
置
）

二
、
鑓
ケ
岳
（
項
上
よ
り
下
一
里
岳
の
湯
〕

三
、
大
黒
岳
（
八
方
降
路
）

四
、
ニ
ノ
僕
（
中
房
よ
り
槍
ケ
岳
へ
の
通
路
大
天
丼
の
南
）

五
、
槍
ケ
岳
（
坊
主
の
小
屋
附
近
）

六
、
乗
鞍
岳
（
項
上
附
近
）

七
「
赤
石
岳
（
大
小
路
よ
り
東
下
り
十
町
駿
洲
地
籍
）

八
、
東
駒
ケ
岳
（
項
上
よ
り
西
に
下
る
十
丁
）

九
、
岩
菅
山
（
項
上
附
近
）

十
、
八
ツ
岳
（
赤
岳
項
上
の
北
側
）

と
決
定
し
、
九
日
學
務
課
よ
り
山
の
庭
在
町
村
若
く
は

教
育
會
特
志
国
霞
に

封
し
、
特
選
受
負
の
形
式
に
俵
り
て
助
力
せ
ら
れ
ん
こ
と
の
通
牒
を
郡
長
に

職
し
た
る
が
、
該
山
室
を
築
造
せ
ん
と
す
る
地
籍
は
、

大
部
分
関
有
地
な
る

が
故
に
石
材
木
材
は
主
務
省
よ
り
特
別
の
携
下
げ
を
受
け
ん
と
目
下
交
渉
を

重
ね
つ
ヽ
あ
る
が
、
山
室
の
大
き
さ
は
内
面
大
は
四
間
に
二
問
四
尺
、
小
は
三

間
に
二
間
四
尺
に
て
、　
四
面
石
積
と
な
し
、
屋
根
其
間
隙
は
セ
メ
ン
ト
を
填

充
し
、　
屋
根
は
木
造
に
て
厚
さ
一
寸
板
等
と
し
、
タ
レ
オ
ノ
ー
ト
を
塗
布
し

別
に
便
所
を
も
附
設
す
る
計
霊
な
る
が
、　
大
は
約
五
十
人
小
は
約
四
十
人
を

容
る
に
足
る
可
く
、
内
部
の
装
置
は
中
央
四
尺
通
り
を
土
間
と
し
、　
雨
側
六

尺
の
枚
張
り
と
な
す
も
の
に
て
、
今
年
の
登
山
期
迄
に
は
竣
工
す
べ
し
と
ｏ

（
大
正
八
年
六
月
廿
目
信
濃
毎
日
）

雑

　

報

○
北
ア
ル
プ
ス
の
湖
沼
調
査
○
石
室
十
ケ
所
位
置
決
定
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行 螢 月 二 年 九 正 大

報
　
　
○
阿
蘇
山
噴
火
〇
三
原
山
噴
火

○
砲
兵
中
尉
行
方
不
明
〇
富
士
山
の
初
雪
○
雪
来
る
　
　
　
　
一二

上
高
地
よ
り
見
れ
ば
奮
噴
煙
の
場
所
よ
り
北
西
り
営
り
、

蒲
田
峠
に
近
き
地

織
な
り
、
上
高
地
に
て
は
逮
雷
の
如
き
音
響
を
聞
き
、　
松
本
よ
り
は
二
日
常

よ
り
大
き
噴
煙
を
望
み
得
た
り
、
同
地

一
帯
は
雪
降
り
積
り
、

其
中
に
黒
煙

濠
々
と
立
ち
、
頗
る
奇
親
壮
親
な
り
ｏ

（
松
本
特
電
）
（
大
正
八
年
十
一
月
四

日
東
京
朝
日
新
聞
）

○
砲
兵
中
尉
行
方
不
明
と
な
る

野
砲
兵
第
八
聯
隊
砲
兵
中
．尉
小
林
善
二
郎
氏
（
二
十
六
）
は
、　
・去
る
八
月
十

三
日
入
甲
登
山
を
企
て
行
方
不
明
と
な
り
目
下
捜
索
中
で
あ
る
。

同
人
は
茨

城
縣
水
戸
の
出
月
に
て
、
家
族
に
対
し
て
は
人
甲
登
山
を
す
る
と
の
書
面
を

出
し
て
家
を
出
で
た
が
「　
同
日
青
森
に
来
り
地
固
を
経
き
歩
兵
第
五
聯
隊
の

前
を
通
過
し
、
同
聯
隊
が
昨
年
八
甲
田
雪
中
張
行
軍
を
試
み
た
際
凍
死
者
を

出
し
た
其
記
念
の
篤
め．
立
て
た
る
後
藤
伍
長
の
銅
像
前
ま
で

木
た
事
は
剣
つ

て
居
る
が
、
其
以
後
の
行
動
は
全
く
不
明
で
あ
る
。

（
青
森
）
（
八
年
九
月
二

日
新
愛
知
）○

富
士
山
の
初
雲

九
月
二
十
五
日
富
士
山
七
合
日
以
上
に
大
降
雪
あ
り
、　
之
れ
本
年
の
初
聾

な
り
。
（御
殿
場
特
電
。
大
正
八
年
九
月
二
十
六
日
讃
賣
新
聞
）

○
雪
ホ
る

日
本
ア
ル
プ
ス
種
高
嶽
に
は
十
二
日
朝
始
め
て
雪
降
り
た
り
、
昨
年
よ
り

も
十
三
日
間
早
し
、上

高
地
は
本
年
五
月
十
六
日
春
の
最
終
の
降
雪
あ
り
て
、

積
も
る
事
六
七
寸
、
そ
れ
よ
り
春
の
季
候
と
な
り
、
夏
ら
し
き
季
候
は
な
く
、

○
阿
蘇
山
噴
火

阿
蘇
山
は
昨
今
に
至
り
鳴
動
盆
甚
だ
し
く
、
降
友
頗
る
盛
ん
に
し
て
、
九

日
以
来
は
鳴
動
十
五
分
間
位
の
間
歌
的
と
な
り
、　
十
六
日
夜
は
最
も
甚
だ
し

く
、
夜
間
は
遠
方
よ
り
火
つ
柱
天
に
注
す
る
を
認
め
た
る
が
、　
夫
れ
と
開
係

あ
る
に
や
、
能
一本
市
は
二
月
に
入
り
て
以
来
既
に

三
回
の
地
震
あ
り
、
十
八

日
午
後
七
時
四
十
五
分
蒻
震
あ
り
た
り
。
（十
九
日
、
熊
本
電
報
Ｘ
大
正
八
年

五
月
二
十
日
東
京
日
日
新
聞
）

○
伊
豆
大
島
三
原
山
噴
火

去
る
十
八
日
夜
牛
突
然
轟
然
た
る
大
音
響
と
共
に

三
原
山
上
よ
り
火
桂
天

に
神
し
、
附
近
の
泉
津
村
野
増
村
元
村

一
帯
に
亘
る
地
響
に
住
民
の
夢
を
驚

か
し
爾
木
断
寵
的
に
嘔
火
と
震
動
を
維
績
し
居
た
る
が
、
去
る
二
十
七
、
八
日

頃
に
至
り
一
層
猛
列
と
な
り
、　
一
分
間
七
八
日
の
爆
稜
を
見
る
に
至
り
た

れ

ば
二
十
八
日
同
島
島
司
は
巡
査
費
名
と
共
に
現
状
の
鵬
察
に
赴
け
る
に
、　
噴

火
日
は
奮
噴
火
日
と
同
く
大
森
山
の
左
方
に
営
り
、　
十

一
間
四
方
位
の
大
き

さ
に
し
て
、
営
時

一
分
間
十
三
回
の
噴
火
を
篤
し
、　
熔
岩
は
二
丁
餘
も
高
く

昇
騰
し
て
黒
煙
と
共
に
天
に
沖
し
、
物
凄
き
事
限
り
な
く
、

爾
木
少
し
も
歌

む
事
な
く
勢
釜
々
猛
列
な
れ
ど
も
、
幸
ひ
に
人
畜
に
は
死
傷
な
し
、

住
民
は

戦
々
競
々
た
り
。
（大
正
八
年
八
月

一
日
東
京
朝
日
新
聞
）

○
焼
ケ
岳
噴
火

信
州
焼
ケ
岳
の
肩
の
邊
よ
り
一
日
朝
新
し
く
曜
火
せ
り
。
（
島
々
特
電
）

信
濃
飛
騨
閣
境
の
焼
ケ
嶽
に
新
噴
火
あ
り
と

知
れ
た
る
は

一
日
朝
に
て
、

t122リ
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八
月
中
旬
に
は
最
早
冷
氣
を
覺
へ
、　
秋
の
季
侯
と
な
り
、
本
月
八
日
に
は
初

霜
あ
り
、
十
一
日
の
雨
は
類
る
冷
た
く
、　
十
三
日
朝
穂
高
嶽

一
面
に
自
く
見

へ
た
る
が
、
此
雪
は
十
一
日
夜
に
降
り
た
る
も
の
な
り
、　
昨
今
上
高
地
の
温

度
は
四
十
度
内
外
に
し
て
、
森
林
は
紅
葉
を
催
し
た
り
。
（
大
正
八
年
九
月
十

四
日
信
濃
毎
日
）○

含
員
通
信

△
拝
啓
。
小
生
儀
同
行
六
人
に
張
力
四
名
都
合
十
一
人
に
て
、　
七
月
二
十
日

大
町
出
獲
、
雨
天
の
震
大
澤
小
合
に
二
泊
、　
八
月

一
日
晴
、
針
木
の
雪
漢
を

攀
ぢ
針
木
岳
に
登
り
、

峠
よ
り
針
ノ
木
澤
を
下
り
て
午
後
四
時
牛
牛
小
合
澤

露
替
。
二
日
晴
、
平
ノ
小
屋
の
精
上
流
に
て
黒
部
川
を
徒
渉
し
、　
五
色
ケ
原

に
至
り
て
一
泊
。
墾
三
日
晴
、
鬼
．
龍
王
、
浄
土
を
越
え
、
　
一
ノ
越
に
露
替

四
日
午
前
五
時
出
姿
、
六
時
雄
山
に
賽
し
て
眺
望
を
恣
に
し
、　
八
時
小
生
は

案
内
者

一
名
を
件
ひ
一
行
と
別
れ
て
大
汝
、　
富
士
ノ
折
立
、
員
砂
を
越
え
、

別
山
の
項
に
露
螢
す
、
午
後
四
時
頃
よ
り
暴
風
雨
に
適
ひ
、　
翌
日
に
至
る
も

歌
ま
ず
滞
在
。
六
日
晴
、
午
前
五
時
獲
、
軽
装
別
山
尾
根
績
き
を
縦
走
、　
八

時
飢
岳
絶
項
に
至
り
記
念
曇
を
築
く
約
二
米
突

（
四
等
三
角
識
な
き
稽
高
き

西
峯
）
三
千
来
突
と
な
し
、　
九
時
長
次
郎
澤
を
下ヽ
り
銀
澤
を
上
り
、
正
午
野

誉
地
に
踊
り
て
中
食
、
午
後

一
時
牛
出
獲
別
山
乗
越
よ
り

稽
東
南
の
谷
を
下

り
、
室
堂
を
廻
り
七
時
立
山
温
泉
着

一
泊
。

七
日
午
前
七
時
獲
、
上
瀧
を
過

ぎ
午
後
五
時
富
山
着
、
八
日
無
事
蹄
宅
致
し
候
。

此
行
針
ノ
木
岳
、
五
色
ケ

原
、
浄
土
山
、　
雄
山
、
飢
岳
執
ｔ
好
晴
に
し
て
四
園
の
眺
塁
可
良
に
有
之
侯

（
八
月
九
日
鵜
殿
正
雄
）

△
拝
啓
　
十
二
日
大
町
登
、　
高
灘
水
提
入
天
上
を
湖
り
、
右
供
雪
漢
よ
り
東

鎌
尾
根
に
取
付
き
、
槍
、
穂
高
霧
中
の
縦
走
を
了
へ
、

昨
十
九
日
午
後
六
時

営
上
高
地
五
千
尺
に
下
り
中
候
。
同
行
者
は
含
員
齊
藤
新

一
郎
氏
、　
人
夫
大

町
の
北
澤
清
志
、
菫
入
喜
代
正
、
二
人
共
槍
穂
高
に
無
経
験
な
る
を
件
ひ
候
。

久
振
り
の
山
歩
き
に
運
悪
く
不
良
の
天
候
に
苦
し
め
ら
れ
候
も
、　
豫
定
の
縦

走
を
無
事
了

へ
し
こ
と
近
来
の
歓
び
に
御
座
侯
。
（
八
月
二
十
日
上
高
地
五
千

尺
に
て
百
灘
恒
太
郎
）

△
小
生
今
回
夏
休
み
を
利
用
し
、
北
海
道
の
夏
の
自
然
を
心
行
く
詐
り
味
は

ん
と
、
去
月
中
旬
営
湖
眸
に
参
り
候
。

飛
て
聞
き
及
び
し
北
海
道
の
大
陸
的

風
光
は
頗
る
氣
に
入
り
申
候
。

（
八
月
二
日
北
海
道
阿
寒
湖
眸
に
て
村
越
匡

次
）

△
拝
塁
け
小
生
去
る
十
日
例
年
の
如
く
営
地
に
参

，
、　
十
二
日
武
田
兄
と
同

道
先
づ
大
沼
を
見
物
し
て
職
補
に
一
泊
、

十
三
日
岩
菅
山
項
の
新
造
石
室
に

宿
泊
、
然
る
に
同
日
夕
よ
り
風
雨
に
な
り
十
四
日
は
ふ
り
こ
め
ら
れ
。
目
的

と
せ
る
鳥
幅
子
往
復
を
行
ふ
こ
と
能
は
ず
、　
十
五
日
小
雨
中
裏
岩
菅
を
窮
め

て
下
山
致
し
候
。
武
田
兄
は
そ
れ
よ
り
焼
額
と
笠
に
登
り

（
以
上
二
っ
は
通

信
あ
り
）
横
手
、
自
根
を
経
て
最
早
高
座
、　
山
川
方
面
に
行
か
れ
し
事
と
思

ひ
候
。
（
八
月
十
九
日
信
州
安
代
山
口
屋
方
辻
本
満
丸
）

△
本
田
正
午
営
地
着
仕
候
、
唯
今
よ
り
向
ふ
十
日
間
に
て
立
山
温
泉
ゝ
室
堂

を
組
て
、
浄
土
雄
山
別
山
の
巡
濃
を
了
へ
、
笹
津
よ
り
高
原
川
を
洲
り
、

蒲

田
よ
り
小
瞥
に
上
り
槍
穂
高
の
壮
親
を
眺
め
、

耐
河
内
に
貯
で
踊
図
致
す
豫

定
に
御
座
候
。
（
八
月
七
日
五
百
石
に
て
神
吉
廉
二
）

△
前
略
小
生
儀
去
る
二
日
友
人
二
名
と
午
前
五
時
牛
蕨
岡
満
水
坊
殉
姿
し
、

大
手
晟
氏
の
組
行
を
案
内
と
し
て
鳥
海
登
山
存
致
し
候
じ
幸
運
に
も
前
日
迄

の
降
雨
や
み
大
雪
路
の
大
雪
田
に
て
五
分
問
許
り
濃
霧
に
含
せ
し
の
み
に
て

琥 第 年 四 十 第 岳 山

維
　
　
報
　
　
Ｏ
含
員
通
信

一
垂
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行 嚢 月 二 年 九 正 大

午
後
二
時
無
事
項
上
に
逹
じ
申
候
。
快
晴
に
は
御
座
無
く
．候
も
、

充
分
登
山

の
快
を
味
ひ
申
候
ｏ
腑
路
は
旅
程
の
都
合
上
再
び
蕨
岡
に
向
ひ
、
午
後
七
時

無
事
同
地
に
下
山
致
し
候
む
来
年
は
吹
蒲
迄
汽
車
開
通
の
由
な
れ
ば
、
　
一
潜

開
け
た
山
と
相
成
べ
く
候
ｃ
（
八
月
八
日
山
内
員
三
雄
）

△
汽
車
今
有
名
な
る
狩
勝
峠
を
辻
曲
し
つ
、
登

‐り
居
り
候
、　
こ
の
山
の
績
き

や
が
て
大
雪
山
山
彙
を
起
す
か
と
思
へ
ば
、　
叉
と
な
く
懐
し
く
覺
え
候

ｒ
明

日
は
晴
天
な
ら
ば
カ
ム
シ
ュ
ぺ̈
へ
と
向
ひ
ギ
候
。
（
八
月
十
五
日
旭
川
へ
の
車

中
に
て
中
條
常
七
）

△
拝
啓
小
生
儀
七
月
十
八
日
信
州
大
町
出
職
、　
軍
獨
に
て
人
夫

一
名
を
雇
ひ

針
ノ
木
峠
を
輸
え
黒
部
川
を
徒
渉
し
、　
平
ノ
小
屋
、
五
色
ケ
原
、
ザ
ラ
峠
，鬼

ケ
岳
、
龍
王
岳
、
浮
土
山
．
立
山
を
経
て
富
山
に
出
で
、

・金
澤
よ
り
自
山
に

登
り
飛
騨
に
下
山
，
自
水
の
瀑
右
自
川
村
の
大
家
族
遠
山
家
を
訪
問
し
、　
自

川
街
道
小
灘
峠
を
組
て
城
端
高
岡
に
出
で
、
栗
津
、
Ⅳ
代
、
山
中
の
温
泉
を

廻
り
、
九
日
需
阪
仕
候
（
高
砂
要
臓
）

△
小
生
只
今
苫
小
牧
を
距
る
一
里
申
小
糸
魚
（
コ
イ
ト
イ
）
の
丘
陵
中
の
小
漢

に
俄
小
屋
佳
ひ
致
し
可
な
り
多
忙
な
日
を
途
り
居
り
候
。

標
前
山
は
西
北
方

に
近
く
準
え
居
り
候
。

種
前
山
に
は
六
月
九
日
入
夫

一
人
・γ・連
れ
支
笏
湖
畔

王
子
製
紙
會
誰
山
林
事
務
所
よ
り
湖
岸
を
モ
ラ
ツ
プ
に
迂
廻
じ
ク
チ
ャ
ウ
ン

ツ
カ
ナ
イ
の
空
澤
を
登
り
植
前
山
北
方
の
高
原
に
出
で
、　
右
折
フ
ウ
プ
シ
ノ

ボ
リ
直
下
の
尾
根
に
達
し
、
フ
ウ
プ
シ
ノ
ボ
リ
ヘ
登
山
せ
ん
と
致
し
候
も
強

崚
到
底
攀
ぢ
得
ず
、
恨
を
呑
ん
で
フ
ウ
プ
ン
種
前
二
山
間
の
一
峯
（申
あ
岳
、

新
爾
）
を
紅
て
、
種
前
火
日
原
を
一
月
し
て
ク
チ
ヤ
ウ
ン
ツ
カ
ナ
イ
よ
り
下

山
、
朝
六
時
に
出
職
し
て
午
後
七
時
事
務
所
に
腑
着
致
し
候
）
（
八
月
十

一
日

苫
小
牧
に
て
竹
内
亮
）

△
前
略

・
八
月
二
月
大
町
出
壼
、
案
内
は
佐
藤
静
馬
．
人
夫
は
二
人
、
小
生

共
四
人
に
て
、
鹿
島
川
を
湖
り
鹿
島
漢
眸
油
、
同
三
日
鹿
島
川
上
流
二
唯
泊
、

四
日
長
く
急
な
る
雪
漢
を
上
り
て
五
龍
北
に
泊
、　
五
日
暴
風
雨
に
て
滞
在

六
日
午
後
よ
り
八
峯
手
前
に
到
り
油
、　
七
日
キ
レ
ト
の
澤
を
下
■
痔
尾
根
を

つ
た
ひ
７
東
谷
最
奥
の
河
原
に
野
管
、　
八
日
東
谷
の
河
原
を
黒
部
近
く
下
リ

九
日
黒
部
右
岸
を
つ
た
ひ
棒
小
屋
澤
落
合
と
の
中
間
カ
ラ
澤
に
泊
、　
十
Ｈ
棒

小
屋
澤
落
合
下
黒
部
川
の
眸
に
下
り
．
古
河
合
名
含
祗
の
概
井
氏
に
面
含
、

十

一
日
棒
小
屋
澤
右
岸
の
急
壁
を
上
り
、

棒
小
屋
澤
に
下
り
、
十
二
日
棒
小

屋
澤
を
洲
り
、
十
三
日
榛
小
屋
乗
越
を
へ
て
大
町
に
踊
り
侯
、

黒
部
下
廊
下

の
物
凄
さ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
候

ヽ
ど
も
、　
危
瞼
を
感
じ
た
る
は
寧
ろ
八
峯

よ
り
東
谷
へ
の
下
り
と
棒
小
屋
澤
下
部
に
候
、　
棒
小
屋
澤
上
部
は
顔
る
歩
き

よ
く
河
原
も
廣
き
に
拘
ら
ず
、
下
部
約
十
町
許
は
川
幅
三
間
に
過
ぎ
ず

国
岸

の
断
崖
高
く
し
て
空
狭
く
、
　
一
二
入
り
た
る
以
上
　
タ
ル
越
え
の
冒
険
を
試

み
ず
ん
ば
進
退
谷
ま
る
程
に
侯
、
東
谷
最
奥
の
河
原
よ
り
仰
望
せ
る
鹿
島
鎗

八
峯
附
近
の
山
容
も
、
そ
の
豪
壮
な
る
驚
く
許
に
候
、　
八
峯
の
陰
は
寧
ろ
谷

に
あ
り
と
存
ぜ
ら
れ
候
。

此
行
使
用
せ
る
ロ
ー
プ
は
約
百
二
十
尺
ｔ
其
他
に

は
何
等
憂
り
た
る
特
別
携
帯
品
無
之
相
常
の
所
ま
で
行
く
を
得
て
幸
運
を
喜

び
申
候
。
古
河
の
測
量
隊
に
よ
り
餓
鬼
谷
よ
り
東
谷
を
へ
て
棒
小
屋
澤
附
近

に
到
る
切
開
あ
る
事
を
後
に
知
り
中
候
、　
荷
軽
け
れ
ば
鐘
釣
よ
り
一
日
に
張

行
な
し
得
る
由
、
但
し
道
は
数
百
米
乃
至
千
米
以
上
も
高
所
を
通
り
居
り
、

黒
部
下
廊
下
の
景
色
は
到
底
ら
か
ゞ
は
れ
ぎ
る
べ
く
信
ぜ
ら
れ
候
、
大
町
に

木
り
し
人
々
及
大
町
の
他
の
案
内
者
も
小
生
の
成
功
に
よ
り
て

大

・―こ心
を
動

か
さ
れ
た
る
よ
の
、
如
く
、

本
年
は
恐
ら
く
谷
入
り
流
行
政
す
べ
き
様
豫
想

さ
れ
候
。
（
大
町
に
て
沼
井
鍍
太
郎
）

(124)



△
七
月
十
日
ｏ
大
阪
よ
り
汽
車
に
て
吉
野
に
向
ひ
、　
大
峰
山
に
登
り
項
上
龍

泉
寺
坊
泊
り
。
十

一
日
畿
力
案
内
者
中
村
國

一
を
件
ひ
、　
大
普
賢
、
國
見
岳

行
者
還
の
唆
峰
を
紹
、　
午
後
五
時
頃
彊
山
行
人
小
屋
に
宿
す
、
夜
月
色
晴
明

頗
る
寒
氣
を
覺
ゆ
。　
十
二
日
晴
天
。
胴
山
、
佛
生
岳
、
孔
隼
岳
、
繹
迦
ケ
岳

大
日
岳
を
諭
え
て
前
鬼
に
下

・り
森
本
坊
に
泊
る
。
途
中
白
辮
芳
香
の
大
山
レ

ン
グ
多
し
。
十
三
日
晴
ｏ
前
鬼
の
行
場
に
牛
日
を
費
し
、
午
後
出
壼
し
て
河

合
油
り
。
十
四
日
晴
、
後
雨
ｃ
大
菫
ケ
原
の
大
菫
教
會
所
に
午
後
三
時
着
↓
十

五
日
晴
。
附
近
を
見
物
し
て
午
後
下
山
、
相
木
に
出
で

一
泊
。
十
六
日
晴
「吉

野
河
に
滑
ひ
て
天
瀧
、
五
誰
峠
、
宮
瀧
を
過
ぎ
、　
上
市
よ
り
吉
野
に
着
し
た

る
は
午
後
三
時
牛
、
直
に
昴
阪
す
。
（
八
月
八
日
直
木
重

一
郎
）

△
小
生
件
野
兄
と
共
に
去
る
七
月
十
五
日

東
京
を
出
で
、
物
前
朝
日
鉗
泉
に

か
ヽ
り
朝
日
岳
に
登
山
し
、
そ
れ
よ
り
飯
豊
山
に
登
り
ヽ
含
津
に
下
り
、夏
に

汽
車
に
て
新
津
を
経
て
小
千
谷
に
勢
り
、
栃
尾
叉
温
泉
に
か
ヽ
り
、魚
沼
駒
ケ

岳
、
平
ケ
岳
方
面
に
行
か
ん
と
存
じ
候
し
も
案
内
者
な
く
、漸
に
し
て
駒
ケ
岳

中
ノ
岳
、
八
海
山
の
み
に
行
く
事
と
致
し
、
そ
の
方
面
の
案
内
者
を
得
、栃
尾

叉
を
出
稜
致
し
枝
折
峠
に
参
り
候
庭
、
．大
雷
雨
に
含
ひ
人
夫
辟
易
し
、
翌
日
も

前
進
の
見
込
な
く
残
念
な
が
ら
下
山
致
し
候
、　
栃
尾
叉
に
て
案
内
者
を
得
る

事
は
困
難
の
事
と
存
じ
候
。

小
生
は
前
以
て
照
會
致
置
候
も
此
始
末
に
御
座

候
、
こ
れ
に
は
栃
尾
叉
温
泉
宿
自
在
舘
の
不
親
切
も
興
る
所
多
し
と
存
じ
候
。

朝
日
飯
豊
は
誠
に
好
き

山
と
存
ぜ
ら
れ
候
、
蔵
雪
の
豊
富
と
山
容
の
雄
大

は
決
し
て
日
本
ア
ル
プ
ス
に
劣
る
事
無
之
と
存
じ
候
。

但
朝
日
岳
は
近
年
登

山
者
無
く
、
震
に
藪
多
く
し
て
困
難
に
御
座
候
。

熊
笹
は
一
間
餘
り
の
高
さ

に
餘
り
道
は
始
ん
ど
不
明
に
御
座
候
。
篤
に
小
生
等
は
朝
日
鎌
泉
よ
り

五
味

澤
ま
で

一
日
に
て
行
か
れ
ず
途
中
野
宿
致
し
候
。

飯
豊
山
も
物
前
方
面
即
ち
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裏
よ
り
は
道
あ
る
も
藪
多
く
し
て
登
山
困
難
に
御
座
候
ｏ

駒
ケ
岳
登
山
に
失

敗
し
腹
癒
せ
の
篤
大
町
に
参
り
、
自
澤
よ
り
祗
父

・岳
に
登
り

鹿
島
槍
の
項
上

を
極
め
冷
澤
を
下
り
て
大
町
に
蹄
着
致
し
候
ｏ

白
澤
は
辻
本
幹
事
の
兵
二
郎

を
連
れ
ら
れ
て
下
ら
れ
し
外
記
録
な
き
も
、
平
易
の
澤
に
御
座
候
。
本
日
は

珍
し
く
晴
天
に
御
座
候
も
今
年
は

雨
多
く

登
山
者
は
皆
困
難
の
由
に
御
座

候
ｏ
（
八
月
六
日
大
町
に
て
宮
川
久
雄
）

△
拝
塁
昨
十

一
日
白
馬
項
上
に
一
油
致
し
候
。

小
屋
新
ら
し
く
二
屋
を
設
け

ら
れ
、　
一
含
三
十
人
を
入
る
可
く
候
）
猶
離
山
に
縣
よ
り
四
間
に
二
間
牛
の

石
室
を
建
設
中
な
る
を
見
た
り
。

同
十
二
日
朝
項
上
装
大
池
に
下
り
夏
に
蓮

華
温
泉
に
下
り
候
。

此
路
大
池
よ
り
直
下
に
取
り
た
る
篤
、
針
葉
樹
の
林
中

殆
ん

・
ど
道
な
き
の
感
あ
り
。
天
氣
良
好
逮
望
に
堪
へ
中
候
ｏ

明
十
三
日
営
温

泉
を
出
で
再
び
自
馬
項
上
に
登
り
一
泊
の
上
、

大
黒
迄
縦
走
の
豫
定
に
御
座

候
。
（
八
月
十
二
日
蓮
華
温
泉
に
て
山
本
隆
三
）

△
拝
啓
。
二
十

一
日
午
前
八
時
佐
々
木
助
二
郎
、　
同
仁
次
郎
、
同
二
次
郎
、

同
伊
之
助
四
名
と
小
生
等
三
名
を
加
へ
す
べ
て
七
名
、

愛
本
温
泉
を
出
資
、

黒
薙
淵
泉
を
経
て
午
後
五
時
牛
鐘
釣
温
泉
着
致
候
。　
二
十
二
日
午
前
八
時
三

十
五
分
出
稜
、
猿
飛
の
奇
峡
を
賞
し
租
母
谷
温
泉
の
慶
屋
を
訪
ね
南
越
を
上

り
、　
午
後
五
時
五
十
分
餓
鬼
の
田
圃
着
、
第

一
日
の
天
幕
を
張
り
申
候
。
二

十
二
日
午
前
八
時
二
十
分
出
獲
り

大
黒
鉗
山
を
覗
き
信
州
傾
森
越
の
路
を
登

り
唐
松
岳
に
達
し
、
山
稜
を
北
走
し
て
午
後
六
時
南
岳
北
方
の
鞍
部
に
露
螢
。

二
十
四
日
午
前
七
時
二
十
分
出
獲
、
奥
不
踊
岳
に
登
り
天
絢
の
小
屋
場
に
て

書
食
、
鑓
ケ
嶽
を
愉
え
て
杓
子
嶽
に
向
ふ
途
中
天
候
急
髪
し
、
終
に
杓
子
を

北
方
に
敷
町
下
り
た
る
地
職
に
野
螢
。　
二
十
五
日
午
前
七
時
獲
、
自
馬
項
上

に
八
時
十
分
着
、
雲
霧
迫
り
茶
り
て
少
し
も
眺
望
な
し
。
然
る
に
僅
に
二
十

(12う ,



行 凄 月 二 年 九 正 大

維
　
　
報
　
　
○
會
員
通
信

分
前
迄
は
富
士
ま
で
も
望
ま
れ
た
り
と
聞
き
大
に
残
念
に
存
じ
中
候
。
夫
よ

り
下
山
の
途
に
就
き
、
細
野
を
過
ぎ
て
領
田
に
出
で
封
山
館
支
店
に
午
後
四

時
牛
着

一
泊
仕
候
‐。
二
十
六
日
昨
夜
の
張
雨
に
て
大
町
手
前
の
上
橋
墜
落
せ

し
篤
白
働
車
通
ぜ
ず
、
止
む
な
く
徒
歩
大
町
に
向
ひ
、

午
後

一
時
封
山
館
に

着
き
申
候
。
（
七
月
二
十
八
日
坂
田
治
二
郎
）

△
葬
異
。
十
三
日
、早

起
逝
華
温
泉
を
出
で
、

鍍
山
道
を
自
馬
項
上
に
上
り
、

一
油
　
墾
十
四
日
風
雨
の
篤
滞
在
。

十
五
日
も
天
候
性
し
き
需
叉
滞
在
せ
し

が
、
正
午
頃
晴
れ
た
る
に
よ
り
清
水
岳
に
登
り
候
。

十
六
日
早
起
杓
子
．
鑓

天
狗
、
朱
殿
坊
、
不
蹄
谷
を
超
て
、
唐
松
大
黒
迄
縦
走
し
、　
八
方
岳
を
越
え

て
午
後
八
時
山
木
に
蹄
著
致
し
候
ｃ

十
五
日
午
後
五
時
に
於
け
る
快
晴
は
本

年
始
め
て
な
り
し
由
に
て
、

能
登
牛
島
も
佐
渡
も
自
山
連
峯
立
山
連
峯
も
呼

べ
ば
答
ふ
可
く
、
展
望
の
爽
快
雄
大
を
極
め
申
候
‘
汽
車
連
絡
の
時
間
上
唯

今
大
町
封
山
館
に
宿
し
（
百
瀬
氏
は
十
二
日
穂
高
方
面
に
向
は
れ
不
在
）少
女

と
共
に
不
蹄
澤
上
り
の
快
を
追
想
し
、　
幸
に
北
ア
ル
プ
ス
約
三
分

一
を
少
女

が
縦
走
し
得
た
る
を
ほ
ゝ
笑
み
申
候
ｏ

憾
む
ら
く
は
自
馬
山
議
遊
山
客
多
く

含
員
車
を
帯
・べ
る
も
の
に
道
ひ
て
挨
拶
す
れ
ば
、
そ
は
勇
内
の
人
の
・借
り
物

な
り
し
に
は
不
快
を
覺
え
申
候
。
且
や
項
上
に
「
中
學
生
」
主
筆
野
尻
某
が
自

然
は
少
し
茶
目
に
過
ぐ
と
落
書
せ
る
あ
り
鴨
た
其
不
長
面
目
を
嘆
じ
申
候
。

小
生
等
の
人
夫
は
山
木
に
て
横
山
午
吉
、大
谷
薦
三
の
二
名
を
雇
ひ
候
。
四
ツ

家
の
者
に
て
稽
経
験
有
た
、
何
れ
も
温
順
の
方
に
候
。

細
野
の
人
夫
は
山
木

た
て
は
兎
角
雇
ひ
入
れ
ぬ
ら
し
き
傾
向
を
認
め
申
侯
。　
そ
は
本
年
山
始
め
か

昨
年
の
山
仕
舞
頃
よ
り
、
細
野
封
四
ツ
家
ど
の
人
夫
に
項
上
小
合
の
件
に
付

争
ひ
あ
り
た
る
ら
し
く
、
昨
今
は
仲
直
り
せ
り
と
は
言
へ
ど
、　
依
然
障
壁
を

作
れ
る
も
の
ゝ
如
く
に
候
。
要
は
頭
上
の
石
室
は
山
本
に
於
て
全
然
占
領
し

二
箇
所
の
小
合
は
山
本
に
於
て
経
誉
せ
る
篤
、　
自
然
細
野
人
夫
は
激
昂
せ
る

ら
し
く
、
雨
し
て
目
下
離
山
に
建
設
中
な
る
縣
の
小
合
た
来
年
よ
り
細
野
人

夫
が
専
用
さ
ん
と
せ
る
由
開
及
候
し

山
本
の
小
合
を
預
か
れ
る
管
理
者
の
構

柄
な
る
に
至
り
て
は
、
自
然
を
自
己
の
所
有
物
に
せ
る
の
不
快
を
我
人
共
に

嘆
ピ
中
候
ぃ
（
八
月
十
七
日
大
町
封
山
舘
に
て
山
本
隆
三
）

△
拝
啓
先
月
二
十
九
日
東
京
職
途
中
船
成
金
破
損
の
影
響
を
う
け
、　
四
時
頃

た
ヽ
き
起
さ
れ
て
亀
山
廻
り
を
命
ぜ
ら
れ
、　
さ
ん
た
ヽ

ひ
ど
い
目
に
過
ひ
ま

し
た
。
大
阪
、
耐
戸
、
上
野
、
明
延
、
明
紳
峠
、
紳
子
畑
、
城
の
時
、
京
都

山
代
尾
小
屋
、
金
洋
と
宿
り
あ
る
い
て
、　
昨
日
よ
り
紳
岡
へ
０一〓
り
ま
し
た
し

笹
津
、
土
、
間
の
ト
ロ
は
中
々
絶
景
多
く
候
。

婦
途
は
高
山
よ
り
岐
阜
に
出

ん
か
　
そ
れ
と
も
ふ
ん
ば
つ
て
蒲
田
温
泉
迄
七
里
行
き
、

焼
嶽
を
越
え
て
上

高
地
へ
出
ん
か
と
中
々
希
望
の
み
澤
山
有
之
、　
取
捨
に
困
つ
て
居
り
升
。
い

づ
れ
其
中
に
附
近
の
一
三
〇
〇
米
位
の
小
丘
に
登
つ
て
見
物
す
る
つ
も
り
で

す
。
（
八
月
十
二
日
飯
田
光
太
郎
）

△
漸
く
熱
間
の
巷
を
離
れ
て
営
地
に
参
り
中
僕
。

路
順
は
豫
定
の
通
り
馬
場

手
大
天
丼
等
を
経
て
中
房

へ
出
で
可
申
、　
若
時
間
に
餘
裕
あ
ら
ば
白
馬
を
も

と
思
静
居
り
候
、．
（
八
月
十
七
日
島
々
清
水
屋
に
て
佐
々
城
佑
）

△
飛
て
大
正
五
年
の
夏
を
以
て
決
行
せ
ん
と
し
て
果
さ
ゞ
り
し
黒
部
入
り
も

其
後
大
略
の
様
子
剣
然
せ
し
震
、
本
年
七
月
下
旬
旅
程
に
上
り
候
庭
、　
端
な

く
其
事
が
新
聞
紙
上
に
喧
簿
せ
ら
れ
、　
大
層
な
騒
ぎ
に
て
全
く
驚
き
中
候
ｃ

殊
に
登
山
熱
よ
り
も
更
に
激
し
い
水
力
電
気
熱
が
黒
部
川
に
ま
で

波
及
し
て

ゐ
や
う
と
は
夢
に
も
知
ら
ず
、
舟
見
町
に
木
て
初
め
て
之
を
知
り
た
る
程
に

て
、
古
河
合
名
會
祗
の
測
量
隊
と
い
ふ
の
が
、　
昨
年
末
同
じ
く
黒
部
川
の
上

流
に
向
つ
て
探
査
の
途
に
上
り
つ
ヽ
あ
る
事
も
承
知
致
し
候
。
　
そ
れ
は
よ
け

一二六
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れ
ど
此
古
河
の
測
量
隊
に
は
、　
高
岡
新
報
の
記
者
が
同
行
し
居
り
て
、
小
生

等
の
一
行
を
迷
惑
に
も
競
争
者
の
如
く
誤
解
し
、　
思
に
も
付
か
ぬ
偏
電
報
を

数
通
職
し
た
る
の
み
か
、　
一
行
は
此
壮
闘
に
失
敗
し
、

僅
に
粥
を
啜
り
て
白

馬
岳
に
登
り
、
信
州
に
下
り
て
お
茶
を
濁
し
た
り
な
と
ヽ
書
き
立
て
た
る
に

は
果
れ
中
候
し
賓
は
測
量
隊
に
て
は
音
澤
村
の
佐
々
木
助
七
を
案
内
に
備
ひ

た
る
も
、
約
束
通
り
の
賃
金
を
抑
は
ざ
り
し
臓
、

助
七
は
其
案
内
を
断
ヶ
た

る
に
拘
は
ら
ず
小
生
等
の
案
内
者
と
な
り
し
を
快
か
ら
ず
思
ひ
居
り
て
、　
此

愚
策
を
弄
し
た
る
も
の
と
知
ら
れ
候
。

地
方
の
小
新
聞
の
記
者
に
は
あ
り
ぎ

う
な
事
に
候
へ
ど
も
、
堂
々
た
る
高
岡
新
報
の
記
者
と
し
て
は

不
似
合
の
事

と
存
じ
候
。
餘
事
は
さ
て
措
き
、　
小
生
は
中
村
右
に
同
件
し
て
、
七
月
二
十

六
日
夜
東
京
出
獲
翌
二
十
七
日
油
騨
下
車
、　
其
日
は
愛
本
温
泉
に
油
り
、
二

十
八
日
は
雨
の
震
に
同
所
滞
在
、　
二
十
九
日
助
七
の
来
る
を
待
つ
て
午
前
九

時
出
職
午
後
五
時
牛
鐘
釣
温
泉
着
、　
三
十
日
黒
部
川
の
左
岸
を
遡
り
て
午
後

五
時
五
十
分
仕
合
谷
合
流
難
に
達
し
野
螢
。
　
三
十
一
日
午
前
八
時
牛
出
凄
午

後
三
時
牛
折
尾‐
谷
着
ンヽ
八
月

一
日
は
同
所
滞
在
。
二
日
午
前
六
時
四
十
分
出
立

午
後
二
時
牛
ア
ゾ
原
着
野
省
。　
三
日
午
前
八
時
牛
出
資
九
時
牛
仙
人
谷
着
。

食
糧
筒
二
日
分
を
餘
す
も
、　
か
く
て
前
進
を
縫
績
す
る
は
無
謀
な
る
を
以
て

最
も
近
き
立
山
室
堂
に
出
づ
る
に
決
し
、　
仙
人
谷
の
合
流
熱
を
見
物
し
て
近

藤
君
横
断
の
跡
を
眺
め
、
十
一
時
引
返
し
て
仙
人
谷
を
上
り
、　
池
ノ
平
尾
根

上
に
野
螢
じ
四
日
朝
助
七
等
二
人
と
別
れ
長
次
郎
外

一
人
を
件
ひ
て
、　
池
ノ

平
よ
り
競
澤
に
出
で
、
之
を
遡
り
て
別
山
乗
越
を
輸
え
「
夕
方
室
堂
着

一
油
．

五
日
暴
風
雨
を
衝
い
て
芦
瞬
に
下
り
，　
六
日
五
百
石
に
出
ぜ
申
候
、
連
日
天

候
思
は
Ｌ
か
ら
ず
、
道
程
叉
務
期
の
如
く
困
難
に
し
て
、　
豫
定
の
牛
を
進
行

し
た
る
に
過
ぎ
ぎ
る
も
、
黒
部
谷
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
は

大
性
を
知
り

得
た
る
や
う
に
感
Ｌ
申
候
し

（大
工
八
年
八
月
六
日
五
百
石
に
て
未
暮
理
太

郎
）

△
ガ
イ
ド
も
な
し
に
重
い
荷
を
背
に
し
こ
の
山
に
上
る

こ
と
の
出
本
た
の
は

私
の
プ
ラ
イ
ド
で
あ
る
。
私
の
元
氣
は
少
し
も
鉗
沈
し
な
い

一
證
と
し
て
自

慢
し
て
も
差
問
あ
る
ま
い
。

日
本
ア
ル
プ
ス
で
は
到
底
こ
ヽ
何
十
年
先
で
も

見
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
の
山
上
ホ
テ
ル
に
一
油
し

明
日
下
山
の
豫
定
　
天

氣
よ
く
霧
も
越
ら
な
い
の
は
何
よ
り
幸
で
あ
る
ｏ
　
こ
の
山
も
昔
か
ら
随
分
ア

ク
ン
デ
ン
ト
多
く
既
に
今
日
登
山
の
節
項
上
直
下
に
　
Ｅ
ＮＮ【①
Ｑ
・
”
８
ｙ

，

Ｆ
Ｈォ
Ｆ
ａ

Ｆ
鍵
ｐ
の
ｏも
一・
μＰ
Ｈ∞３
・
卜
”
ｏ
Ｎ
”
　
の
石
標
を
見
て
深
く
感
動
さ

れ
ま
し
た
。
（
大
、
八
、九
、
一
五
。
六
二
九
二
哭
の
フ
シ
ン
ト
ン
山
上
に
て
、
今

村
幸
男
）

△
ン
シ
ン
ト
ン
山
上
の
ア
パ
ラ
キ
ア
ン
、
　
マ
ウ
ン
テ
ン
、
ク
ラ
プ
の
小
屋
は

石
造
で
三
十
四
五
人
の
度
憂
が
あ
り
ま
す
、　
完
全
し
た
も
の
で
す
。
私
は
フ

シ
ン
ト
ン
山
に
登
つ
た
時

一
寸
立
寄
り
ま
し
た
。

芳
名
録
に
署
名
せ
よ
と
の

事
で
し
た
か
ら

「日
本
山
岳
會
員
今
村
幸
男
」

と
日
本
字
で
記
し
ま
し
た
。

（大
、
八
、
九
、
一
六
、今
村
幸
勇
）

△
十
一
明

一
日
朝
焼
岳
は
新
に
右
肩
蒲
田
峠
の
項
邊
よ
り
大
暗
姻
を
始
め
、

黒
畑
豪
々
と
し
て
天
に
沖
し
、
時
々
逮
雷
の
如
き
響
を
開
く
、
営
地
一
帯
に

降
友
、
時
に
よ
り
西
方
籍
に
全
く
曇
り
て
山
容
を
示
さ
Ｖ
る
事
あ
り
、　
穂
高

を
始
め
四
国
の
山
々
の
雲
景
極
め
て
雄
大
、　
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
頗
る
妙
に
し
て

共
に
奇
親
を
昇
す
。
（
大
．
八
、
十
一
、
二
、
上
河
内
、
丸
山
旬
）

△
小
上
十
月
十
二
日
出
磯
越
後
路
か
ら

清
水
越
附
近
を
越
し
て
上
州
に
入
り

候
、
印
越
後
湯
澤
村
よ
り
上
樽
村
に
至

，
、　
蓬
澤
を
登
り
て
峠

（
一
五
〇
〇

来

・ヽ′に
達
し
、
自
樺
小
屋
に
て
薔
満
水
越
の
回
道
に
含
ひ
て

上
州
湯
檜
曾
に
下

一二
七
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雑
　
　
報
　
　
０
會
員
通
信

り
候
、　
此
問
道
路
は
細
く
且
諸
所
崩
壊
し
往
木
頗
る
困
難
、
如
之
夏
と
難
も

天
候

一
旦
不
良
と
な
れ
ば
寒
氣
甚
し
く
、　
本
年
も
此
附
近
に
て
二
名
の
凍
死

者
あ
り
、
叉
熊
も
時
々
其
委
を
現
す
由
な
り
し
も
幸
ひ
小
生
等
は
天
氣
晴
購

に
て
襲
々
と
越
し
、　
熊
の
好
む
と
い
ふ
山
葡
萄
を
吾
等
が
反
つ
て
項
戴
致
し

僕
、此
庭
は
辮
来
六
哩
餘
の
日
本
最
長
の
隧
道
設
計
き
る
可
き
所
に
有
之
候
。

（大
、
八
、
十
一
、
四
、佐
武
正
一
）

△
過
般
御
通
報
申
上
候
燒
缶
新
噴
梱
ほ
調
査
の
結
果
賓
は
飛
騨
方
面
岩
坪
谷

の
頭
の
北
尾
根
に
有
之
候
。
一
日
の
も
の
は
三
條
の
直
姻
に
侯
庭
、復
昨
六
日

午
後
二
時
頃
激
し
き
鳴
動
と
共
に
其
の
下
方
よ
り
新
噴
畑
を
初
め
出
し
候
が

先
き
の
三
條
よ
り
も
大
き
も
の
に
候
。

項
上
の
噴
姻
も

（
大
正
四
年
の
噴
火

也
）
本
年
は
全
浪
去
年
よ
り
も

盛
に
有
之
候
が
、
近
木
ま
す
ノ
ヽ
盛
に
噴
き

居

り
、
新
曜
姻
に
連
れ
て
盛
に
候
。
峠
路
な
ど

降
友
澤
山
笹
の
葉
の
上
な
ど

は
五
分
位
も
積
り
た
ら
ん
か
、　
腰
以
下
は
全
く
友
ま
ぶ
れ
に
な
り
申
し
候
。

（
大
、
八
、
一
一
、
七
、
上
河
内
、丸
山
筒
）

△
拝
啓
。
今
夏
の
山
岳
旅
行
左
に
御
通
知
申
上
候
。

第

一
日
ゝ
午
前
七
時
出
資

（
柳
澤
村
）。
九
時
釣
橋
。
十
時
廿
分
ニ
ノ
津
勘
五

郎
跡
。
十

一
時
十
五
分
赤
ナ
ギ
澤
ド
。
午
後
十
二
時
二
十
五
分

八
丁
横
手
岩

小
屋
。
十
二
時
廿
五
分
フ
ナ
岩
。

一
時
廿
分
フ
ト
メ
澤
。　
四
時
四
十
五
分
袋

澤
小
合
泊
り
。
第
二
日
、
午
前
七
時
出
稜
Ｊ　
八
時
四
十
五
分
フ
ナ
ン
尾
根
。

九
時
四
十
五
分
慶
河
原
峠

（
フ
ナ
シ
峠
）。
十
一
時
五
十
分
廣
河
原
小
含

（
午

後
二
時
四
十
分
小
合
職
）。
六
時
廿
分
大
樺
池
。
露
管
。
第
二
日
、
午
前
六
時

五
十
分
嚢
。
午
後
二
時
四
十
分
北
岳
ｏ
四
時
廿
分
間
ツ
岳
下
露
螢
。

第
四
日

午
前
六
時
廿
分
稜
。
八
時
廿
分
間
′
岳
。

十
一
時
四
十
分
農
鳥
山

（午
後

一

時
四
十
分
磯
）。
四
時
四
十
分
廣
河
内
岳
下
露
管
。
第
五
日
ゝ
午
前
六
時
出
資

六
時
四
十
分
廣
河
内
岳
。
　
八
時
十
分
峠
道
。
九
時
十
分
自
河
内
岳
。
年
後
二

時
大
井
川

（黒
河
内
岳
ヲ
痙
テ
）０
七
時
河
原
露
螢
。
第
六
日
、
午
前
七
時
出

妻
。
十
時
二
十
分
釣
橋
下
ｏ

束
俣
西
俣
の
落
合
を
見
再
び
釣
橋
下
。
午
後
ニ

時
二
十
分
釣
橋
下
露
誉
。
第
七
日
、

午
前
五
時
出
職

（
此
日
悪
澤
上
迄
道
を

行
く
）。
六
時
五
十
分
小
合
跡
じ
七
時
廿
分
ガ
レ
に
含
ふ
。
九
時
廿
分
大
な
る

ガ
レ
に
含
て
西
供
に
下
り
西
俣
を
上
る
。

岩
小
合
附
近
以
上
登
れ
ず
、
再
び

悪
澤
の
上
迄
引
返
し
道
を
悪
澤
岳
に
登
る

（午
後
十
二
時
十
分
）ｏ
二
時
十
分

峠
道
。
二
時
十
分
二
〇
〇
六
三
角
離
。

六
時
二
千
八
百
九
十
米
突
附
近
露
螢

（
少
し
雲
あ
り
）。
第
八
日
、
午
前
六
時
廿
分
出
獲
。
九
時
五
十
分
悪
澤
岳
、

午
後
十
二
時
十
分
峠
ｕ　
一
時
魚
無
河
内
岳
西
河
内
岳
を
経
て
、
三
時
廿
分
凹

地
露
螢
ｏ
第
九
日
、　
午
前
十
時
癸
）
大
雨
中
人
夫
二
人
を
件
ひ
、
十
二
時
赤

石
岳
。

午
後
二
時
天
幕
に
踊
著
。
第
十
日
、
午
前
六
時
四
十
分
出
資
．
七
時

五
十
分
西
河
内
岳
。

午
後
五
時
小
河
内
岳
露
替
。
第
十
一
日
、
午
前
五
時
廿

分
職
ヽ́
六
時
十
五
分
雪
を
得
て
朝
食
を
清
せ
、
八
時
四
十
分
獲
。　
十
時
廿
分

三
伏
峠
。
午
後
十
二
時
十
分
本
谷
山
。

五
時
願
見
岳
。
六
時
十
分
雪
ナ
デ
澤

露
螢
。

第
十
二
日
、
六
時
廿
分
出
残
。
十
時
十
分
小
合
跡
。
午
後

一
時
五
十

分
三
峯
。　
五
時
二
十
分
野
呂
川
に
下
り
伐
木
小
含
跡
露
讐
。
第
十
三
日
、
午

前
五
時
四
十
分
出
獲
。
七
時
五
分
横
川
岳
。
八
時
十
五
分
九
倉
岳
。
十

一
時
五

十
五
分
仙
丈
岳
。
二
時
三
十
分
北
澤
小
合
泊
。
第
十
四
日
、
午
前
五
時
出
警
一じ

六
時
四
十
五
分
仙
水
峠
。
八
時
二
十
分
駒
津
岳
。

十
時
四
十
五
分
七
丈
小
合

（午
後
十
二
時
廿
分
小
舎
褒
）。
四
時
四
十
分
柳
澤
着
。此
行
第
八
日
日
頃
よ
り

毎
日
午
後
は
雨
に
見
舞
は
れ
、
可
な
り
困
難
仕
候
。案
内
は
水
石
春
吉
に
候
。

春
吉
は
農
鳥
以
後
堕
見
迄
は
通
過
の
経
験
な
く
、　
小
生
が
計
護
し
春
吉
の
努

力
に
依
て
行
を
全
し
中
候
。
（大
正
八
年
七
月
十
五
日
柳
澤
に
て
影
山
寅
造
）

一二
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倫
日

Ｅ
Ｘ

輩
千

○
事
務
所
の
移
蒋

本
會
事
務
所
は
従
来
横
濱
市
本
町
四
丁
目
六
十
七
番
地

高
野
鷹
蔵
氏
方
に
設
置
し
あ
り
し
庭
、
大
正
八
年
十
月
十

五
日
ヒ
以
て
東
京
市
麹
町
Ｅ
富
士
見
町
四
丁
目
六
番
地
に

移
痺
し
た
り
。

含
務
其
他
に
開
し
て
本
曾
に
照
含
せ
ら
る
ゝ
場
合
に
は

幹
事
個
人
に
宛
て
ず
し
て
本
會
事
務
所
宛
に
て
螢
信
せ
ら

る
可
く
、
返
信
を
要
す
る
場
合
に
は
必
ず
相
営
返
信
料
を

封
入
せ
ら
れ
度
し
。
又
住
所
移
噂
其
他
の
通
知
は
、　
一
々

書
面
を
以
て
申
出
で
ら
れ
度
く
、
他
會
員
又
は
幹
事
ヒ
介

し
て
博
言
せ
ら
る
ゝ
も
の
は

一
切
受
理
せ
ざ
る
も
の
と

す
。本

會
は
含
員
全
般
の
国
般
に
し
て
、
幹
事
が
私
利
と
計

ら
ん
が
鶯
め
に
経
螢
す
る
も
の
に
非
ず
、
却
て
時
間
、
一勢

力
、
費
用
を
提
供
し
、
劇
務
の
傍
ら
無
報
酬
に
て
我
が
山

岳
界
の
篤
に
努
力
す
る
も
の
な
れ
ば
、
會
員
諸
君
は
充
分

此
尉
を
了
解
ま
れ
て
、
徒
に
幹
事
の
手
数
を
増
加
し

（例

へ
ば
會
費
滞
納
、
無
通
知
移
韓
、
又
は
無
意
味
な
る
照
會

の
如
き
）
篤
に
含
務
の
澁
滞
を
招
き
、
却
て

一
般
含
員
の

不
利
を
末
す
が
如
き
乙
と
な
か
ら
し

め
ん
乙
と
を
切
望

す
。
又
徒
木
會
員
外
の
個
人
圏
艦
等
よ
う
、
自
己
の
旅
行

案
の
作
製
、
建
議
、
或
は
宿
泊
費
、
里
程
、
通
行
に
要
す

る
時
間
の
如
き
、
種
々
雑
多
の
質
問
を
事
務
所
に
寄
せ
ら

れ
た
る
こ
と
あ
り
し
も
、
本
會
事
務
所
は
含
務
を
虎
理
ず

る
が
馬
に
設
け
あ
る
も
の
に
し
て
、
含
務
以
外
の
無
限
な

る
雑
間
に
封
し
て
、　
一
々
丁
寧
な
る
回
答
と
興
ふ
る
機
開

に
非
る
が
故
に
、
此
の
如
き
件
に
封
し
て
は
以
来

一
切
返

信
す
る
の
責
に
任
ぜ
ざ
る
も
の
と
す
。

従
木
本
含
所
蔵
の
日
書
．
幻
燈
機
械
、
幻
燈
映
豊
、
器

具
、標
本
等
の
借
用
を
中
込
ま
る
、
個
人
、
圏
鎧
等
あ
り
、

本
會
に
て
は
能
ス
限
り
其
の
希
望
に
應
し
た
う
し
も
、
此

の
如
き
件
及
び
出
張
講
演
の
依
頼
の
如
き
は
、　
一
々
幹
事

含
を
招
集
し
ｔ
協
議
す
る
の
必
要
あ
る
を
以
て
、
少
く
も

営
日．
よ
う
二
ヶ
月
以
前
に
申
込
ま
る
ゝ
を
要
す
パ
含
員
が

一
雨
種
の
国
書
ケ
借
覧
す
る
場
合
は
、
此
の
限
う
に
非
ざ

る
こ
と
論
ず
る
迄
も
な
さ
乙
と
な
う
）。

琥 第 年 四 十 第 岳 山

會
一
　

報
　
　
○
事
務
所
の
移
諄

一
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含
　
　
報
　
　
Ｏ
小
集
會
規
定
の
憂
更
〇
會
員
車
の
麗
更

〇
小
集
含
規
定
の
愛
更

大
正
八
年
九
月
七
日
の
幹
事
會
に
於
て
、
左
の
通

，
議

決
し

第
六
含
小
集
會
よ
う
、賞
行
す
る
こ
と
、
し
た

，
。

▽
」
年
四
回
、
二
月
、
六
月
、
九
月
、
十

一
月
の
第

一
、

又
は
臨
機
第
二
、
日
曜
日
午
後

一
時
よ
り
開
含
。
但
し
時

宜
に
よ
う
右
の
外
臨
時
に
開
催
す
る
こ
と
あ
る
可
じ
。

▽
會
場
を

一
定
せ
ず
、
毎
回
司
含
者
の
適
営
と
認
む
る
場

所
と
す
。

▽
含
員
以
外
の
同
好
者
に
し
て
出
席
を
希
望
す
る
者
は
、

含
員
の
同
件
又
は
そ
り
紹
介
を
要
す
。

▽
會
場
其
他
に
應
じ
、
毎
回
出
席
者
よ
う
少
額
の
含
費
を

徴
集
す
。

▽
本
會
幹
事
交
互
司
會
者
と
し
て
事
務
を
虎
理
す
。

右
小
集
會
々
場
及
び
演
題
等
は
其
の
都
度
出
来
得
る
限

り
誌
上
に
豫
告
す
べ
き
も
、
雑
誌
獲
行
日
の
都
合
に
よ
う

て
豫
告
し
難
３
時
は
、
東
京
市
内
の
含
員
に
限
り
通
知
す

可
し
。
市
外
其
の
他
在
住
の
含
員
に
し
て
通
牒
を
希
望
せ

ら
る
ゝ
向
は
、
其
旨
本
會
事
務
所
迄
書
面
を
以
て
申
出
で

置
か
れ
度
じ
。

出
席
者
は
毎
回
出
席
者
名
簿
に
署
名
さ
れ
度
く
、
會
員

に
非
ず
し
て
出
席
せ
ら
る
ゝ
方
は
．
紹
介
者
氏
名
を
も
併

記
せ
ら
る
ゝ
を
要
す
。

０
會
員
章
の
愛
更

本
會
々
員
章
は
、
去
る
明
治
四
十
二
年
に
制
定
せ
る
も

の
に
し
て
、
最
初
は
賞
費
を
以
で
含
員
中
の
希
望
者
に
頒

ち
た
う
し
が
、
墾
年
以
後
の
入
含
者
に
は
本
含
よ
う
交
付

す
る
こ
と
ヽ
し
、
昨
年
迄
之
を
賞
行
し
家
う
し
も
、
規
則

改
正
の
篤
め
、
種
々
の
理
由
よ
う

一
旦
含
員
章
全
部
の
整

理
を
必
要
と
し
た
る
と
、
従
来
往
々
製
作
上
の
鋏
鮎
よ
う

し
て
、
如
何
程
周
到
な
る
注
意
を
以
て
衣
服
に
綴
付
く
る

と
も
、
登
山
の
際
等
往
々
破
損
紛
失
す
る
場
合
不
少
、
馬

に
形
状
憂
更
を
懲
ほ
せ
ら
る
向
あ
り
し
と
を
以
て
、
今
回

断
然
憂
更
に
す
る
こ
と
に
決
し
、
種
々
破
損
す
べ
き
原
因

を
除
去
し
、黒
味
銅
を
打
貫
き
で
製
し
、裏
面
凸
起
に
穿
て

る
孔
に
よ
う
て
絲
を
用
ひ
て
衣
服
に
綴
付
く
る
時
は
、
容

易
に
和
服
に
て
も
洋
服
に
て
も
侃
用
す
る
こ
と
を
得
、
二

つ
丈
夫
な
る
絲
を
使
用
す
れ
ば
従
来
の
も
の
ゝ
如
く
脱
落

す
る
こ
と
絶
封
に
無
之
様
工
風
し
た
う
。

一三
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意
匠
は
、
奮
含
員
章
は
精
華
美
に
流
る
と
の
非
難
あ
多

し
と
、
年
ケ
・経
て
七
賓
剥
落
す
る
の
虞
あ
る
と
に
由
り
、

如
斯
技
ェ
を

一
切
用
ひ
ず
。
又
表
面
模
様
は
極
め
て
簡
単

明
瞭
を
主
と
し

Ｌ
還
３
８
ｃ
＞
ぼ
〓
Φ
Ｑ
ど
げ
の
頭
字
を
取
多

て
組
合
せ
、
裏
面
に
は
日
本
山
岳
含
の
五
字
を
記
し
、
ユ

つ
一
々
番
琥
を
刻
み
之
を
會
員
原
簿
に
登
録
す
。
叉
本
含

は
主
義
と
し
て
含
長
、
総
裁
の
如
き
者
を
頂
か
ず
、
二
今

回
會
員
全
部
を
不
等
と
し
、
幹
事
選
暴
を
も

一
般
含
員
の

投
票
に
よ
る
こ
と
と
し
、
本
含
に
封
し
て
特
に
功
勢
あ
る

含
員
は
名
春
含
員
と
し
て
電
敬
し
、
特
に
會
務
に
た
づ
さ

は
る
者
を
ば
幹
事
と
呼
ぶ
と
雖
、
本
末
會
員

一
般
の
含
な

る
の
故
を
以
て
、
含
員
の
種
別
、
役
員
た
る
と
否
と
の
Ｅ

別
を
、
會
員
章
の
上
に
設
く
る
は
、
自
家
撞
着
の
甚
し
き

も
の
な
れ
ば
、
従
来
の
著
色
Ｅ
別
を
撤
康
し
て
、　
一
般
李

等
の
含
員
章
を
製
作
す
る
こ
と
ヽ
し
た
多
ｏ
新
含
員
章
は

末
る
四
月

一
日
よ
う
奮
含
員
章
と
引
換
に
貸
典
致
す
可
き

に
付
、
従
来
御
所
持
の
も
の
は
事
務
所
宛
に
御
逮
附
あ
ら

ん
乙
と
を
希
望
す
。
万

一
紀
念
等
の
意
味
よ
う
し
て
、
奮

會
員
章
を
引
績
き
所
有
さ
れ
度
き
會
員
は

，
次
項
に
掲
ぐ

る
虎
の
「
再
貸
典
」
と
同

一
の
手
績
き
に
よ
ら
る
可
き
も
の

含
　
　
報
　
　
○
會
員
章
貸
典
及
び

貸
典
規
定

と

す

。

○
會
員
章
貸
典
及
び
再
貸
典
規
定

本
含
新
規
則
に
よ
０
各
會
員
に
會
員
章
を
貸
典
す
る
こ

と
ヽ
な
り
た
る
が
、
右
は
従
来
の
含
員
に
は
奮
會
員
章
と

引
か
へ
に
、
又
新
入
會
員
に
は
入
會
金
と
引
か
へ
に
、
各

番
琥
を
附
し
た
る
も
の
を
貸
典
す
る
こ
と
ヽ
す
。
會
員
章

の
貸
典
を
受
け
た
る
會
員
は
會
員
章
借
用
證
に
署
名
捺

印
の
上
之
を
本
含
事
務
所
に
運
附
せ
ら
る
可
き

も

の
と

す
。會

員
章
は
本
會
の
備
品
に
し
て
、
之
を
各
會
員
に
貸
典

す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
借
用
者
の
過
失
に
よ
り
て
紛
失

さ
れ
た
る
時
は
、
直
に
其
の
旨
書
面
を
以
て
本
會
に
層
出

で
ら
れ
た
る
上
、
再
貸
典
を
乞
は
る
可
き
も
の
と
す
。
本

會
は
一
二
紛
失
せ
し
會
員
章
は
之
を
無
効
と
し
、
其
の
番

琥
を
度
告
す
。
再
貸
典
請
求
者
は
會
員
章
製
作
費
、
記
帳

費
．
書
留
運
料
と
し
て
時
債
に
應
じ
て

一
定
の
金
額

（営

分
金
式
国
と
す
）
を
層
出
と
共
に
納
付
せ
ら
る
可
き
も
の

と
す
。

含
員
退
會
の
際
に
は
借
用
の
會
員
章
を
本
會
に
返
納
せ
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會

０
不
在
會
員
規
定

ら
る
可
き
も
の
な
れ
共
、
万

一
其
際
返
納
せ
ら
れ
ざ
る
時

に
は
、
再
貸
典
の
場
合
と
同

一
の
金
額
を
納
付
せ
ら
る
可

き
も
の
と
す
。

Ｏ
不
在
含
員
規
定

従
来
本
會
員
中
海
外
旅
行
等
の
篤
め
含
員
籍
を
保
有
し

乍
ら
其
期
間
不
在
含
員
と
し
て
取
扱
は
れ
ん
こ
と
を
希
望

さ
れ
、
本
會
に
て
は
俄
に
其
の
取
扱
を
な
し
木
う
た
る
乙

と
あ
り
た
れ
ど
も
、
未
だ

一
定
の
規
定
無
之
か
ら
し
を
以

て
、
今
回
幹
事
會
に
於
て
左
の
如
く
規
定
し
た
ね
ば
、
今

後
右
取
扱
希
望
の
會
員
は
此
規
定
に
従
つ
て
手
績
き
さ
る

可
き
も
の
と
す
。

會
員
海
外
旅
行
其
他
の
事
由
に
よ
う
て
十
二
ケ
月
以
上

不
在
と
な
る
場
合
に
は
、
本
人
の
希
望
に
よ
う
不
在
含

員
の
取
扱
を
受
く
る
こ
と
を
得
。
此
取
扱
請
求
の
場
合

に
は
不
在
の
事
由
、不
在
期
間
等
を
詳
記
し
、取
扱
手
敷

料
金
式
園
を
添
へ
事
務
所
に
届
出
で
ら
る
可
じ
。

不
在
會
員
は
不
在
期
間
内
含
員
章
を
返
納
す
る
に
及
ば

ず
、
會
費
納
入
の
義
務
な
く
、
又
本
會
出
版
物
の
頒
布

を
受
く
る
こ
と
な
く
、
集
會
に
出
席
じ
又
は
幹
事
を
選

三
二

基
す
る
の
権
利
な
し
。

此
取
扱
取
清
請
求
と
同
時
に
、
不
在
中
の
含
費
を
納
付

し
、
其
期
間
の
本
會
出
版
物
を
受
領
す
る
も
の
と
す
。

不
在
期
間
三
ケ
年
以
上
に
及
べ
ば
、
右
取
扱
の
効
力
を

失
し
、
退
會
と
同

一
の
手
績
を
取
る
可
き
も
の
と
す

ｏ

但
し
再
度
入
會
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
評
議
員

一
名

の
み
の
紹
介
に
よ
う
て
入
會
す
る
こ
と
を
得
）

右
は
不
在
會
員
の
取
扱
を
受
く
る
こ
と
を
特
に
希
望
さ

る
ゝ
場
合
に
の
み
適
用
す
る
規
定
に
し
て
、
外
遊
の
合
員

は
必
し
も
此
の
取
扱
を
受
く
る
を
要
せ
ず
、
平
常
通
う
に

會
費
を
納
入
し
、
出
版
物
毬
付
先
を
憂
夏
の
都
度
直
に
通

知
せ
ら
る
れ
ば
足
る
も
の
と
す
。
但
し
會
員
住
所
の
何
國

に
あ
る
を
間
は
ず
、
移
韓
先
を
剣
然
通
知
せ
ざ
る
が
篤
に

雑
誌
は
俄
令
猪
毬
す
る
も
配
達
不
能
等
に
て
到
著
せ
ざ
る

事
あ
う
と
も
本
會
は
其
の
責
に
任
ぜ
ず
、
叉
海
外
旅
行
中

住
所
不
明
の
篤
め
万

一
會
費
滞
納
の
場
合
督
促
し
難
き
時

は
雑
誌
を
獲
毬
せ
ず
、
後
日
に
至
う
て
含
費
を
全
納
せ
ら

る
、
と
も
、
其
の
期
間
残
行
の
雑
誌
中
万

一
品
切
の
も
の

あ
ら
ば
其
琥
の
配
本
を
な
さ
ゞ
る
も
の
と
す
。
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号虎 第 年 四 十 第 岳 山

○
含
費
排
込
に
開
す
る
注
意

本
含
は
含
費
排
込
の
便
宜
ヒ
計
う
去
る
明
治
四
十
二
年

郵
便
振
替
貯
金
に
加
入
し
、
其
の
常
時
『
山
岳
』
第
四
年
第

一
競
に
含
費
排
込
み
方
法
を
掲
げ
置
き
た
る
も
、
該
琥
閥

覧
の
便
な
き
近
頃
入
會
の
會
員
中
、
會
費
其
他
の
金
員
を

振
替
に
て
排
込
む
手
績
を
熟
知
さ
れ
ざ
る
篤
め
、
往
々
會

費
の
滞
納
を
ホ
た
し
た
る
向
あ
り
、
叉
中
に
は
排
込
方
法

に
つ
き
わ
ざ
ノ
ヽ
照
含
さ
る
ゝ
方
あ
る
ン
・以
て
、
以
下
此

の
簡
使
安
全
な
る
沸
込
方
法
を
記
す
可
き
を
以
て
、
自
今

之
を
利
用
し
て
會
費
の
滞
納
を
避
け
ら
れ
ん
と
を
乞
ふ
。

振
替
に
て
會
費
茸
他
の
金
員
を
排
込
ま
る
ゝ
際
に
は
、

任
意
の
郵
便
局
に
て
、
振
替
貯
金
排
込
書
用
紙
を
請
求
せ
，

ら
る
れ
ば
、
無
料
に
て
交
付
さ
る
ヽ
も
の
と
づ
。
此
用
紙

中
※
印
を
附
し
あ
る
部
に
相
営
事
項
記
入
の
上

（即
ち
口

座
番
琥
の
欄
に
は
「
東
京
四
八
二
九
番
」
加
入
者
氏
名
欄
に

は

「
日
本
山
岳
會
し
壼
回
迄
は
金
壼
餞
、
五
園
迄
は
金
式

餞
、
拾
園
迄
は
金
四
餞
の
抑
込
料
金
を
添
へ
、
之
を
郵
便

局
に
差
出
さ
る
れ
ば
、
郵
便
局
に
て
は
即
座
に
受
領
票
を

排
込
人
に
交
付
す
る
を
以
て
、
夫
れ
に
て
手
績
全
部
を
了

る
も
の
と
す
。
排
込
の
際
特
に
注
意
を
乞
ひ
度
き
は
、
例

へ
ば
金
参
園
を
排
込
ま
る
、
場
合
、

・上
記
の
排
込
書
に
参

園
と
記
入
さ
る
ヽ
時
は
、
篤
替
貯
金
局
に
て
日
座
登
記
料

金
と
し
て
金
壼
餞
を
差
引
た
る
も
の
を
、
本
會
の
貯
金
額

に
組
入
る
ゝ
が
故
に
、
貴
際
本
會
の
牧
人
は
金
式
園
九
拾

九
錢
と
な
り

・
、
規
員‐
．に
定
め
あ
る
金
額
の
収
入
な
さ
乙
と

と
な
る
が
故
に
、
沸
込
に
際
し
、
右
口
座
登
記
料
金
と
し

て
、
必
ず

一
回
金
壼
餞
を
附
加
せ
ら
れ
ん
乙
と
と
乞
ふ
。

斯
の
如
く
し
て
沸
込
み
た
る
金
員
は
、
金
高
と
排
込
人

住
所
氏
名
を
明
記
し
あ
る
排
込
通
知
票
に
よ
う
て
、
排
込

よ
う
雨
三
日
以
内
に
本
會
に
通
知
さ
る
ヽ
も
の
な
れ
ば
、

本
含
に
て
は
之
を
證
と
し
て
何
年
何
月
何
日
某
會
員
よ
う

幾
何
の
金
額
を
抑
込
み
た
る
か
を
知
多
、
直
に
之
を
含
計

簿
に
記
入
し
て
各
含
員
の
會
費
納
付
高
を
知
る
な
う
。
上

記
の
如
く
排
込
通
知
票
は
何
れ
も
振
替
貯
金
課
よ
う
本
會

に
直
接
趣
附
し
末
る
を
以
て
、
排
込
の
會
費
は
何
年
度
の

も
の
な
る
か
、
又
は
其
の
他
本
含
に
通
知
を
要
す
る
事
項

あ
ら
ば
、
之
を
排
込
通
知
票
裏
面
の
通
信
文
記
載
欄
に
記

入
さ
る
れ
ば
、
別
に
郵
税
を
支
携
ふ
こ
と
な
く
し
て
本
會

に
通
信
し
得
る
な
う
。
故
に
此
の
方
法
に
よ
る
時
は
、ヽ
小
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行 螢 月 二 年 九 正 大

倉
　
　
報
　
　
○
含
費
の
改
算
に

て

篤
替
に
て
含
費
を
排
込
む
よ
り
も
少
額
の
料
金
と
進
に
簡

単
な
る
手
数
を
以
て
、
途
中
盗
難
の
忠
な
く
金
員
を
排
込

む
と
同
時
に
通
信
じ
得
る
も
の
な
り
。
（
小
篤
替
に
て
は
金

壼
園
迄
壼
餞
、
五
園
迄
四
餞
十
回
迄
六
餞
の
料
金
乞
支
排

ひ
た
る
上
、
之
を
一
一
郵
選
す
る
手
数
と
郵
税
と
を
要
し

旦
つ
途
中
盗
難
の
燿
あ
う
）。

振
替
貯
金
に
て
金
員
排
込
の
場
合
に
は
、
前
述
の
如
く

郵
便
局
に
て
期
座
に
受
領
票
を
交
付
す
る
を
以
て
、
之
を

保
存
じ
置
か
る
ゝ
時
は
、
万

一
排
込
通
知
票
が
本
會
に
逐

達
せ
ざ
う
‐
ノ場
合
あ
イ，
と
も
、
抑
込
の
證
振
と
な
う
、
後

日
排
込
の
有
無
に
開
す
る
問
題
万

一
に
惹
起
す
る
こ
と
あ

り
と
も
、
立
所
に
解
決
を
見
る
を
得
ん
。

従
木
大
會
又
は
小
集
會
の
席
上
、
現
金
に
て
幹
事
に
手

渡
し
さ
る
ゝ
向
あ
り
し
も
往
々
排
込
不
明
と
な
る
こ
と
あ

り
、
時
に
は
幹
事
の
私
財
と
混
ず
る
の
燿
あ
る
を
以
て
、

現
金
納
入
は
中
止
せ
ら
れ
度
く
、
又
銀
行
篤
替
は
徒
に
手

数
を
要
す
る
事
あ
る
が
故
に
、
是
亦
本
會
に
封
し
て
断
じ

て
使
用
せ
ら
れ
ざ
る
様
希
望
す
。

従
来
會
費
排
込
毎
に
受
領
書
を
差
出
し
た
る
も
、
以
来

は
誌
上
に
掲
載
し
て
領
牧
證
に
代
ス
ベ
き
を
以
て
、
万

一

誤
謬
又
は
遺
漏
・び
螢
見
さ
れ
た
る
場
合
に
は
、
即
座
に
本

含
事
務
所
に
照
會
せ
ら
れ
度
じ
。

○
含
費
の
改
算
に
就
て

山
岳
第
十
三
年
四
百
二
十
六
頁
に
豫
告
し
た
る
如
く
・

新
會
則
の
費
施
に
作
ひ
、
従
来
年
端
な
う
し
會
費
を
年
度

割
の
も
の
に
引
直
す
計
算
に
就
て
は
、
次
の
方
針
に
基
き

て
計
算
を
行
ひ
た

，
。

一
、
或
年
度
の
雑
誌
を
其
第

一
流
よ
う
配
布
を
受
け
た

る
含
員
に
は
入
含
の
年
月
に
拘
ら
ず
其
年
度
の
金
額

を
納
付
せ
じ
む
。
．

一
、
或
年
度
の
雑
誌
を
其
第
二
琥
よ
り
配
布
を
受
け
た

る
會
員
に
は
、
其
年
度
の
分
は
金
壼
園
参
拾
餞
を
納

付
せ
し
む
。

一
、
或
年
度
の
雑
誌
を
其
第
三
琥
よ
う
配
布
を
受
け
た

る
會
員
に
は
、
其
年
度
の
分
は
金
六
拾
磯
を
納
付
せ

し

む
。

本
會
の
會
費
は
元
末
雑
誌
代
と
は
全
然
性
質
を
異
に
す

る
も
の
に
し
て
、
年
額
を
以
て
定
め
ら
れ
た
る
も
の
な
る

故
、
入
會
の
月
次
に
よ
う
て
、
其
年
度
の
額
に
差
異
か
．生

一三
四
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ず
べ
き
も
の
に
は
非
ざ
る
べ
き
筈
な
る
も
、
従
来
は
牛
途

よ
う
に
て
も
起
算
を
な
し
つ
ゝ
あ
う
し
を
以
て
、
其
尉
に

意
を
用
ひ
て
前
記
の
如
く
に
定
め
た
る
も
の
に
し
て
、
其

金
額
は
決
し
て
雑
誌
各
琥
の
値
ャ
示
Ｔ
も
の
に
は
非
ず
。

従
て
、
決
し
て
雑
誌
代
と
は
比
例
せ
ず
、
此
脚
は
充
分
に

了
解
あ
ら
ん
事
を
希
望
す
。

以
上
の
方
針
に
基
く
改
算
の
結
果
は
、
大
正
八
年
十

一

月
初
旬
を
以
て
含
員
各
位
に
通
告
し
た
う
、
故
に
有
通
告

を
受
取
ら
れ
ざ
る
諸
君
並
に
改
算
の
結
果
に
誤
あ
う
と
思

惟
せ
ら
る
ヽ
諸
君
は
、
其
事
項
を
明
記
し
て
本
含
事
務
所

宛
に
て
質
疑
あ
り
た
し
、
但
返
信
を
求
め
ら
る
ゝ
向
は
、

問
合
せ
の
書
状
に
返
信
料
を
添
へ
ら
る
ゝ
ヒ
要
す
。

簡
右
を
誤
解
さ
れ
若
し
く
は
他
の
原
因
よ
う
し
て
不
足

未
納
額
抑
込
に
際
し
、
餘
分
の
金
額
を
支
排
は
れ
た
る
會

員
あ
う
、
右
餘
分
額
は
、
大
正
九
年
分
に
繰
込
む
事
と
な

し
た
る
と
以
て
其
旨
承
知
せ
ら
た
し
、
省
大
正
九
年
度
分

よ
う
含
費
年
額
金
参
園
と
な
る
べ
き
を
以
て
其
心
組
あ
ら

ん
事
を
乞
ふ
。

○
第
五
回
小
集
會
記
事

琥 第 年 四 十 第 岳 山

含

○
第
五
回
小
集
會
記
事

大
正
八
年
九
月
七
日
午
後

一
時
年
よ
う
東
京
麹
町
匡
紀

尾
井
町
清
水
谷
皆
香
園
に
於
て
武
田
幹
事
司
含
者
と
し
て

開
會
、
席
上
新
著
の
外
国
雑
誌
固
書
の
展
覧
あ
り
、
正
三

時
よ
う
左
の
講
演
あ
り
た
り
。

一
「
黒
部
川
　
　
　
　
　
　
　
　
木
幕
理
太
郎
氏

木
暮
氏
は
先
づ
黒
部
川
流
域
の
地
勢
よ
り
同
川
本
流
支

流
の
大
路
を
述
べ
、
次
に
昨
年
七
月
下
旬
よ
う
八
月
上
旬

に
亘
り
、
本
含
幹
事
中
村
清
太
郎
氏
と
共
に
愛
本
を
経
て

鐘
釣
温
泉
に
至
り
、
同
地
に
て
十
三
分
の
準
備
を
整
へ
、

佐
々
木
助
七
を
智
導
と
し
、
宇
治
長
次
郎
婁
他
人
夫
五
名

を
従
へ
、
黒
部
川
の
左
岸
に
滑
ひ
て
湖
り
、
野
臥
四
夜
に

し
て
仙
人
谷
の
合
流
鮎
に
達
し
、
そ
れ
よ
う
仙
人
谷
ヒ
遡

♭
て
餌
澤
に
出
で
、
立
山
室
堂
に

一
泊
し
、
笙
日
風
雨
を

犯
し
て
産
麟
寺
に
下
ら
れ
た
る
旅
行
談
を
詳
細
に
語
ら
れ

た
る
が
、
業
部
峡
谷
の
凄
絶
美
及
び
沿
岸
並
び
に
水
中
に

湧
出
す
る
温
泉
の
如
き
、
聴
衆
の
注
意
を
な
け
る
も
の
多

か
り
き
。

二
、
多
摩
川
相
模
川
の
分
水
山
脈
　
武
田
久
吉
氏

武
田
氏
は
大
菩
薩
連
嶺
の

一
地
鮎
よ
う
東
に
派
出
す
る

多
摩
川
相
模
川
の
分
水
山
脈
に
つ
き
、
多
数
の
地
国
、
篤

コ
量
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大正

一

行 機 月 二 年 九

○
第
六
回
小

具
、
ス
ケ
ツ
チ
等
を
示
し
で
講
演
さ
れ
た
る
が
、
同
氏
の

見
解
に
よ
れ
ば
、
分
水
山
脈
は
四
箇
の
山
脈
よ
う
成
る
も

の
に
し
て
、
第

一
日
は
天
狗
棚
山
よ
り
御
坊
山
、
佐
野
峠

を
経
て
大
室
山

（
樅
現
山
）、屍
山
等
に
連
る
山
脈
中
御
坊

山
に
至
る
部
分
、
第
二
Ｅ
は
三
頭
山
よ
う
生
藤
山
を
経
て

臼
杵
山
、刈
寄
山
等
に
連
る
山
脈
中
和
田
峠
に
至
る
部
分
、

第
三
Ｅ
は
陣
場
ケ
峰
よ
う
景
信
山
を
経
て
高
尾
山
に
至
る

山
脈
の
オ
ホ
ダ
″
ミ
峠
に
至
る
部
分
、
第
四
肛
は
大
手
山

よ
う
高
山
、
榎
之
窪
山
を
経
、
七
國
峠
に
連
り
、
終
に
八

王
子
街
道
に
略
不
行
し
て
、
辻
の
東
な
る
高
距

一
〇
〇
米

の
高
尾
山
に
至
る
山
脈
の
中
、
境
川
（武
相
界
）
の
発
源
地

迄
の
部
分
に
別
つ
を
至
常
な
る
も
の
と
し
、
其
の
主
脈
並

に
支
脈
の
地
勢
山
名
よ
う
、
歴
史
的
に
興
味
あ
る
鮎
に
つ

き
て
述
べ
ら
れ
た
う
。

家
含
者
は
本
含
々
員
冠
松
次
郎
、
別
所
梅
之
助
、
酒
井

忠

一
、
本
村
鍍
吉
、
松
本
善
二
、
中
山
盆
太
郎
、
高
橋
鑑

三
郎
、
若
林
訪
治
郎
、
高
田
達
也
、
矢
田
城
太
郎
、
三
輪

正
雄
、
鈴
木
盤
三
、
茨
木
猪
之
吉
、
佐
武
正

一
、
岡
田
美

津
男
、
川
日
敏
郎
、
村
高
幹
博
、
佐
野
七
郎
、北
澤
基
幸
、

岡
埜
徳
之
助
、
加
山
龍
之
助
、
忽
滑
谷
安
美
、着
永
信
雄
、

一三
六

横
山
光
太
郎
、
辻
村
伊
助
、
宮
川
久
雄
、
六
鵜
保
、
米
澤

竹
三
郎
、
山
口
成

一
、
谷
内
重
夫
、
野
口
誠
、
中
村
左
衛

門
太
郎
、
佐
藤
文
二
、
青
木
軍
二
郎
、
中
條
常
七
、
高
畑

棟
材
、
中
澤
具
二
、
村
越
匡
次
、
木
暮
理
太
郎
、
井
染
道

夫
、
鶴
岡
松
太
郎
．
武
田
久
吉
、
高
野
鷹
蔵
、鳥
居
忠
博
、

梅
澤
親
光
、
佐
藤
巳
之
吉
．
別
宮
貞
俊
‐
中
野
謙
、
大
島

永
明
、
田
中
薫
、
山
本
宣
治
の
五
十
三
氏
に
し
て
、
簡
會

員
外
十
名
の
末
含
者
あ
り
、
鮎
燈
後
に
至
う
て
散
會
し
た

λソ
０

○
第
六
回
小
集
含
記
事

大
正
八
年
十

一
月
九
日
午
後

一
時
よ
り
麹
町
Ｅ
清
水
谷

皆
香
園
に
於
て
辻
村
幹
事
司
含
者
と
し
て
小
集
會
開
催
ｃ

新
着
海
外
諸
雑
誌
及
び
篤
具
展
覧
の
後
、

一
時
年
よ
う
左

記
の
講
演
あ
り
、
午
後
六
時
閉
含
せ
り
。

高
山
植
物
の
栽
培
に
就
て
　
農

學

士
　
辻
村
伊
助
氏

上
信
國
境
の
山
旅
　
　
　
　
理
學
博
士
　
武
田
久
吉
氏

木
會
者
氏
名
左
の
如
し
し

戸
澤
英

一
、
里
（田
孝
雄
、
沼
井
銀
太
郎
、
堀
範
雄
、
宮
本

環
、
中
村
孝
二
郎
、
森
喬
、
村
越
匡
次
、
山
本
宣
次
、
青
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木
軍
二
郎
、
濱
名
培
雄
、
横
山
光
太
郎
、
高
橋
錨
太
郎
ゝ

宏
直
爾
、
酒
井
忠

一
、
武
井
具
澄
、
佐
藤
文
二
、
山
崎
武

二
、
三
宅
嘆

一
、
松
本
善
二
、
本
暮
理
太
郎
、近
藤
茂
吉
、

武
田
久
吉
、
辻
本
伊
助
の
二
十
四
氏
及
含
員
外
の
家
含
者

五
名
。

辻
村
農
學
士
講
話
概
略

近
家
登
山
者
増
加
に
件
な
ふ
高
山
植
物
乱
獲
と
構
物
保

護
法
令
に
開
し
、
稀
品
探
集
許
可
證
下
附
の
弊
害
を
例
示

し
て
そ
の
不
徹
底
な
る
を
説
き
、
保
護
法
の
積
極
的
な
る

べ
き
こ
と
、
即
ち
原
産
地
よ
う
探
種
繁
殖
し
て
後
、
再
び

山
岳
に
播
種
移
植
す
る
の
捷
雀
な
る
を
述
べ
、
そ
れ
に
開

す
る
栽
培
法
は
決
し
て
従
来
考
へ
ら
れ
た
る
如
く
困
難
に

非
る。
こ
と
、
少
許
の
例
外
を
許
せ
ば
、
高
山
植
物
の
大
多

数
は
容
易
に
栽
培
せ
ら
る
ヽ
こ
と
を
の
べ
た
う
。
次
に
残

芽
に
関
す
る
従
来
の
研
究
の
不
備
を
指
摘
し
左
の
條
項
に

就
て
約
二
時
間
の
講
演
あ
り
た
う
。

種
子
の
生
活
カ
ー
ー
自
生
地
に
於
け
る
繁
殖
と
園
藝
上

の
繁
殖
法
―
―
種
子
に
よ
る
繁
殖
法
の
得
失
―

一
二
年

生
植
物
種
子
の
性
質
―
―
宿
根
生
植
物
種
子
の
性
質
―

分
類
上
よ
う
見
た
る
植
物
種
子
の
螢
茅
難
易
―
―
種
子
の

個
性
に
よ
る
螢
芽
難
易
と
そ
の
原
因

―

マ
イ
コ
ラ
イ
ザ

及
び

ノヾ
ク
テ
ソ
ヤ
の
種
子
に
封
す
る
影
響
―
―
螢
芽
の
際

に
於
け
る
種
子
の
チ
モ
ー
ダ
ン
及
び
酵
素
の
憂
化
―
―
酸

度
の
増
減
と
癸
芽
と
の
開
係
―

・補

光
の
影
響
‥―

紫
外

線
が
果
し
て
螢
芽
を
促
進
す
る
か
―
―
酵
素
に
封
す
る
紫

外
線
の
影
響
―
―
酵
素
に
当
す
る
オ
ブ
ー
ン
の
影
響

―
―

ア
ー
ク
燈
に
よ
る
獲
芽
刺
激
と
氏
の
賞
験
―
―
積
雪
の
影

響
―
―
電
流
に
よ
る
刺
激
貧
臓
―
―
稀
薄
酸
に
よ
る
螢
茅

影
響
―
―
硬
賞
と
螢
芽
の
関
係
並
に
そ
の
促
進
法
―
―
種

子
貯
蔵
中
に
於
る
化
學
憂
化
・―

土
性
と
植
物
と
の
関
係

―
―
石
友
好
悪
に
開
す
る
疑
間
―

高
山
植
物
と
石
友
卒

の
開
係
。武

田
久
吉
氏
講
演
梗
概

同
氏
は
上
州
信
州
の
國
境
が
主
と
し
て
新
火
山
岩
よ
う

成
る
虜
の
高
山
に
よ
う
て
劃
さ
れ
、
其
の
中
に
は
浅
間
山

の
如
き
活
火
山
あ
り
、
叉
開
境
に
近
き
白
根
山

（
草
津
白

根
）
は
近
年
に
至
る
迄
再
三
爆
裂
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、

山
頂
の
湯
釜
及
山
腹
の
萬
座
温
泉
附
近
に
は
猛
烈
な
る
硫

氣
孔
の
存
す
る
あ
り
、
或
は
横
湯
川
上
流
に
於
け
る
地
獄

谷
噴
氣
孔
、
大
古
岩
の
如
き
火
山
作
用
の
道
跡
あ
る
と
以

合
日　
　
報
　
　
○
第
六
回
小
集
會^
記
事

琥 第 年 四 十 第 岳 山

一三
七
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行 稜 月 二 年 九 正 大

會
　
　
報
　
　
○
幹
事
改
選
に
就
て

て
、
地
質
學
を
修
む
る
者
及
火
山
十‐‐‐
形
學
の
研
究
者
に
と

り
て
は
絶
好
の
研
究
地
な
る
の
み
な
ら
ず
、
各
地
に
湧
出

す
る
豊
富
な
る
温
泉
は
、旅
合
の
設
置
を
促
す
が
故
に
、
一

般
帯
山
客
の
根
擦
地
と
し
て
、
単
に
宿
泊
の
み
な
ら
ず
沐

浴
に
も
便
多
含
を
以
て
、
登
山
旅
行
地
と
し
て
絶
好
な
る

も
の
な
る
も
、
一
部
の
山
地
殊
に
上
、信
．
越
の
境
に
近
づ

く
に
及
ん
で
繁
茂
す
る
ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
は
、
往
々
登
攀
を

不
可
能
な
ら
し
め
、
又
は
困
難
の
至
大
な
る
を
覺
悟
せ
ざ

る
可
か
ら
ざ
る
も
、
一
部
は
帯
降
書
だ
容
易
に
し
て
、而
も

興
味
甚
だ
深
き
も
の
な
る
こ
と
を
述
べ
、
次
で
氏
が
大
正

八
年
八
月
中
旬
以
後
、
豊
野
よ
う
安
代
温
泉
に
至
り
、
辻

本
博
士
の
嘆
尾
に
附
し
て
、地
獄
谷
に
遊
び
、更
に
波
坂
を

上
り
て
澗
満
瀑
、琵
琶
池
、丸
沼
、蓮
池
、大
沼
池
を
探
り
、

螢
補
よ
う
岩
菅
山
に
登
う
て
山
頂
の
新
石
室
に
二
泊
し
、

雨
を
犯
し
て
裏
岩
菅
に
達
し
、
其
後
革
身
獲
補
よ
う
焼
額

に
番
う
て
奥
高
天
原
に
遊
び
、
琵
琶
池
の
西
を
匝
多
て
草

津
街
道
に
出
で
、
熊
ノ
湯
よ
う
笠
ケ
岳
に
登
り
、
又
國
境

を
上
州
に
越
ゆ
る
の
途
次
、
澁
峠
よ
う
横
手
山
に
登
り
、

霞
ケ
手
に
下
う
て
自
根
に
上
り
、
山
頂
と

一
月
の
後
萬
座

温
泉
に
下
り
、
そ
の
附
近
を
探
勝
の
後
萬
座
川
に
浩
ひ
て

干
俣
に
下
う
、
上
ノ
員
を
経
て
田
代
に
出
で
、
鹿
澤
温
泉

ょ
ぅ
湯
ノ
丸
山
に
登
う
て
新
張
に
下
う
、
天
候
不
良
の
篤

め
に
浅
間
以
東
と
放
棄
し
て
蹄
京
さ
れ
た
る
大
要
を
、
通

路
附
近
の
風
景
約
七
十
枚
の
葛
具
を
示
し
て
物
語
ら
れ
た

り
、
氏
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
岩
菅
山
頂
の
石
室
は
設
計
の

法
宜
し
か
ら
ざ
る
篤
め
、
最
も
不
便
不
快
な
る
建
物
な
る

由
、
叉
登
山
根
擦
地
と
し
て
螢
補
の
天
狗
ノ
湯
、
萬
座
の

日
進
館
は
推
奨
に
値
す
る
も
の
に
て
、
鹿
澤
温
泉
は
三
年

前
燒
亡
後
全
く
荒
廣
し
て
未
だ
族
復
す
る
に
至
ら
ず
、
宿

泊
地
と
し
て
は
原
始
的
な
る
こ
と
を
以
て
名
あ
る
熊
ノ
湯

に
も
劣
る
こ
と
敷
等
な
る
由
な
り
。

○
幹
事
改
選
に
就
て

新
含
則
第
七
條
に
よ
う
、
本
會
は
大
正
八
年
十
月
二
十

五
日
を
以
て
會
員
各
位
に
幹
事

一
名
の
選
畢
ヒ
乞
み
た

り
。
右
投
票
は
大
正
八
年
十

一
月
十
日
の
投
画
を
以
て
締

切
る
事
と
な
し
た
る
を
以
て
、
二
週
日
の
郵
選
を
見
込
み
、

大
正
八
年
十

一
月
二
十
六
日
に
事
務
所
に
到
着
し
た
る
分

を
日
以
て
締
切
う

（
其
後
に
到
着
し
た
る
も
の
な
し
）
同

午
後
七
時
よ
う
評
議
員
會
を
開
き
て
、
會
員
に
よ
う
て
選

一夭
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ば
れ
た
る
者
に
つ
き
審
議
の
結
果
次
の
七
名
を
新
幹
事
と

し
て
就
任
せ
し
む
る
事
を
決
定
し
た
う
六
便
宜
上
其
後
に

定
め
し
幹
事
の
分
措
任
務
を
書
き
添
へ
た
り
）

編
輯
　
木
暮
理
太
郎
　
　
　
編
輯
　
中
村
清
太
郎

固
書
　
高
野
　
鷹
蔵
　
　
　
庶
務
　
高
頭
仁
兵
衛

庶
務
　
武
田
　
久
吉
　
　
　
編
輯
　
田
部
　
重
治

記
録
彙
會
計
　
梅
澤
　
親
光

右
七
人
の
他
に
辻
村
伊
助
、
辻
本
満
丸
、
近
藤
茂
吉
、

山
川
獣
、
三
枝
守
博
、
冠
松
火
郎
、
松
宮
三
郎
、岩
村
回
、

別
所
梅
之
助
、
榎
谷
徹
戯
、
石
崎
光
璃
、
一職
田
門
爾
、
加

賀
正
太
郎
、
田
中
喜
左
衛
門
、
工
″
ウ
ィ
ン
の
諸
氏
は
夫

々
得
票
あ
り
て
、
中
に
は
前
記
幹
事
よ
う
も
、
多
く
希
望

せ
ら
れ
た
る
者
あ
う
し
も
、　
一
身
上
又
は
家
事
上
の
都
合

に
よ
う
て
就
任
を
固
辞
せ
ら
れ
し
を
以
て
、
其
人
々
を
除

力
順
序
を
以
て
前
記
七
名
に
決
定
し
た
る
も
の
に
し
て
、

其
人
数
は
、
本
會
の
賞
務
を
執
る
上
に
必
要
な
る
を
度
と

し
て
定
め
た
る
も
の
な
れ
ば
、
他
日
會
務
の
繁
多
を
来
す

等
の
事
あ
九
し
節
は
、
今
回
の
得
票
を
新
幹
事
の
任
期
中

有
数
な
る
も
の
と
見
倣
し
、
適
時
に
評
議
員
含
の
決
定
に

よ
う
て
、
更
に
幹
事
の
補
充
を
な
す
事
あ
る
べ
し
。

筒
右
の
外
草
薙
彊
氏
も
相
営
の
得
票
あ
り
し
が
、
同
氏

は
日
本
ア
″
コ
ウ
會
の
代
表
者
と
し
て
入
會
せ
る
も
の
な

れ
ば
、
被
選
基
権
な
き
を
以
て
除
外
し
た

，
。
同
氏
以
外

に
含
員
名
簿
に
明
記
せ
る
如
く
圏
般
の
代
表
者
と
し
て
、

入
含
し
た
る
者
あ
り
、
次
同
選
基
の
際
に
は
特
に
注
意
あ

ら
ん
こ
と
を
希
望
す
。
街
叉
投
票
に
幹
事
の
姓
名
を
記
さ

ず
し
て
、
他
人
の
選
定
に
委
任
し
た
る
も
の
あ
り
し
も
、

右
は
無
数
と
認
め
た
り
ｃ

○
含

務

報

告

大
正
八
年
九
月
七
日
午
前
十
時
よ
う
東
京
麹
町
清
水
谷

神
香
園
に
於
て
幹
事
會
を
開
き
、
左
記
の
事
項
に
つ
き
協

議
す
。

一
、
本
含
々
務
刷
新
に
っ
き
て
、　
一
、
事
務
所
憂
夏
に
つ
き
て
。
一
、
外
関

交
換
雑
誌
種
類
選
定
に
つ
き
て
。

一
、
モ
ナ
コ
に
於
け
る
万
回
山
岳
大
含

へ
代
表
者
出
席
可
否
に
つ
き
て
。

一
、
小
集
含
規
定
憂
夏
に
つ
き
て
。
（
別

項
参
照
Ｙ

（
出
席
幹
事
）
木
暮
、
中
村
、
高
野
、
武
田
、
辻
村
、
梅
澤
。

同
九
月
二
十
七
日
午
後
三
時
よ
り
薔
事
務
所
に
於
て
事
務
所
憂
夏
に
開
す

る
細
目
の
打
合
せ
と
な
し
、
■
つ
幹
事
改
選
の
費
行
方
法
に
就
き
て
特
別
委

員
會
を
開
く
。

琥 一 第 年 四 十 第 岳 山

會
　
　
報
　
　
○
會
務
報
告

一元
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行 登 月 年 九 正 大

（
出
席
幹
事）
姦
野、
高
頭．
武
m、
裕
澤｀)

同
十
月
十
6
B
＊
令＂
牢
務
所
を
移
賭
す(
BIJ
m
黍
照）c

問
十
月
十
六
H
午
後
七
貼
よ
り
本
台
事
務
所
に
於
て
組
斬
合
を
開
き
「
山

岳」
坑
十
四
年
第一
殻
分
の
原
稿
を
整
理
し、
見
雑
誌
印
刷
上
の
餞
裁
及
川

．
紙
虔
涎
を
談
定
す。

（
出
席
幹
事）
＊
在、
中
村、
武
田、
祐
澤゚

問
十
月-
=-

+
-

B
よ
り
f-
n-
8
に
亘
り
本
令
革
務
所
に
於
て
合
計
簿

整
理
令
我
改
狂。

（
出
席
幹
事）
近
穎、
武
田、
板
澤゚

同
十一
月
九
日
午
前
九
時
よ
り
活
水
谷
皆
香
園
に
於
て
幹
事
合
を
開
き、

左
記
の
件
附
議
す。

1
‘
^
i
n
卒
笈
淀。
一
、
企"
n以
”平
再
箕
典
規
定（
別
項
委
照）。

一
、
不
在
合
且
取
扱
規
定
（
別
項
黍
照）
0

正
合
且
＊
平
成
氏
を
名
恋
含
且

に
推
西。

右
終
り
て
入
令
申
込
者
十
七
名
に
到
し
鈴
衡
を
行
ひ、
た
記
十
四
氏
入
令

を
許
可
せ
ら
る。

伊
藤
新
三、
中
木
正
雄、
島
田
武
直、
松
井
幹
雄、
凡
生
郎
吉、

石
井
剋

三、
n

中
低
助、
後
醗
院
正
六．
寺
島
理
吉、
一
柳
勝一
、
武
田
緩
次
郎、

日chnrd
Ir99in,
 E
mily
 &
mdle
 
Ehdn,
 Irvir.e
 IIn
rvey
 W
illin
nis

（
出
席
幹
卑）
＊
暮、
沢
藤、
硲
野、
武
田、
辻
村．
梃
澤（
委
任）。

同
十
一

月
二
十
六
n
午
後
六
時
牛
よ
り
本
令
平
務
所
に
於
て
評
議
員
合
を

開
き
左
記
の
賭
件
附
訊
すr)

一
、
正
合
ハ
白
井
光
太
郎
氏
を
名
界
合
員
に
推
匝e
-
、
幹
事
改
選（
別
項

釜
照）
0一
、
甚
本
金
増
加
案o
-、
万
國
山
岳
令
大
合
に
加
入
し、

同
含

合

報

0
合
且
の
訃
報
〇
退
合
者

，
 

に
地
囮
類
出
品。
合
且
年
製
作
に
関
す
る
特
別
委
且
（
中
村．
武
川、
誨

澤）
指
名。

右
終
リ
て
入
合
111
込
者
詮
衡
の
結
呆、
左
記
の
七
氏
入
合ー
許
可
せ
ら
る＾｀

石
橋
倣
0

石
井
瞑
三
郎。
面
島

敏男。
小
林
修
明c
llJ
根
栢＞
山
田
篤
四

郎・
I•
H.
E.
Shmw.

（
出
席
評
誼
員）
木
Ff、
近
蔽、
中
村、
三
枝、
高
野、
高
頭、
武
田、

辻

本、
紐
澤、
辻
村（
委
任）、
山
川（
委
任）。

go
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四 十 第 岳 山

合

穀

（
歌
文
闘
杓
は
英
文
瀾
に
掲
載
せ
り）

0
會
員
名
薄

本
競
に
は
合
員
名
簿
を
添
附
す
る
豫
定
な
り
し

底 、
在
外
國
合
員
中
住
所

不
明
及
び
合
投
濡
納
の
向
少
な
か
ら
ず 、
其
の
詞
査
整
理
橡
期
の
如
く

進
捗

せ
ざ
り
し

総
め 、
遂
に
時
機
を
失
し
た
る
が 、
右
近
々
綜
了
す
可
き
に
よ
り 、

名
液
は
次
披
の
附
統
と
し
て 、
全
令
且
に
頭
布
す
可
し0

住
所
移
閲 、
改
姓

四

「
山
岳」
第
十
三
年
第
三
撃一
三
七
頁
以
下
に
掲
哉
し
た
る
本
合
規
則
中一

二
の
阪
植
あ
り
た
る
を
以
て
左
に
正
訳
し
て
大
方
に
謝
ナ。

誤

正

第一
條
(JPPmn
とpine
Club)
 

C•Tap
g
ge

 Alpine
 Clnb)
 

第
五
條

滅
ズ

茄
ヵ
ズ

第
十一
1一
條

掃
込
ル
ペ
シ

撓
込
マ
ル
ペ
シ

第
二
十
四
條

規
則
ヲ

墾
夏
ス
ル
—
I

ハ

規
則
ノ
虔
更
＾

尚
ほ「
山
岳」
第
十一二
年
知―ー・
筑
は
従
前
の
印
刷
所
に
て
印
行
し
た
る
岱
め

本
合
事
務
所
移
煎
後
穀
行
し
た
る
に
係
は
ら
ず
印
刷
所
の
錯
設
に
て
密
事
務

所
の
香
地
を
記
入
す
る
失
眩
を
演
じ
た
リ

大
方
の
了
恕
と
乞
ふ
。

0
本
會
規
則
抜
革

第
二
條

本
會
＾
山
岳――
爛
ス
ル
研
究
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス

第
三
條

本
合
ハ
第
二
條
ノ
主
旨
二
甚
キ
機
賜
雑
誌
「
山
岳」
ヲ

窮
行
ス 、
叉

咄
宜―ー
ヨ
リ

別
＝
臨
時
叉
ハ
定
時
ノ
出
版
物
ヲ

殺
刊
ス
ル
コ
ト

ア
ル
ベ
シ

第
四
條

本
合
＾
毎
年
大
合
及
ピ
小
払
合
ヲ
開
ク

第
五
降

本
台

ぐも
長
ヲ
戟
カ
ズ
幹
事
若
千
名
ヲ
汲
キ 、
一
切
ノ
合
務
ヲ

戌

理
セ
シ
ム

第
六
條

本
含
＾
別
二
評
議
且
ヲ
漑
キ
重
妥
ナ
ル
令
務―一
参
典
ャ
シ
ム

第
十
條

本
令＂
台
員
ヲ

別
チ
テ
正
合
且
及
ピ
名
咎
會
且
ト
ス 、

名
怒
令
只
＾

本
合
幹
事
ノ
椎
認
ニ
コ
ル
モ
ー
ト
ス

〇
含
藉
割
除
0
交
換
及
寄
附
閥
笞
目
0
含
且
名
源
0
規
則
の
正
駁
0
本
令
規
則
抜
率

0
規
則
の
正
誤

（
大
正
八
年
六
月
改
正）

改
名
等
の
方
は 、
大
至
急
書
面
を
以
て
事
務
所
に
届
出て
ら
れ
庇
し。

(141)



行 螢 月 二 ｀
年 九 正 大

含
　
　
報
　
　
０
本
會
規
則
抜
率

一回
ニ

東
京
市
本
郷
匠
駒
込
蓬
業
町
三
一　
　
　
米
暮
理
太
郎

街
ほ
編
輯
に
開
す
る
用
件
は
絶
て
前
記
宛
御
照
會
の
こ
と
、　
叉
原
稿
は
一

切
返
戻
せ
ず
。

含
員
各
位
告
ぐ
に

本
誌
の
獲
行
は
、
大
正
三
年
十
月
以
後
、
漸
次
に
遅
れ

て
年
度
と
件
は
ず
、
斯
の
如
き
は
其
間
己
Ｕ
を
得
ざ
う
し

事
情
の
存
す
る
も
の
多
か
り
し
に
因
る
も
、
顧
て
性
慌
た

ら
ざ
る
を
得
ず
、
今
や
會
務
の
刷
新
と
共
に
努
め
て
此
不

膿
裁
を
除
去
せ
む
乙
と
を
期
せ
り
、
幸
に
諒
恕
を
乞
ふ
。

本
琥
は
績
て
刊
行
す
可
き
第
二
、
第
三
琥
と
共
に
大
正

八
年
度
の
も
の
に
係
る
を
以
て
、
以
下
事
情
の
許
す
限
う

速
に
獲
行
を
維
績
し
、
以
て
大
正
九
年
度
に
及
ぼ
さ
ん
と

す
し
か
も
原
稿
の
多
少
は
本
誌
螢
行
の
遅
速
に
大
開
係
あ

る
が
故
に
此
際
含
員
各
位
は
勉
め
て
原
稿
を
寄
せ
ら
れ
む

こ
と
を
切
望
す
。

第
十
一
條
　
正
會
員
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
會
員
三
名
ノ
紹
介
ヲ
以
テ
住
所

姓
名
、
年
齢
及
ビ
職
業
ヲ
記
ン
タ
ル
申
込
書
ヲ
事
務
所

二
迭
附
ス
ベ
ン
、

色

シ
紹
介
者
ノ
∵
名

ハ
本
會
評
議
員
タ
ル
フ
要
ス

（
入
含
中
込
用
紙
ハ
事

務
所

二
備
付
ケ
ア
リ
）

第
十
二
條
　
入
會
ノ
許
否
ハ
幹
事
含
ノ
決
議

ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
條
　
入
會
許
可
ノ
通
知

二
接
ン
タ

ル
者
ハ
直
二
入
會
金
五
ロ

ニ
會
費

ヲ
添
へ
携
込
マ
ル
ペ
シ

第
十
四
條
　
正
會
員
ハ
會
費
年
金
基
同
ヲ
前
納
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
（
下
略
）

現
任
幹
事
′七
名
）

木
暮
　
理
太
瑯
　
　
　
　
中
村
　
清
太
郎
　
　
　
　
高

野
　
鷹

職

高
頭
　
仁
兵
術
　
　
　
　
武

田
　
久

吉
　
　
　
　
田

部
　
重

治

梅

澤

親

光

評
議

員

（
十
四
名
）

城
　
　
敷
　
馬
（在
朝
鮮
）小

島
　
久

太
（在
桑
港
）近

藤
　
茂

吉

三

枝

守

博

　

　

辻

本

満

丸

　

　

辻

村

伊

助

山
　
川
　
　
歌
　
　
　
　
現
任
幹
事
七
名

〇
投
　
稿
　
規
　
定

一
、
含
員
は
勿
論
含
員
以
外
の
何
人
も
投
稿
随
意
の
こ
と

一
、
行
敷
は
臆
意
な
れ
ど
も
毎
紙

一
定
の
こ
と
、　
各
行
二
十
二
字
詰
と
し
字

饉
は
明
瞭
に
認
む
る
こ
と

一
、
ヽ
Ｏ
「　
」
（　
）等
は
各
一
字
分
の
積
り
に
認
め
別
に
行

を
立
つ
る
時
は

一
字
下
げ
の
こ
と

一
、
原
稿
は
必
ず
左
記
へ
宛
て
御
途
附
の
こ
と
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大

正

九

年

一
一
月

十

一二
日

印

刷

大

正

九

年

二

月

十

五

日

奎

行

螢

一買

所

〔定

債

金

壼

回
〕

新

潟

縣

三

島

郡

深

オ

村

深

澤

職
行
策
編
輯
者

　

高

頭

仁

兵

衛

東
京
市
耐
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目
一
番
地

印
　
刷
　
者
　

　

　

島

　

　

連

　

大

東
京
市
耐
田
Ｅ
美
土
代
町
二
丁
目

一
番
地

印
　
刷
　
所
　
　
　
一二
　
　
　
秀

東
京
市
麹
町
Ｅ
富
士
見
町
四
丁
目
六
番
地

螢

行

所

　

日

本

山

岳

含

振
替
口
座
東
京
四
八
二
九
番

東

京

市

耐

田

Ｅ

表

紳

保

町

東

　

　

　

一示

所  著

―■^
佃 作

オt;謳

舎   郎堂



賣販大書圃岳山
今
般
山
岳
研
究
の
権
威
た
る
左
記
の
同
書
雑
誌
⌒何
れ
も
新
本
）
非
常
の
苦
心

を
以
て
手
に
入
れ
候
に
付
同
好
諸
彦
に
限
り
貴
需
に
應
じ
申
可
く
候
問
品
切

れ
と
な
ら
ざ
る
内
績
々
御
注
文
被
下
度
伏
て
希
上
奉
り
候
　
　
　
敬
　
自

高

頭

式

先

生

編

纂

日

本

曲

嶽

志

日

本

山

岳

會

稜

行

高

山

深

谷

（
但
シ
一
部
限
り
）

ロ
ー
Ｊ
ロ

ーー
μ

全

一
冊
　
証
暉

レ週

ふ和
・

1■
『 LI

金 金

式 式

拾

餞 園

第

五

輯

賞

債

金

拾

　

園

運

料

金

拾

式

鋭

第
二
年
第
二
琥
。
第
三
年
第
三
琥
。
第
五
年
第
二
琥
、第
三
琥
。
第
六
年
各
琥
。

第
七
年
各
琥
。
第
八
年
各
琥
。
第
九
年
各
琥
。
第
十
年
第
二
琥
。
第
十

一
年
各

琥
。
第
十
二
年
第

一
琥
、第
二
・三
琥
（合
冊
）以
上
年

一
琥
に
よ
う
定
債
皆
異
う

候
へ
ば
御
註
文
に
先
ち

一
應
御
照
會
被
下
候
様
願
上
候
。

東

京

市
芝
Ｅ
高
輪
南

町

三
十
番

地

健

全

祗

書

店

振
替
口
座
東
京
三
〓
０
五
二
番



琥 第 年 四 十 第 岳 山

○
會
費
領
牧
廣
告

大
正
九
年

一
月
二
十
五
日
迄
に
本
含
に
於
て
受
領
せ
る
會

費
左
の
如
じ
。
大
正
九
年
度
未
納
の
方
は
速
か
に
排
込
ま

れ
度
し
。

○
大
正
八
年
末
迄

東
京
府
―
―
‐
阿
部
嘔
沿
殿
。
相
澤
肇
殿
。
赤
木
樟

一
般
ψ
青
木
軍
二
郎
殿
っ
い

生
武
治
殿
。
坂
東
英
造
殿
。
別
宮
貞
俊
殿
。
別
所
梅
之
助
殿
り
目
・ｏ
翼
９
殿ヽ
ｏ

中
條
常
七
殿
ｃ
日

“
・
コ
ニ
が
殿
。

藤
島
敏
男
殿
。
藤
田
敏
雄
殿
。
藤
山
愛

一
郎
殿
。
蘊
原
信

一
般
。
一鵬
井
玉
夫
殿
。
一臓
永

一
良
殿
）
一臓
澤
桃
介
殿
。
船

橋
了
助
殿
。
古
川
薙
郎
殿
）
二
木
末
雄
殿
〕何
英
吉
殿
。
「
・
Φ

コ
・
０
３
■
ｏ〕】

殿
濯
名
婚
雄
殿
。
原
田
憲
二
郎
殿
）
長
谷
川
高
次
郎
股
。

長
谷
川
敏
郎
殿
。

橋
本

一
郎
殿
。

服
部
正
殿
。

服
部
興
兵
術
殿
。

日
比
野
信

一
殿
。

日
高
信

六

郎
殿
ｃ

日
置
露
雄
殿
。

平
一職
百
福
殿
。
　
平
本
淳

一
般
、）
不
牛
定
次
郎

殿
。
宏
達
爾
殿
。
費
閣
信
孝
殿
。

堀
亀
雄
殿
。

星
野
光
之
助
殿
。

細
川
賀

茂
殿
。
〕
・
ェ
Ξ
ュ
お
い
殿
。

茨
木
猪
之
吉
殿
。

井
口
武
英
般
）
飯
田
光
太

郎
殿
′、）
飯
塚
篤
之
助
殿
ｃ

伊
六
常
誠
殿
じ

池
田
金
太
郎
殿
）
池
野
成

一
郎

殿
。

今
日
十
五
郎
殿
。

今
村
巳
之
助
殿
。

井
上
満
之
助
殿
〕

石
田
竹
太
郎

殿
．
石
日
常
平
殿
ｃ

石
井
鶴
三
殿
〕
石
川
光
春
殿
。

石
谷
護
二
殿
）
伊
藤

新
三
殿
、
伊
東
詰
弘
殿
。
井
佐
理
癒
殿
。
岩
崎
腱
憾
殿
り
井
染
道
夫
殿
。
亀

谷
得
太
郎
殿
ｉ

紳
木
信
次
郎
殿
）
金
子
幾
久
殿
）
川
口
敏
郎
殿
し

河
合
史

成
殿
、
風
間
護
助
殿
、‐
木
村
恵
吉
郎
殿

）
木
村
鍍
吉
殿
む

木
下
友
■
郎
殿
。

岸
本
卯
之
助
殿
。
北
上
宗
八
殿
さ
小
林
鰺
明
殿
．
小
市
活
殿
Э

河
本
清
殿
。

小
山
武
三
殿
。
久
保
末
廣
殿
っ
黒
田
清
殿
Ｑ“黒
田
長
敬
殿
。

果
田
孝
雄
殿
。

桑
原
金
之
助
殿
ｃ
町
田
平
次
郎
殿
。
根
山
次
郎
殿
。

丸
山
晩
霞
殿
。
正
本
音

次
郎
殿
む
正
木
多
吉
股
ｃ
叉
木
周
夫
殿
。
松
田
舒
殿
。

松
平
康
民
殿
。
松
隈

國
健
殿
。
松
宮
三
郎
般
。
松
本
信
廣
殿
。

松
本
善
二
殿
。
月
黒
四
郎
股
。
蓑

田
幕
太
郎
殿
ｃ
三
輸
邦
太
郎
殿
。
三
輸
正
雄
殿
。
三
宅
市
郎
殿
。　
三
宅
駿

一

殿
。
宮
本
環
殿
。
宮
田
榮
太
郎
既
。
森
喬
殿
。
森
俊
成
殿
。
森
井
喜

一
郎
殿
。

ゞ
―ヽ
永

一
般
。
盛
田
保
三
殿
。
村
田
大
殿
。
村
高
幹
博
殿
。
永
井
甫
十
郎
殿
。

長
洋

一
夫
殿
。
内
藤
久
寛
殿
。
中
川
嘉

一
郎
殿
。
中
島
清
殿
。

中
上
川
小
六

郎
殿
。
中
村
有

一
般
。
中
村
孝
二
郎
殿
。
中
村
直
男
殿
。
中
西
周
輔
殿
。

中

野
徳
郎
殿
。
中
野
謙
殿
。
中
山
釜
太
郎
殿
。

中
澤
員
二
殿
ｏ
西
脇
健
治
殿
。

野
口
誠
殿
。
野
日
米
次
郎
餃
。
野
崎
静
太
郎
殿
。

沼
井
鐵
太
郎
殿
。
大
湯
義

人
殿
じ
越
智
主
一
郎
殿
ｃ
小
倉
伸
吉
殿
。
大
橋
進
一
般
。
．大
井
信
勝
殿
。

岡

田
美
津
男
殿
ｏ
岡
野
榮
殿
。
岡
埜
徳
之
助
殿
。

大
木
操
般
。
奥
野
市
次
郎
殿
。

大
西
喜
作
殿
。
小
野
時
良
三
殿
。
大
島
文
郎
殿
。
大
島
永
明
殿
。

織
田
信
大

殿
ｃ
大
田
孝
之
殿
ｃ
大
竹
荘
介
殿
ｃ
大
谷
光
明
殿
。

大
内
武
女
殿
。ヽ
ニ
ハ
鵜
保

殿
。
西
園
寺
八
郎
殿
し
西
園
寺
暢
殿
。
坂
入
買
殿
。

齋
藤
籠
之
丞
殿
ｐ
斎
藤

新

一
郎
殿
。
酒
井
忠

一
般
Ｑ

佐
野
七
郎
殿
。
山
東
隆
殿
。
佐
々
木
高
美
殿
じ

佐
武
正

一
般
。
佐
警̈
文
二
殿
。
佐
藤
露
蔵
殿
。

佐
藤
巳
之
吉
殿
ｃ　
可
・
Ｚ
・

“
Ｆ
Ｓ

殿
。
志
立
鐵
夫
郎
殿
。
芝
縄
吉
殿
Ｑ

柴
時
芳
太
郎
殿
。
志
摩
象
雄
殿
。

島
田
武
重
殿
、）
島
時
春
樹
殿
。
下
村
清
次
郎
殿
。

塵
野
叙
光
殿
。
白
石
蔦
吉

殿
じ
筒
昌
般
ぃ）
左
乙
女
謙
吉
殿
∪
杉
山
正
重
殿
。

鈴
木
防
人
殿
。
高
木
菊
三

郎
殿
く
高
橋
政
治
郎
殿
。
高
橋
館
二
郎
殿
ｃ

高
畑
棟
材
殿
。
高
畑
良
材
殿
∪

高
松
誠
般
．
高
瀬
春
暁
殿
ｃ
高
島
得
三
殿
。
高
田
達
也
殿
。
武
井
員
澄
殿
。

武
居
晨
市
殿
れ
竹
下
政
之
助
殿
。
三
井
敬
泉
殿
。　
田
部
重
次
殿
。
田
部
隆
次

(1)



行 螢 月 二 年 九 二 大

厳
、、
出
邊
義
雄
殿
ｃ
間
中
奪
殿
ｃ
間
中
富
輛
殿
。
立
田
銀
次
殿
ご

寺
島
理
吉

殿
）
戸
田
典
四
郎
殿
゛
富
永
太
郎
殿
じ

作
野
清
殿
。
鳥
居
嵐
博
殿
の
逮
山
市

三
殿
ご
岬
一日
金
之
助
殿
ｃ
戸
澤
英

一
般
。
坪
谷
善
四
郎
殿
。

辻
荘

一
般
ｃ
辻
・

村
太
郎
般
．
鶴
闘
松
五
郎
殿
じ
内
山
忠
助
殿
。
薄
井
貫
六
殿
．
若
林
詰
治
郎

殿
・
渡
邊
六
郎
殿
ご
渡
正
監
般

．
山
田
健
吉
殿
。

山
田
廉
殿
（
山
口
成

一
般
。

山
川
幸
雄
般
こ
山
本
宣
治
殿
Ｆ
円
本
暉
吉
殿
じ
山
内
淳

一
般
、ヽ．́
山
内
貞
三
殿
ｃ

山
下
助
四
郎
殿
、
山
崎
直
方
殿
、、
柳
田
國
票
殿
。
矢
野
宗
幹
殿
。
矢
田
壊
太

郎
殿
、
積
江
長
次
郎
殿
、
横
山
光
太
郎
殿
ｃ
米
澤
竹
二
郎
殿
。
典
謝
野
寛
殿
。

吉
田
自
嶺
殿
ｃ
吉
澤
愛
三
殿
ｃ

京
都
府
―

―
古
田
榮
油
郎
殿
．
樋
口
誠
康
殿
（ヽ
比
企
忠
殿
。

市
村
光
恵
殿
。

石
時
光
略
般
じ
金
井
千
仁
殿
．
雉
本
期
造
殿
（ヽ
岸
本
七
郎
殿
。
小
山
源
治
殿
ご

久
保
雅
友
殿
゛
久
保
田
善
三
郎
殿
ぃ

松
方
義
二
郎
殿
ｃ
三
上
治
二
郎
殿
。
三

上
捨
三
般
．
本
野
織
吾
殿
．
伸
庄
太
郎
殿
ｃ
中
川
善
太
郎
殿
。
中
野
忠
八
殿
、ゞ

申
山
再
次
郎
殿
、
中
澤
利
八
殿
。

西
繁
殿
。
西
村
齊
夫
郎
殿
。
野
平
安
藝
雄

殿
ご
小
川
琢
治
殿
ｔｉ
佐
々
木
徳
兵
衛
殿
ｃ

開
口
泰
殿
。
下
村
忠
次
郎
殿
。
宍

戸

一
郎
殿
ご
杉
若
金

一
郎
殿
．
多
田
佐

一
郎
殿
。
高
橋
勇
次
郎
殿
。
竹
内
栖

鳳
殿
ご
Ｆ・―
邊
朔
郎
殿
じ
田
邊
多
間
殿
。
田
中
車
左
衛
門
殿
。　
田
Ｆｌ．
清
之
丞
殿

富
田
漢
伸
殿
ご
都
路
華
香
殿
じ
塚
本
純

一
殿
ｏ
目
。
Ｏ
・
崎
〓鮮
のＨ
殿
。
山
田
篤

四
郎
殿
』
山
元
春
暴
殿
ぃ
山
添
直

一
般
ご
吉
田
専
太
郎
殿
ｃ

大
阪
府
―
―
！朝
輝
記
太
留
殿
ｃ
土
井
達
雄
殿
ｃ
藤
野
磯
次
郎
殿
じ

後
醍
院
正

六
殿
じ
後
藤
市
蔵
殿
。

濱
谷
泰
次
郎
殿
Ｇ
日
比
吉
次
郎
殿
む
伊
藤
英
二
郎
殿

加
賀
正
太
郎
殿
ｃ
梶
原
啓
文
殿
。

範
岡
季
次
郎
殿
ｃ
笠
原
正
吉
殿
、「
加
藤
榮

殿
‐
川
井
源
八
殿
ご
水
間
瀬
策
三
殿
。
木
下
東
作
殿
。

岸
本
金
二
郎
殿
ｃ
北

谷
典

一
般
ご
小
塚
辰
夫
郎
殿
。
゛
小
島
柴
殿
。

来
谷
富
三
殿
。
政
友
巖
三
殿
。

松
代
鍋
種
殿
、）
森
田
謙

一
般
。
中
江
種

一
般
。
新
田
谷
晴
埜
殿
。

王
子
徳
三

郎
殿
ぃ
齊
藤
直

一
般
ｃ
坂
上
賓
殿
。
佐
々
木
基
水
殿
。

瀬
古
理

一
般
。
壼
田

菊
太
郎
殿
。
宗
得
恒
二
郎
殿
、．
高
浦
吉
二
郎
殿
ｃ
武
田
千
代
三
郎
殿
。

竹
下

英

一
般
。

田
邊
信
太
郎
殿
。

築
山
廣

一
般
ｃ

柿
村
光
殿
ｃ

宇
野
武
昇
殿
。

∪
・
“
・
４
笙
ォ

殿
。
八
木
元
治
殿
ｃ
山
―――
種
二
郎
殿
ｃ
山
口
末
次
郎
殿
．
山

本
重
次
郎
殿
。
山
崎
彦
店
殿
。
義
山
正
狩
殿
。
結
城
豊
太
郎
殿
。

横
濱
市
‥―

（）
・
ｏ
・
＞
〓
８
ｏだ
殿
ｏ
　
日
・
目
。
（“α
”
″ｇ
沼
目
殿
。
藤
田
未
類
二

殿
。
平
沼
亮
三
殿
。
廣
瀬
正
雄
殿
。
紹
垣
玄
二
郎
殿
。
岩
永
信
雄
殿
。

梶
原

覺
三
殿
。
爺
漱
貞
蔵
殿
。
紳
田
騰

一
殿
。

河
鰭
達
夫
殿
。
加
山
龍
之
助
殿
。

北
澤
基
幸
殿
。
近
藤
高
三
殿
ｃ
桑
原
一臓
太
郎
殿
ご
Ｅ
〓
①生
のが
〇り
殿
。
宮
川

久
雄
殿
こ
村
上
伊
兵
術
殿
・
村
岡
齊
殿
。
中
村
房
次
郎
殿
。
り
・
Ｚ
ぼ
Ｆ
ｏ
く
殿

野
田
哲
造
殿
、
大
橋
清
蔵
殿
。
大
島
敬
治
殿
。
”
ｐ
ロ
ニ
ｏま
ぃ
殿
。
佐
伯
立
四

郎
殿
、口
佐
伯
藤
之
助
殿
■
佐
々
木
健
太
郎
殿
ｃ
下
村
重
次
郎
殿
。
〓
・
殴
ぼ
Ｔ

【８
げ
①員

．殿
ｏ
開
戸

一
平
般
。
杉
浦
晋
殿
。
高
畠
和
雄
殿
ｃ
く
Ｌ
＞
・
日
ｏ日
】Ｆ
‐

“ｏ三
殿
。
上
野
誠

一
般
、、
渡
邊
和
太
郎
殿
。
山
中
大
三
郎
殿
ぃ
山
時
小
三
殿
Ｌ

米
木
貸
戒
。

兵
庫
縣
―

阿
部
安
積
殿
ご
青
山
好
孝
殿
ゞ
朝
比
奈
静
雄
殿
ぃ
く
。
Ｑ
臨

殿
。

船
江
床
二
殿
。
後
藤
正
彦
殿
Ｇ
葉
谷
忠
二
郎
殿
。
庵
原
清
殿
。

石
井
謙
二
郎

殿
。
石
岡
保
三
殿
。
飯
鳥
庸
徳
殿
。
石
川
文
彦
殿
。

加
古
儀
平
殿
ｃ
耐
吉
志

耕
殿
（）円
近
藤
悌
助
殿
。
熊
谷
建
三
殿
。
童
薙
彊
殿
。
桑
名
芳
夫
殿
。
目
・
く
・

〓
己
８
一日

殿
。
正
垣
儀
之
助
般
。
松
井
邦
三
殿
。
松
本
幸
夫
殿
。森
月
城
殿
ｃ

森
剛
品
殿
。
中
原
繁
之
助
殿
、）中
澤
政
次
郎
殿
。
能
登
定
吉
殿
。
ｒ

Ｚ
“
Ｎ″″日

殿
。
岡
田
英
定
殿
。
大
迫
武
吉
殿
ｃ
大
歳
正
雄
殿
。
坂
田
治
二
郎
殿
ｏ

下
畑

保
太
郎
殿
。
高
城
荒
三
殿
。
高
砂
要
三
般
。
竹
下

一
徳
殿
。

武
山
良
次
殿
。
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琥 第 年 四 十 第 岳 山

間
中
長
二
郎
殿
。
間
中
儀
助
殿
。
田
中
次
郎
殿
．
田
中
孝
雄
殿
、）
富
永
恒
大

郎
殿
ｃ
津
田
素
彦
殿
。
辻
川
熊
太
郎
殿
。
塚
本
永
尭
殿
。

氏
家
竹
次
郎
殿
）

軸
・
町
。
ノ́
Ｆ
ｌ
・
″
殿
、
山
岸
信
意
殿
。
山
根
精
殿
。
山
時
敏
太
郎
殿
。

安
井

元
吉
殿

、ヽ
精
山
次
郎
吉
殿
。
由
利
三
左
工
門
殿
。

北
海
道
―
―
石
橋
徹
般
。

一
色
周
知
殿
。

加
納

一
郎
殿
。
大
井
上
義
近
殿
。

清
水
賞
隆
殿
ｃ
竹
内
亮
殿
。

青
森
縣
―

橋
本
音
次
郎
設
ｃ
小
笠
原
松
次
郎
殿
、）

秋
田
縣
―
―
―
泉
茂
家
殿
。
渡
邊
新
二
郎
殿
ｃ

山
形
縣
―
―
―
加
藤
完
治
殿
。
来
良
立
雄
殿
、

岩
手
斯
―

伊
勢
貞
二
郎
殿
。
鳥
笏
源
三
殿
、、

宮
技
縣
―

井
上
良

一
般
ご
頷
柴
永
吉
殿
ｃ
河
村
多
郎
殿
。
略
川
睡
之
助
殿
↑

佐
藤
武
雄
殿
ご

扁
島
縣
―
―
卑
川
材
二
殿
、）

群
馬
縣
―
―
瀧
川
茂
二
郎
殿
、

千
葉
縣
―
―
馬
場
善
兵
術
殿
ヾ
深
井
吉
兵
衛
殿
、、
安
川
術
三
殿
ご

茨
城
縣
―
―
佐
藤
順

一
般
。

栃
木
縣
―
―
清
水
兵
吉
殿
。
原
田
覺

一
郎
殿
↓

埼
玉
嬌
―
―
山
時
吉
之
助
殿
ご

神
奈
川
縣
―
―
―
石
上
定
海
殿
ヾ
蒲
原
隼
雄
殿
、、
永
島
重
吉
殿

．ヽ，
鈴
木
盆
三
殿

矢
野
英
太
郎
殿
ご

静
岡
縣
―
―
木
下
房
三
殿
ご
佐
藤
榮

一
般
。

山
梨
縣
―
―
縦
野
新
左
工
門
殿
ｃ
橋
本
欽
四
郎
殿
ｃ

杉
原
伊
二
郎
殿
。

長
野
縣
―
―
‐平
林
廣
人
殿
．）
久
山
淑
人
殿
。

一
柳
勝

一
般
（し
穂
刈
三
壽
雄
殿
。

今
井
五
介
殿
ｃ
石
川
源
一司
殿
ｃ
耐
津
猛
殿
。
加
藤
惣
吉
殿
。

川
島
藤
郎
殿
。

河
野
齢
蔵
般
ｃ
前
澤
政
雄
殿
。
牧
伊
二
郎
殿
。
丸
山
街
殿
。
百
瀬
亥
三
松
殿
ｃ

百
瀬
慎
太
郎
殿
ｃ
佐
藤
道
太
郎
殿
ｃ

命日根
原
耕
造
殿
。
高
橋
幹
夫
殿
Ｌ
武
田

謙
茨
郎
殿
ｃ
瀧
澤
彦
太
郎
殿
。
土
橋
荘
三
殿
。
鵜
殿
正
雄
殿
。

矢
澤
米
二
郎

殿
。

富
山
縣
―
―
石
黒
清
蔵
殿
。
佐
伯
数
馬
殿
。
佐
々
木
幸
次
郎
殿
．

吉
田
孫
四

郎
殿
。
吉
澤
庄
作
勝
。

石
川
縣
―

〓林
並
木
殿
ｃ
林
常
雄
殿
。

市
村
塘
殿
ｃ
松
方
義
輔
殿
゛
西
村
員

一
郎
殿
ｃ
大
島
時
殿
じ

愛
知
縣
―

天
野
富
之
助
殿
ｃ
浅
野
信
二
殿
Ｌ
久
山
寅

一
郎
殿
。
紹
葉
市
三

郎
殿
ｃ
伊
藤
鎮
之
助
般
。
伊
藤
孝

一
般
ｃ
小
林
良
之
助
殿
ｃ

久
野
員
苗
殿
む

村
瀬
圭
殿
。
国
本
二
郎
殿
。
佐
々
木
綱
雄
殿
じ

佐
藤
鍬
吉
殿
ぃ
種
百
保
彦
殿
ｃ

梅
村
萬
蔵
殿
）

岐
阜
縣
―

二
木
長
右
衛
門
殿
。

今
村
奇
男
殿
じ
小
野
隆
義
殿
ｃ
住
廣
造
段

滋
賀
縣
―

大
井
英
夫
殿
。
辻
川
信
次
殿
。

二
重
縣
―
―
大
西
源

一
般
。
洲
時
隆

一
殿
。
上
田
酒
吉
殿
、́
山
本
政
二
郎
殿
。

奈
良
縣
―
―
古
家
賞
三
殿
。
米
谷
彦
男
殿
。
宮
田
琴
治
殿
ｃ

山
口
縣
―

西
澤
平
治
殿
ｃ
田
村
旨
達
殿
Ｇ
山
本
信
次
殿
。

廣
島
縣
―
―
藤
井
乾
助
殿
（ヽ
中
木
正
雄
殿
（）
宇
野
太
郎
殿
も

岡
山
縣
―

山
本
徳
三
郎
殿
ｃ

一臓
岡
縣
―

伊
藤
徳
之
助
殿
。

松
本
良

一
殿
ｃ野
口
高
手
殿
ご高
椋
悌
吉
殿
じ

山
田
紹
之
助
殿
．
山
本
武
男
殿
。
山
根
義
道
殿
ｃ

長
時
縣
―

橋
本
辰
二
郎
殿
。
佐
雙
定
雄
殿
（ヽ

薦
井
縣

，―

経
団
着
亮
殿
ｃ

高
知
縣
―

吉
永
虎
品
殿
ｏ
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行 螢 月 二 年 九 正 大

愛
媛
縣
―
―
村
川
革
次
殿
。
野
原
萬
里
殿
。
住
々
木

一
郎
殿
。
高
橋
恒
麿
殿
。

谷
泰
吉
殿
゛

鳥
取
縣
―
―
土
肥
俊
殿
っ

新
潟
縣
―
―
‐
安
達
寅
松
殿
。
旗
野
雅
美
殿
。
今
泉
鐸
次
郎
殿
。

井
上
専
行
殿

石
渡
二
郎
殿
ｃ
覺
張
治
平
殿
。
松
田
周
平
殿
。
目
業
十
郎
殿
。
野
本
静
治
殿
ｃ

小
川
長
八
殿
ｃ
小
川
一
殿
。
佐
藤
定
八
殿
。
品
田
螢

一
郎
殿
。
内
田
涵
二
殿
。

渡
邊
六
松
殿
。
渡
邊
藤
吉
般
。
横
尾
義
智
般
。

蔓
彎
―

・古
賀
朝

一
郎
殿
。
野
呂
′寧

殿
ｏ
野
澤
滉
殿
。
志
村
寛
殿
ｏ

渡
邊
英

太
郎
殿
、）

朝
鮮
―
―
芦
田
卓
蔵
殿
ｃｉ
Ｚ
・
〓
・
〓
８
３
Φ
殿
。
「
Ｌ
Ｌ
Ｌ。
目
８
５
Φ
殿
ｏ
中

山
勝
之
助
殿
。
杉
本
良
殿
。
膳
鉦
次
郎
殿
。

支
那
―

井
上
伊
八
殿
。
岩
城
正
三
殿
。
梶
平
治
殿
。　
三
上
孝
司
殿
。
中
土

庄
之
助
殴
、）
大
木
良
蔵
殿
ｃ
「Ｌ
。
目
・
り
・
ひ
Ｆ
■
殿
。
田
中
秀
作
殿
。

米
閣
―
―
今
村
幸
勇
殿
。
勝
未
市
太
郎
殿
。
螢
川
良
之
助
殿
っ
山
中
五
邸
殿
。

英
國

‐―
紳
尾
毅

一
般
。
八
代
準
餓
。

○
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
壼
園
領
牧

東
京
府
‐―
―
星
野
篤
太
郎
殿
ｃ
稗
尾
錠
吉
殿
。
中
村
左
衛
門
太
郎
股
。

岡
田

元
殿
ｔ
上
原
専
藤
殿
、．
山
時
武
二
殿
ｃ
横
山
俊
平
殿
ご
吉
川
遠
勇
殿
，

事
一野

安
兵
衛
殿
、

兵
庫
縣
―
―
耐
田
門
爾
殿
。

北
海
道
―
―
山
林
過
般
ｃ

長
野
縣
―
―
手
塚
順

一
郎
殿
、）

石
川
縣
―
―
吉
岡
八
二
郎
殿
ｃ

愛
知
縣
―
―
八
木
道
三
殿
。

愛
媛
縣
―
―
漢
井
記
博
殿
。

○

大

正

八

年

末

迄

、

外

に
金

壼

園
参

拾

餞

領
牧

東
京
府
―
―
岩
村
曰
殿
ｏ

Ｏ
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
式
園
六
拾
鏡
領
牧

兵
庫
縣
―
―
橘
正
一郎
殿
。

Ｏ
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
七
拾
餞
領
牧

京
都
市
―
―
森
平
蔵
殿
。

大
阪
府
―

‐
大
手
千
吉
殿
。
回
口
虎
之
助
殿
。

○
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
式
園
領
牧

東
京
府

‥―
廣
瀬
瀧
大
殿
。
磯
貝
藤
太
郎
殿
。
野
口
幽
香
子
殿
。

大
阪
府
―

小
林
鹿
蔵
殿
。

兵
庫
縣
―
Ｉ
Ｚ
・
Ｆ
】げ
３
ａ

殿
。

来
園
―
―
西
村
武

一
郎
殿
Ｇ

Ｏ

大

正

八
年

末

迄

、
外

に

金
式

園

四
拾

餞

領
，牧

大
阪
府
―

東
光
治
殿
。

○
大
八
年
末
迄
、
外
に
金
式
園
七
拾
餞
領
牧

東
京
府
―
―
岡
庄
五
殿
。

(4)



号虎 第 年 四 十 第 岳 山

○
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
壼
園
四
拾
餞
領
牧

紳
奈
川
縣
―
―
澤
田
武
太
郎
殿
。

高
知
縣
―
―
齋
藤
兵
三
郎
殿
ｃ

Ｏ
大
正
八
年
末
迄
、
外
に
金
六
拾
餞
領
牧

富
山
縣
―

佐
伯
忠
胤
殿
（）

○
大
正
八
年
末
迄
．
外
に
金
七
拾
五
鏡
領
牧

愛
知
縣

―

村
野
時
哉
殿
ｃ

Ｏ
大
正
九
年
末
迄

東
京
府
―
―
―
〓
。
日
Ｌ
デ
ニ
”
殿
（．
伊
丹
英
之
助
殿
。
松
井
幹
雄
殿
ｃ
村
越
匡

次
殿
ご
三
階
堂
保
則
殿
し
雄
山
通
季
殿
ｃ
芝
時
安
秀
殿
じ

高
木
伊
八
殿
ｃ
谷

内
重
夫
殿

、
鳥
山
悌
成
殿
３
塚
本
文
助
殿
ｏ
山
下
雄
昇
殿
っ
Ｈ。
日
・
く
〓
Ｆ
日
゛

鳳萩京
都
府
―
―
紳
谷
仙

一
部
殿
ご
三
木
市
太
郎
殿
じ

宮
都
市
女
郎
殿
。
上
田
清

太
郎
殿
　
山
中
重
古
綾
、̈

大
阪
府

―
―
榎
谷
徹
蔵
殿
ｒ
影
山
寅
造
殿
っ
西
井
常
造
殿
。
大
中
徳
三
郎
殿
じ

杉
浦
龍
之
凱
殿
へ．
山
中
沿
二
郎
麟
ハ）

横
濱
市
―
‐
ｏ
・
〓
―
「
８
】①
殿
、）
目
・
電
ユ
ｏ匡
８

殿
ｏ

兵
庫
縣
―
―
”

レ
ギ
”
５
日

殿
へ）
有
坂
思
千
殿
ｃ

別
所
史
郎
殿
の

目
・
Ｈ
・

一）‥
二

般
。
毛
馬
新
夫
郎
殿
ｃ
小
谷
桂
三
殿
ｃ
長
野
武
之
五
殿
ｃ
直
木
重

一

郎
殿
　
岡
本
治
之
助
般
。

釆
野
善
二
郎
殿
（）
渡
邊
萬
太
郎
殿
。
山
口
賢
夫
郎

騰
　
山
時
義

一
般
ご

秋
田
縣

―
―
奈
史
環
之
助
殿
ご

宮
城
縣
―
―
角
倉
邦
彦
殿
，

栃
木
縣
―
―

濱
田
千
三
郎
殿
３
原
田
保
之
助
殿
ｃ

長
野
縣
―

八
木
貞
助
殿
ｃ

愛
知
縣
―
―
深
見
太
郎
左
衛
門
殿
ｃ
松
岡
・利
英
殿
。

村
井
徳
三
殿
。
証
父
江

重
兵
衛
殿
じ

滋
賀
縣
―

馬
場
孫
七
殿
ｃ
井
花
伊
左
術
門
殿
。

廣
島
縣
―

鳥
生
鶴
吉
殿
ｃ
　
４
・
国
・
〓
・
く
聾
ｏ
●
殿
。
柳
直
大
郎
殿
。

和
歌
山
縣
―

榎
本
住
樹
股
（）

頭
岡
縣
―

蒲
瀬
知
足
殿
。

頑
井
縣
―

大
野
源
五
郎
殿
ｃ

愛
媛
縣
―
―
松
岡
貞
敷
殿
。

朝
鮮
―
―
楠
常
蔵
殿
こ

支
那
‥―

巧
ｌ
ｏ
す
い^
ゴ
】①
殿
。　
＞
ｏ
Ｃ
。
国
の”
ョ
ｏ
殿
ｃ
片
手
重
夫
殿
ｏ
　
目
ｏ

だ
凛
２、
】の一〇り
　
鵬
【、、

○
大
正
九
年
末
迄
、
外
に
金
壺
園
領
牧

兵
庫
縣
―
―
竹
＝
龍
太
郎
股
。

富
山
縣
―
―
笹
岡
久
彦
殿
ご

○
大
正
九
年
末
迄
、
外
に
金
壼
園
七
拾
餞
領
牧

石
川
縣
―
―
油
谷
源
兵
術
殿
。

○
大
正
九
年
末
迄
、
外
に
金
四
拾
餞
領
牧

愛
知
縣
―
―
柴
山
乙
彦
殿
ｃ

Ｏ
大
正
十
年
末
迄

東
京
府
―

冠
松
次
郎
殿
。　
Ｑ
・
〓
ュ
一二

殿
ｃ
大
橋
良

一
般
‘．

大
阪
府
‥―

山
本
隆
三
殿
。

○
大
正
十
年
末
迄
、
外
に
金
壼
園
四
拾
餞
領
枚

東
京
府
―
―
黒
木
二
次
殿
。

○
大
二
十
年
末
迄
、
外
に
金
式
回
領
牧

東
京
府
―
―
濱
口
麟
蔵
殿
。
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20   PEOTOGRAPコ [IC ILLUSTRATIONS IN TEE JAPANIttE PAlV■ 。

PHOTOGR▲PHIC ILLUSTRAT10NS IN THE
JAPANESE PART。

Page

( 5)Tho hto proprietor and his daughter Of Kumanoyu
(3)nsen, at thO f00t of Kasagatake.

PhOto by Dr.M.Tsujimoto。

(6)Yokote―yama(rigllt)狙dllkenot6yama hom the ttangula―
tiOn station on the sumlnit of:Benten― yama

I)110t. by:M[ro S. ILdaka.

(38)Lake NoЮ 五 and M七 .Eachjtsan as soon fronl the
'lhliangulatiOn statiOn on the sumnut of:Benten― yalna.

A                      Ph° t・ by〕Ir° S・ H承1れka・

(39)Otakayama from the triang'ulation Station on the top of
Benten_y[blna.                Pl■ Ot.by:MLro So IIidaka.

知



PRINCIPAL ARTICLES AND PLATES IN Tコ臣】JAPAN.ESE PART。   19

TIIE JAPANESE PART OF THE JOUBNAI,.
The principal articles in the Japanese Part of this number

&re :-
Ascents of Kasagatake and Yokoteyrlma, by Dr. M. Tsuji-

mok).
From the Diary kept during the Trip in Kytrshtr, by Mr.. TT.

Yoshioka.
An Asceut of Shirasuniuyr.rrna, on the Boundar:)' lrctrveeu

J6shtr, Echigo, ?nd Shiushtr, liy I\{essr.s. T. I\{ori and S. Triclaka.

*"lplure of }rountaius, bi Mr.'T. Tsujiur,ra.
Kanotoirva and Gozen-ya,rnEr,, pt. T, by 'Dr. r{. Tar,keda.

PL▲TES IN THIE JAPANESE PART.
Facing pagc

(8)1。 Kasagatake from Mmzattte.
Phot.by Dr.:M.TsuJl■OtO.

2。 The ShI・ ine dOdicaね d b Hiyori Tengu tt the summit
of Ka,sa,glatakO。

3. A viow towards S.Eo frOm a spOt near Onsenii at
Shibu, induding Mt.B6daira(left), KasagatakO(middlo),
Ko―gasa,and Nakagurayanla(五 ght).

4。  YOkOteyalna viewed from near Suzu五 kawa.
5。  Kasalgatake frOna the ttLme slド )t als abOve.

2-5, ]PhOt. by lE)r. II. 1lakedal

(40)・ 1。 KasagttakO fЮm the shinsha sid0 0f ShibutOgp.
2。  Kasagatake viOwed frOm Shiranesan Over tho Ridge

bet、veen J6sht and Sllinsht.
3.YokObvama as seen froln Shiranettan over the crater―

lako Midttga■na.   1-3,PhOt.by Dro M.TsujimOb.
4.Kasagatake and Kogasa frOm the wesおm end of

Shibuttge・          Photo by:DL H.Takeda.

(73)1。 BOnten― yama宙 Owed from the nordh― eastern shor0 0f
Lako NOzOn.

2。 .ViOw tOwards So frOm:Nemba″ nka.
3. :E」 ako Nozon ttt seen frO]m a saddle betweOn BontOna

yama aud ILchikon― yalma.

4.Lako Nozo五 ,f■om its sOuthern end.
5.▲ somewhat dmil田:宙ew.

川 by n.so nd山 じ。

■9
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ｌ
上 NEヽ アヽLIEllBERS.

p&y$eut of Yeu 2 for feo. Abseut I\fernbers may keep Clu}
F{gS ;_tgg1l o9t pay subscriptiou ; shall not get 

-noy ^or the
Club's PublicationJ; are not privileged to be piesent "t any ofthe Club's I\{eetings ; uor aro they- entitled t" vots. Wt 

"oretunred tlley--should pay the arreais for the period of absence,
tund' theu shrr,ll receivd tire Club's Publications iisued during their
absence- frr case thoir a,bsence be prolonged more thai'three
ISnl'*, thev should resign rnembershiip, rrr.ii return the Club
PndS?. ff,. - howo"9*, ttrey _wish to ,"joi" the Club hereafter,
!1,"y -have JI" privilege- o-f 

- 
being adrniited through iln intr.odrrc-

tion by a, Meurber of- the Councii only.

m 4U pa,yments !" the CIub &re to be merde through Postal
Transfer Account, which is the safest and simplest *"yif remit-tinq money at horne, 

-9r. 
py p. 

-o. o. payabld iu T6[y6, 
-;h;"

sent from abroad . I'{eith.ir cash_nor ctirqurs (},t.e acceytt/cl.' IVn"r,
sendiug mone)' th.roug\ Postal Transfer ^A..ount Li"atj &dd S""1 to the arnount intended, this .being the fee for ,.gi*trotion of
the surn at the Postal fbansfer Accclu'-nt Bureau.

NEW MEMBERSe

Tllo f0110、ving no、v ■101nbers llave boon adnlitted intO the
Club in iNovember:__

鴨謂
珀.Emiけ Smdlo Elwin,sasugtth6 7,Kdshkawa_ku,

鴨 k∬
rO n■ ne hVり Ⅷ lhamS,IOtol Cen皿 ,12,Tsukil,

Mro T.H.Ro Shaw, cわ MOssrs.Butter101d&SwiЮ
,馳 袖曇五.

ME]M[BERS EXPELLED.

Carl ThOrn・               0。 F.MocOck.

18



PitOCEEDINGS O「 T」日:E CLUB. L7

PROCEEDINGS'O}' TIIE CLUB.

Tle Sixth Crdiuary lleeting was held at the Kaik6eu, Shi-
lritlzuclani, K6jirnachi-liu, 1'6t y5, on Nov. gth, 1919, presidod by
1\1r. I. 'Isujimrito. The follorving lectures wep- 8{e1 :-

On the Cuitivation of Alpine Plants. . . 1\[r. I. TsujimqfS.-
A Clirnbing lYip nea,r o,rra oyet the boundary between J6shtt

and Shinshtl . .: Dr.^If. Takecla'(illustrated with about- 70 photo-
grephs).^ 

Tiventy four ureinl:ers and fir'e guests wero present'

An arnendment of tlre ruies regard.irg the Ordinary Meeting5
wa,s mado by the Oflicers a,t the }leeting ]reld on Septembor Tth
as follows:-

Or<iinary Meetings &re to _be held on the fir'st or, wheu de-

sir.able, secdnd Sunclays in I'ellruffi')', June, September, and
November.

Each time they meet at a place rvhich the Officer ou duty
considers to be suitable.

IlIembers ar.e entitled to bring or iutroduce theier fr{,ends asl

eruests.tlJv 
According to the meeting-place etc. a small sum is collected

from each person preseut.
Each fueeting is manhgecl by the Officers in turn.
IVlembers wh6 wish to receive a, notice before each lVleeting

.should send their nemes to the General Secretary.

The Officers havo decidod to cha,nge the design of the Club
Badge. Tho new Badge will be ready -{or distribution Fy^"opy
Aprll. Members &re iequested to soud back their CIub Badge

for exchange.
I{otice" is hereby given that Badge bgi"S the Club's prgnertX

and sent to each m6mber on loan, rnembers a,re particularly re-
questod to be cueful not to doT?Se .nor lose it. In case a

B"dg" gets lost, the number should 
- at once 

'notify the General

secrEtaf of the matter, *ld request hirn, on payuent of Yen 2

until turther notic,e, to sond, & uow ono.

Bye-laws regarding Absent Members havo been provided for
by the Officers as follorvs :-r 

Members who ille away lnoro than twelve months **y-, at
their request, apply ho be registered as " Absent Membors " on

L7



■6 CLUB LIBRARY.

CLUB LIBR▲ RY。

■11ho fO110・ wing pubhcatiOns have been added tO tl10 club
Library since SOpね mber 1919:… …

The Canaぬan Alpine JOurnd,V01.X.   Ban■ 1919。
Tlle nfOuntdneer Buneun, V01.IX,INos.

10■13.                      Sbatt10,1919.
The:Bullettn Of I)=・ ai五e(■ub, :Nos. 87-90. ChicagO, 1919.
TFa■ and[EInberline,No。 16.         Denver,1919.
Tho Mid_Pacttc ]MI苺 rattne, Vole XVIII,

1ヽTos. 4-6。                           IIonolulu, 1919.
IIrd―工」Ore, V01. XXI, ]No。  5.             ]、 Te、v York, 1919.
IIlhe Alpine JOurnal,v。 1.xxxII,No。 219. ]London,1919。
The ScOtttsh■ IOuntainee五ng Club Jotrnal,

V01。 XV,No.88・             Edinburgh,1919.
The GeOttraphiCal JOurnal,Vol.LI V,Nos。

2-4。                       LondOn,1919.
ndpina, Jahrgang 26, Nre S-10.          Genさ ve, 1919.
JahrbuCh deS SCh｀ VeiZer スLIDenClubo Jallr―

gang工」III, 1918。                    Bern, 1919◆
I.ra 1lontiagne,151ne Ann6eハ No.137.   :Pa五 s,1919。
SVOnSka TILiStfё reningens.A_rsskrift, 1919。   Stockh01nl, 1919.
Butletti del Contre ExcuFSiOniSta de Cata―

hnya,Auy Xxlx,Nfn■ 288-296. Barcebna,1919。
エノIICho des Alpes,551no A.nnご 0, :No。 5-6,

7-8, 9-10.                       Genave, 1919.
Revuo Alpine,22e et 23e Ann00s,No.1. Lyon,1919.
The Annual iReport Of the TOuttst and

Hoaltll Rёsorts I)eDartlnent.New Zea_
land, 1919・                        W・ elhn310n, 1919。

l1lhe」口曇nual of tllo MOuntain Club Of SOuth
AfHca,Nb.22.                Cape TOwn, 1919.

The f0110wing b00ks have been pre(Ю nted tO the Club
:Liibm7:一

J10hn II. マ7ilhams――Tho YOsen五 te and
i惚 Ⅱigh Siena,(Seatte,1914。 ) By M.YaJ,Esq。

Edward Wh▼ ]m“r__How ib use Ane‐
rOid B岳 o五bter,(London,1891。 ) By Reve Walttr Wesbn.

“Beu Goat"一―I証巌a,VoL XI,(K6be,
`1919・)           By Ho E.Dautt Esq.
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FIRST AID lN TⅡ E L10UNTAINS.            15

、、ァas fiol田t appendicitis.  It t。。k I)lace in octOber 1899 in thO

uplpF Engadin.
Giovanni lSegantini 、、「110 although only fourty years Of age

、vas alleeady recognised as One of thO greatest scenic paintors of
his tillle Was painting the IIlagnilcent mOuntain SCenery frOコ

R

LIuttos IIuraigl. living in an alっ ine hut 2800 metres above Sea

levelo Ⅱo wどこ
′
taken｀ LuddeDtty illi but nlanaged b Send fOr help

allcl lny cl五 ef iE)r. Bernhard ヽヽアent ul〕 and found l五 s COndition so

se五。u、 that he rem五 ned with hinl◆  A few days later a nlessage

re[、uched HЮ :  `:日:urry up llere as quickly as possidle and bring

everything nebessary for an appendix 9peration.'
Two lnedical auth。 」比ies of world widO repu七 [洗ion,I》 rofossors

Erb and Neis“ r llappened to be Staメng in St.■Io五tz as gu9盤 s

at the tilne and they、vere also slunn■ Oned.  Neisser, hiHISel a

very g。。d.nountaineer, decided at once t()accompamy lneo  I王
o

set a tremendous Pxo f∝ t1lose 1000 meteS ttCe武 frOm POnt~

Ю sina to the prinit市 e htt On Muttas Mur」 J,OCCuが ed by p00r

Segantini but unfortunately t1lo suml1lonS l■
ad come too laね 。

G‐ eneral peritonitis had in the lneantilne developed and the pa・
ほ―

ent waS in tllat 1lopeless護 )Ptic conditbn when eVen the physic飢

suヨbringヽ vas passed, mOreovel・ owing to the altitudo we found it

ilnpossible k)raise the tenlperaturo Of t1lo interior of the hut to
lnore tl正an three dё grees al)Ove zerO,a tOn■ peratuFO in itSelf 

°
W'liCll

、vOuld ha、7e been fatal t()the success Of such an opFauOn・  I「he

l、「h010 uppcr:E.ngadin 、'as already decPly耶 アrapped in its Vヽintry

lnantle of sno、v and tlle air、vas pregnant WVith that intonSe light

of the high■ titudeS in Winttr On a CbudleSS day°
cP。。r segantini was stm GOnSCiOuSe``VOgiO Veder0 10 miO

mOnhgne''``I want tO See my lnountains,'' hO Sttd fainly.It
、vas a pathetiC ]【nolnent。

We gently raised llilnヽ
'ith pillo■ 'S until the I《 ings of the〔 Ю

sulnnlits :Piz lBernina and I)alu. lunlinous beVOnd descriつ
tiOn.

apl卜)ared in the httle 、indOW Of t1lo hut facing his cot,~a風 ld

w競h thesO glo五 ouS Peaks whicll he loved so we■ before his fad―

ing eyes, the great ■laSter died・

食g。 8 afねr Wafbasse: S11]rgical Treatnlent.
(・鴨戸.B.Saunders{Oo。 ゝ

thQ Othe露 証樋r Elitton: Fittt Aid in Emergenciese
(mppincott Co.)

15



14 ゴⅡIST AID IN TEE MOUNTAINS.

stretcller or litter, but a good enle■gencv litter can bo fOrllled

witll a Cllair(6g。 10)・ 01・ Witll tlle aid Of tWO COatS and tWOt
poles.Turn the sleeves of the coats inSide Out,が 震e the COatS

on the g10oulld ends reversed, that is, tail to tail, run t1lo POleS
tllrough tho sleoves,and button up tlle coats having the buttoneCl
■D sidO underneatlle  A blavnket and t、 、'o ooles Can be 11lado to

serve the sal二 e purpose (lg。  8) 1)丁 rolling in the ends of tlle

blallket to the pdes and as addi伍 onal security,tying the extIoenl―

ities of the blanket to tllё  l)oles.  In undressing an illiured nlan,

slip the sOulld hlnb out lrst or ril)the garment up the seanlS
Or cut theln.

I llave conined.I11、「self so far to surρ〔iCal lesions, as real ac―

cidents are slrgicd catts,but sometimesludden iDtteinal tl,oublos
assume nearly the imiportanco of accidents and Ю quire imnlediate

attentione The l・
・

eanS here are Sinlメ e:fOr feV∝ S,reSt and liquidS

only,asdsted by a feW dOSOS Of aSが 五n,a remedy WhiCh iS alSO
useful for headache, earaclle, toothaclle, rlleumatisnl, and 、vllicl■

is alⅥ 72、ys 、、'01tll being carried a101]g tOgetherヽ Vith a fe｀V laXattVe

が1ls 01・ sdt and sOme Dover'sP(Ⅳ ders to sbp diarhoea and
cOuglle

lt is Of gTeat ilnpo=tance not to confuso indigestion and

IЭ
tonlain poisoning Caused fronl eating bad lSh or cannecl lm.eats

that have becolne spoiled, 、'itll tlle lnore sorious abdOIninal C0111-

Plaints sucll aos peritonities, due to intesttnal perforation and
l〕
articularly with appendicitis.An the∞ thmgs OCCur occasion―

anv・with the suddenness Of a catastroDLv in the]mountain.s and
、,llile in t,he cavse of t1lo last named, absolute rest and starvattOn

o豊そ)rs tho onけ 110pe, SiI・1がe indigeStiOn and PtOmain pOiSOning
dO better if a good alnount of stilnulating 1lot liqlnds, tea or
colbe, are a1lo、 vod, and laxれtives are given◆  In cases of appen―

dicitis the giving of tllese latter things has caused the death Of
nlanv a lnan vヽhose life ■vould llave been SaVed bV rest and
absolute abstentton even frolu liquidse

All the"comが五nts havo_in coII■mon: nau∞ a,vomiting,

Pain pa1lor, f五 ntneSS rrOStratiOn, Weak pul∞, and SOmettmeS
conapse,but in indigestion alld・ food poisoning the pain is usually

Of a cOlicky inttrl:I■ ittent chatacter,whcll is relieved by pressure
c)n the abdoI■len,and usually diarhoea,sets in,and the condition
shows a tendency to imp]Ю ve.

In intestind l「 )」oratiol■s tho p五n is extromdy dお hessing

Ond conunuous,pressure is l.nbearable, and in appendidtis the
p五n uSualけ 10CateS in the五ght 10Wer abdOmind quadrant,bebW
the lovel of tho navel and there is っronollnced tenderness and

muSCd鑓 五gidiサ in thtt ЮJOn,and a HSing tem:"賜tuЮ・

The lnOSt traJC death 1 lmVe eVer WitneS∞ d in the mOunt五 nS
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care lnust be takon in hal■ dling tho palt。

The hanspЭrt of iniured peOメ O iS dヽVayS a dittCult queSEOn

and it is nOt二 1、vavs th6 、visest tlling tO ]i110Ve a patient at any
price,as c田Olessむansp∝ t may quiCkけ tranSfOrl・

・
a Simメ Of・ bC―

ture‐into a cOlllpound 3ne,sharp endS Of brOken bOne n■ yヽ pi∝Ce

the skin or evei a bloodvessel anCl there iS danger bOth Of in―

Fig.9。

fection and henlolThago.
I:」et hiln recover solne―
、vhat and try what ho
can dO withOut help or
、vith gentlo assistanco.

Internal lesions get
worse by jerky move―
ments。   :For these tho
best pOsitiOn for trans―
porti is whれt surgeons
know'under the namo
of Fowler's:half si憫 肛ng
with bent knees and
hipso  There aro .ways
fOr t、vo men and even
fOr OnO man to cary
another one 、vithout a

FIRST AID IN THE」ⅡOUNTAINS. 13

be tied to its healthS' companion
or & broken surm to the chest.
A splint mtist be applied or
two or moro sides of n broJren
extremity aud ahvay s reaclr
be.youd. the joints alrcx-e aud
belolv (fig. 9). The best posi-
tion for the lin:b is tlte one in
rvlrich the patieut suffers least.
In ccmpound fractures where
the shin is toru or piercecl rvith
somotimes fragruents . of boue
sticking out, ; clressing is of
course necess&ry aucl special

Fig. 10.



12 FInST AID]いこT:HE L10UNTAINS.

t、ing uD of the extlSeinities as nlentioned above are abOut the
o」ゴКおurces you have.If the patient gets vew thttty from
10≦ Of b100d,~it wOuld be cruel tO withh01d hquid iOm i巨 m,
eVen at the riSk Of inCreaSilDg the b100Cl preSSure, but giVe hiII■
aS litde aS lDOSSible, and theFe iS n0 0bieCtiOn tO SOH)e alC01101
then.Fortunately all tl■ ese alarining accidents tte very lnfreque量
in tllo Alps。   IC〉f lnuch mOre cOmlnOn Occurrence are bFuiSeS,
sprains,disbcations and fractureso For simメ e bruitts the ap‐
1っhcatton of a cold、 vatere alcoh。1。r oil colnl)ress、 vin su“ice. IThe
6ther thК e conditions alo not alwavs easvね distinguish f.。 m
each othel・ even fol・  a surgeoll.  A fracture llear a]01nt looks
Very lnuch like a bad spr〔 五n Or dis10cation, and as a matter Of
fact they are soIIle伍 mes combinede Don't try tO nω 正ke a diagト
■OSis by llandhng the p00r宙 ctiln, as you wi1l only cause hm
a lot of unnecessary s・ ■■bring, and the lx rays can laり ter On sett10
tlle theoretic side of tlle questiOn ¬「ithOut n、̂ uch discoHlfort to

ス

ヽ

′
ヽ

Fig. 8.

the patieni. - The paiu ean be slighily relieved by hot or cold
compresses, fracttues do better undei coid applications, and, if a
sprained. ar:kle feels worse under a hot cornpl6ss ther.e is a strong

t2
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FIRST AID][NT.HE I10UNTAINS. 11

forcetl flexiou can a,lso be a,ppiierl to tlre irip a,nd.. tlre knoo inlrct
rvill stop heruort'hages
below these parts.
(fig. 6.) Another
method is the tourni-
quet, or & kincl of
Spanish rvindlass easi-
ly extemporisecl rvith a
strip of cloth, a rope,
any bandage tiecl
round. the limb with
a stick thrust uuder
it and tightenecl by
twisting it tiil the
blee“ ng StOp。 (lg.         Fig.6.
7.)It ought not b
stay in placo longer than two holrs on account of the daonger F)f
gangrenO.  I.10rヽ VOundS Of the SCalp・ Where fOrCed ■eXiOn Cannf)t

be apphed tllo bur五―

quet 」ound tho heacl
is useful.  I:[there is
a SuSがCiOn Of inttrnal

hemorrllage,   tourni―
qllets at tllo base of
tlle  fOur  extremities

win keep sonlo reserve

blood  in tlle hl111)s
and reduce tllo pres―
sure in the intern組
sysね m.

If fainting ancl
shock occur,leave the
patient  alono  in だu

cOmfO=協ble ps五on,

as  lnature colnes to

|

だ

Fig.7

his assistance .to relieve the p*,in aucl hlood pressure. Dou't
interfere by trying to prop him uP, rulfiln-g him, or. pour{ng
brandy dorvn tiis ttrroat, juit watch Lim. If he comes too, tht'ut

is the time to give hirn sornethiug, strong coffe9 oa tea is best,
brandy is rnore a narcotic than a stirnulant, _but ma.y $rYe i-u

feelin{ of relief ancl keep ttre prrtient quiet. If Jre_geti worse,

and. tlr" pallor increases, tf,e pul# becomes rveaker, he beconres

restless, $asping for breath a,rra so forth and the situation trecornes

critical,' t"herL iJ internal hemorrhog" ,ulri.h the giviug. of stimul-
ants rvould only make worse. fn this case absolute rest, the

11
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10 FIRST AID IN TEE MOUNTAINS

quadrangultt pleCe Of C10th f01ded OnCO dittOnalけ (lg・ 1・ a)

コれkes a triangdar・ bandage useful br nearly any purpose,such
器 an ttmsling,or f∝ the ttessing of extrenlities。 (lgs.2,3,
4a,b,c。

)

■l four tailecl bandage can also oagly be lllれ de and is useful
for the head 御亀Q. 5.)and a lnan、ア tail―
ed oneおr th8■ un止

Siualler clre_ssings can be easily
kept iu place by strips of adhesivb
plnster. Eyeiy ryouucl rvhich cr,nnot
be fi'celv expcsed. to sur] and, air. needs
rr clressing for protection against
chernical antl meclmuical injury, aud
in cleeper wouucls also for the arrest of
hemorTha,ge. 

3

If there is & g.eat deal of bleed-
ing try first steady pressure with &
iranclkerchief for instauce. The patient
must be kept as quiet &s pcssibie and
rnust have no stin:ulant as this in-

creases the ^blood pressure. I{o swabbing ot' mopping of the
bleeding surface &s this only rem,oyes the small bloocl- clots form-
ilg to seal up the bleeding vessels. In puncturatecl wouuds i,r,

plug ma_de frorn some cleau material m&y be pushe,C hard cloryn
and be lep! in pt?cg by & tight bandage, plugging rvith a strip
of linen ancl a, rnatch or .3 pencil, if g""t* done,- rvill also stop
obstinate uose bleeCing, if a clotlr lwrlng out of cold ',y&tel. hel&
against tho nEupe of the neck or a roll of pa,per put between the
upper lip and the gum are not sufficient.

If bright red blood spurts from an artery siinple pressur.o
soruetirm.es is not sufficient to stop the hemomhage, so the artery
musb be compressed above the wouncl. You find elabr>rrr,te.in-
structions in first aid books about the different spcts rvhere the
ffnger c&n effectively compress the main arteries, but I doubt
whether a,nyong- rvithout eny anatornical and surgical training
9.&n- ctlTy out these instructions ancl if he can, that pr€ssure
Iimitecl to a, .""Iy sruall &rea soon becomes quite unbeaiable to
Ile .pati9qt, ard is also yery clifficult to ruaintain for the operator.
Fortuuately there_ &re othef ways of inclirectly srrppressin[ circu-
Iation. The brachial artery in"its upp; poru ,..o!'oo th6 inside
gf.t\e SPper &rm, & pld in tl,g o1*pit f6rme,il from & rolled up
towel for instance n'ill sbop bleediu! lower down, if the &rrx, at
the same time is tied firmiy to th; chest. Lower down the
*Ety_ ca} be offectiv"ly compressed by forced. flexion of the
padded elbow nraintaiued by - * bandage. That principle of

10
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FI:RST AID IN THI】 IIOUNTAINS.

them aloug aud they are geuerally left behind, just on that
particular occasion 'u,heu they ,l,re rnost needed..

Fortuuately ch'essings aud banclages ctun be estemporised,.
ArU' atticle fresh frou ths laundrv, u,hich has not been handled.

9

\t '1r. I/

Fig. 3.Fig. 2.

l'ith clirty fiugers, may be considered as surgically clean : Iland.-
kerchiefs, 'shirt-*, and other und.errvea,rs. The mere boiling of theso
things would makg thern absolutely storile. Cotton lyool should.
not come into direct coutact with wounds a,s the fibres are very
difficult to remoye afteru,ards. It is useful for padding the dres-
sing, even'Japanese paper might be used for this purpose a,t a,

pinch. Baudages to keep the dressing in place m&y be im-
provisecl flom neckerchiefs, bandarrrrirs, furoshiki or cloth. A

b c

Fig.
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8 FI:RST AID IN THE DIO‐ Iヽ TAINS.

There is also not the slightest use iu lvashiug theru witli
autiseptics, but if an-y rnechauical cleaning seems aclvisable, the
best thing is to pcur some clean water over thern, Stugeons
Iike what \ye call physiological saline solution for the purpose of
irr{gating rvounds, that is, simply boiled u'ater rvith about a
teasElonfull of table salt to a, quart of liquid. lYouncls in con-
tact- rvith clothes ancl particrilarly chafed feet ula) ueed au
antiseptic. It is in fact advisal-rle in the latter case.

There are solne yer)' good autiseptics in solid frrrm vi,hich
hare the advantage of being easy to carry, the most useful of these
being boracic acid, chinosol, and pema,nganate of potash, the last
naured being rery good as a, local applicatiou iu snake bites.'When ouee r\re can obtain out here the hypochlorites rvhich ryere
so widely used duling the War, in solid fonn, they will be
iuvaluable, being yer)' efficacious ancl non-poisoningr Bichlor{de
of . mercury (corrosive sublima,te) is porverful l-rut & claugerorls
poison, carbolic acid rnust uever be used for compresses on fingers
or toes as it produces €Iangrene if left on too long. Tincture of
iocline tbnns a vely effective antiseptic paint, but if the bottle

brerr,ks iu the luggage
or the cork perishes, it
ea,uses geuera,l destruc-
ticn. Lysoforrn is a,

goocl liquicl antiseptic
and Yely useful in ad.-
dition Ers & protection
against iusect bites, and
as & meruns of stopping
the itching caused. by
these troublesorne things.
Alcohol, rvhisky, oils and.
fats are of value for

b

Fig. 7. compresses, and. pu1'e

sects from the ea,rs if a drop or two is ,".ltti"-"i'ilt"tl.TiT: 
tT

knife or needle c&n be readily cleaned ancl disiufected by thrust-
iog it several times tlu'ouglr & rvet, rveli soaped towel or rag, or
iuto & cake of wet so&p.

I have nrentioned, all these antiseptics because one or more
of them is usually to be found in en:ergency outfits, but I think
in the mountains they are seldom required. Talking of emergency
outfits, first aid packets etc. these irre theoretirofly very ,!"fol,
but if they_ really contain dressings and baudages sufficient for a,

maior accident, they a,re bulky, and as there is fortunately yery
seldom any use fof thern ou ; t"ip, people get tired of carrying

8
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FIRST」 IヽD IN TEE■ IOUN・「 AINS, 7

FIRST AID I:N・ Tコ:E MOUNT.AINS.

Talk at d )Ieet;tng of the Foreign, Jlembers o.f the

Japanese Alpine Ctub, in, Februarq 1919.

DR.PARAVICINI, J.Ao C.

TT iS nOW juSt tWenty yettS SinCe I Wtt W∝ king aS HOuSe Sur―

■ geOn of the Engadin Distdct:Hosが t」,higll up in our moun―
tains,perhaps the``1lighest surgicd pOsition''in Europe,1800 na.
abOve sea level, under a very good chief surgeon, E)r. ]Bernhard,
who had lnade a speciality of emergency surgery and published
a very useful littlo bё Эk on tllis topic, no、 v unfortunately out of

I)rint and not in l■ v POSSesion.
The Enga(五n, nOw within easy reach of London by the

excellent Engadin iExpress, had no railⅥアay connection in thos疑〕

days,but■ vas already wOrld fanled for its scenery and p■ rticularly

for facihttes for、 vinter sports.

ThO valley, at an dtitud0 0f nettly 6,000 feet,was soln針
tilnes isOlated fronl 七he rest of civilization by enor】m,ous qてlantities

Of snow..A trip up there,always a long ancl somewhat strenuous

わurney OVer mOuntain paSSeS,fOr StrOng and llealthy perSOnS,
but practically impossibloお r otheК .

■LmOngst the 〔
「

eat number of sportsinen and lnountaineers
、vhO 、vent there, accidents of all kinds、vero not infrequent, and

there being no other pl“ e to go b,they dl calne beforo the
surgeOnS Of the diShiCt hOSが tal fOr heatment・

1ly chief, Dr。  ]Bernhard later lnade quite a nalI■ o by his
pioneer work on ttettment by su」 ight.He was a keen observer,
and it struck lliコ t how wdl wounds used to l■ eal in the lnoun―

t五nso Sunlight contains genmcide rays;they are of the ulttL―
violet kind and have d量貴)rent cholnical actiVities 、vhicll they

exerciso freely in the puFe and thin ailr Of theSe high altitudeS,
、vhilo in lo¬ アer reglons these rays having frst to Pass tllrough a
considerable thickneSS Of ELtlm,OSphere Vヽitl■ all itS ilnpuritieS, 10Se

much of theむ lleaung propertieso The punty and dryness of the
lnountain air alone, without that special acuon of the light rays
wOuld favour 、vouncl heahng as tlle nuim、 ber Of ger]田 LS Of VヽOImd
infection moreover ih high altitudeS iS eXtremely smを 組e Super―

■cial w。 1.nd.s、vin therefore ta,ke care of themsel▼ es and need no

sipecid .Π leatl・ nent as long as they aro oxopsed to ai=l and s1ln.

7



6 SCRAIIBLES IN TEE SOUTHERN JAPANESE ALPS.

]]hese ``stvlnies'' lvere vヽet allc1 9Teasv fronl the continuous rain,

and e」bctually masked by rank vqgetation.Ths was one of the
ⅡLOSt tT・ 減ヽng′ deSCentS Of a big I110untain it llad eVer fallen tO the

lot Of tllo 、vl・iter tO eXIDeriellCe.   Nee(lless to saty 、ve 、vere all

more than 4ad tO reaCh m∝0 0pen COunhy in the Shape Of樋 0

五ver's bank.  :日:ere 、ve had lunch, perched on the rocks hke
cornlorants, ■vith the rain coHling dOヽvn in tol口 lentso Wo pushed

on tbrough sheets Of rain b七 1lo onsen 、vhich haven of rofug。

■、ァas reached at 3.10p.n■ 。 after many perilous Crossings of the

n。、v s、v。llen and turbulent iK:Oshibuga、 va。   lVe therefore cros〔Юd
this strealn n0 10ss than 108 tinles in t1lo 8paco of fOur days
、during Our twO attempts On The Red ROck Mountaine A few
hundred yards froln the onsen our g■ lide caught a、vicked looking

rnalnushi by pinning its head doヽ vn to the ground betヽ veon the

stones 、vith a long bamb00 stave.  This snれ ko 、、アas a bright red―
bricl( colour 、vitll a rat taoil.  IIe took it t() the onsen alive,

、′here l.e ki11。′d it and s01d it t0 0ne Of tlle party fOr 20 sen,
lvho eventually ate it in slnall holneopatllic doses 、vith a vie、v

■O dOul〕t Of secllring for hilnself lnore strength and beaucoup de
collrage.

The fonowving nloTning th。  、veather、vas stin anything but

set fair, being dull and sho、very; vヽe therefore decided to say a
fond farewen to th。 。nsen,嵐1.d the。ld mall and his bdOngings,
as it was httdly good enough to llang round for、 a day or"
10nger with the view Of trying t()scalP AIbkawadake and IIiga―
shidakec  ]日 :o、vever soon ぶter reaching Okawara there was a
,challge for'the better, and 、ve pllshed on in the afternOon fol・
thO IchinOsO_tOge en rOute tO IttHl■ ikOclli Onsen and Kasadako一 ―

the :Peak of tho ulnbrella。  lv・e paid oifr)the guid。 , and the
c001ies at Oka・ w[bra, hiring sol■ o pack horses to ca]『 'y our im―

pedinlel■ta  WVe gave the fornler a good tip as he、 vas a very
£ne specilnen Of a guide。  ()nO of the carriers一 ―an old lnan to
whOm Vヽe had JVen the niCk name Of``ThO H:umOuriSt''a・ lSO

went away repicing,and he thaЮ ughly deseTved all that was
cOⅡling his 、ァay, as he had been the life aund soul of the expedi―

tiOn under mOSt缶 メng CirCumShnCeSO He WaS αaCking jOkeS
up tO tl10 1ast nlinute, and his pa」 肛ng 、vOrds 、vere:一 ―̀`May you
cOmo back to chlnb the nlountain ten thousand tinles.''



SCRAIIBLES IN TEE SOUTmRN JAPANESE ALPS.

yoshi Goat outside u'ith the gui'.le rrnd tire goriki ruust have fuacl
a rery poor time of it indeed. fn a thick driving mist whicfu
soon soaked^through olrr clothing wo lqft th"_ c&mp the next d*,),
(26tI)_ ar,t- 6 20 rL.m. After climir.g & short distance raiu began
F _fall, but a,s \i'e \vere alieady very wet we decided to go on
feeling like the feamous general iu ancient history who had hurnt
his boats behincl ltirn. So the motto of the d*y was " Nil des-
perandtlm," though if the truth must be told, the clei:k of the
weather came iu for his fair shate of vituperation - in fact the
air t"igh_t have turnecl l;lue from the a,mouut of blasphemy that
was hulled. at him. This outbur"st of superheated and super-
fluou.s steam rnust have had. sonle effect, 

- for &s soon as we
reached. the final ridge the rain stopped. To the peak of Akai-
shisan \ve hacl to clirnb one ri, negotiating several smtr,ll peaks
on the way to our goal. This fiue nrountain much resembles the
farnous 'IVhite Ilorse Peak-shirouniar-dake - in the Orenge gl.oup
iu the l{orbheru Aip,s, in &s rnuch as on the east side t}re ridgo
along the sttmmit falls ir,rvtuy iu steep precipices for thousands of
feet, rvhilst ou the 'westerr. edge there are tang'lecl m&sses of the
ubiquitous hairnatsu, aand laige p*,tches of red rock, frurn rvhich
Iatter the rnouutain ta,kes its Diuule. The clirnber has thereforo
to_ keep tr the knife-Iike f iclge all the Tyay to the highest poiut.
lYe reached the top of the peali-10,2(;0 ft.-at 8.14 & m. with
a ternperature of 50" I,'. ou the theunorneter, and. iI bitterly cold
n'iud. ltlou'iug from. the uorth'arcl. A tiuck mist swirling 

-round

us like rln enormous phantom enveloped us iu its folds, and the
BIue_ Drago"-ly for one felt like & lost soul oil his \yay to the
Land of Shades. A photograpii was ta,ken, but iu such weather
it is hardly to be wouc'erec1 ir,t thtr,t the negative was not very
much of a success. After this rvith another curse or tryo thr.own
,rd the n eather rr e made a bee line for the onsen for the prospect
\ya,s absolutely cheerless. Picking up our goriki below tEe 

"idgewe rnad.e er,s nruch haste a,s we possibl.y could &s the weather
lrecame stqldily_ worse, raiu falling most monotonotrsly in hoavy
shorrers. 'W'e dropped dorvn to the hee-clad spur 

- in Coubl-e
quick time, and several horvling croppers haC to be recorded-
This was in the days before the Bell- Goat irnported the clou
Tt'icouni fronr Switzerlaucl. fn 

'fact 
more than uiusual care h&d

to be taken to avoid accidents. The Blue l)ragon-fly's ice-axe
from Chaurounix came in mor€ than useful in the- way of a third
I"g. Fallen timber in every kind of state of decay had to be
legotiated with caution, whilst the half-hidden roots of huge
forest trees covered with moss and lichen had to be carefully
avoided. Between these roots there were some large holes rvhich
formed. & veritable leg-breaking t*op for the hasty and unwaly.
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4       SCRAMBLtt IN TEE SOUTIH,ERN J▲ PA'NIE瓢]AI」ES.

gOt a g00d Vi10ヽ7 0f A」raka・wadake the nliddlo pealく on the A:kai―

shi range. Just be10w us the A:rakawazalwa runs into the river
、ve hacl iust ascended. Aftttr a rost for lunch、 ve began the real

clil■b、vLich is lnade on the ridgo of an extrelnely steep spur of
the lnOuntain cOvered 、vith denso forest vegptation。   亜lrequont

llalts hadも。 be nlade in order to an。、v the c。。lies 、vith the
ilnI〕eぬmenh b CatCh up With uS・ In manyメ aCeS llandS and
ice― axes w∝e heeけ usedo At a height of 9100 fto we 30t clear
Of the heO ZOne,and gOt intO haimatSu Or Creeping Oine COuntry・
Luckily there was not much of ths, and then calne a hard
SCramb10 up a Very Steep S10peメ entihlly COVered With 100Se
StOneS and bOulderS.  :PfLSSing OVer a ridge, ア`O had tO deSCend
the far side for son〕 te httlo d:istance to a.lal・ ge rock, 1、 'here we

calmped fOr the nighte  WO gOt tO this placO at 5 p.Ino say 9
hrs. 20 1nin. froln the onson.  Tll.o Japaneso contingent took up
their quarters in a la■ ge rift of the rOck, 、、アhilst、ve pitched our
sm_all tent on the nolthern sideo  This bivouac 、'o estilnれted to
c10s00n 9000 fte above sea lovel,and cOnsequently、 ve found the
、veather exceeding cold during the night.

〈E)n the 25th 、vo got up early tO see the sunriso but the
ontlook¬アas not a・ t all inspring, in fact there 、vas a decidedly
Sullen and £eFy aSpeCt 2ЪbOut the da。 Vヽn vヽlliCh betOl【OneClれ llything

but£ne ■7eti、ther.  メ仁 red SunriSe iS nearly if nOt alヽ 7ayS an eVil
On■en, ■vl〕1lst On tl10 0LhelD ll島 nd a red sunset betokensだ L EDe day
Ol■ the n■ OHКメド.  The 11｀ rellcll llave a lproverb to the latter ettbct:一 ―

“Le rouge soir et blamc matin fOnt r6jOuir le p61erin,''whilst we
sRy:一一``A red sl【 y at Dight is tlle shepher(1's deligl■ t,but a Fed
sky in the nlornillg is the shephOrd's、 ,arning。

Iu the diln light 、vo sれ、v t、vo other giant peaks一 ■EEgashi―

dake and Arakalvadake――on the salne rallge 1001nillg up like the
Sails fば  a phantOnl ship tO the n01tll_■ rest tllrOugh a thin gTauy

nlist on a phantom Sta.  The fornler accOrding to tho nlap is
3146 11letres and 63 1■ otres higher th[Ln the latter but reputed
tO be enSier tO Climb・ I the Weath∝ ha■ Onり l101d Out We
migllt have ``scalped'' both of themo  The wincl began to blo・ w
in Strong and itful gllsts and ble、 v strOnger aund stronger as the
day woro ono Tho guide hdd out slnall prOspOcts of£ no weather,
so as rain sta■edね Lll heavily theL寺 れs nothing b do but b
tul■ in ECain after breakfast.α imbing accordingly was ipost―
・poned on accOunt Of the・ wind and nlist and rain. 唖'L,at night

the weather got w∝∞, and the」 assぉn several poin撻 .It
lookecl to us as if、 アo・were in fOr i tvDh00n. or the tail―ond of
one at leavst.  I「 he rain caI110 do・ wn harder than・ over, and the
wind blew“ gFeat glms.'' Our tentt wodd only hold two,and
wo were very much likO sardines in a tin at that, so the Sunli―
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SCRAIIBLES IN TBE SOUTEERN JAPANESE ALPS.

It was just lve On the morning of the 23rd when the´ B.De― .

お  rose froI11 11lS ballnT COuCll after a terri£ G battle― laSting

lnOre Or less the entire night一―with the hordes of rapaciOus nOun
for Thicll Koshib11 0nsen is justly 鳳Inouso The barometer
shOwed a height()f2900 fto whilst the thermometer reJst∝ed
70° Fo Shortly after siK Te set out for our nlounhin,but thO
Fates 、アere nlost unlind.  The 、vofLtller althougll i'lle ill tllo

Oal,ly lnorning turned out decidedly unpropitious, rain fallillg in
heAvv and continuo1ls s1lo、vers as sOon as wo had reached tlle
f00t Of the treO― clad spur of .A.kaishisan.  :日 iere after a I1lost

discollsolate halt of over an 1lour 、ve canle t()the conclusion tllat

discretiOn is son■ etinle3 tlle better part of valour, so 、、re reh・ aced

Our steps tO th0 0nsen getting back shortly after 2 p.Ine t110F―
Oughly sOaked t()t110 skin, ■ot only by the rain but by the‐
、、_atelo in the strealn, 、、■hicll 

‐
gOing up and dO・ wn l、70 11ad crOssed

nO less tllan 54 tilneso  li王o、vever the scenery in this gorge is
malgnilcent,and alnply repaid us for any discomfort caused by
Olu・ failure and tlle l1loisture encouDttered.  :Porpendicnl:、 1・  clifb

rOsO sheer for several llundreds of feot frOIn tlle river bed.
FeatheI:y'pine trees of fantastic shalpe gro・ wing out of cracks in
the solid rock Spread tlleir branCheS intO SIDaCO abOVe thO ruSllillg
tOrrent, 、vhicll h:ld turned to a dark broヽ vn hue like the Tllalnes
at :London Bl・ idge frolll a beauttiful sea-8reen colo■ ■・ earlier in

the day.  A lol■ 3 SOak in the hot bath, and then a lnagnincent
cOncOctiOn cOnsistiug Of fried negi, hot 、vattr, 工五ebig's extract of

lneat, neW pOta10eS, riCe, beanS and Halmburger SteakS With
sausages and ШtuslrOonls, all stewed together,1lled us witll the
£rm belief that life after an solnetilnes恥 ,as worth livingo  Tlle

old ]nan was more than plo3sed to see us back so soon as it
meant anOther doso of the magc``8oat rev卜 er。 '' Next m∝ ning
――the 24th―一、vhen w℃ started oF a3ain at 7。 40 a.In.・ he assured
us that the weatherヽ'aS gOing tO bO ``daijObu,''but it lniSt b3

stated he t.lrned out to be a fal“ prophet.The largp、vaterhn
abOut One hour out fronl KOsllibu w'as in SnO 7ヽ0rking Order On
ac(∝)unt of the recent rain, and it came rushing over a cli豊

。
、vith

a loud roaro There aro many huge rocks and b6ulders lying in
picturOsque confusion in t1lo Kosllibuga、 7a,sOInte Of theln sO large

that w'e had 歓) clinib over thelno  There are no b・ ridges con―

sequently the work was pretty strenuous,as what witll fbrding
t11。  strean. t、 venty_sevell tilnes ag2Lin, and surmounung other
ぬ伍cult obstacles such as huge fanen trees,etco w。 1ladメenサ

of opportШ 五ties to show wllat、 ve were made of in the way of
lnountain goats.  、可

7。
 11lade excenent time uD to the f。6t of tlle

sDur reachinρ i the edge Of the fOrest at 10。20 aonl. a ilittlo under

three h,ours.  lrhis point is 4800 fte above sea levol◆   IIore we・

3・:



2 SGRALIBLES IN THE SOETHERN JAPANESE ALPS.

]Red hk llountain fro】:Il tlle Tenrvuα a・wa sidee and after des―

cending On the Oth∝ a,nd crOssing tho 01-gawa,eventudly got
l)ack b civilizfLtion bv 、va、, Of Shidzuoka.  :日 :e 、vas of opinion
tllat this pal・ ticlllar、 peak 、vas ``sol■o'' climb,and、 vell、vorth the

tilne, trouble, ancl expenseo  Fl'oln、 vhalt、ve saw・ of it、ve should

estil1late he 、vaυs not fir 、‐rong.  ■lhis of course given ■ne
Ⅵァeather, but as for us our luck in tllis direction 、vas dead out.

ェ」eaving the follo、ving day sl10rtly after noon, 1)eing sol■ le、vhat

delibyed by the ]:1lan frOnl Tol【 yo hれving to 、vait for solne iln―

p01ヽ tant advice at the local :Post Ottce in cЭ nnection vヽitll the

paylnent of a renlittanco fron.llis bakers, v・ Ot=。alnped 2 ri along

a nat and dustv road to the riveT's banke  Cirossing over to the
far sido by lneans of a long bridge,and the paynlent of a slnalll
toll, we imlnedi就 oly got into some interesting countryお r the

strean■ hereaobOuts■ o、vs alongside sonlo higll ch■ b with the road
running Ldgll above ito  At tlle slnall halnlet of :Ki3・ wano-lnura

we t。。k lunch, and were lucky t0 3iet sOme fresh troute After
leaving this place the、 veather becalne dun,。 ppresdve and showery.
crossing a low range of llins and the IIop_bge wo descended
illtO the vdley Of the Kosllibugawa― a river with which we were
s00n destined to become rather closely acquain.範 )do lt is some

ll ri to Oka、アara from lidtt but it lnust be remonlbered that
sOIne ri in the inaka aure rated at 50 c1lo apiece instead of the
regulation 36。  Ho、vever after a very long、valk 、アe got to the
vinage inn at ()ka、vara a little after lo p.ln.  The entire star
froIIl the proplH.etor do、 vn ll,■d all turned in for the night, but a
fO、v cheery yells and ho、 vls f10oln our goriki soon brougllt thelxl

tO the door, and in spite of the lauteness of the hour アゝe received

quite a、varnl■、アelcolne.  A hot tub had our frst attontton after
、Thich the kori containing the conlnlissariat received due conside―
tiOn.  ``I」 ights Out'' was sOunded at l。30a.In.  The routo up to
theン狙ba frOm okawara past the mOuntain villago of Kama盪 ,wa

runs thrOugh nlagni£ cent lnOuntain scenery. A」 [七er tho previous.

late night wo t。。k thngs easiけ and ЮaChed Our deSunation for
the day at 7.30 p.m.

IKoshibu Onsen is not an onsen in the liter』  Ineaning of

tlle 、vord as tho 、vater in the sI■ pllur sprl.ng is stone COld, and

has therefOre to be heated to the apphcttion of heat to make it
accephib10 tO tlЮ fow pi11事ilns who chance to pass that way。
ALfter dinner that night wo Presented the Old lnan who ran the
onsen at lttoshibu to a doso ol SOmO In烈 ダiC hquid knOWn aS

"Goat iRev市
er,"`and it must llave dono l五 m a world of good

as he I)on calne upstairs for lnOre which he said was for his
son, but it is doubtful 、vhetller it ever got as far as this indivi“

dual w,aiung on the ground■ oor.
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SCRAMBLES IN THE SOUTEERN
JAPANESE ALPS.

Pα l・ι II「 一∠編 sλ
jsαトー鶴 ι _Rι″■ ooλ ifb硼血れ.

BY

``BLUE DRAGON― FLY."

T IGIITER than & web of gossilmer yet rvithal sbronger than :I
lJ net of sioel once more the magic spell of the mountains
had cast itsolf over us, mesmerising, fascinating and enveloping us
in its thraldom' far more effeciu*rlly than eyer a, serf w&s held iu
bondage, or a, d.evout lover in the werm embrace of his inamo-
l.&t:u. The esquisite charm of those mountain solitudes together^
with the rvitchery of the pine-clad ridges floating through the
rnists of e&rly rnorning, anrl the majestic peaks of the Japanese
AIp. tipped with lilac, crinrson, ancl gold by the reCdenirg darrn,
ra,n riot througll our veins just &s sonre potent love philber ; ancl
lil<e the lode-star beckoned us from afar, and a,\y&y from thc
sordid, humdrunr, and, rnonotonous life of the " open ports," rvith
far moi'e powerful a gleam thau ever w-as flashed from AlailCin's
rvonderfnl lamp. But, Iaack to tJre ererglai!-es ! !

Iida, describeil in the guid.e bocks &s r], large anC flourishin!1'
ton'n, on the Ina Kaido in the valley of the Sky Dragcn rivet
\yzls the rendezvous that yea,r ; and curiously euough one of the
parfy hailing from Yeclo w&s'discovered pulling off his boo'rs orl
the steps of the front door of the Shogodo Ilotel by the BIue
Dragoo-fly, rvho had just walked 10 ri that duy from Ts.umago
on the Nakasendo over .the Odaira-toge. And that w&s tire 20bh
of August 1915, and & roastiug hot one at that. 'Without fear
pf couha,d.ictiou it can be stated tha,t the futon and the tori-uabe
at the Shogodo Hotel at fida are harcl to beat, and morerJver
quito in a, clnss by themselyes. The former are at least & foot
thick coverecl rvith pale rose silk and soft &s eiderdown, also
somewJrat of & contrast to our sleeping places of the follorviog
nights whore filthy trr,tami infestecl with voracious nomi \yere the
best the inaka had to offer, includiog our bivouac ou the shoulder
of Akaishis&n, where we slept soundly on creeping pine rrrith
the rain water trickling beneath us and the abura-kami ou its
\tray to the Koshibugawa and the se&. fu " The Playground of
the Far East " one has to take the rough w{th the smocth. It
is all in the clay's ryork.

At lida Tre mot & Japanese climber rvho had 'f done " the
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lE:ditors.

S.Nakamun,Esq.

Counoil.

M.SaiglB8,Esq.
To Takano,Esq.
Ne Takat6,in3q.
Dr.II.TAkeda.
Px)f.J.Tanabe.

Pro彙 工 Tanabe.

Ifon. K. J6.
R" Kogure, E=q.
K. Kojima, Esq.
S. Koutl6, Esq.
S. Nakamura, Esq,

Dr. M. Tsujimoto.
I. TsujimtlrB, Rs![.
Prof. C. Ifmezawa.
S. Yamokawa, Esq.

The object of the(〕 1■b being proinodon and、  ittusion of the k■ Owledge oE
mountains, and everything conccrning lnountains, it alw'ays .welcomes to its
membership those anxious to further this object by tlleir interest and support.

A.n applicant for admission into the Club lnust be propo嘔 ed and scconded
by thre0 0f the members,One Of whOm lnust be a Member of the Counc週 ,and
it is necessary that he should all up an ofacial form vァ ith particulars of ascent8

mado or nature of the lFork acco]m.plished by himself, and Send it in to the
club. The adΠlissiOn w'11l be decided at a Meeting of the()」 田tcers.

Lttembers are required, On their adlnissiOn intO the c)lub,to pay Yen 5■ s

entratoe fee, and Yen 3 as subscription for the current year, and thereafter an
an'ュIwLl subsorip減 on of■'en 3, payable in advance on the lst of January in each

year. Payコ LentS tO th0 01ub are tO be made thrOugh POSttLユ TranSfer Account or
by P。 0。0。  'N・either α調lh nor obeques are a∝ epted.

Melnbe轟 3 are entitlea tO reCeiVe the Club'S PeriOdiCal PubHCatiOnS. They
may 8置so attend the 10rdinftry Meetings of the 101ub and have access to the books
and maps in the Club Library.

Eve可7 memLr shall Кceive a Club Baage on loan,WhiCh must be“ turnet
On hiS EЮ dgnatiOn Of melnberShip.

Me】nbers who are away more than twelve 】はonths may, at their request,
apply to be Кglstettd田  ``Absent Members''on payment of Yen 2 brお e.

▲bsent Membe棗;may keep olub Baage; neea nOt pay subscription; shdl not
get any of the Clab's Publications; are not privilegcd to be pre〔 Юnt at any of

the C,11■ b's Meel日 ings;nor are they entitled tO vote。   Vヽhen returned they should

Pay the attarS fOr the period of absence,fLnd then shall receive the Club's
Publications issued du減 n2 their absence.  In carse their absence be prolonged
more than threo yeals,they have to resign lnembership, and retllrn the (〕 lub

Bad日o. lE,however,they wish 慣)re]oin the Club hereafter,they have the prl‐
宙lede Of being admitted thЮugh an intrOductton by a Member Of the Oounon
only.●

■こ1 0omlnunications should be addressed軟)the General SLCretary. IEnquiries
pequiゴ ng a ttply副
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